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九十九里町告示第１０号 

 

平成３１年第１回九十九里町議会定例会を次のとおり招集する。 

 

平成３１年２月１８日 

 

九十九里町長  大  矢  吉  明 

 

１ 期  日  平成３１年３月５日 

 

２ 場  所  九十九里町議会議場 



 

 

 

 

 

 

 

平成３１年九十九里町議会第１回定例会会議録（第１号） 

 

平成３１年３月５日（火曜日） 



 －3－

平成３１年第１回九十九里町議会定例会 

 

 議 事 日 程 （第１号） 

 

平成３１年３月５日（火）午前９時５５分開会 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期決定の件 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 行政報告 

日程第 ５ 一般質問 

───────────────────────────────────────────────── 

出 席 議 員 （１６名） 

     １番  髙 木 輝 一 君      ２番  鑓 田 貴 俊 君 

     ３番  中 村 義 則 君      ４番  古 川   徹 君 

     ５番  浅 岡   厚 君      ６番  荒 木 かすみ 君 

     ７番  内 山 菊 敏 君      ８番  杉 原 正 一 君 

     ９番  善 塔 道 代 君     １０番  細 田 一 男 君 

    １１番  佐久間 一 夫 君     １２番  谷 川 優 子 君 

    １３番  髙    功 君     １４番  鈴 木 征四郎 君 

    １５番  古 川   明 君     １６番  石 橋 和 雄 君 

 

欠 席 議 員 （なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名 

町 長 大 矢 吉 明 君 副 町 長 佐々木   悟 君 

教 育 長 中 村 誠 一 君 総 務 課 長 秋 原   充 君 

企画財政課長 木 原 正 幸 君 税 務 課 長 篠 崎   肇 君 

住 民 課 長 戸 田 佳 子 君 健康福祉課長 作 田 延 保 君 
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社会福祉課長 中 川 チエリ 君 産業振興課長 南 部 雄 一 君 

ま ち づ く り 
課 長 古 川 富 康 君 会 計 管 理 者 戸 村 俊 之 君 

ガ ス 課 長 中 村 吉 徳 君 
教 育 委 員 会 
事 務 局 長 

山 口 義 則 君 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 吉 田 洋 一 君 

教 育 委 員 会 
事 務 局 主 幹 内 山 茂 樹 君 

───────────────────────────────────────────────── 

本会議に職務のため出席した者の職氏名 

事 務 局 長 篠 﨑 英 行 君 書 記 伊 藤 さやか 君 
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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎開会及び開議の宣告               開 会  午前 ９時５５分 

○議 長（浅岡 厚君） ただいまの出席議員数は全員です。これより平成31年第１回九十九

里町議会定例会を開会します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎議事日程の報告 

○議 長（浅岡 厚君） 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第127条の規定により、 

    ４番 古 川   徹 君 

   １１番 佐久間 一 夫 君 

 を指名いたします。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第２ 会期決定の件 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第２、会期決定の件を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、本日より19日までの15日間としたいと思います。これに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日より19日までの15日間と決定いたしました。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第３ 諸般の報告 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第３、諸般の報告をいたします。 

  本定例会の議案として、町長より議案第１号から議案第37号の送付があり、これを受理い

たしました。 

  また、本日までに受理した陳情は、お手元に配付いたしました陳情文書表のとおり、それ

ぞれ所管の常任委員会に付託します。 
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  次に、平成30年度第３回定期監査が２月７日に実施され、監査委員から監査結果の報告が

ありました。お手元に配付の印刷物によって御了承願います。 

  次に、去る２月６日に全国町村議会議長会会長より、議会議員として永年にわたり地域の

振興、発展及び住民福祉の向上に尽くされた功績により、石橋和雄君並びに古川明君が表彰

されましたので、ここで表彰状を授与いたします。 

  石橋和雄君と古川明君は、前へお願いいたします。 

（表彰状授与） 

（１６番 石橋和雄君 １５番 古川明君 登壇） 

○１６番（石橋和雄君） それでは、古川議員いらっしゃいますけれども、代表して私のほう

で一言、皆さんにお礼の御挨拶をしたいなと思います。よろしくお願いいたします。 

  先ほど、表彰があるんだよということ、実は初めて聞きました。知らなかったものですか

ら。伺いますところ、27年以上の永年勤続ということで、すばらしい表彰状をいただいたわ

けでございます。 

  今、それこそ見させてもらっていますが、地域の振興、発展及び住民福祉の向上というこ

とに貢献されましたよということで、ここに書かれております。 

  今思いますと、確かに永年勤続、長年、議員として一生懸命務めてきましたけれども、果

たしてここに書かれているだけのことを私は何かやってきたのかなと、そんな感じもあるわ

けでございます。 

  しかしながら、我々住民の一員として、また議会の一員として、町民のため、喜ばれるよ

うにと努力してきたことは間違いありません。それがこの表彰につながったのかなと思いま

す。これも皆さん、議員の皆さん、それぞれ御支援、御協力いただいた賜物と思いますので、

深く感謝を申し上げたいと思います。 

  この表彰状いただいたことを契機に、より一層の努力をして、町民のために頑張っていき

たい、議会の発展のために頑張っていきたいと思います。よろしく御協力のほどお願いいた

しまして、つたない挨拶ではございましたけれども、お礼の御挨拶といたします。ありがと

うございました。（拍手） 

○議 長（浅岡 厚君） 同じく２月６日に全国町村議会議長会会長より、議会議員として多

年にわたり地域の振興、発展に寄与された功績により、佐久間一夫君並びに細田一男君が表

彰されましたので、ここで表彰状を授与いたします。 

  佐久間一夫君、細田一男君は前へお願いいたします。 
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（１１番佐久間一夫君 １０番 細田一男君 登壇） 

○１１番（佐久間一夫君） 一言御挨拶させていただきます。 

  ただいま表彰を受けまして、大変恐縮しているところでございます。また、この表彰に恥

じぬよう、今後とも議会活動をしていきたいと思いますので、同僚議員の皆さん、また役場

執行部の皆さんにおかれましては、今後とも御指導、御協力のほどお願い申し上げまして、

お礼の御挨拶とさせていただきます。本日はありがとうございました。（拍手） 

○議 長（浅岡 厚君） ありがとうございました。 

  続きまして、本定例会の説明者として、本職から地方自治法第121条の規定により出席を

求めた者は町長、大矢吉明君であります。また、町長より本定例会の説明者として委任した

旨通知のあった者は次のとおりです。 

  副町長、佐々木悟君。教育長、中村誠一君。総務課長、秋原充君。企画財政課長、木原正

幸君。税務課長、篠崎肇君。住民課長、戸田佳子君。健康福祉課長、作田延保君。社会福祉

課長、中川チエリ君。産業振興課長、南部雄一君。まちづくり課長、古川富康君、会計管理

者、戸村俊之君。ガス課長、中村吉徳君。教育委員会事務局長、山口義則君。農業委員会事

務局長、吉田洋一君。教育委員会事務局主幹、内山茂樹君であります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◎日程第４ 行政報告 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第４、行政報告を行います。 

  町長から行政報告の申し出がありましたので、これを許します。 

  町長、大矢吉明君。 

（町長 大矢吉明君 登壇） 

○町 長（大矢吉明君） ただいま議長の承認をいただきましたので、平成31年第１回九十九

里町議会定例会の開催に当たり、一言御挨拶を申し述べさせていただきます。 

  議員の皆様方全員の御出席を賜り、本定例会が開催できますことを厚く御礼申し上げます。 

  本定例会において、平成31年度九十九里町一般会計及び特別会計予算案、各種条例案、ま

た、平成30年度各会計の補正予算案について、御審議をお願いするところでございます。 

  それでは、平成30年町議会第４回定例会以降の主な事業について簡略に御報告申し上げま

す。 

  昨年12月28日から30日にかけまして、消防団による歳末特別警戒を実施いたしました。 

  新年を迎えた１月１日には、片貝中央海岸において、観光協会による元旦祭が開催されま
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した。初日の出を見るために早朝から訪れた多くの来場客に、イワシの丸干しや団子汁が振

る舞われました。 

  また、愛宕神社獅子舞保存会による獅子舞や、九十九里黒潮太鼓による和太鼓の演舞が披

露されました。これらのおもてなしにより、会場は大いに盛り上がり、平成最後の記念すべ

き元日となりました。 

  １月13日には成人式を挙行し、169名の新成人の門出を祝いました。九十九里町で培われ

た力を存分に発揮し、輝かしい未来を切り開いてくれることを期待するところでございます。 

  １月14日には消防出初め式を挙行いたしました。古川消防団長からの訓示により、団員の

士気高揚が図られるとともに、消防活動に尽力された団員や関係者に表彰状や感謝状が贈ら

れました。 

  ２月11日には、友好姉妹都市である富山県上市町の剱岳雪のフェスティバルに、商工会女

性部の12名と町職員が２年ぶりに参加いたしました。本町の特産品である焼きハマグリやイ

ワシの団子汁などを堪能していただいたことで、上市町民から温かい歓迎を受けるとともに、

より一層交流を深めることができました。 

  ２月17日には、山武市蓮沼において山武郡市民駅伝競走大会が開催されました。結果は総

合６位となりましたが、最後まで諦めず、たすきをつなぎ、懸命に走り抜く姿に感動いたし

ました。 

  今後の予定となりますが、年度末を迎え、３月中には卒園・卒業式が行われ、新年度とな

る４月になりますと、入園・入学式が予定されておりますので、議員の皆様方の御臨席を賜

り、新たな旅立ちを迎える子供たちを温かく見守り、激励していただければと考えておりま

す。 

  ３月23日には、海の駅九十九里において、九十九里町はまぐりまつりの開催を予定してお

ります。 

  ３月31日には、宮島池親水公園において、九十九里桜フェスティバルが、また、４月29日

には、片貝中央海岸において海の安全祈願を行う海開き式が、観光協会の主催により開催さ

れる予定でございます。 

  ５月12日には、九十九里はまぐりマラソン実行委員会と観光協会の共催により、海の風を

感じながら爽快に砂浜を走る九十九里はまぐりマラソンの開催が予定されております。 

  今後の各事業の実施に当たりましても、議員の皆様方のより一層の御支援、御協力を賜り

ますようお願い申し上げます。 
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  続きまして、平成31年第１回九十九里町議会定例会に臨むに当たり、町政運営の基本的な

考え方について、私の所信の一端を述べさせていただきます。 

  国の平成31年度予算編成の基本方針は、その基本的な考え方について、アベノミクスの推

進により、デフレではない状況をつくり出す中で、ＧＤＰは名目、実質とも過去最大規模に

拡大するとともに、就業者数の増加、賃上げなど、雇用・所得環境は大きく改善し、経済の

好循環は着実に回りつつあるとし、あわせてアベノミクスの成果を全国津々浦々まで一層浸

透させ、経済の好循環をさらに加速させるように施策を実施していく必要があるとしており

ます。 

  また、引き続き、経済再生なくして財政健全化なしを基本とし、戦後最大の600兆円経済

と財政健全化目標の達成の双方の実現を目指すなどとしております。 

  さらに、予算編成の考え方については、財政健全化の着実な取り組みを進める一方、幼児

教育の無償化を初めとする人づくり革命の推進や生産性革命の実現に向けての設備・人材な

どへの力強い投資、開発研究・イノベーションの促進など重要な政策課題への対応に必要な

予算措置を講ずる、めり張りのきいた予算編成を目指すとしております。 

  また、東日本大震災、熊本地震を初め、各地の災害からの復興や防災対応の強化を現場と

の連携を密に着実に進めるほか、我が国財政の厳しい状況を踏まえ、引き続き歳出全般にわ

たり、聖域なき徹底した見直しを推進することとし、地方においても国の取り組みと基調を

合わせ、徹底した見直しを進めるとしております。 

  このような基本方針に基づいて編成された平成31年度予算の規模は101兆4,571億円で、前

年度に比べ３兆7,443億円の増となっております。 

  歳入では、国税収入や地方税収入の増加が見込まれることから、３兆4,160億円増の62兆

4,950億円、新規国債発行額は５年続けての減額で１兆317億円減の32兆6,605億円、公債依

存度も32.2％と昨年度から2.3ポイント改善されております。 

  歳出では、社会保障費が34兆593億円で１兆710億円の増額となり、歳出総額に占める割合

は33.6％と非常に高い割合を示しております。 

  地方が安定的な財政運営を行うために必要となる一般財源総額について、平成30年度地方

財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保するとして、地方交付税は、前年度

比3.0％、4,701億円増の15兆9,850億円となっております。 

  次に、千葉県の平成31年度一般会計予算でございますが、総合計画「次世代への飛躍 輝

け！ちば元気プラン」に掲げた施策を着実に推進し、しっかりとした成果を上げるため、教
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育環境の改善や介護人材の確保など、子ども・子育て世代への支援の充実や、医療・福祉の

充実、道路ネットワークの整備などの社会基盤づくりを初め、くらしの安全・安心の確立、

商工業の振興・雇用、農林水産業の振興、千葉の魅力発信、文化・スポーツ・環境施策の推

進など、各分野にわたり、くらし満足度日本一の実現に向けた事業を計上しております。 

  また、開催を翌年に控えた東京オリンピック・パラリンピックに向けた取り組みや、近年、

頻発する自然災害から県民の生命・財産を守る防災・減災対策など、喫緊の課題についても

確実に対応を図るとし、当初予算の規模は前年度と比較して、319億6,400万円増の１兆

7,608億4,500万円となっております。 

  歳入は、収入の柱である県税で、地方消費税が税率の引き上げにより大きく増加するとと

もに、景気回復に伴う個人所得や企業収益の増加により個人県民税や法人２税も増収が見込

まれるため、前年度比172億4,700万円増の8,264億8,800万円を見込んでおります。地方特例

交付金は、平成31年10月から幼児教育無償化の財源として臨時交付金の増額を見込み、約54

億円の増の80億200万円となっております。また、臨時財政対策債を含む実質的な地方交付

税は、前年度に比べ20億円減の2,780億円を見込んでおります。 

  借金に当たる県債については、建設地方債が69億3,100万円の増、臨時財政対策債等が160

億円の減で、差し引き90億6,900万円減の1,885億3,800万円となっております。 

  歳出は、社会保障費で、平成31年10月から実施される幼児教育無償化の影響により支出の

増加が見込まれるとともに、高齢化の進展等に伴う後期高齢者医療給付費負担金などの増加

や、保育所などの増による運営費給付の増加が見込まれるため、5.8％、162億6,700万円増

の2,971億6,400万円が計上されております。 

  なお、津波により甚大な被害を受けた九十九里沿岸の海岸及び河川において、河川海岸津

波対策事業45億7,600万円が計上されております。 

  また、東千葉メディカルセンターには救命救急センターを併設し、山武長生夷隅保健医療

圏の中核的医療機関として、建物整備に要した費用の助成分７億1,830万円が引き続き支援

されます。 

  このような国・県の動向を受けての本町平成31年度当初予算でございますが、平成31年度

は、第４次総合計画後期基本計画と九十九里町まち・ひと・しごと創生総合戦略とも、計画

の総仕上げに向けた将来像実現への各施策を展開することで、町民が安心して暮らせるまち

づくり、住み続けたくなるまちづくりに取り組んでまいります。 

  一方、歳入確保について、厳しい状況が見込まれる中、重点施策の推進と健全な財政の維
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持を両立させるため、各施策・事業を徹底して見直し、限りある財源を効果的に活用するこ

とを予算編成方針といたしました。 

  この基本方針に基づき編成しました平成31年度九十九里町の予算規模は、一般会計と特別

会計を合わせて、総額100億2,275万8,000円と相なります。 

  また、「人、自然、風土が活きる海浜文化都市九十九里」の建設に向けた、今後の町行政

の方向性として、特に重要と考えている事項について、町幹部職員はもとより、職員に対し

ても指示しております。 

  １つ目は、九十九里浜を最大限活用した交流人口の増大、２つ目は、地域の宝である子供

たちの教育環境の充実、３つ目は、本町に住み続けたいと思う町民を大切にすることでござ

います。 

  これら重要事項の推進に向けて、私が先頭に立ち、職員一丸となって全力で取り組んでま

いりますので、町議会議員の皆様を初め、町民の皆様の御支援、御協力を賜りますようお願

い申し上げます。 

  続きまして、平成31年度一般会計予算及び特別会計予算の概要につきまして御説明申し上

げます。 

  議案第１号 平成31年度九十九里町一般会計予算は、予算の総額を51億8,000万円とし、

対前年度と比べて２億1,200万円、3.9％減額の予算といたしました。減額の主な要因は、か

たかいこども園整備事業及び防災行政無線整備事業の完了によるものでございます。 

  それでは、歳入でございますが、町税は対前年度比2.7％、3,868万1,000円増の14億5,020

万4,000円を見込みました。 

  個人町民税の現年度分が、課税者数は減少を見込むものの、所得の伸びを見込んだことか

ら、1,849万円増額、滞納繰越分が、各種税務調査に基づく滞納整理が進んだことから225万

円減額、また、法人町民税の現年度分が350万円増額しております。 

  固定資産税は、太陽光発電設備等の償却資産分が伸びたことから2,264万円増額となりま

した。 

  軽自動車税は、平成27年４月税率改正後の軽自動車登録車両の増加により287万円の増額

を見込んでおります。 

  歳入の根幹をなす地方交付税は、対前年度比0.6％、1,100万円増の18億7,100万円を見込

んでおります。 

  町の借金に当たります町債は、３億4,900万円減の２億6,700万円を予定しております。減
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額の主な理由は、かたかいこども園整備事業及び防災行政無線整備事業の完了によるもので

ございます。 

  次に、歳出について申し上げます。 

  歳出は、新規事業と重点事業について、第４次九十九里町総合計画の６つのまちづくりの

目標に基づき、申し上げます。 

  １つ目の「活力ある産業振興と交流・連携のまちづくり」の予算総額は１億9,581万1,000

円でございます。 

  新規就農者の支援として、農業次世代人材投資資金375万円を計上いたしました。 

  継続的な取り組みとして、多面的機能支払交付金3,956万円を計上し、農業・農村の持つ

自然環境、景観形成等の機能の維持・発揮を図り、地域の共同活動を支援することにより、

農業従事者の高齢化や担い手不足などの諸問題に積極的に対処してまいります。また、本町

の農業振興地域整備事業計画の策定を、昨年度に引き続き取り組み、策定を完了させ、運用

してまいります。 

  水産業では片貝漁港の整備及び維持を図るため、国・県とともに事業を進めてまいります。

また、近年、販売額が伸びている千葉ブランド水産物、九十九里地ハマグリの種苗放流を引

き続き県及び漁業協同組合と取り組んでまいります。 

  観光振興の面では、片貝海岸町営駐車場南側において、路上駐車対策としてガードレール

等の設置を計画しております。 

  また、地域ブランド振興事業として、旧豊海保育所の空き公共施設活用事業者への地域ブ

ランド振興事業補助金を新たに設けました。 

  いわしの交流センター、海の駅九十九里は、九十九里の魅力発信基地、地域の交流拠点施

設としての役割を果たすよう取り組み、九十九里町の持つ観光資源を活用し、地域で連携を

図りながら観光振興を推進してまいります。 

  ２つ目の「健やかにともに助け合い、支え合いのまちづくり」の予算額は17億7,925万

1,000円でございます。 

  本年度も保健サービス充実の一環として、乳がん検診では40歳、子宮がん検診では20歳を

対象に無料検診を実施し、各種検診への動機づけとなるよう取り組んでまいります。町民の

皆様の検診受診データを管理運用するため、新たな健康カルテシステムを導入し、健康指導

の充実を図ってまいります。 

  また、救急医療・急性期医療を核とした地域の中核病院である東千葉メディカルセンター
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が開院６年目を迎える中、地域の皆様に安定して医療提供ができるよう、引き続き看護師の

養成を支援してまいります。 

  平成31年４月、新たなかたかいこども園が開園することから、町内の子育て支援施設のこ

ども園化が完了いたします。子育て支援のより一層の充実に向け、教育・保育の一体的な運

営を図ってまいります。 

  また、学童保育事業については、本年度は、豊海、片貝の各学童保育室に空調機を追加設

置し、保育環境の改善を図り、引き続き子供の健やかな成長を支援してまいります。 

  高齢者向けには、介護予防拠点整備事業として、ちどりの里の改修工事を行い、新たな介

護予防拠点の事業展開を図ります。また、社会福祉協議会で事業展開中の高齢者外出支援事

業で使用する車両の更新に際し、購入費用を補助してまいります。 

  ３つ目の「快適で暮らしの安全・安心のあるまちづくり」の予算額は５億4,428万8,000円

でございます。 

  町民の皆様の日常生活に密着した道路補修や排水整備工事に努めてまいります。また、橋

梁長寿命化修繕計画に基づき、龍宮橋橋梁補修工事を実施いたします。 

  定住化の促進としましては、移住者の住宅購入等への助成制度を延長し、平成31年12月31

日までといたします。 

  防災・危機管理体制の充実では、防災行政無線（固定系）の整備が完了いたしましたので、

31年度は移動系の整備に向け、実施設計を行います。 

  消防体制の充実では、第７分団第３部、粟生丘・粟生新田地区の消防自動車の購入費を計

上し、消防施設の整備を図ってまいります。 

  ４つ目の「海が育む豊かな自然を未来につなぐまちづくり」の予算額は３億5,405万9,000

円でございます。 

  排水路の臭気対策として粟生納屋地区に整備した海水循環施設が、汀線の前進により停止

していることから、取水部分の延長工事を実施いたします。また、環境への負荷を軽減する

取り組みとして、町民の皆さんと５Ｒ運動を推進し、ごみの発生抑制に努めてまいります。 

  ５つ目の「まちを担う人材育成と豊かな心をつくるまちづくり」の予算額は３億1,974万

3,000円でございます。 

  2020年の東京オリンピックに合わせ、東金市と協働で、東金九十九里ハーフマラソンを開

催いたします。 

  また、九十九里小学校校庭東側のフェンスの老朽化に伴い、改修工事を実施いたします。 
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  なお、小中学校普通教室などの空調設備設置を平成30年度からの繰越事業として予定して

おります。平成31年度事業と合わせて実施しながら、子供たちの教育環境の充実・向上を図

ってまいります。 

  ６つ目の「計画の推進」の予算額は７億1,964万円で、これら６項目の予算額と職員給与

費や内部管理経費12億6,720万8,000円を合わせまして、予算の総額は51億8,000万円でござ

います。 

  平成31年度は、町税収入は若干増収となる見込みでございますが、地方経済の動きは依然

として弱く、引き続き一般財源の確保は非常に厳しいことが予想されます。本町が将来に向

けて、安定的に行政サービスを提供していくため、今後も財政の健全化を念頭に置き、身の

丈に合った行財政運営に取り組んでまいります。 

  議案第２号 平成31年度九十九里町給食事業特別会計予算につきまして申し上げます。 

  給食事業につきましては、子供たちの健やかな成長を願い、安全・安心な学校給食の提供

に努めております。予算の総額は１億4,300万円で、前年度と比べて300万円、2.1％増額の

予算といたしました。増額の主な要因は、調理現場の環境改善と調理設備の改修経費による

ものでございます。 

  議案第３号 平成31年度九十九里町国民健康保険特別会計予算につきまして申し上げます。 

  国民健康保険は、平成30年度から、持続可能な国民健康保険制度の運営を目指すことを基

本理念として、県が財政運営の責任主体となる広域化が始まりました。県と町がともに国保

制度の運営を担うための予算編成とし、予算の総額は21億9,700万円で、前年度と比べて

7,500万円、3.5％増額の予算といたしました。増額の主な要因は、保険給付費の増加による

ものでございます。 

  議案第４号 平成31年度九十九里町後期高齢者医療特別会計予算につきまして申し上げま

す。 

  後期高齢者医療制度は、従来の制度で指摘されていた現役世代と高齢者世代の費用負担の

不公平をなくし、世代間を通じた負担が明確で公平な制度として、平成20年度からスタート

したものでございます。予算の総額は１億9,900万円で、前年度に比べて600万円、2.9％減

額の予算といたしました。減額の主な要因は、制度改正に伴うシステム改修費用及び広域連

合への納付金の減額によるものでございます。 

  議案第５号 平成31年度九十九里町介護保険特別会計予算につきまして申し上げます。 

  本町の高齢者人口は6,000人を超え、今後も増加が見込まれる中、地域包括支援センター
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や総合事業など、介護予防の拡充を図る予算編成といたしました。予算の総額は15億5,000

万円で、前年度と比べて2,100万円、1.3％減額の予算といたしました。減額の主な要因は、

要支援認定者は増加傾向にあるものの、要介護認定者が減少傾向にあり、介護サービス利用

者の減少が見込まれることなどから、介護サービス給付費の減額によるものでございます。 

  議案第６号 平成31年度九十九里町病院事業特別会計予算につきまして申し上げます。 

  東千葉メディカルセンターでは、増田理事長を中心に、千葉県、千葉大学医学部附属病院、

設立団体である本町と東金市が連携して経営の健全化に取り組んでいるところでございます。 

  予算の総額は６億1,275万8,000円で、対前年度と比べて9,219万6,000円、13.1％減額の予

算といたしました。減額の主な要因は、開院前の医療機器整備のために借り入れた病院事業

債の償還終了によるものでございます。また、新規の事業として、耳鼻咽喉科開設や麻酔部

門システム一式購入のため、病院事業債を活用いたします。 

  議案第７号 平成31年度九十九里町農業集落排水事業特別会計予算につきまして申し上げ

ます。 

  本町の農業集落排水事業は、真亀丘地区が平成10年度、作田丘地区が平成13年度、豊海丘

北部地区が平成17年度に供用を開始し、３地区で運営しており、現在まで順調に稼働し、地

域の環境整備に貢献しているところでございます。 

  予算の総額は１億4,100万円で、前年度と比べて400万円、2.8％減額の予算といたしまし

た。減額の主な要因は、経営の能率化を図るため、昨年度から実施した地方公営企業法の適

用に向けた移行業務委託費の減額によるものでございます。 

  議案第８号 平成31年度九十九里町ガス事業会計予算につきまして申し上げます。 

  第３条に規定している収益的収入の主なものは、ガス売上料金などで総額３億7,009万

4,000円でございます。支出の主なものは、ガス購入費で１億2,317万7,000円、総額３億

6,593万7,000円といたしました。 

  次に、第４条に規定している資本的収入につきましては、工事負担金10万8,000円でござ

います。支出の主なものは導管工事で総額5,706万円といたしました。 

  また、資本的収入に対し不足する額5,695万2,000円につきましては、内部留保資金を充て、

平成31年度予算を編成いたしました。 

  議案第９号 平成30年度九十九里町一般会計補正予算（第５号）につきまして申し上げま

す。 

  既定の予算総額から歳入歳出それぞれ3,992万7,000円を減額し、予算の総額を58億3,150



 －16－

万2,000円とするものでございます。また、小中学校空調設備設置に伴う小中学校施設整備

費など、５件の繰越明許費の設定及び事業費の確定などによる地方債の補正を行うものでご

ざいます。 

  今回の補正は、事業の終了や精算が主なものですが、九十九里町庁舎建設基金に1,500万

5,000円、いわし交流センター及び周辺施設整備基金に1,000万円を積み立ていたします。 

  議案第10号 平成30年度九十九里町給食事業特別会計補正予算（第２号）につきまして申

し上げます。 

  既定の予算総額に歳入歳出それぞれ27万4,000円を追加し、総額を１億4,076万8,000円と

するものでございます。 

  議案第11号 平成30年度九十九里町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）につきまし

て申し上げます。 

  既定の予算総額に歳入歳出それぞれ9,073万6,000円を追加し、総額を24億2,801万9,000円

とするものです。補正の主な内容は、歳出では、医療費増加に伴い、一般被保険者療養給付

費１億1,183万1,000円を増額いたします。また、歳入については、普通交付金１億1,291万

4,000円を増額いたします。 

  議案第12号 平成30年度九十九里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）につきま

して申し上げます。 

  既定の予算総額から歳入歳出それぞれ1,073万2,000円を減額し、総額を１億9,608万6,000

円とするものでございます。 

  議案第13号 平成30年度九十九里町介護保険特別会計補正予算（第３号）につきまして申

し上げます。 

  既定の予算総額に歳入歳出それぞれ289万4,000円を追加し、総額を16億3,403万5,000円と

するものでございます。 

  議案第14号 平成30年度九十九里町病院事業特別会計補正予算（第１号）につきまして申

し上げます。 

  既定の予算総額に歳入歳出それぞれ７億9,201万6,000円を追加し、総額を14億9,697万円

とするものでございます。今回の補正は、東千葉メディカルセンターの経営健全化を図るこ

とを目的とした千葉県からの追加支援に伴うものでございます。 

  補正の主な内容は、歳出では地方独立行政法人東金九十九里地域医療センター事業負担金

を７億9,200万円増額いたします。また、歳入については、東千葉メディカルセンター助成
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事業交付金を７億9,200万円増額いたします。 

  議案第15号 平成30年度九十九里町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）につき

まして申し上げます。 

  既定の予算総額から歳入歳出それぞれ448万円を減額し、総額を１億3,929万5,000円とす

るものでございます。 

  議案第16号 九十九里町総合計画策定条例の制定については、総合計画の策定に当たって、

総合計画の定義を規定するとともに、行政と町民が共有する基本構想の策定を議決事項とす

るなど、計画策定に必要となる事項を定めるため、新たに本条例を制定するものでございま

す。 

  議案第17号 九十九里町議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例の制定

について及び議案第18号 特別職の職員等の給与、旅費及び費用弁償に関する条例の一部を

改正する条例の制定については、特別職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律の

公布に伴い、期末手当支給率などを改定するため、これら条例の一部を改正するものでござ

います。 

  議案第19号 職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一

部を改正する条例の制定については、平成30年８月の人事院勧告並びに同年12月の千葉県人

事委員会の給与改定勧告を受け、本町においても千葉県人事委員会に準じた給与改定を行う

ため、本条例の一部を改正するものでございます。 

  議案第20号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

は、働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律の施行に伴い、国家公務員に

おいても人事院規則を改正し、超過勤務命令を行うことができる上限を定めるなどの措置を

講じることから、地方公務員についても、地方公務員法第24条第４項に規定する均衡の原則

により、同様の措置を講ずる必要があることから、本条例の一部を改正するものでございま

す。 

  議案第21号 九十九里町保育所設置条例の一部を改正する条例の制定については、平成31

年４月に新たな町立かたかいこども園が開園することから、平成31年３月31日をもって町立

東保育所が廃止となるため、本条例の一部を改正するものでございます。 

  議案第22号 九十九里町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例の制定については、学校教育法の一部を改正する法律（平成29年法

律第41号）の施行により、専門職大学制度が創設され、専門職大学の前期課程の修了者を短
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期大学の卒業者と同等のものと取り扱うため、本条例の一部を改正するものでございます。 

  議案第23号 九十九里町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定については、特定教育・保育施設及び特定地域型

保育事業の運営に関する基準及び子ども・子育て支援法施行規則の一部を改正する内閣府令

（平成29年内閣府令第18号）の施行により、支給認定証の交付については、保護者からの申

請があった場合のみ行うこととしたことから、本条例の一部を改正するものでございます。 

  議案第24号 ちどりの里設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

は、ちどりの里の浴場施設を廃止し、地域包括支援センターを移設することで、新たな介護

予防拠点としてスタートさせることから、入館料を徴収する必要がなくなるため、本条例の

一部を改正するものでございます。 

  議案第25号 つくも学遊館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

ては、イベントの開催や各種同好会の活動の場として、つくも学遊館ホールを利用したいと

のニーズが増加しております。このニーズに応えるため、当該ホールを貸し出しすること、

また、貸し出しする場合の使用料を定める必要があることから、本条例の一部を改正するも

のでございます。 

  議案第26号 建物の無償貸付については、旧豊海保育所を活用し、地元雇用の創出や地域

ブランド力の向上を図るため、誘致を予定している株式会社ＢＲＡＮＤ ＡＮＤ ＣＯＮＳ

ＵＬＴＩＮＧ ＡＧＥＮＣＹに対し、平成31年４月１日から５年間、財産を無償で貸し付け

ることについて、地方自治法第96条第１項第６号の規定により、議会の議決を求めるもので

ございます。 

  議案第27号 契約の締結については、かたかいこども園除却工事に係る契約の締結につい

て、地方自治法第96条第１項第５号及び議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分

に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

  議案第28号 九十九里町道路線の認定については、作田字亥高5589番１を公衆用道路に地

目変更したことに伴い、作田字亥高5589番６地先から作田字亥高5589番７地先までの36.7ｍ

を一般町道5069号線として認定することについて、道路法第８条第２項の規定により議会の

議決を求めるものでございます。 

  議案第29号から議案第37号の農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについ

ては、農業委員会委員が平成31年４月11日をもって任期満了となることから、高柳久男氏、

中西英明氏、南部賢氏、古川靖久氏、永嶋正光氏、三橋芳男氏、斉藤討支男氏、今関光子氏、
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櫻井弘氏の９名を農業委員会委員に任命したいので、農業委員会等に関する法律第８条第１

項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

  以上が、議案及びその他の概要でございます。詳細につきましては、担当者から説明いた

させますので、何とぞ慎重に御審議いただき、原案のとおり御賛同いただきますようお願い

申し上げまして、御挨拶とさせていただきます。 

  よろしくお願いします。 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

（午前１０時５３分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時０８分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第５ 一般質問 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第５、一般質問を行います。 

  順次発言を許します。 

  通告順により、12番、谷川優子君。 

（１２番 谷川優子君 登壇） 

○１２番（谷川優子君） 谷川です。 

  住民の福祉と利益を守る立場に立ち、2019年３月議会の一般質問を行います。 

  国民健康保険の負担軽減についてお伺いいたします。 

  2018年度から国民健康保険の都道府県化が始まり、１年が過ぎようとしています。市町村

ごとの独立採算制が、都道府県の財政一括管理となり、運営に必要な費用は納付金として各

市町村に割り当てられるように変わりました。また、財源は、一旦、都道府県に集中し、そ

こから医療給付費に必要な費用を再び市町村に分配する仕組みとなりました。 

  しかし、制度を支えているのは低所得階層であるという、国保が抱えている構造上の問題

が解決されたわけではありません。高過ぎる保険税を払えず、滞納すれば保険証の取り上げ

などのペナルティーが行われ、その結果、医療を受けられずに重症化するケースもあります。

平成30年度の九十九里町の国保加入者の所得階層は、８割が200万以下の所得階層となって

います。 
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  お伺いいたします。１、厚生労働省は、標準保険料率はあくまでも理論値であり、現行の

保険料とは算出の前提が異なると当初から示していますが、新制度のもとで住民の所得を考

慮した国保税となっているのでしょうか。 

  ２、均等割、平等割の負担軽減についてお伺いします。 

  全国知事会などの地方団体は、国保の構造上の問題の解決策として、けんぽ協会並みの国

保税にするために、１兆円の公費負担を要望しています。均等割、平等割の減額については、

今までも一般質問で私も取り上げてまいりましたが、住民の負担軽減のためにも、均等割、

平等割の減免または廃止を求めていますが、町の見解をお聞かせください。 

  ３、生活困窮者の申請減免についてお伺いします。 

  これも、これまで何度も要望してきましたが、住民がいつでも安心して医療にかかれるよ

うに、減免制度の申請が必要だと思います。国保法の44条、77条では減免が規定されていま

す。町の見解をお伺いします。 

  ４番目は、限度額認定証の発行についてお伺いいたします。 

  医療機関の窓口で限度認定証を提示することで、自己負担が限度額となり、窓口での負担

が軽くなります。ところが、滞納世帯には認定証が発行されません。滞納している住民が、

必ず悪質滞納者ではありません。それぞれ事情もあり、また、困窮している住民こそ限度額

認定証を必要としているのではないでしょうか。命と健康を最優先にして発行をするべきだ

と思いますが、町の見解はいかがでしょうか。 

  ５番目、滞納世帯への対応についてお伺いいたします。 

  今度の新制度の中で、保険者努力支援制度があります。この中で、短期証明書の交付をす

る際、納付相談の機会を設けるなどを義務づけにし、採点基準としています。また、同様に、

資格証の発行についても、特別な事情の有無を十分確認した上で交付する、これも採点基準

にしています。同採点表は、差し押さえについても、被保険者の実情を踏まえた上で滞納処

分を実施することを基準としています。 

  私たちは、この保険者努力支援制度自体、重大な改悪だと思っていますが、その採点基準

ですら、保険証の取り上げや差し押さえをめぐっては、住民の実情の把握を前提にするよう

にと、2018年１月31日全国会議に資料が配付されたと思いますが、納付相談の機会を設ける

特別な事情の有無の確認等の住民の実情を踏まえているのでしょうか。 

  次は、少子化対策・子育て支援についてお伺いいたします。 

  １、18歳まで子供の医療費拡充について求めたいと思います。 
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  昨年度までに通院時の窓口負担を高校卒業まで助成する市区町村は、全体の約３割まで広

がりました。中学生まで助成している市区町村は、通院６割、入院６割弱となりました。高

卒までの助成は、通院、入院とも３割に迫っています。 

  茨城県や奈良県では20歳まで、あるいは北海道は22歳まで対象が拡大されています。06年

までは中学以上の通院を助成していた市区町村は２％ほどでした。この十数年間で大きく前

進し、全国各地の自治体が子供の医療費助成を拡充しています。18歳までの医療費の無料化

の実施を求めますが、町の見解をお答えください。 

  ２番目、インフルエンザなど任意予防接種の助成についてお伺いいたします。 

  現在実施している予防接種は、定期予防接種と任意接種があります。高齢者に対し、イン

フルエンザワクチンの予防接種の助成がされています。高齢者と同じように、体力のない子

供たちにもインフルエンザワクチンの予防接種の助成をするべきだと思いますが、町の見解

をお答えください。 

  次に、教職員の異常な長時間労働の是正についてお伺いいたします。 

  現在、教員が置かれた状況は大変深刻な状況です。教員の長時間労働の問題を議会で以前、

私が取り上げたとき、タイムカードの設置を求めました。しかし、今はほとんどが機械警備

になっていると思いますが、教職員の勤務実態調査はされているのでしょうか。 

  ２番目、教職員の定数増の要望についてお伺いいたします。 

  1990年代までは、１日８時間労働となるように教職員の勤務時間が設定されておりました。

教員多忙の決定的要因は、１日に受け持つ授業数の増加にあり、多くの教員が１日５こま、

６こまの授業をこなしています。これは国の統計で、小学校はほぼ６こま、中学校では５こ

ま、学校週６日制から週５日制になったこのとき、この配置の基準を守るためには、総授業

数が同じなら２割の教師の増員をするか、あるいは教員を増やさないなら、総授業数を

16.7％、６分の１減らす必要がありました。それが長時間労働の根本がつくられているわけ

で、教員を増やす以外にありません。教職員の定数増は求めているのでしょうか。 

  ３、教職員の業務の削減です。 

  昨年出された中教審答申素案では、指導体制を整えないまま標準時数を大きく上回った授

業時数を実施することは、教師の負担増に直結するものであるとなっていますが、学校に蓄

積した不要不急の業務の停止、削減が求められていると思いますが、これはやろうと思えば

直ちにできることです。どの業務を削減するかは、国の詳しい方針も出ています。不要不急

の業務の停止など、負担軽減についての対応をお答えください。 
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  最後に、非正規雇用の働き方の是正です。 

  公立、私学ともそれぞれ深刻化している非正規の働き方の是正についてお伺いいたします。 

  当事者にとっても、子供の教育にとっても切実な問題です。公立学校の教員には残業代ゼ

ロの法制度があり、長い間、残業時間も把握されず、無制限に働かせている非正規雇用の教

職員の働き方についての対応をお聞かせください。 

  再質問は自席で行います。 

○議 長（浅岡 厚君） 谷川優子議員の質問に対する町当局の答弁を求めます。 

  町長、大矢吉明君。 

（町長 大矢吉明君 登壇） 

○町 長（大矢吉明君） 谷川優子議員の御質問にお答えいたします。 

  なお、教職員の長時間労働についての御質問は、後ほど教育長から答弁いたさせますので、

よろしくお願い申し上げます。 

  それでは、国民健康保険税の負担軽減についての御質問にお答えします。 

  １点目の、納付金・標準保険料率についての御質問ですが、千葉県ではことしの１月末に

国から示された確定係数に基づき、平成31年度分の市町村標準保険料等の算定を行いました。 

  本町に示された国保事業費納付金の総額は５億1,212万3,467円となっており、平成30年度

の納付金決定額と比較すると、5.29％の減額でございます。 

  また、標準保険料率については、医療、支援、介護分を合わせた数値になりますが、所得

割11％、均等割４万5,466円、平等割１万9,188円となっており、平成30年度と比較し、所得

割0.74％の増、均等割2,647円の減、平等割267円の減でございます。県から示された算定結

果をもとに、今後の国保運営等を総合的に勘案し、税率等の検討を行ってまいります。 

  ２点目の均等割・平等割の減免制度についての御質問ですが、低所得者に対する措置とし

て、世帯の合計所得に応じた７割、５割、２割の法定軽減が設けられており、同一世帯にお

ける加入者の増加に応じて、軽減を判定する基準額が拡大する制度となっております。現状

では、さらなる町単独での均等割・平等割の減免を実施する考えはございません。 

  ３点目の、生活困窮者の減免制度についての御質問ですが、所得に応じた法定軽減制度の

ほかに、町では、国民健康保険税減免取扱要綱を策定し、倒産・解雇等による失業または事

業不振などの理由により、前年に対して所得が減少した方について、減少割合に応じて所得

割を減免する等の制度を設けております。 

  ４点目の、限度額認定証の発行についての御質問ですが、限度額適用認定証は、高額な外
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来診療や入院療養を受ける場合に、事前に交付を受け、保険証とあわせて医療機関に提示す

ることで、窓口での自己負担が限度額までの支払いで済むことにより、経済的負担を軽減で

きるものでございます。発行については、住民課国保年金係の窓口で申請していただき、交

付しております。 

  ５点目の、滞納者への対応についての御質問ですが、滞納者から納税相談を受けた際には、

生活状況、滞納となった原因などを聴取の上、必要に応じて分割により納付をいただいてお

ります。また、状況により、関連部署との連携も図っているところでございます。 

  なお、相談がない方については、財産調査を行い、担税力があると判明した場合は、税の

公平性を確保するため、差し押さえなどの滞納処分を行っております。 

  次に、少子化対策、子ども・子育て支援についての御質問にお答えします。 

  １点目の、18歳までの子ども医療費拡充についての御質問ですが、現在、子ども医療費の

助成制度につきましては、子供の保健対策の充実や保護者の経済的負担の軽減を目的として、

入院・通院ともに中学生までを対象に医療費助成を行っているところでございます。 

  近年では、近隣市町においても高校生まで拡充する動きも見られますが、財源となる県か

らの助成対象者は、入院が中学校３年生まで、通院が小学校３年生までが対象となっており、

所得制限も設けられております。 

  制度の拡充に対する期待が大きいことは承知しておりますが、持続可能で安定的な制度と

するための財源確保が重要な課題となっております。このため、今後も県へ助成対象者の拡

充の働きかけを行うとともに、近隣市町の動向を踏まえながら、引き続き制度の拡充に向け

て検討を行ってまいります。 

  ２点目の、インフルエンザ等の予防接種の負担軽減についての御質問ですが、町が未成年

者に実施している予防接種は、予防接種法に基づき、定期予防接種とされた13種類の疾病に

対して、全額公費負担で実施しております。 

  一方で、任意接種である予防接種に対し無料化や助成を行っておりませんが、今後、国に

おいて、予防接種法に基づき実施すべき定期接種に位置づけられるか、その動向を注視して

まいりたいと考えております。 

  以上で、谷川優子議員の御質問に対する私からの答弁とさせていただきます。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育長、中村誠一君。 

（教育長 中村誠一君 登壇） 

○教育長（中村誠一君） 谷川優子議員からの御質問のうち、私からは教職員の長時間労働に
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ついてお答えいたします。 

  １点目の、教職員の勤務調査はされているのかとの御質問ですが、教職員の超過勤務の問

題については、本町においても喫緊の課題であると判断しております。 

  このことから、昨年度、各学校にタイムレコーダーを配置し、学校管理職が教職員一人一

人の勤務状況を確認できるように改善を図っております。学校管理職はこのデータをもとに

個別指導をしており、教育委員会には管理職の負担にならないよう、適宜、勤務状況を報告

させております。 

  ２点目の、教職員の定数増は求めているのかとの御質問ですが、教職員の採用、配置につ

いては県教育委員会の権限であり、一定の基準に基づき、教職員が配置されております。町

教育委員会といたしましては、千葉県教育委員会に対し、千葉県市町村教育委員会連絡協議

会及び千葉県町村教育長協議会を通して、教職員の増員配置並びに基準の見直しについて、

要望をしております。今後も継続して要望をし、教職員の負担軽減が図れるよう対応してま

いりたいと考えております。 

  ３点目の、教職員の業務削減はされているのかとの御質問ですが、教職員の時間外勤務に

つきましては、教材研究、児童生徒の指導、保護者対応、成績等の事務処理、部活動が主な

ものとなっております。 

  児童生徒の指導、保護者対応、成績等の事務処理に対する負担軽減は難しいところがござ

いますが、教材研究等については、データ化を図ることによって教職員間で共有することが

可能となり、また、部活動については、週のうち２日は休止日としております。さらには、

学校内外での問題などへの対応は、組織的な対応を図ることにより、職員の負担が偏らない

ように配慮し、負担の軽減が図れるよう対応しております。 

  ４点目の、非正規雇用者の働き方についてとの御質問ですが、常勤講師は、定数内欠員補

充、産休育休・療養休暇の代替などで、職務内容、勤務形態、福利厚生については差がなく、

給料もほとんど差がありません。 

  非常勤講師は、初任者研修に係る非常勤講師、きめ細かな指導のための非常勤職員、スク

ールカウンセラー、学習サポーターなど、勤務時間に指定、制約のある非常勤の職員で、職

務内容、勤務形態についてはそれぞれ勤務条件の明示をしているところであります。 

  以上で、谷川優子議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） 谷川です。 
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  納付金標準保険料率と、また、次に質問に出している均等割、平等割の減免制度について

は関連があるので、一緒に質問させていただきます。 

  平成30年度確定係数結果の標準保険料率を見ると、標準保険料率２方式の医療分の均等割

が３万3,230円、２から４方式で均等割が２万304円、平等割では１万9,188円と、大変大き

な負担になっております。 

  この均等割、平等割というのは、前も私、議会で、一般質問の中で取り上げましたけれど

も、明治時代の人頭割と同じ性格のものなんです。特に、多子家庭などに大きな、これ、負

担がかかっているんです。 

  これを協会けんぽ並みに下げる、他の保険制度ではこういった人頭割と同じような、均等

割、平等割というのは他の保険にはないということで、ぜひこれ、軽減をするか、廃止をす

るか、考えてほしいと思うんですけれども、どうでしょうか。 

○議 長（浅岡 厚君） 住民課長、戸田佳子君。 

○住民課長（戸田佳子君） 谷川議員の御質問にお答えします。 

  ただいまの御質問は、国民健康保険制度のことでございますので、市町村単独において、

今現在、均等割や平等割を全くなくすということは不可能かと存じます。 

  また、多子家庭に対する均等割、平等割につきましては、先ほど答弁にもございましたが、

町単独での軽減は今のところ考えておりません。今の国民健康保険制度ですと、単独でどこ

かを下げると、どこかを上げなければならないという制度になってございますので、今のと

ころ検討はしていないところでございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） また再質問をいたします。 

  しかし、ほかでは減免したり何かしているところも、自治体では現実的にあります。 

  今回いろいろ見ると、保険税の負担軽減のために、今、基金が５億円以上、九十九里町は

持っていますよね。これは、取り過ぎたお金なんですからね。今後これは使わない、充てる

必要がないんだったら、とにかくこの負担軽減のために使うべきじゃないかな。取り過ぎた

保険税なんだから、住民に返すというのは基本だと思いますけれども、どうでしょうか。５

億円以上ため込んでいる基金は、今後どのように使われるおつもりですか。 

○議 長（浅岡 厚君） 住民課長、戸田佳子君。 

○住民課長（戸田佳子君） 基金につきましては、30年度、初めて広域化が始まった時点では、

標準保険税率を端数処理をさせていただきまして、不足分について充て、その保険料率を３



 －26－

年程度継続するために、計画的に使わせていただきますという御説明をしたところです。 

  ただし、今回それを基本にはいたしますが、今後この平均保険税率が基本的なものであっ

て、それに対して町は独自に、それを参考に税率を決めるというところでございますので、

前年度の繰越金や、また基金などを活用して、住民の方に納めやすい税率を検討してまいり

ます。 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） とにかく九十九里町の住民の所得階層を見ると、先ほど私も壇上で

言いましたように、200万以下の所得の人が８割なんですよ。そういった現状をよく考えて、

負担軽減をやってほしいと思います。 

  ぜひ、ほかの市町村でも、多子家庭にはそれなりの市町村、その自治体独自の減免や何か

をやっていますので、それにぜひ九十九里町も使ってほしいと思います。 

  困窮者に対しての保険減免制度についての再質問を行います。 

  先ほど町長がおっしゃったように、町長が認めたものと、国保の減免要綱の中で、第３条

第６号に「その他貧困により生活が著しく」また、「町長が特に減免の必要があると認めた

とき」とあります。しかし、その要項の中には具体的な数字が載っていないということです

よね、今ね。 

  何度もこれはきちっと、例えば生活保護基準の1.3倍とか、なぜそういう数字にきちっと

明確にしないのか。要綱の中でそれを明確にしてほしいと思うんです。 

  それで、そこでお伺いしたいのは、今まで東日本大震災で災害を受けた事例以外に、この

申請減免の事例はありますか。 

○議 長（浅岡 厚君） 税務課長、篠崎肇君。 

○税務課長（篠崎 肇君） お答えいたします。 

  申請減免が過去にあるかという御質問だと思いますが、申請減免につきましては、過去、

非自発的退職者等によりまして、平成30年度、今現在の状況で言いますと13名の方が申請し

ております。 

  あと、施設等へ収監された等によりまして、そういった事情によりまして、減免申請が出

ている方が４名おります。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） 今まで、これだけの低所得層が支えている国保税なのに、その申請
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減免がないということ自体、この申請減免のしやすさがないということじゃないんですか。 

  誰でも生活が困窮していれば、当然、申請減免ができるような体制、あるいは住民にそう

いった周知が図られていないのだと思うんですけれども、どうなのか。具体的なそういった

減免要綱の設置が必要だと思いますけれども、そこはどうなのか。 

  それと、国保法の減免規定がされている44条と77条がありますが、この規定に沿った町の

具体的な減免制度、住民がしやすい申請減免が必要だと思いますけれども、どうでしょうか。 

○議 長（浅岡 厚君） 税務課長、篠崎肇君。 

○税務課長（篠崎 肇君） 77条に基づきました減免申請につきましては、先ほど町長答弁の

中にもございましたが、国民健康保険税減免取扱要綱のほうを平成30年度、施行させていた

だいたところであります。まだその点につきまして、周知等足らない部分もあるかと思いま

すが、今後、周知した中で、使いやすい方策を考えていきたいと思っております。 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） 12番、谷川です。 

  これ申請減免の第３条第６号で、「その他貧困により生活が著しく困窮し、町長が特に減

免の必要があると認めたとき」、「町長が認める場合」、「町長が定める」、「町長が定め

る」、これしかないんですよ。 

  ここにきちっと、例えば先ほど言ったように、生活保護基準の1.3倍とか、1.4倍とかとい

う、そういった数字がなければ、何を町長は定めるのか、何を認めるのかというのが具体的

にわからないので、それをぜひ数字化してほしいと思います。 

  やっぱり住民は今、九十九里町の住民は本当に今、大変な状況の中で、この国保税を払っ

ているんだと思いますよ。そういう苦しい人のために、申請しやすい減免制度をお願いしま

す。 

  それから、次に、限度額認定証の発行について再質問をいたします。 

  まず、命と健康を最優先にしてほしいと思います。国保税が高過ぎて払えない、払えるも

のなら払いたいよと、住民がよくこういう悲痛な声を私に言いますよ。滞納世帯は皆、悪質

滞納ではないので、住民を苦しめるペナルティーはやめて、安心して医療にかかれるように、

限度額認定証の申請は必要だと思います。どうですか。 

○議 長（浅岡 厚君） 住民課長、戸田佳子君。 

○住民課長（戸田佳子君） 限度額認定証の交付につきましては、原則、滞納のある世帯の方

につきましては交付しておりません。かわって、貸付制度のほうを御案内しているところで
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ございます。 

  ただ、税が支払われなくなる過程において、さまざまな御事情があるかと存じます。その

場合に、前年度と比較して大きく変わる状況が発生した場合には、早目に町のほうに御相談

をいただきたいと思います。 

  と申しますのは、今現在、医療費が高額になってきているんですが、その増額の理由が、

やはりがん治療など、医療費が高くなって、継続的に家計を圧迫する状態になってございま

す。そのため、前年度までは支払われたんだけれども、今年度、急激に所得の状態が変わっ

て払えなくなってしまうという状態が生まれてきているかと思います。 

  そういったときには、全てではございませんが、判定基準に沿って交付が可能な場合もご

ざいますので、早目の御相談をしていただきたいと思っております。よろしくお願いいたし

ます。 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） いや、せめて分納している住民には発行してほしいと思います。一

生懸命払おうと思って、一度には払えないけれども、分納している住民もいるわけですよね。

でも、１期でも滞納していると、限度額認定証は発行していないと思いますので、ぜひ、そ

れは相談に来ないほうが悪いという話なのかどうかわかりませんけれども、やはり住民が滞

納する、あるいは十分に払えないということの状態をよく精査して、限度額認定証は全ての

必要な住民に発行してほしいと思います。強くそれは要望いたします。 

  あと、滞納者に対する対応なんですけれども、新制度の中で、先ほども言ったように、短

期証明書の発行、納付相談等の機会を設ける、あるいは特別な事情の有無の確認、そういっ

た住民の実態はどのように把握されているのでしょうか。 

○議 長（浅岡 厚君） 住民課長、戸田佳子君。 

○住民課長（戸田佳子君） 先ほども申しましたように、滞納してしまう御世帯の方にはさま

ざまな御事情があるかと思います。 

  町では、初めて短期証の該当になる御家庭には早目に御連絡をいたしまして、納税相談に

来るように通知を差し上げております。 

  さらに、また１年間全く納付がなく、資格証になってしまいますよという方に対しまして

も、理由を述べに来てくださいということで書類を通知しております。全く反応がない場合

に、最悪、資格証になってしまうというところでございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 



 －29－

○１２番（谷川優子君） 何度も言うようなんですけれども、この新制度の中でも十分にその

対応をしなさいというようなことが、採点基準になっているわけでしょう、点数に。だから、

そこは機械的に対応しないで、十分に住民の動向を調査してほしいと思います。 

  それと、分納している人には限度額認定証の発行をするように、強く要望いたします。 

  18歳までの医療費の無料化の拡充について再質問を行います。 

  現在、中学までの助成を行っていますけれども、18歳までの医療費の拡大、拡充されたと

きの財源措置はどのくらいになるのか教えてください。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） お答えさせていただきます。 

  平成29年６月定例会においてお示しをさせていただきました推計値では、中学生１人当た

りを、その医療費を高校生400人に当てはめて積算をいたしまして、700万円の影響額を算出

したものでございます。 

  現在、高校生の人数、366人と聞いておりますので、制度の関係で現物給付等々もできな

い、償還払いというふうになりますと、申請率にも影響があろうかと思います。そういった

状況を考えますと、影響額は今よりさらに少なくなるというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） 谷川です。 

  700万、今、少子化だから、逆にやりやすい施策もあるんじゃないかと思うんですよね。

子供がたくさんいれば、もっとかかると。でも、金額的に700万の影響額だったら、できな

いわけないと思うんです。ぜひそういう基金のため込みばかりせずに、そういったものに使

ってほしいと思います。 

  次は、インフルエンザの予防接種の負担軽減について再質問を行います。 

  現在、助成を行っている自治体では、おおむね６カ月から高校３年生までの助成を行って

いますよね。助成額も2,000円から3,000円となっています。今、予防が叫ばれている中、財

政的に本当に無理な金額なんでしょうか。お答えください。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） 現在の町の状況をお知らせいたしますと、町は罹患した際に

重症化しやすい高齢者を対象に、インフルエンザの予防接種費用を助成しているところで、

おおむね2,800人の方々が予防接種を受けているといったことで、重症化が防げているとい
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うふうに考えてございます。 

  一方で、子供のインフルエンザの予防接種につきましては、国において検討が重ねられた

結果、有効性には限界があり、希望する場合に任意の接種として行われるのが適当であると

いうような結論が出てございます。 

  子育て世代の経済的な負担を軽減するといったことは大変に重要だというふうに認識して

いるところではございますが、現段階において定期接種化に向けて国の動向に注視している

ところでございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） このインフルエンザの助成をしている浦安市、あるいは神崎町、長

生村、長柄町、御宿町、インフルエンザの接種に助成をしています。 

  長生村は中学３年生ということでやっていますけれども、例えば、まず最初に、九十九里

町で中学３年生だけにインフルエンザの予防接種に助成を行うとしたら、どのくらいかかる

のでしょうか。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） お答えさせていただきます。 

  長生村の取り組みといたしまして、高校受験を控えております中学３年生を対象に、１人

当たり3,000円の助成をしているというふうに伺ってございます。これを本町に当てはめて

まいりますと、中学３年生124名というふうになってございますので、40万円程度の負担に

なろうかと思います。 

  しかしながら、この取り組みにつきましては中学３年生、いわゆる受験生を応援する制度

ということでございますので、対応につきましては教育委員会部局等々も含めた中で、検討

をさせていただければと考えております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） 40万円ですよ、40万円。まず、手始めにそういった、まず第一歩で、

九十九里町でできる助成から、ぜひ実現をお願いいたします。 

  教職員の定数増について、先ほど教育長からいろいろ詳しくお伺いいたしました。 

  教職員の定数増について再質問を行います。 

  私たち日本共産党では、今回、10年間で９万人の教員増員計画を国に提案しています。現
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在の定数配置が、1990年までは１日８時間労働となるように設定されておりましたが、時間

把握などの働くルールをしっかり守らせることが、先ほど教育長の回答でもありましたけれ

ども、必要だと思います。 

  今後、教職員の定数増に関しては、先ほど喫緊の課題だという回答をいただいたので、ぜ

ひ教職員の定数の増を、もっと県や国に大きく声を上げて求めてほしいと思います。子供た

ちの教育環境にもかかわってくる問題です。これは教育委員会、学校だけの問題ではなく、

議会や町も一緒に、これは子供たちのために要望していく問題だと思います。それはそれで

お願いいたします。 

  学校に蓄積した不要不急の業務の停止、削減について再質問をいたします。 

  学校職場ごとに校長と教職員が話し合ってできる、今、削減を、先ほども教育長の話では

進めているようですけれども、2018年10月に中央教育審議会答申素案が、業務が削減できる

ように述べたと。該当する業務の削減を含めて、大いに活用ができるというふうになってい

ます。 

  例えば、夏休み期間の高温時のプール指導や、試合やコンクールに向けた勝利至上主義の

もとで早朝勤務等の時間外に行う練習の指導、内発的な研究意欲がないにもかかわらず、形

式的に続けられている研究指定校としての業務、必ずしも適切と言えない業務は大胆に見直

しして、削減してこそ、限られた時間を授業時数に充てることができる。 

  このように内容を見るとなっていますけれども、これに沿ったような業務削減の指導はさ

れているのでしょうか。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局主幹、内山茂樹君。 

○教育委員会事務局主幹（内山茂樹君） 部活動の早朝指導、それから研究指定校の業務等々

ですが、本町では、特に研究指定校については必要なもののみ受けておりまして、１つの学

校で研究指定を受けたりはしますが、その後、３小１中でそれを共有していって、その後の

教育に役立てるようなものにということで、幾つも実はお誘いはあるのですが、精査して、

お答えしているという形でございます。 

  それから、特に業務削減ということですが、毎月、校長会というのがございまして、その

校長会で、各校の取り組みを紹介していただいて、それを共有すると、そういう形でやって

おります。例えば定時退勤を週１回しましょうとか、出張時には直帰を促すとか、それから

職員会議も、資料の作成の時間を削減するためにペーパーレスでやりましょうとか、パソコ

ンの画面上ですね。そういった形のことで、少しずつではありますが、業務削減に取り組ん
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でいるという形でございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） 早く勤務時間を終わらせて帰るようにという、これは何か時短ハラ

スメントにもつながるようなので、それは十分に帰れるような体制をつくるということが、

まず第一だと思いますよ。 

  ある住民が私に言ったのは、朝方の３時に前を通ったら、もうこうこうと明かりがついて

いたよ、中学校で、というような話を私にした住民の方もおりました。 

  ですから、そういうことのないように、まず、不要不急の業務は早く削減をして、そして、

先生方の環境を守ってほしいと思います。 

  教員の負担を大幅に増やしたものは、国や教育委員会の教育改革です。教職員増員なしに、

新たな業務を次々に学校に課したことがあります。学校での仕事の仕方に、何でも文書とい

ったような、無駄に時間がかかるようなもの、こうした増大な今までの業務を削減すること

が、教職員の異常な長時間労働を是正する上で、定数増と並んだ大きな課題となっています。 

  教師は、労働者であるとともに、教育の専門家であり、教師のこの２つの性格と地位は決

して対立するものではなくて、正しく統一されなければいけないと私たちは考えております。 

  教職員を増やして、異常な長時間労働の是正が、子供たちにとってもよりよい教育環境だ

と申し上げ、私の一般質問を終わります。 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

（午後 零時０２分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 零時５９分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） 順次発言を許します。 

  通告順により、４番、古川徹君。 

（４番 古川 徹君 登壇） 

○４番（古川 徹君） ４番、古川徹です。 

  議長のお許しをいただきましたので、通告に従い一般質問を行わせていただきます。 
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  今回の質問ですけれども、大項目２点に絞りました。 

  １点目が、東京オリンピック・パラリンピックに備えた施策について。 

  これは約２年ほど前に、行政の方々、町の方々に質問をしております。その辺の再確認を

したいのと、また新たに訪日外国人に対して、本町に誘致する施策、受け入れ態勢、インバ

ウンドについて等も含めてお伺いしてまいります。 

  また、３点目の魅力的なまちづくりの施策としては、クラウドファンディングの取り組み

としておりますけれども、この施策をして資金調達ができないものか。町の財政も限られた

財政の中でやられておるわけでございますけれども、大変厳しいものがあると思います。そ

こで、魅力的なまちづくり、オリンピックに向けて、少しでもよくなるようなまちづくりの

施策として、クラウドファンディングの取り組みがいかがなものかなと。もちろん、これに

は負担がかかると担当課が言っておりましたけれども、その辺は本当にかかるものなのか、

どのぐらいかかるものなのか、その辺を含めてお伺いしてまいりたいと思います。 

  ２点目のいわし博物館の休館中についてでございますけれども、１点目の爆発事故から休

館して、ちょうど15年ですかね、経過しました。いわし博物館と言えば、かつては天皇皇后

両陛下が、行幸啓の際に訪れている施設でもあります。そのような貴重な財産、施設を解体

の方向で考えているということを前にお聞きしておりますので、２点目に挙げますその解体

の方向で考えていることに変更がなければ、解体費用と、また、時期についても含めてお伺

いしてまいりたいと思います。 

  また、３点目で、この爆発事故で保険金が１億円出ているわけでございますけれども、そ

の１億円の中で、今できました海の駅の中に、いわし資料館の建設費として約6,000万ぐら

い使われたのかな、そういうような記憶があるんですけれども、それ以外の残金はどのよう

にされているのか、またその使途についてお伺いしてまいりたいと思います。 

  再質問は自席にて行わせていただきます。 

○議 長（浅岡 厚君） 古川徹議員の質問に対する町当局の答弁を求めます。 

  町長、大矢吉明君。 

（町長 大矢吉明君 登壇） 

○町 長（大矢吉明君） 古川徹議員の御質問にお答えします。 

  なお、いわし博物館休館中についての御質問は、後ほど教育長から答弁いたさせますので、

よろしくお願いします。 

  それでは、東京オリンピック・パラリンピックに備えた施策についての御質問ですが、１
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点目の東京五輪・パラリンピック時に訪れる観客に、町のＰＲや商業者に相乗効果とつなが

る施策についての御質問ですが、東京オリンピック・パラリンピックの開催で生まれる人の

流れをどのように地域へ波及させられるかは、全国の自治体が積極的に取り組むべき課題だ

と認識しております。 

  さらに、九十九里浜沿岸である一宮町でサーフィン競技の開催が決定し、オリパラ組織委

員会では、過去の大会にはなかった魅力的な特徴の一つとして、大会２日目から９日目まで

サーフィンフェスティバルを開催するという意向も示されております。 

  これらを契機として、国内はもとより、世界各国からサーフィンを初めとするマリンスポ

ーツに関心の高い人々が九十九里地域へ流入することが想定されます。こうした人の流れで

生まれる相乗効果を高めるため、町観光協会はもとより、関係団体や県、近隣自治体との連

携を強化し、オリパラ関連事業等を検討してまいります。 

  ２点目の訪日外国人に対し、本町に誘致する施策と受け入れ態勢についての御質問ですが、

日本の玄関口である成田空港からの訪日外国人に対する取り組みについて、山武地域の市、

町はもとより、県と連携を図りながら検討していきたいと考えております。 

  また、受け入れ態勢でございますが、訪日外国人をおもてなしするには、コミュニケーシ

ョンをとることが重要なことだと考えております。このため、観光事業者などへ訪日外国人

とのコミュニケーションのとり方等について情報提供してまいります。 

  ３点目の魅力的な町づくりの施策として、クラウドファンディングの取り組みについての

御質問ですが、クラウドファンディングは近年、自治体でも資金調達の手法として注目され

ており、提案プロジェクトに共感した人が寄附や投資をするといったものでございます。ま

た、ふるさと納税型のクラウドファンディングという手法もございます。 

  本町の町づくりにおいては、単独事業などで特に町づくりへの効果に期待ができ、コンセ

プトも共感を得られるような施策に関しましては、できるだけ早期に実施するためにも、ク

ラウドファンディングの手法も検討してまいります。 

  以上で、古川徹議員の御質問に対する私からの答弁とさせていただきます。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育長、中村誠一君。 

（教育長 中村誠一君 登壇） 

○教育長（中村誠一君） 古川徹議員からの御質問のうち、私からは、いわし博物館休館中に

ついてお答えいたします。 

  １点目の爆発事故で休館してから15年が経過したが、今後のお考えをお聞きしたいとの御
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質問でございますが、平成16年７月の爆発事故以来、いわし博物館の使用については、躯体

への爆発の影響や、天然ガス噴出の懸念が大きいため、消防署の指導により、倉庫限定とし

て使用しており、一部の書籍、破損した漁具等を保管しています。 

  いわし博物館に残された物品等について、取捨選択等の整理を行い、収蔵または展示する

場所の確保及び移設が完了次第、取り壊しを行いたいと考えております。 

  ２点目の、解体の方向で考えていると以前にお聞きしたが、変更なければ解体費用と時期

についてとの御質問でございますが、正確な費用につきましては、解体工事設計業務を行わ

なければお答えできませんが、いわし博物館は非常に強固な建物であり、産業廃棄物等の処

理量も多いと見込めることから、数千万円単位の費用を要するものと見込んでおります。ま

た、その時期につきましては、１点目でお答えいたしました、各種整理、移設等が済んだ時

点で速やかに行いたいと考えております。 

  ３点目の、事故で保険金が１億円出ているが、いわし資料館建設費、海の駅の中のもので

すが、それ以外の残金についてとの御質問ですが、今現在の九十九里いわし博物館建設基金

残高は570万6,000円でございます。 

  以上で、古川徹議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議 長（浅岡 厚君） ４番、古川徹君。 

○４番（古川 徹君） ４番、古川です。 

  それでは、再質問させていただきます。 

  では、東京オリンピック・パラリンピックについて再質問いたしますけれども、この質問

に関連したことは、先ほども言いましたように、２年ほど前に提案しております。現在まで

に取り組んできた施策をもうちょっと詳細にお聞きしたいのと、これからの取り組み、先ほ

ど町長が言われていたように、オリパラ関連事業として行っていく、また山武地域と県と連

携して、これから取り組んでいくと。 

  オリンピックというものは、来年度開催されるものですけれども、私もこの質問に関して

は、ちょっと遅かったかなと思ったぐらいです。これから先、この１年の間にどのように施

策、戦略があるのか、再度お聞きしたいと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） 古川徹議員の質問にお答えさせていただきます。 

  産業振興課のほうで、これまで取り組んできた内容というところで、御説明させていただ

ければと思います。 
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  本町の魅力ある観光資源を有効に配信するコンテンツとして、サーフィンが疑似体験でき

る、「いいべ、九十九里町」のＶＲ動画の配信。それと、東京日本橋室町にある大型サイネ

ージ、こちらでの九十九里町の観光ＰＲ、映像等の配信になりますが、行っております。 

  そのほかには、町の魅力を情報配信するため、町外イベントへの参加等をして、観光客の

誘致活動を図っておるところでございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ４番、古川徹君。 

○４番（古川 徹君） ４番、古川です。 

  私は、今、サーフィン関係のことを言われましたけれども、前の質問で、東京オリンピッ

ク・パラリンピックへ備えた取り組みとして、町のＰＲ活動、これは近隣、一宮町で開催さ

れることが決まったことですけれども、サーフィン種目での会場誘致、これを挙げました。

これは決まっちゃったことだからしようがないんですけれどもね。 

  また、その大会の誘致が不可能であれば、選手たちが練習を行うキャンプ地として提供が

できないのか、そのようなことも質問しております。そのような質問、提案をしております

けれども、町のＰＲについては、今言われたように、何か動画、「いいべ、九十九里町」だ

とか、東京のほうの、何でしたっけ、でやられるということでございますけれども、会場近

くの、例えば会場でも、パンフレット、リーフレット、こういうものを置くことはもとより、

観光協会や商工会等の連携、この辺もして、宿泊施設や飲食店、また、お土産屋のＰＲと、

いかに本町に訪れていただくための施策、このような仕掛けで観客を誘致することが重要で

あります。 

  今回の提案になりますけれども、広告紙については、会場まで来る交通機関、高速のパー

キングエリアの販売所なんかに置いていただくとか、また会場、最寄りの駅などにもこのよ

うなものを置いていただく。このような取り組みで一網打尽に誘致すること、当然それには

予算がかかりますが、こういった景気は当分の間ないわけですから、予算組みを早急にでも

していただき、町の全体的な相乗効果につながるように考えますが、町の見解をお聞きした

いのと、また、今言ったようにサーフィンのキャンプ地として誘致の提供を行うことにより、

これも町の活性化、また経済効果につながると思いますが、どう考えるのか。あわせて御答

弁ください。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） ただいまの質問にお答えさせていただきます。 
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  相乗効果のあるようなＰＲと誘致活動というところでございますが、本町単独で行うより

も、九十九里地域の観光連盟というものも組織してございまして、連携した取り組みという

のも相乗効果が期待できるものではないかと考えております。そういった観光連盟等のホー

ムページ等も活用したりして、ＰＲに努めてまいりたいと考えております。 

  それと、キャンプ地の関係でございますが、前回の質問のときの中であったかと思います

が、セキュリティー面ですとか、そういった部分を考えますと、キャンプ地としての誘致は

難しいのではないかというような回答がなされたかと承知しております。状況については、

いまだ変わっていないと考えておりますので、キャンプ地の誘致については難しいものと認

識しております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ４番、古川徹君。 

○４番（古川 徹君） ４番、古川徹です。 

  先ほども言いましたけれども、町単独でもこのような取り組みを進めないと、時間がない

んですよ。関係協会だか何だかわかりませんけれども、そういったところと打ち合わせして、

また時間をかけていれば、そこでまたやれなくなる可能性が出てくる。そのように思うから、

単独でもできることを進めていただきたいということを私はお願いしたいんです。 

  そのキャンプ地ですけれども、なぜできなかったのか、もう一回詳しく教えていただきた

いと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） 古川議員に申し上げます。 

  回数を超えています。 

  暫時休憩します。 

（午後 １時１８分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 １時１９分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） ４番、古川徹君。 

○４番（古川 徹君） 古川です。 

  御提案にはなりますけども、これは質問じゃないですよ。 
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  例えば、成田空港や大会会場の最寄り駅、宿泊プランとして、大会会場までの送迎も含め

た観光業者等の送迎車を用意して誘致するとか、または、訪日外国人に対しては、御提案し

ているこのパンフレット等ではわかりにくいこと、表現しにくいところもあると思います。

そこで提案したかったのが、インバウンドマーケティング、いわゆる写真や動画、「いいべ、

九十九里町」でもいいんですけれども、そういった動画をどんどん発信していただく、そし

て町の魅力をわかりやすく伝えてくれることがよいと思います。 

  また、外国人等で一番困ることは、料金設定の表示の仕方、その辺だと思います。料金な

どの支払い、現金支払いでなく、キャッシュレスで決済、今カード支払い、こういったもの

が多く使われてきております。今話題のＰａｙＰａｙ、ＱＲコード決済、これ何か１万円を

使うと50円の還元ができるというようなメリットもあって、このＰａｙＰａｙの利用も今、

少しずつ増えてきていると。そのようなカード支払い等も今、盛んに行われておりますので、

そういったものも可能とするなど、宿泊施設にしても、飲食店にしても、お土産店にしても、

観光面に関して全ての業者がこのようなコンセプトイノベーション、企画、広告などの基本

的な考えを変えていければ、この東京オリンピック・パラリンピックに限らず、業績の向上

につながるんじゃないかなと私は思います。 

  このような取り組みを、町、そして観光協会、また商工会がプロジェクトして観光業者に

促進していただき、訪日外国人の誘致や受け入れ態勢の施策、戦略としてどうかと思います

けれども、この辺をどう考えられているか、御見解を求めます。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） かなり有効な方法ではないかと考えております。観光協会を

初め、商工会等との連携も図りまして、対応ができる部分からでも始めていければと考えて

おります。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ４番、古川徹君。 

○４番（古川 徹君） 課長、今言ったことに全て取り組んでくれるということですか。 

  いいんですけども、とにかく訪日外国人に対しては、現金支払いというのはちょっと難し

くなってくると思います。表示の仕方、見方もわからない場合もありますし、そういったた

めにもやっぱり動画だとか、あと絵とか、写真だとかで表示してやるとわかりやすい、その

ようなこともありますので、そのようなコンセプトイノベーションという意味ですね、私が

言っているのは。そういったものを観光業者等にも町のほうから促進していただいて、わか
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りやすく提示してやってくれと、そういうことを進めていただきたいということを私は言っ

ておりますので、課長、それでいいんですか。やっていただけるということでいいんですか。

もう一回答弁ください。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） 情報提供できるものに関しては、情報提供に努めていきたい

と、やれる部分はやっていきたいというふうに考えております。 

○議 長（浅岡 厚君） ４番、古川徹君。 

○４番（古川 徹君） ４番、古川です。 

  まだまだ言いたいことはいっぱいありますけれども、また回数を超えてしまうと議長に怒

られますので、これで終わりにします。 

  次は、それでは、魅力的なまちづくりの施策として、いろいろな形でやりたいことがある

と思います、町にはですね。お金があればどんどんやりたいことがいっぱいあると思います。

しかしながら、財政状況が厳しいことで、できない現状もあると思います。ならばできる方

策を考えなければならない。そこで提案するのが、このクラウドファンディングの取り組み

です。 

  これも東京オリンピック・パラリンピックを機に、全国の皆さんから、この知名度のある

九十九里海岸を売りにし、魅力的なまちづくりを企画して応援していただく取り組みをした

らどうかと思いますが、この取り組みには費用がかかると担当課の方が言っておりましたが、

どのくらいの経費がかかるのかお聞きしたいのと、このクラウドファンディングには５つの

分類があると認識しております。購入型、融資型、投資型、株式投資型、寄附型と５つの分

類があると思います。私がこの中で提案するものは、寄附型での取り組みを提案したいので

すが、その場合でも経費がかかるのか、その仕組みをちょっと教えていただきたいと思いま

す。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） それでは、ただいまの御質問にお答えさせていただきます。 

  私のほうでも、ただいま５種類の分類ということでございましたけれども、これをさらに

集約すると、購入型、寄附型、投資型というようなものに分類されるかと思います。 

  この中の寄附型でございますけれども、現在、九十九里町では、ふるさと納税というもの

をやっておりますので、そちらのほうを窓口にして、クラウドファンディングをすることも

できるということですが、それで費用のほうを計算していった場合に、まずは通常のふるさ
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と納税としての経費が発生するということです。これがおよそ６割くらいが商品代から発送

費、その他の経費ということでかかるということは、今までお話したと思うんですけれども、

これとは別に、クラウドファンディングということにしますと、10％の費用が加算されると

いうことでございます。 

  最低でも、この目標額を100万円からというふうに設定をするように、聞いたところ、話

がありましたので、そうすると、10万円が最低でもかかると。もし、この目標額に至らなか

った場合は、最低額の10万円は払う必要があるんですということですので、200万円集まれ

ば20万、50万しか集まらない場合は５万円じゃなくて10万円と、そういうようなことになり

ます。それが一応、費用としての目安ということになります。 

  ただ、返礼品を用意するかしないかというのは町側の判断ということになりますので、返

礼品を用意しないで寄附だけを募った場合に、果たして希望の額に達するかどうかというと

ころが、ちょっと不安といいますか、読めないようなところはあるのかなというふうに思い

ますけれども、費用的には、今申し上げたような費用がかかるということでございます。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ４番、古川徹君。 

○４番（古川 徹君） ４番、古川です。 

  ということは、課長、寄附型で募集をかけたところでも、この10％がかかるということで

すかね。返礼品はなくていいと思うんですけれども、寄附型というのは。購入型とかでやる

と返礼品というのが必要になりますけれども、寄附型というのは返礼品も何もないわけです

から、取り組みには費用かからないようなことは、ちょっと私も調べたところ、あったんで

すけれども、寄附型ですよ。それでも10％かかるということですね。わかりました。 

  いずれにしても、今ふるさと納税と絡みでできるという御提案もあったんですけれども、

確かにそれもいいと思います。ただし、ふるさと納税のところは今、リンクに入っていかな

ければ見られないわけですよね。私が提案したいのは、まずはホームページのトップページ

にこのクラウドファンディングの取り組みを載せてもらいたいと。あの動くスライド動画の

ところへ。あそこへ取り込んでもらえれば、開いたときにすぐ見られるわけですよね、載っ

ていれば。入っていかなくても。そういうふうなわかりやすいところで、このクラウド、ち

ょっとやってみたらどうかなという提案があります。 

  九十九里の知名度は、全国的にも知られているわけですし、夏季のシーズンの海水浴場来

場者数も県内ではトップですよね。県内でもトップという来場者数となっているわけですよ。
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ならば、より一層、魅力的なまちづくりをコンセプトにして、例えばその募集の内容には、

広大で美しい観光資源、九十九里海岸を、より一層皆さんに愛されるドリームビーチ、リゾ

ートの造形、夏季シーズンだけではなく、サーフィン、マリンスポーツ、リゾート開発と通

年型でにぎわうまちづくりを目指しますとか、こういったうたい文句。例えば、そういうこ

とを含めて言いますと、片貝漁港にジェットスキーの搬入・搬出場をつくり、その際には１

台幾らという利用料金をいただくことにより、町の収入にもつながる、また漁業関係者の

方々には大変御迷惑かけることが多くなってくると思いますので、その辺もよく話し合いを

してもらいまして、やってもらえれば、魚組との連携でその収入にもつながればと思います。 

  ただし、今言ったように、この取り組みには、漁業関係者とマリンスポーツ業者、また海

岸付近の住民に御理解がいただければなんですけれども、仕事に対する支障や騒音問題、こ

のようなことも考えられます。しかし、現在も夏季シーズンでは、近づくとジェットスキー

などはやられているのですから、可能性を求めて、このような取り組みをしていただければ

と思います。 

  ほかには、サーファーに対しては、興味深く感じてもらうために、人工波の建設、人工波

を起こして、少しでも波を立ちやすくする、そのような取り組みをしていくことによって、

訪れるサーファーが増えてくる。また、そういうサーファーが、こういうクラウドファンデ

ィングにも寄附額を募ってくれる。そのようなことも考えられます。 

  リゾート開発としては、例えばヤシの木を数多く、できるだけ多く植樹し、そこには、電

飾のイルミネーションを通年で点灯させるなど、私、前にこれ、御提案していますけれども、

業者がその後また来たそうですけどね、担当課に聞いたら。タイのタクシーのトゥクトゥク

ですよね。ああいったものは、あの後にもまた問い合わせがあって、また来たということも

聞いております。あのような、近隣の沿岸線には見られないこと、このようなコンセプトで

クラウドファンディングを取り組んでいただけたらと、一つの提案として考えますけれども、

再度、最後に御見解をお聞きします。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） クラウドファンディングのアイデアにつきましては、先ほど

ホームページのトップでというような話もございましたけれども、現実に、町が単独でどう

いう形でクラウドファンディングを立ち上げられるのかというのも検討していった中で、各

課にも、どういうものをクラウドでやれるのか、やりたいのかというものを検討してもらい

ながら、やれる方向の模索というものは今後も続けていかなければいけないなと思っており
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ますので、申しわけないんですが、早急に答えを御提供できるというものではございません

けれども、クラウドの利用については、引き続き検討は重ねていきたいと思っております。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ４番、古川徹君。 

○４番（古川 徹君） ４番、古川です。 

  いずれにしても、何回も言いますけれども、時間がありません。なるべく早くの取り組み

をしていただきまして、ぜひ今挙げた御提案も中に含めていただけたらと思います。よろし

くお願いいたします。 

  次に、休館中のいわし博物館についての再質問に入りますが、この施設は、先ほど冒頭の

挨拶で申し上げましたが、天皇皇后両陛下が行幸啓された際に、御訪問されたこともありま

す。 

  町といたしましては、歴史となる施設であり、また貴重な財産でもあります。この施設は

総工費２億4,500万で建設された丈夫な建物だと思います。できるものならば、改修でもし

て有効な利用が望ましいと思いますけれども、今後のお考えは、先ほど教育長の御答弁にあ

りましたように、解体の方向で考えておられると。ただただ解体の方向で考えるだけじゃな

く、やはり貴重な財産を残すため、また、この施設を有効活用するためには、どのような負

担がかかるのか検討はされたのか。また、爆発事故が起きたわけですから、改修などをして、

先ほど言っていたように、倉庫以外には使えないのか。何か消防署のほうから指導が出たと。

指導が出たというのは、また爆発する可能性があるからほかの施設としては使えないと言わ

れたんですか。その辺をちょっともう一回聞きたいと思います。 

  今言ったように、この施設を有効活用するためにはどのような負担がかかるのか検討され

たのか、また、爆発事故が起きたわけですから、改修などをしてもまた爆発するおそれがあ

るのか、そういった検討はされたのか、再度御答弁をいただきたいと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

（午後 １時３５分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 １時３６分） 

────────────────────────────────────────────―──── 
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○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 

○教育委員会事務局長（山口義則君） ただいまの質問に回答させていただきます。 

  議員おっしゃるとおり、いわし博物館につきましては平成16年に爆発しまして、その後、

休館となっています。 

  この間、過去にいろいろな、議会の席でも質問をいただきまして、御回答させていただい

ている中に、まず、いわし博物館の再建についてもお話をさせていただいているかと思いま

す。こちらにつきましては当時、経費がかかり過ぎるということで、いわし博物館協議会、

こちらのほうでも協議した中で、解体という方向を決めているということと、まず、今現在、

倉庫として利活用している部分につきましては、消防のほうの判断で、倉庫以外の使用は認

めないということも当時の議会で回答させていただいているところでございます。というこ

とで今日に至っているところでございますので、御理解いただきたいと思います。 

  それと、今後の活用という形でございますが、今現在、この博物館を倉庫以外の活用とい

う形はとれないものですので、まずは解体する準備をこちらのほうで進めていくために、博

物館内に残っています書籍、倉庫として活用している書籍と漁具等、こちらを一時違う場に

移管をして、すぐ壊せる体制をつくりたいというふうに考えております。 

○議 長（浅岡 厚君） ４番、古川徹君。 

○４番（古川 徹君） ４番、古川です。 

  今、局長が言われたように、私の前回の質問で聞いたときには、改修利用するには約２億

円ほどかかるようなことを言われたわけですよね。その金額の内訳は、どういう改修費を見

込んだのかお聞きしたい。そのときに２億円ぐらいかければ直せるという費用を見込んだん

ですよ。もう４年、５年ぐらい前になると思いますけども、それなのに、今、解体しかでき

ないという答弁をいただいていますけれども、なぜその２億円ほどかければ改修ができると

いう答弁をいただいたものなのか。 

  ですから、壊すことだけを考えるのではなく、施設の強度があり、改修などで使用可能な

部分を有効活用して、例えば図書館などでの利用することなども考えられませんかね、一部。

先ほども申したように、一部分でも残して、町の歴史となる貴重な財産を形として残しなが

ら、有効活用できればという思いがあるんです。今後そのような考えを持てないのか。 

  図書館などと申しましたが、ほかの有効活用でもいいですから、この形を残しながら有効

活用できないものか、はっきりとした今後のお考えをお聞かせください。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 
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○教育委員会事務局長（山口義則君） ただいまの質問に回答いたします。 

  博物館施設の有効活用ということでございますが、先ほどその当時の費用の算定関係、再

建関係の経費についての話もございましたが、その内訳については、ちょっと今、手元に資

料がないものですので、お答えできませんが、基本的には、ガスがいまだに噴出していると

いうこともあり、今あるいわし博物館施設の再建については断念して、その一部の展示機能

をいわしの交流センターのほうに移管したという経緯があるかと思います。今現在、あの施

設につきましては、再建が不可能というような判断をうちのほうでは判断させていただいて

いるところでございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ４番、古川徹君。 

○４番（古川 徹君） ４番、古川です。 

  別にこれ、業者がもう使えない施設ですよと言ったわけではないですよね。協議会の中で

話されたことで、再建は不可能だということを言われているんですよね。例えば診断をして、

もうこれは使用不可能だよという診断結果が出たと、また爆発するおそれがあるということ

が確実だったら、これは再建は求めません。 

  ところが、前の質問のときには、２億円ほどかかりますけれども、それほどかければ改修

は可能だという答弁をいただいているわけですよ。私は、これは、質問を提出したときに、

前の質問に対しての答弁をいただきたいということを言っておりますので、そういうことを

できれば調べておいてほしかったわけです。どのように見込んだら２億円の改修費なのか。 

  いいです。何回も聞いてもしようがないので。 

  次に、解体の方向での考えは変更ないということですけれども、その解体費用も、先ほど

教育長の答弁だと、まだはっきり出ていない。もう15年がたつわけですけれども、その当時

は考えていなかったと思います。それにしても、私が質問したときはもう４、５年前なんで

すよ。そのときも、解体費用も含めながら見込んで考えていきたいという答弁をいただいて

いますけれども、その後から全然その解体費用というものは算出しなかったのか。現在の単

価でやったらどのぐらいかかるのか、また、解体時期はいつまで行うのか、その辺もはっき

りとした時期を定めておかないと、今後の町の方針にも支障が出てくると思いますが、再度

御答弁いただきたいと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 

○教育委員会事務局長（山口義則君） ただいまの質問に回答します。 

  解体にかかる費用でございますが、先ほど教育長の答弁にありましたとおり、詳細の設計
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をしなければ細かい数字は出せないということでありまして、参考として聴取している数字

はございます。こちらにつきましては、業者の単純な積算ではありますが、設計、廃棄処分

関係、解体経費合わせ、おおよそ5,900万円程度かかるという数字は持っております。設計

につきましては400万程度、物品産廃処分費800万円程度、解体工事費が4,700万程度という

ことで、数字は持っていますが、結構数字のほうが一人歩きするケースがありますので、実

際の数字については、実施設計をした後でないとわからないということで回答させていただ

いております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ４番、古川徹君。 

○４番（古川 徹君） ４番、古川徹です。 

  大体、先ほど教育長の答弁だと数千万円という答弁をいただきました。今、局長さんのほ

うからは、5,900万という、大体の概算ですけど、そういった数字も出ていると、つかんで

いるということでございます。 

  5,900万、大金ですけれども、本当に今言ったように、町の方針にもかかわってくる、支

障が出てくるというのは、私はさっきも言いましたけれども、できれば施設の一部でも残し

てもらいたいという気持ちはあるんですけれども、本庁舎の建てかえの計画もあることです。

この辺も考えながら、解体の時期、こういったのもはっきりしていかなければ、その先のこ

とも進められないという状況がありますので、そのような支障が出ないように、ひとつ取り

組んでいただきたいと思います。 

  次に、爆発事故により保険金が１億円出ておりますよね。その保険金の使途について再質

問いたしますけれども、いわし資料館の建設費以外の残金はどうされるのかということで、

教育長からの答弁で、残金が577万6,000円しかないということですよね。577万6,000円。 

  私は、たしか6,000万ぐらいを、前町長のとき6,000万ぐらいを、いわし資料館の建設費に

使わせていただきたいということを記憶しておりますけれども、それが577万6,000円になっ

ちゃったということは、その使途について、いわし資料館にそれだけかけたということです

か、全て。その辺をちょっとはっきりお聞きしたいと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 

○教育委員会事務局長（山口義則君） ただいまの質問に回答させていただきます。 

  いわしの交流センターのいわしの資料館、こちらのほうに平成25年、26年というふうに支

出をさせていただいている内容でございますが、こちら説明いたしますと、造成に300万、
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施設整備費、こちら展示室の中の経費という形で捉えていますが、2,000万円。それから先

ほど言われている6,400万円程度なんですが、本体の工事の負担金という、資料館部分の本

体工事分ということで、6,400万円ほど支出しています。また、それに伴う町道改修の負担

分ということで800万円ほど支出をして、合計9,500万円を支出しておる状況でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ４番、古川徹君。 

○４番（古川 徹君） ４番、古川です。 

  要するに、このいわし資料館をつくるために、この金額をほとんど使ってしまったという

ことですよね。 

  私は、今まで6,000万ぐらい使って4,000万ぐらいの残金があるかなと記憶していましたの

で、できれば、残念ですけれども、非常に残念ですけれども、この解体費用、そこに充てら

れたらなという思いがありました。そういうことでございます。 

  以上で質問を終わります。 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

（午後 １時４８分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ２時０４分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） 順次発言を許します。 

  通告順により、９番、善塔道代君。 

（９番 善塔道代君 登壇） 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔道代です。 

  平成31年３月定例議会において質問させていただきます。 

  ３月１日から８日までは、女性の健康週間です。女性の活躍を支える健康の課題を共有し、

社会全体での対策は重要です。全ての女性が生き生きと活躍できる社会づくりを一層進める

必要があります。女性の健康を損ねる要因は病気だけではなく、貧困や暴力などの理由で生

きづらさを抱える女性への支援の充実が急務です。ライフステージに応じた支援を厚くして

いただきたいと思っております。 

  それでは、質問してまいりますので、明快な答弁をお願いいたします。 
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  初めに、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）推進の実現についてお伺いします。 

  2015年９月、国連で採択されたＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）は、誰一人取り残さない

との理念を掲げ、貧困のない持続可能な世界を次世代に受け継いでいくことを目指し、2030

年までに全ての国が達成すべき17の目標、169のターゲット、230の指標を示し、既に世界規

模で取り組みが始まりました。 

  我が国においても、2016年５月に、ＳＤＧｓ推進本部が立ち上がり、民間企業や各自治体

でも、その理念や施策を取り入れる動きが始まっています。また、学校教育でも、新学習指

導要領に持続可能な社会のつくり手の育成が明記され、ＳＤＧｓを積極的に推進することに

なりました。 

  まずはＳＤＧｓの理念と推進の必要性を多くの人に理解していただき、それぞれの分野で

協力しながら、目標達成に向け、進んでいく必要があると思います。「人、自然、風土が活

きる海浜文化都市 九十九里」を目指す大矢町長に、ぜひＳＤＧｓ先進地を目指していただ

き、町長を本部長とするＳＤＧｓ推進本部を立ち上げ、誰一人取り残さないとの理念の啓発

と具体的な行動を官民一体となり、取り組むべきと考えます。 

  そこで、町としてＳＤＧｓの活用についてどのように取り組んでいくのか、町長の所見を

伺います。また、本町の施策の中でＳＤＧｓに当てはまるものは何か、答弁を求めます。 

  ２項目めに、東京オリンピック・パラリンピックについてお伺いします。 

  先ほどの古川徹議員の質問と重複するところもありますが、今回の質問の４点は、私も平

成28年９月議会で質問した内容と同様です。その後の進捗状況をお伺いいたします。 

  １点目に、来年の夏に開催される東京オリンピック・パラリンピックを目の前にして、町

として何を目指し、何を行っていくのか、その取り組みが見えません。平成28年のときに町

長から、官民が一体となって取り組むことが肝要と考えているとの答弁をいただきました。

その後、２年半にわたり、どのような取り組みをしているのか、お聞かせください。 

  ２点目に、オリンピックの開催が近づくにつれ、日本では外国人観光客が増えております。

しかし、残念ながら、九十九里町の知名度は十分とはいえません。オリンピック効果で首都

圏を訪れる外国人観光客を対象に、九十九里町の魅力を戦略的にＰＲしていくことが重要で

す。そのためにも、近隣自治体と連携した取り組みも必要不可欠だと思いますが、いかがお

考えでしょうか。 

  ３点目に、多言語版の観光看板設置に当たり、前回、町の案内所として、拠点となる施設

への設置を検討するとともに、観光情報を効果的に発信するための多言語化したガイドブッ
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クや電子ブックなどの整備を整えていきたいと言われました。その後、どのような整備をし

たのかお答えください。 

  ４点目に、通信環境の整備。とりわけ無料公衆無線ＬＡＮ、Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備は喫緊

の課題となっています。旅行中、最も困ったこととして、無料公衆無線ＬＡＮ環境が最も高

く、特に公共施設や環境施設におけるＷｉ－Ｆｉ環境の普及や利用手続の簡便性の面での課

題が指摘されています。町は現在、海の駅九十九里に設置されているほか、不動堂海岸、片

貝海岸、作田海岸にＷｉ－Ｆｉを搭載した自動販売機を設置していただきました。サーファ

ーの方や海岸に訪れた人たちから、ネットがつながってうれしいと好評です。引き続きＷｉ

－Ｆｉの整備に力を入れていただきたいと思いますが、いかがお考えでしょうか。 

  ３項目めに、児童虐待の防止策についてお伺いします。 

  昨年３月、東京都目黒区で、両親から虐待を受け、女児が死亡。さらに本年１月、野田市

で父親から多くの虐待を受けていた小４女児も死亡するという痛ましい事件が発生しました。

このような虐待事案は近年急増しており、昨年１年間、児童虐待の疑いがある18歳未満の子

供の数は８万104人と、過去最多を更新しているそうです。千葉県は、平成29年度に6,811件

で全国４位とのことです。とても残念です。 

  政府は平成28、29年と連続して児童福祉法等を改正し、児童虐待防止対策を強化してきま

した。しかし、今回の事案は、児童相談所が関与していたにもかかわらず、虐待から救うこ

とができなかった。虐待から子供の命を守るためには、子供の異変に早期に気づき、虐待の

芽を摘むことが何よりも重要であり、そのためには、児童相談所のみならず、関係機関や民

間団体等が協働し、虐待の防止に取り組むことが必要であると思います。本町において、こ

のような痛ましい事件を起こさないためにも、児童虐待防止の対策に取り組んでいるとは思

いますが、そこでお伺いいたします。 

  １点目に、本町の児童虐待状況の把握及び対応はどうなのか。 

  ２点目に、野田市教育委員会では、小学校で行われたアンケートのコピーを女児に無断で

父親に渡したなどと不適切な対応でした。本町の学校及び教育委員会ではどのような対応を

しているのか、２点、答弁をお願いいたします。 

  ４項目めに、幼児教育の無償化についてお伺いします。 

  政府は、幼児教育を無償化する子ども・子育て支援法改正案を閣議決定しました。幼児教

育無償化は、３歳から５歳児、就学前３年間は原則、全世帯、ゼロ歳から２歳児は住民税非

課税世帯が対象となり、10月１日から認可保育所や幼稚園、認定こども園の利用料が無料に
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なります。 

  教育の目的は子供の幸福にあります。それは、一人の子供をどこまでも大切にし、子供た

ちの無限の可能性を開くことです。その意味で、経済的な理由により教育を受ける機会に格

差があってはなりません。幼児教育の無償化は、機会の均等を図る施策として大きな意味を

持ちます。そこで、10月より幼児教育・保育の無償化の完全実施に対し、本町の取り組みを

お聞かせください。 

  ５項目めに、小・中学校の重いかばん解消についてお伺いします。 

  現在、教科書の大型化やページ数の増加などで、登下校時の荷物は重量化の傾向にありま

す。ランドセルメーカー、セイバンが小学生らを対象に行った調査では、１週間のうち最も

重い日の荷物重量は平均約4.7㎏で、ランドセルの重さを含むと平均約６㎏。小学生の約３

割がランドセルを背負ったときに痛みを感じているという。 

  学校に通う子供たちの荷物を軽く、文部科学省は昨年９月全国の教育委員会に対し、児

童・生徒が登下校時に持ち運ぶ教科書、教材、学用品の重さや量に配慮するよう促す事務連

絡を出しました。事務連絡では、家庭学習で使わない教材を学校に置いて帰る置き勉や、学

期末における学習用具の計画的な持ち帰りなど、教育現場で実際に行われている工夫例を紹

介し、各学校に対し、これらを参考に対策を検討するよう求めたようですが、本町では小・

中学校の重いかばんを解消するために、置き勉などの対策についていかがお考えでしょうか、

答弁をお願いいたします。 

  以上で、１回目の質問を終わります。再質問は自席にて行います。 

○議 長（浅岡 厚君） 善塔道代議員の質問に対する町当局の答弁を求めます。 

  町長、大矢吉明君。 

（町長 大矢吉明君 登壇） 

○町 長（大矢吉明君） 善塔道代議員の御質問にお答えいたします。 

  なお、児童虐待の防止対策についてのうち、学校及び教育委員会の対応についての御質問

と、小・中学校の重いかばん解消についての御質問は、後ほど教育長から答弁いたさせます

ので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、初めに、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）推進の実現についての御質問にお答

えいたします。 

  １点目のＳＤＧｓの活用について、町長の所見との御質問ですが、平成27年９月に開催さ

れた国連サミットで「持続可能な開発のための2030アジェンダ」が採択され、その中核をな
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すＳＤＧｓの達成に向けた取り組みが世界の国や地域で活発化しております。ＳＤＧｓで掲

げている17の目標、169のターゲットには、国レベルで推進するものや地方自治体レベルで

推進できるものもあると認識しております。 

  また、国は、平成28年12月に持続可能な開発目標実施指針を決定し、その中では、地方自

治体の計画等の策定や改定に当たっては、ＳＤＧｓの要素を最大限反映させることを奨励し

ておりますので、ＳＤＧｓの理念などを今後の地域課題解決のツールとして参考にしてまい

りたいと考えております。 

  ２点目の本町の施策の中でＳＤＧｓに当たるものは何かの御質問ですが、現在、ＳＤＧｓ

の目標達成を掲げて取り組みを推進している施策はございませんが、九十九里町まち・ひ

と・しごと創生総合戦略は、将来の人口減少の課題に対応した取り組みをバックキャスティ

ングにより導き出し、指標による進捗管理に取り組み、それに基づくＰＤＣＡサイクルを回

している点で考えれば、ＳＤＧｓの手法に一番近いものではないかと考えております。 

  次に、東京オリンピック・パラリンピックについての御質問にお答えします。 

  １点目のオリンピック・パラリンピックの開催に向けて、町はどのような取り組みをして

いるのかとの御質問ですが、2020年東京オリンピック・パラリンピックに向け、国民のスポ

ーツに対する関心度の高まりや大会開催期間における来遊客の流入による地域経済の活性化

について、町観光協会などの関係団体等と連携を図り、オリンピック・パラリンピックの経

済効果を十分に享受する取り組みを検討しているところでございます。開催に向けた機運向

上の取り組みについては、地元サーフショップや地域住民に呼びかけ、九十九里浜のビーチ

クリーンなどを実施しておりますが、開催が近づくにつれて、機運向上の取り組みを活発に

行っていきたいと考えております。 

  ２点目の本町と近隣自治体との連携やインバウンド観光についての御質問ですが、オリン

ピック・パラリンピックを契機に、九十九里地域でのインバウンド対策も含めた広域連携の

強化は必須であると考えております。引き続き近隣市町の観光協会など関係団体等との連携

強化を図り、どのような取り組みが可能か、検討してまいります。 

  ３点目の多言語版の観光看板設置についての御質問ですが、平成28年度に国の交付金を活

用し、東金市と共同で作成した「るるぶ東金九十九里」は、英語及び中国語にも対応した冊

子となっており、さらに電子版の整備を行い、訪日外国人への町のＰＲに活用しているとこ

ろでございます。今後は、オリンピック・パラリンピックを契機に海外から多くの観光客が

見込まれることから、各種補助金を活用し、多言語標記の看板設置について検討してまいり
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ます。 

  ４点目のＷｉ－Ｆｉ設置やＷｉ－Ｆｉマップについての御質問ですが、昨年度、各海岸町

営駐車場に自動販売機型のＷｉ－Ｆｉを設置したところでございます。引き続き効果的にイ

ンターネット環境にアクセスできるＷｉ－Ｆｉスポットの整備を検討するとともに、町内で

フリーＷｉ－Ｆｉスポットを整備している店舗などの情報を収集し、観光客へ情報提供して

まいります。 

  次に、児童虐待の防止対策についての御質問にお答えいたします。 

  本町の児童虐待状況についての御質問ですが、児童虐待の対応については、何よりも関係

機関が情報を共有し、連携を図った上で、迅速な対応をとることが重要だと考えております。

このため町では、児童相談所はもとより、こども園、学校、警察など、多くの関係機関と情

報を共有し、連携を図っております。支援を行うことが必要とされる方に関しては、特に早

い段階から情報を共有するよう努めております。さらに、対象家庭の転出入の際には、市町

村間で速やかに情報を移管し、切れ目なく対応しているところでございます。また、虐待の

状況としては心理的虐待やネグレクトなどが多く、児童の発達・成長への影響が懸念される

ことから、複数の関係機関が連携してケアに当たっているところでございます。 

  次に、幼児教育の無償化についての御質問にお答えいたします。 

  10月より、幼児教育・保育の無償化の完全実施に対し、本町の取り組みについての御質問

ですが、国では、平成30年12月28日に幼児教育無償化の制度の具体化に向けた方針を決定し、

本年10月からの開始に向け、関係法令などの整備を行うこととしております。町では、関係

法令が整備され次第、速やかに関係例規の整備や保育料システムの改修などを行うなど、サ

ービスの移行に向けた準備を進めてまいります。 

  以上で、善塔道代議員の御質問に対する私からの答弁とさせていただきます。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育長、中村誠一君。 

（教育長 中村誠一君 登壇） 

○教育長（中村誠一君） 善塔道代議員からの御質問のうち、私からは児童虐待の防止対策に

ついての２点目、学校及び教育委員会の対応について、並びに、小学校の重いかばん解消に

ついての御質問にお答えいたします。 

  初めに、児童虐待の防止対策についてに関する学校及び教育委員会の対応についてですが、

児童虐待は、子供の心と体を傷つけ、健やかな成長や人格の形成に深刻な影響を与えるだけ

でなく、ときにはとうとい命さえも奪ってしまいます。このことからも、家庭に次いで多く
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の時間を過ごす学校で早期発見することが非常に重要なことであると認識しております。 

  しかし、虐待を受けていても、子供にとって親はかけがえのない存在であるため、事実の

否認や、親をかばったり、自分が悪いせいだと思ったり、虐待を受けている認識を持てない

子供たちも少なくないと言われております。 

  教育委員会では、教職員に対し、子供たちのさまざまな問題事象から虐待事例を発見でき

る感度や力量の向上を図るため、文部科学省が発出している教職員研修資料を使用した校内

研修などを実施するとともに、県が主催する虐待対応研修などに積極的に参加するよう指導

しております。 

  また、問題が発生した場合、児童相談所、警察、社会福祉課など関係機関とも連携し、問

題の解消に努めるとともに、虐待に係る情報については、たとえ保護者であっても、第三者

に対し情報は提供できないことを徹底しておりますので、御理解をお願いいたします。 

  次に、教材を学校に置いて帰る置き勉などの対策についてお答えいたします。 

  教科書のページ数増加などで、小・中学校の持ち物が重くなっている状況を心配する声を

受け、児童・生徒の携行品について配慮するよう、文部科学省より通知を受けております。

本町でも、家庭学習で使用予定のない教材や技能教科に関する学習用具などについては、学

校に置いて帰ることを認めております。 

  今後も必要に応じ、適切な配慮を講じるよう努めてまいりますので、御理解と御協力をお

願いいたします。 

  以上で、善塔道代議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  再質問は１項目１点ずつ行います。しかし、ＳＤＧｓの１点目は、町長の所見を先ほど聞

きましたので、再質問はありませんが、ＳＤＧｓを知っていただくためにも、取り組んでい

る自治体の状況を少し紹介いたします。 

  第１回ジャパンＳＤＧｓアワード、内閣総理大臣賞を受賞した北海道下川町は、人口

3,300人、東京23区とほぼ同じ面積であり、約９割は森林で、林業と農業が基幹産業であり、

冬はマイナス30℃にもなる豪雪地域だそうです。受賞した内容は、持続可能な地域社会の実

現を目指し、経済・社会・環境の３領域の統合的解決の観点から取り組んできた結果、人口

減少緩和や、森林バイオマスエネルギーによる地域熱自給率向上などの好傾向が発現してい

るそうです。 
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  下川町長のコメントでは、多くの町民、関係者が長年取り組んできた地域づくり活動がＳ

ＤＧｓにつながっているということが評価されたと思っている。今後においては、当町の目

指す姿である持続可能な地域社会を実現し、国内外に普及展開していくことがＳＤＧｓ達成

への寄与・貢献であるとの考えのもと、ＳＤＧｓを地域活性化、地方創生のツールとして取

り入れ、今回の受賞を励みに、目指す姿の実現に向け邁進していきたいと述べております。 

  本町においても、町長、ぜひＳＤＧｓの理念を忘れず、地域課題に邁進していただくよう

お願いいたします。 

  ２点目に、ＳＤＧｓ実施指針には、ビジョンとして、「持続可能で強靱、そして誰一人取

り残さない、経済、社会、環境の統合的向上が実現された未来への先駆者を目指す」とあり

ます。 

  ＳＤＧｓの掲げている17の目標とは、貧困をなくそう、飢餓をゼロに、全ての人に健康と

福祉を、質の高い教育をみんなに、ジェンダー平等を実現しようなど17の目標がありますが、

日本政府はＳＤＧｓの17の目標のうち、日本の優先課題を８つ設定しています。 

  １、あらゆる人々の活躍の推進。 

  ２、健康・長寿の達成。 

  ３、成長市場の創出、地域活性化、科学技術イノベーション。 

  ４、持続可能で強靱な国土と質の高いインフラの整備。 

  ５、省・再生可能エネルギー、気候変動対策、循環型社会。 

  ６、生物多様性、森林、海洋等の環境の保全。 

  ７、平和と安全・安心社会の実現。 

  ８、ＳＤＧｓ実施推進の体制と手段。 

  先ほど下川町の紹介をしましたが、下川町は２カ年にわたり、総合計画の策定にＳＤＧｓ

を取り入れることで、よりよい町づくりを進めていこうと、下川町総合計画審議会にＳＤＧｓ

未来都市部会を新設し、町民委員10人と職員から成る部会をベースに、専門の方のプロセス

設計等で、2030年の下川町のありたい姿を描き、そのありたい姿を策定する作業を進めたそ

うです。本町においても、次期新総合計画の作成に当たり、早々に総合計画審議会に諮り、

町民としっかりと協議をしながら、ＳＤＧｓのどの目標に該当するかを明記すべきと考えま

すが、いかがでしょうか。 

  答弁お願いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 
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○企画財政課長（木原正幸君） それでは、ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

  私、勉強不足で、このＳＤＧｓにつきましては、今回の質問があって初めて見聞きをして、

中身の確認をさせていただきました。17項目、それから169のターゲットということでござ

います。これらを町の計画の中でどのように対応できるかということは、今後計画、２年で

つくるように考えておりますので、その中で、まずは一旦、担当部署のほうとしてよく読み

込んで、次の一歩にどう生かせるかということで考えてまいりたいと思います。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  今、課長答弁いただきまして、本当に聞きなれない言葉だと思いますので、各担当の課長

さんもしっかりと学んでいただいて、一つ一つ取り上げていただきたいと思います。 

  国連が2015年に採択した持続可能な開発目標、ＳＤＧｓには、2030年までに、小売り、消

費レベルにおける世界全体の１人当たりの食料の廃棄を半減させることが挙げられています。

食品ロスの削減は国際的な課題でもありますので、本町においても食品ロス削減の推進に取

り組むべきと思います。九十九里町は小さな自治体ではありますが、先進地の事例を参考に、

身の丈に合った取り組みを、一つ一つを広く内外に発信し、ＳＤＧｓ先進自治体を目指して

いただきたいと強く求めます。 

  それでは、オリンピック・パラリンピックについての１点目の質問です。 

  先ほど町長の答弁の中に、観光協会と十分に検討している等の答弁ありましたけれども、

十分に検討している、先ほど古川徹議員もありましたけれども、検討していたら、もう来年

のオリンピック、この１年間検討だけで終わってしまうのじゃないのかなと思っております。 

  オリンピック・パラリンピックについて町民と語ったことがありますか。私が町民の皆さ

んと、何人かとオリンピックについて話をした時に、何か携わることはないか、協力するこ

とがあったらやりたいなど、多くの声を聞きました。2020年東京オリンピック・パラリンピ

ックを官民一体で、町民や子供たちに残る思い出をつくるべきです。そこで、東京2020オリ

ンピック・パラリンピックを迎えるに当たって、町として何をレガシーとして残していくの

か、見解を求めます。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） 何をレガシーとして残していくべきかということの問い合わ

せでございますが、お答えさせていただきたいと思います。 



 －55－

  産業振興課では、オリンピック・パラリンピックに伴って訪れる方、九十九里町の財産で

ある浜辺に訪れる方も多いだろうというふうに見込んでおります。そこで、官民一体となり

というところで、この浜辺の利活用を目的としたビーチスポーツ、この辺を推進していく、

また普及していくことが、レガシーの一端になるのかなと考えております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） 今、ビーチスポーツですね、それが１点残していけるのではないかと

いう課長の思いだと思います。これ、今、産業振興課の課長が答弁あったけれども、みんな

でつくり上げるものだと思いますので、全課長さんたちも一緒になって、また、町長はじめ、

みんなでつくり上げていきたい、また、それを町民が、また協力できるものがあったら、町

民のほうに、こういうことがしたいのでお願いしたいというふうに言っていただければ、協

力もすると思いますので、ただただ過ごしていってしまうんじゃなくして、そういう思いを

しっかりと胸に秘めて行動を起こしていただきたいと思います。 

  町長の行政報告の中で、東金九十九里ハーフマラソンを実施していくということが先ほど

述べられていましたけれども、東京オリンピック・パラリンピック開催に向けて町としてス

ポーツを高めるような取り組みを行う予定はありますか。ハーフマラソンになるのかどうか

わかりませんけれども、詳しいことをお聞かせください。だから、取り組みを詳しく、この

ハーフマラソン、東金と九十九里のハーフマラソン実施に向けて、何か詳しいことがわかれ

ば教えていただきたいと思います。お願いします。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 

○教育委員会事務局長（山口義則君） ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

  教育委員会では、スポーツの推進事業といたしまして、また、2020年東京オリンピック・

パラリンピックの開催を記念して、来年２月の開催を目指して、お隣の東金市との共同で東

金・九十九里波乗りハーフマラソンの開催を計画しております。 

  本事業は、昨年夏ごろから東金市から提案を受け、職員間で協議を図り、先日、両市町の

スポーツ関係団体の長を委員とした第１回準備委員会が開催され、本格的な協議に入ってお

ります。 

  現在のところ、東金アリーナを起点に、東金九十九里有料道路、それから九十九里有料道

路を含めたコースが提案されており、今後、準備委員会で大会の要綱、またコース等を精査

して、実行委員会組織で決定、また大会開催をしていく予定となっております。 
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  本町といたしましては、本体会を開催し、成功させることにより、オリンピック開催機運

を高め、また地域経済の活性化や、スポーツ人口の拡大を図ることを目指し、事業に取り組

んでまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  東金市との共同でハーフマラソンを開催するということですので、大成功を願っておりま

す。 

  次、２点目ですけれども、九十九里地域観光連盟との連携はどのようにできているのか、

また、どのように続いているのか、そして九十九里地域の観光地の紹介、宣伝や、観光客の

誘致などの取り組みを再度お聞かせください。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） お答えさせていただきます。 

  九十九里地域観光連盟に関連しました質問ですが、近隣６市町が構成市町でございまして、

近隣で申しますと、山武市、東金市、横芝光町、大網白里市、芝山町と、本町と。連盟によ

る取り組みとしましては、インターネットを活用した観光情報サイトを掲載しております。

訪日外国人向けの翻訳機能を備えた九十九里エリアの観光スポットや観光イベント情報につ

いて、随時更新して、運営しているという状況でございます。今後も広域の市町村と観光協

会で連携をしながら、インバウンド観光の取り組みを進めてまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  インバウンド観光については、九十九里地域観光連盟と協議しているということですけれ

ども、本当に九十九里町にお客さんが、観光客が来るように、しっかりと宣伝をお願いした

いと思います。 

  次は、３点目の多言語ですけれども、東金市と共同で作成した「るるぶ東金九十九里」の

冊子はとても好評でした。ことしから来年にかけ、さらにＰＲしていくためにも、多言語版

表記は重要です。道路標識や観光看板、また観光マップなどにも必要と思いますが、今後、

多言語表記の看板や、また、この多言語に関してどのような取り組みを考えているのかお答

えください。 
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○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） お答えさせていただきます。 

  多言語の対策というところの一例としては、今は翻訳アプリの活用というものも挙げられ

るのではないかと考えております。この技術進歩によって、翻訳精度も高く、訪日外国人と

のコミュニケーションツールとしては非常に有効であるのではないかと考えております。 

  中でも、公的な研究機関である情報通信研究機構が開発したボイストラという、スマート

フォン向けのアプリになろうかと思いますが、そういったものが有効に使えるのではないか

と。ダウンロードして使っていける機能があると。一部の言語の方言も含めてですが、31言

語の翻訳が可能だということでございます。また、14言語で音声出力もできるというものの

ようでございます。 

  こういったものを使って、訪日外国人とのコミュニケーションを図るツールとして使える

よう、観光事業者に情報提供を図っていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  今、翻訳アプリの話が出ましたけれども、看板設置するにはお金もかかることで、すぐに

はできないことだと思います。一番は今、スマホとかｉＰｈｏｎｅとかで、手元にあるもの

を見ることも大きな活用だと思います。私も翻訳アプリを入手しました。多言語がたくさん

載っておりますので、こんないいことを、やっぱり多く広めてあげたほうがいいと思うので、

どんどん、どこかで教えてあげるべきだと思いますので、お願いします。 

  ４点目のＷｉ－Ｆｉ整備ですが、観光で訪れた外国人にも一目でわかるＷｉ－Ｆｉマップ

や、Ｗｉ－Ｆｉが入っている店舗などにステッカーを張るとか、ＳＮＳを通じた観光情報等

の発信に積極的に取り組んでいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） お答えさせていただきます。 

  Ｗｉ－Ｆｉの設置箇所等の周知というところでございますが、本町ホームページを使って、

町が整備した場所はもとより、観光事業者等でもＷｉ－Ｆｉを取り組んでいる事業者も何店

舗かあるように聞いておりますので、そういったところも含めて、どこで使えているのかと

いうようなものを、ホームページを使って周知に努めていきたいと考えております。 

  また、インスタグラムを活用した写真の紹介ですとか、町の魅力発信についても検討して
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いければと考えております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） Ｗｉ－Ｆｉマップは観光地の観光マップに含んでつくっていただける

んでしょうかね。ホームページ等にＷｉ－Ｆｉマップを入れていただけるんでしょうか。 

  前回質問のときにも、Ｗｉ－Ｆｉマップの話をしたときに、取り組むようなこと言ってく

ださっていたんですけれども、Ｗｉ－Ｆｉだけのマップをつくってもしようがないと思いま

すので、観光マップが、もしホームページかどこかにあって、そこにＷｉ－Ｆｉがあります

よというお知らせというか、シール、Ｗｉ－Ｆｉのマークあるじゃないですか、あれだけ入

れてもＷｉ－Ｆｉマップとなると思いますので、そういったちょっと知恵を働かせながら作

成していただければと思っております。 

  今、インスタグラムの話があって、広報くじゅうくり３月号、及びホームページで私も拝

見しました。早速私も、ＳＮＳをやっていますので、登録して、投稿も致しました。このＳ

ＮＳの活用はとてもいいと思いますので、どんどん九十九里町のアピールをお願いします。 

  地域おこしや観光振興などであらゆる国の資源を結びつけられるように、東京オリンピッ

ク・パラリンピックを最大限生かしていただきたいと強く望みます。 

  それでは、３項目めの児童虐待について。 

  野田市での児童虐待は、女児の母親が、父親からＤＶ、配偶者から暴力を受けていたこと

がわかり、そのために女児は犠牲になった事件でもあります。とうとい小さな命をなぜ救え

なかったのか、悔やまれてなりません。 

  児童虐待やＤＶは、他人事ではありません。本町の子供たちは大丈夫だろうかと心配です。

虐待から子供を守るためには、行政がしっかり見守ってあげなくてはなりません。今まで何

件か相談があったかもしれませんが、相談できない人もいます。相談窓口の体制を強化しな

くてはなりません。そこで、相談窓口の体制はできているのか、児童虐待防止の今後の対策

はどうなのか、答弁をお願いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 社会福祉課長、中川チエリ君。 

○社会福祉課長（中川チエリ君） お答えいたします。 

  相談窓口の体制はできているのかというところでございますが、町といたしましては、こ

の児童虐待につきまして、ホームページでの掲載、広報紙での周知、それから県でつくって

おります「189（いちはやく）」というようなリーフレットの配布等を行っております。 
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  この児童虐待につきましては、児童虐待と思われるものを見たりしたときには通告すると

いうことが児童福祉法、虐待防止法等に出ております。今は保護者の方、一般の方もこれに

ついては、かなり周知も行き渡っているようで、こういったことからの通告も多くなってい

るのが事実です。 

  これを受けまして、こういう情報が入った場合には、町は県児相等に連絡をとります。あ

と関係機関である教育委員会、健康福祉課等にも連絡を入れます。町といたしましては、こ

れに対しまして、要保護児童対策地域協議会というものを設置してございます。これには、

児相、県、警察、先ほども言いましたが、教育委員会、健康福祉課等も入っておりますが、

これによりまして、代表者会議でありますとか、実際に活動する実務者会議、それから、そ

れぞれのケースに応じて具体的な支援をするという個別支援会議等も開催しております。こ

ういったことで、町は連携をとって対応しております。今後も連携を密にとりながら対応し

ていくつもりでございます。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  答弁の中で、一般の方からも通告があることということもありましたので、しっかりとし

た対応をお願いしたいと思います。 

  オレンジリボンを御存じだと思いますが、オレンジリボンには、子供虐待を防止するとい

うメッセージが込められています。11月が児童虐待防止推進月間であり、県ではオレンジリ

ボンキャンペーンを行っております。そこで、本町でも11月だけに限らず、オレンジリボン

の推進をすべきだと思いますが、いかがでしょうか。また、現在どのような推進をしている

のかお聞かせください。 

○議 長（浅岡 厚君） 社会福祉課長、中川チエリ君。 

○社会福祉課長（中川チエリ君） 11月の防止月間、これについて周知等しておりますけれど

も、これ以外にオレンジリボンについてということでは今のところやっていたということが

ないことにちょっと気づいた次第です。今後やっていきたいと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） 虐待防止体制に、子育て世代包括支援センター、日本版のネウボラが

あります。虐待の要因の一つとされる親の孤立や産後鬱に対応するため、保育士などの専門

家が妊娠から出産、育児まで切れ目なくサポートする子育て世代包括支援センターを本町も
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設置していただいております。母子保健事業と児童虐待対策との連携を強化することで、虐

待の発生予防になると思いますので、今後も各関係機関との連携を強化し、児童虐待の未然

防止、早期発見、早期対応をお願いいたします。 

  それでは、２点目の学校及び教育委員会の対応ですが、県教育委員会から２月８日付で、

各市町村の教育長などに対し、児童・生徒のプライバシー保護の徹底など留意点をまとめた

教職員向け資料を配布したと、先日、千葉日報に載っておりました。アンケートや教育相談

などの児童・生徒のプライバシー保護を盛り込んだ資料を新たに作成し、添付したというこ

とです。もう既に目を通していると思いますので、今後どのような対応をされるのか、答弁

お願いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局主幹、内山茂樹君。 

○教育委員会事務局主幹（内山茂樹君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  町教育委員会では、配付された資料をもとに、児童・生徒が学校生活の中で発する表情や

言動等のサインを見逃さないこと。それから、保護者との連絡、また家庭訪問等により継続

的に様子を確認し、早期発見に努めるように学校に周知しております。また、教育委員会職

員、または教職員につきましては、生活アンケートの活用等においては、児童・生徒のプラ

イバシーの保護に細心の注意を払うよう周知、徹底しております。どれも特定の教職員で悩

みを抱え込まず、組織的に対応をするという形で、各学校には周知をしているところです。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  児童・生徒が日中、自宅よりも学校にいる時間のほうが長いことから、子供の状態に気づ

くのが教職員だと思います。教職員の皆さんはいろいろ大変だと思いますが、早期発見のた

めに心がけていただくようお願いします。 

  また、関係機関としっかりと連携するとともに、児童・生徒のプライバシー保護のために

情報の漏えいをしないよう、努めてください。未来の宝である子供の幸せを一番に考え、と

うとい子供たちの命を守り、希望する人が安心して子供を産み育てられる町を目指していた

だくよう望みます。 

  それでは、４項目めの幼児教育の無償化について。 

  幼児教育の無償化は本年10月からですので、本年10月から来年３月の半年分は全額国庫負

担だと思います。この３歳から５歳児、またはゼロ歳から２歳児の住民税非課税世帯、これ
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は何人いるかわかりますか。そしてまた、国庫負担金はどのくらいになるかお答えください。 

○議 長（浅岡 厚君） 社会福祉課長、中川チエリ君。 

○社会福祉課長（中川チエリ君） 今回の無償化の対象となる３歳以上の子供と、ゼロ歳から

２歳の非課税世帯の対象の人数ということでよろしいでしょうか。 

  現在把握している３歳以上の子供は189名になります。無償化となる利用者負担、いわゆ

る保育料につきましては、月額190万程度がこの対象となる試算となります。ゼロ歳から２

歳の子供につきましては、利用者負担額表の第二階層、住民税非課税世帯が該当となります

けれども、該当者は現在５名です。現在２人目以降のお子さんは無料でありまして、既に４

名は無料でございます。今回の改正により該当となるお子さんは１人と見込んでおります。

無償化の影響を受ける利用額負担は月額5,000円でございます。 

  今回の無償化となりました分については、10分の10、国からというところになっていると

ころです。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  20代から30代の男女を対象にした内閣府の調査によると、どのようなことがあれば、もっ

と子供が欲しいと思うかとの問いに対し、将来の教育費に対する補助と、幼稚園・保育所な

どの費用の補助が１位、２位だったそうです。幼児教育の無償化は、こども園に通う子供を

抱える家庭はもちろん、これから子供を持ちたいと思っている人にとっても朗報だと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

  それでは最後に、置き勉の対策ですが、教育長の答弁の中でも、本町の小・中学校はふだ

んは置き勉を認めているということですので、ありがとうございます。 

  それでは、終業式の２、３日前から、下校時にたくさん学習用具を持って帰る姿を見かけ

ますが、この学習用具などの対応もどうしているのかお聞かせください。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局主幹、内山茂樹君。 

○教育委員会事務局主幹（内山茂樹君） ただいまの質問にお答えいたします。 

  学期末等における教材、学習用具につきましては、２、３日前というよりも、数日に分け

て継続的に持ち帰るよう、児童・生徒には指導をしています。 

  また、よく見かけるんですけれども、学校で、小学校１年生、２年生なんか特になんです

が、栽培している鉢物の植物、これについても、その後に行われる保護者面談のときである

とか、また、長期の休業に入りますので、面談のときにうまく持って帰れない方については、
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その長期の休業を使って、といっても、夏休みの終わりに取りに来られちゃうとまずいんで

すけれども、初めのころに保護者にとりに来ていただくと、そういう対応をとっているとこ

ろでございます。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  学期末の数日に分けて持ち帰るように指導しているという答弁いただきましたけれども、

何か私が見るには、どどっと持って帰っているのが多くて、特に夏休み前は汗をかきかき、

プールの道具もあるんですけれども、持って帰っていますので、すぐには伝わらないのかも

わかりませんけれども、やっぱり本当に、少しでも分けながら持って帰ってもらうように、

十分に指導をお願いいたします。 

  置き勉などの対策をとると、小学生で約１㎏から２㎏、中学生であれば約2.5㎏から5.0㎏

減量したと言われております。学校に通う子供たちの荷物が重過ぎて、健康などへの影響が

心配ですので、これからも適切な配慮をお願いいたします。 

  以上で質問を終わります。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎散会の宣告 

○議 長（浅岡 厚君） 本日の日程はこれをもって終了いたしました。 

  あす６日は、定刻より会議を開きます。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

散 会  午後 ３時０１分 

 



 

 

 

 

 

 

 

平成３１年九十九里町議会第１回定例会会議録（第２号） 

 

平成３１年３月６日（水曜日） 



 －63－

平成３１年第１回九十九里町議会定例会 

 

 議 事 日 程 （第２号） 

 

平成３１年３月６日（水）午前９時３８分開議 

 

日程第 １ 一般質問 

────────────────────────────────────────────―──── 

出 席 議 員 （１５名） 

     １番  髙 木 輝 一 君      ２番  鑓 田 貴 俊 君 

     ３番  中 村 義 則 君      ４番  古 川   徹 君 

     ５番  浅 岡   厚 君      ６番  荒 木 かすみ 君 

     ７番  内 山 菊 敏 君      ８番  杉 原 正 一 君 

     ９番  善 塔 道 代 君     １０番  細 田 一 男 君 

    １１番  佐久間 一 夫 君     １２番  谷 川 優 子 君 

    １４番  鈴 木 征四郎 君     １５番  古 川   明 君 

    １６番  石 橋 和 雄 君 

 

欠 席 議 員 （１名） 

    １３番  髙    功 君 

────────────────────────────────────────────―──── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名 

町 長 大 矢 吉 明 君 副 町 長 佐々木   悟 君 

教 育 長 中 村 誠 一 君 総 務 課 長 秋 原   充 君 

企画財政課長 木 原 正 幸 君 税 務 課 長 篠 崎   肇 君 

住 民 課 長 戸 田 佳 子 君 健康福祉課長 作 田 延 保 君 

社会福祉課長 中 川 チエリ 君 産業振興課長 南 部 雄 一 君 

ま ち づ く り 
課 長 

古 川 富 康 君 会 計 管 理 者 戸 村 俊 之 君 

ガ ス 課 長 中 村 吉 徳 君 
教 育 委 員 会 
事 務 局 長 

山 口 義 則 君 



 －64－

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

吉 田 洋 一 君 
教 育 委 員 会 
事 務 局 主 幹 

内 山 茂 樹 君 

────────────────────────────────────────────―──── 

本会議に職務のため出席した者の職氏名 

事 務 局 長 篠 﨑 英 行 君 書 記 伊 藤 さやか 君 

 



 －65－

────────────────────────────────────────────―──── 

◎開議の宣告                   開 議  午前 ９時３８分 

○議 長（浅岡 厚君） これより本日の会議を開きます。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎議事日程の報告 

○議 長（浅岡 厚君） 本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第１ 一般質問 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第１、３月５日に引き続き一般質問を行います。 

  順次発言を許します。 

  通告順により、６番、荒木かすみ君。 

（６番 荒木かすみ君 登壇） 

○６番（荒木かすみ君） ６番、荒木です。 

  議長のお許しをいただきましたので、平成31年３月定例議会におきまして一般質問をさせ

ていただきます。 

  元号も変わり、本年また新たな気持ちで精進してまいりたいと思います。 

  それでは早速、町民の皆様の御意見をもとに質問させていただきます。町長の明快な御答

弁と担当課の率直な御意見をお聞かせください。 

  まず、親と子を守る予防接種について。 

  ワクチンで予防できる疾患への取り組みについて、前回の質問でも、おたふくかぜ罹患が

原因で、妊娠の際、子供に障害が出ることがあり、これを防ぐ目的で予防接種の推進をして

ほしいと要望させていただきました。また、おたふくかぜの定期接種への取り組みもお願い

したところでございますが、今回はそのお話をさせていただいた後、風疹の流行が見られ、

緊急に国の対策も動き始めております。 

  こうした家族の誰かがかかる病気で家族の健康を害してしまい、大きな負担が予想される

病気は、予防接種が可能なら何とか防ぎたいところです。子供に障害の出る可能性がある病

気、これは本人ばかりでなく、両親も経済的、肉体的に負担が大きいので、予防接種は急務

と考えます。 

  そこで、現在の予防接種の状況をお伺いいたします。 

  次に、風疹抗体検査の実施と抗体価が低い人への支援についてお伺いいたします。 



 －66－

  風疹抗体検査の実施と抗体価が低い人への支援について、風疹の拡大防止として2018年度

補正予算において、公明党の主張により国として政令改正が行われました。風疹に対しての

支援が拡充をされました。風疹は、妊娠中のお母さんがかかると、赤ちゃんに難聴や白内障

など、心臓病なども生まれる可能性があり、妊婦さんにとって何としても避けたい病気であ

り、この抗体検査を実施するための支援について、本町ではどのように取り組んでいかれる

のかお伺いをいたします。 

  次に、風疹の抗体価が低い39歳から56歳の方の対応についてお伺いいたします。 

  現在、39歳から56歳の特に男性の方に抗体価が低いとされる抗体検査の実施に向けて検討

されていると思いますが、本町における実施の予定をお聞かせください。 

  次に、地域防災の街づくりについてお伺いいたします。 

  地域防災を進める背景と行政のかかわりについて、日本の津波という言葉が世界共通語に

なるほど大きな被害を受け、あれから日がたつうちに、地域の防災意識は薄れていっている

ように思います。改めて、海の近くに住む者が共有しなければならない防災意識の強化を痛

感いたします。何よりも、災害時に中心となるのは近所の助け合いと思われますが、高齢化

と空き家の増加により、町内会、自治会も運営に苦慮しております。国の方針でも、地域防

災組織の単位が自治区単位を推奨されている中で、自治区では、組織運営の経験もなく責任

が持てないという声も多くなっております。 

  そこで、このような局面の中で、地域防災を進める人材の確保をどのようにしていけばよ

いのか、行政がどのようにかかわっていけるのかをお伺いいたします。 

  地域防災の基礎づくり、近隣への声かけ、助け合いの手順についてお伺いをいたします。 

  地域防災には、行政としてハード面、備品や機材などの支援ができるというお話がありま

したが、今必要なのは地域の防災意識の向上であると思います。そのために、小さい単位で

の防災教育と地域のつながりの強化を進め、災害時の近隣への声かけ、助け合いの手順など

を地域で話し合う機会をつくることが大事ではないかと考えますが、この点について行政の

かかわれることがないか、これをお伺いいたします。 

  次に、継続的な農業支援についてお伺いをいたします。 

  所得補償制度の普及についてです。継続的に農業を進めるためには、お天気に左右される、

また、収入がなくなってしまうというような不安定な状況では、後継者に渡すことがかない

ません。今までの災害補償などでカバーできない農産物や新しい挑戦にも、所得の安心があ

れば農業が本業として成立し、ひいては日本の農業の安定を生むこと、また、ここが大きな
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転換点となることでしょう。 

  そこで、この所得補償が受けられる要件、方法などを普及し、これからも農業を始めたい

方が挑戦できるよう望むものですが、この点についての当局のお考えをお伺いいたします。 

  農業次世代人材投資事業についてお伺いをいたします。 

  青年就農給付金事業の要件が緩和されたということでございますが、この概要をお聞かせ

ください。 

  次に、介護予防についてお伺いをいたします。 

  介護予防施設ちどりの里の利用拡大についてお伺いいたします。 

  施設の修繕のため、活用が制限をされていましたちどりの里が、有効に施設利用されます

よう望みますが、今後の予定をお聞かせください。 

  また、町内施設を利用して健康な体づくりをということについてお伺いをいたします。 

  介護を受けることなく長生きしたいというのは、誰しもの望みです。そのためにも60代、

70代、80代と年齢や個人差に合った運動習慣を持つのは大切なことです。現在、幾つかの教

室を運営されているボランティアの方、その機会をつくってくれる町の取り組みには感謝を

いたします。今後、さらなる機会の拡充を期待いたしますが、今後の予定をお聞かせくださ

い。 

  最後に、介護予防のための交通支援についてお伺いいたします。 

  健康で元気でいるためにも、人と会い、楽しみながら買い物をしたり運動をしたりする、

また、先輩たちに倣ってそういうふうに暮らしていきたいと思うのですが、自動車運転免許

の返納など高齢者には厳しい現実が立ちはだかります。 

  そこで、介護予防のためにも、交通支援対策について当局のお考えをお伺いいたします。 

  以上で１回目の質問は終わります。再質問は自席にて行います。 

○議 長（浅岡 厚君） 荒木かすみ議員の質問に対する町当局の答弁を求めます。 

  町長、大矢吉明君。 

（町長 大矢吉明君 登壇） 

○町 長（大矢吉明君） 荒木かすみ議員の御質問にお答えいたします。 

  それでは初めに、親と子を守る予防接種についての御質問にお答えいたします。 

  １点目のワクチンで予防できる疾病への取り組みについての御質問ですが、町が未成年者

に実施している予防接種は、予防接種法に基づき、定期予防接種とされた13種類の疾病に対

して全額公費負担で実施しております。 
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  なお、町では、任意接種である予防接種に対し無料化や助成を行っておりませんが、今後、

国において予防接種法に基づき実施すべき定期接種に位置づけられるか、その動向を注視し

てまいりたいと考えております。 

  ２点目の風疹抗体検査の実施と抗体価が低い人への支援についての御質問ですが、県では、

妊婦への風疹の感染防止により、生まれてくる子の先天性風疹症候群の発生を防ぐため、妊

娠を希望する方やそのパートナーを対象に風疹抗体検査を実施しております。これを受けて、

町では、県が実施する抗体検査において抗体が低いと判断された方を対象に、予防接種の助

成をしております。 

  ３点目の抗体が低い39歳から56歳の方に対しての対応についての御質問ですが、現在、国

では、風疹の予防接種が定期接種化される以前に生まれた男性を予防接種法に基づく定期接

種の対象として、平成31年度から３カ年計画で段階的に予防接種を行うこととしております。

これを受けて、町では、風疹の感染から世代間を切れ目なくケアするために、国の動向に注

視しながら準備作業を進めているところでございます。 

  次に、地域防災の街づくりについての御質問にお答えいたします。 

  １点目の地域防災を進める背景と行政のかかわりについての御質問ですが、災害の様相も

年々変化していく状況の中で、被害を最小化するため、地域防災力の向上を図ることは重要

な課題であると認識しております。このため町では、防災意識の高揚を図るため、広報紙な

どを活用し、防災啓発や町防災訓練を実施し、地域防災の中核を担う自主防災組織の育成強

化に努めてまいります。 

  ２点目の地域防災の基盤づくりについての御質問ですが、昨今の大規模な災害を踏まえる

と、行政による公助だけでは限界があり、各地域の防災組織による共助なくしては、被害の

軽減を図ることはできないものと考えております。今後、町や防災関係機関の強化はもとよ

り、地域防災力充実強化に向けて、地域コミュニティーによる助け合いの意識向上を図り、

多くの自主防災組織の結成が進められるよう取り組んでまいります。 

  次に、継続的な農業支援についての御質問についてお答えいたします。 

  １点目の所得補償制度の普及についての御質問ですが、国では、農業者を対象とした収入

保険制度を導入し、平成31年１月から加入申請手続が開始されました。これは、自然災害に

よる収入減少に加え、価格低下など農業者の経営努力では避けられない収入減少を補償し、

また、価格安定制度の対象になっていない新しい品目にチャレンジする農業者を支援する制

度となります。町としましては、今後も継続して、農業者の方々にこの制度を理解していた
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だき、加入についても関係機関と協力し周知を図ってまいります。 

  ２点目の農業次世代人材投資事業についての御質問ですが、この制度は青年就農給付金事

業から名称が変更となったもので、現在、町内で３経営体がこの制度を受け、営農をしてい

るところでございます。また、平成31年度より年齢要件が拡大するなど制度の一部が変更と

なり、従来よりも対象者が広がっております。引き続きこの制度を活用し、地域の担い手と

なる新たな就農者の確保に努めてまいります。 

  次に、介護予防についての御質問にお答えいたします。 

  １点目の介護予防施設ちどりの里の利用拡大についての御質問ですが、現在、町の高齢者

数は6,000人を超え、今後も増加が見込まれる中で、本町の傾向としては要支援者が増加傾

向にあります。 

  このような中で、高齢者やその御家族が安心して暮らし続けていくためには、高齢者のみ

ならず御家族の介護不安を和らげることが重要であると考えております。このため、ちどり

の里を高齢者やその御家族のよろず相談所である地域包括支援センターの活動拠点とするこ

とにより、介護予防の機能を強化するとともに、利用拡大を図る予定でございます。 

  ２点目の町内施設を利用しての健康な体づくりについての御質問ですが、本町では、保健

センターとつくも学遊館、ちどりの里の３施設で介護予防のための体操教室を行っておりま

す。各講座とも、年齢に合った体の動かし方や、かたくなった体をほぐす運動指導を行い、

参加者に合わせて無理なく行うことで運動機能の維持、向上を図っております。また、他の

町内施設の利用につきましては、参加者等の状況に応じて検討してまいります。 

  ３点目の介護予防のための交通支援についての御質問ですが、高齢者が増加する中で、買

い物や通院などの外出支援をすることは重要だと考えております。現在、社会福祉協議会で

は、高齢者外出支援サービスについて、利用者からの要望を受け、サービスの拡充を計画し

ております。このため、町では、新年度予算に送迎車両の購入経費を社会福祉協議会への補

助金に増額計上したところでございます。 

  以上で、荒木かすみ議員からの御質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議 長（浅岡 厚君） ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） それでは、再質問させていただきます。 

  まず、小項目、ワクチンで予防できる疾患への取り組みについてお伺いをいたします。 

  この国・県の風疹予防対策について、もう少し具体的に詳細をお聞かせいただきたいと思

います。 
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○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） お答えさせていただきます。 

  まず初めに、県の取り組みといたしましては、妊娠を希望する方もしくはそのパートナー

を対象といたしまして、無料で抗体検査を行ってございます。ちなみに、山武保健所管内で

は29の医療機関で実施しております。 

  抗体検査の結果、抗体価が低いと判断された方は、町が実施をしております予防接種助成

事業の対象となりますので、予防接種費用の一部、麻疹・風疹の混合ワクチンでは5,000円、

風疹ワクチンでは3,000円をそれぞれ上限といたしまして、接種者に補助をするものでござ

います。助成期間は年度末まででございます。 

  次に、国の取り組みでございます。罹患者が増加している風疹の追加対策といたしまして、

抗体保有率が低いとされた39から56歳の男性に抗体検査とワクチンの接種を無料で実施する

ことといたしました。具体的に申し上げますと、抗体検査と予防接種に必要なクーポン券を

対象者に発送いたしまして、医療機関などで抗体検査をしていただいて、抗体価が低いとさ

れた方に予防接種を行うという仕組みでございますが、今のところ国から詳細が示されてご

ざいません。予算措置等々を含めまして、現在、国の動向に注視をしているところでござい

ます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） 大体様子はわかりました。 

  それでは、風疹抗体検査の実施と抗体価が低い人への支援と、抗体価が低い39歳から56歳

の方の対応について、あわせて２回目の質問をさせていただきます。 

  本町における39歳から56歳の、特に男性の方に抗体価が低いということでございましたけ

れども、この抗体検査の対象者数、わかればお聞かせください。 

  それから、39歳から56歳の方への抗体検査は、働き盛りの時期でもあります。病院に予約

して出向くということが困難な方も、そういう方の配慮も必要ではないかというふうにも思

いますが、その辺のこともお聞かせください。抗体価が低く、接種が必要な方へ接種しやす

い環境づくりということも大切なことだと思いますので、お願いいたします。 

  その方の中に、例えば２日も会社を休まなければならないということでは、やはり受けに

くいなということで心配をしております。また、抗体検査と同時に接種することはできない

のかなというふうに思いますけれども、抗体検査と予防接種との時間的な部分がどういうふ
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うになっているか、これからまたどのように取り組んでいかれるのかをお聞かせください。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） お答えさせていただきます。 

  初めに、本町における対象者の見込みでございます。39歳から56歳までの男性、昭和37年

４月２日から昭和54年４月１日までに生まれた方でございます。1,910人ということでござ

います。 

  次に、予防接種をしやすい環境づくりといたしまして、私ども特定健診、この機会を利用

した抗体検査の実施を計画してございます。 

  さらに、県の事業におきまして、山武保健所管内では先ほど申し上げたとおり29の医療機

関に委託をしているというような状況でございますので、抗体検査の体制については、ある

程度整っているものというふうに考えてございます。 

  なお、抗体検査につきまして、結果が出るまでには二、三週間程度の期間を要するという

ふうに聞いてございます。場合によっては、議員が御心配のとおり休暇をとる必要もござい

ますので、これによって接種の機会を逃すことがないように、医療機関と日程等々を含め十

分調整していただけるように、私ども御案内をする過程で周知をする予定でございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） 結構細かくケアしていただけるようなので、安心はいたしました。 

  そのほかに、２世代同居のような妊婦さんがおられる家庭、また、高齢の方もおられると

思いますけれども、その方への抗体検査は希望すれば受けられるのでしょうか。 

  また、特定健診で抗体検査ができるというふうに伺いました。39歳から56歳の方への抗体

価が低いということで、ここに手当てをしていけば、全体の漏れをなくすというような施策

であるということで間違いないでしょうか。 

  それから、集団健診を見て個別接種の方へ連絡がされていくという順番になっていると思

いますが、それで間違いないでしょうか。 

  それと、風疹のほか、麻疹についても２種混合の補助が出るというふうに聞いております

けれども、２種混合ということは、風疹が抗体がないということは麻疹も抗体がないという

ことで、２種混合を受けるというふうな判断になるのかなというふうに思うんですけれども、

この辺お聞かせください。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 
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○健康福祉課長（作田延保君） 議員御指摘のとおり、胎児を風疹から守るために、妊婦さん

の周辺から風疹を遠ざけるといったことは大変重要であるというふうに考えてございます。

しかしながら、抗体保有率を世代別に見てまいりますと、先ほど申し上げました39歳から56

歳までの男性というのが79.6％、これに対しまして39歳未満の世代につきましては、既に定

期接種化されていること、それから、かつて風疹が５年ごとに流行していたというようなこ

ともございまして、全体では90％を超えているような状況でございます。したがいまして、

県の事業といたしましては、妊娠を希望する女性とその配偶者、国の事業では39歳から56歳

までの男性というふうに対象を定めたものでございます。 

  なお、町で、39歳から56歳までの男性を特定健診の機会を利用して抗体検査の実施という

ものを計画してございます。 

  それから、２種混合の麻疹の件でございますが、ちょっと調査が足りませんでしたので、

また調べて後ほどお答えさせていただければと思います。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） 全体で90％ということですので、多分この年齢、39歳から56歳とい

うところに穴があいているということで、そこをカバーすれば全体がカバーできるというこ

とで、そういうふうになったということだと思います。 

  風疹については、２種混合というのがセットでずっとされてきたことなので、多分それで

２種混合というふうになったのだと思いますけれども、抗体検査を受けていくうちにわかっ

ていくことだと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  伝染病については、この疾病が大勢１カ所に集まるところで発生のリスクが高まる、また、

それが世界規模に広がるということであると思います。スポーツの祭典、博覧会、展示会な

ど気をつけなければならないときに、予防のバリアがしっかりとできていないと、お互いに

どの国の人も困るということになります。日本の取り組みが予防医学の発展に寄与できるよ

う期待をいたします。また、避けられる疾患へのさらなる推進を要望し、この件は終わらせ

ていただきます。 

  次に、自主防災組織の充実に向けてですが、これは地域防災を進める背景と業者のかかわ

り、地域防災の基礎づくりについて両方まとめて再質問させていただきます。 

  自主防災組織の充実に向けて、私も地元の皆様にも説明をし、立ち上げについてもお話を

させていただいているところでございますが、組織として形になるところまでは、いってお
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りません。 

  そこで、近隣への声かけ、助け合いの手順など、合い言葉や手引となるような冊子、標語、

生活に密着した工夫がないものかと思っております。 

  先日も防災についての講演を聞いてまいりましたが、なまはげというのがありますが、な

まはげというものは、自然のうちに地元民の顔が見える交流であり、確認作業のような仕組

みだというお話を伺いました。なまはげは、防災意識がイベントの中に自然と組み込まれて

いる故人の知恵であると感服をいたしました。 

  本町としては、形は違っても、顔の見える近隣の助け合いができればというふうに考えま

すが、当局のお考えをお伺いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 総務課長、秋原充君。 

○総務課長（秋原 充君） 御質問にお答えをいたします。 

  自主防災組織の結成につきましては、自治区の皆様の御協力により、設置推進に取り組ん

でいるところでございます。しかしながら、議員の御質問にありましたとおり、思いのほか

設置数が伸び悩んでいることに町としても苦慮しているところでございます。 

  そういう中で、御質問の近隣への助け合いや手引となる冊子についてでございますけれど

も、地域の共助の精神は、近隣の人たちのふだんからの災害への思い、助け合いのつながり

が基本でありますので、地域での防災意識の高揚に資する情報や資料提供についても、今後

も継続して取り組んでまいりたいと考えております。 

  また、なまはげの例でありましたけれども、自然のうちに、それから確認の中でというこ

とは、これはやはり住民の方々がふだんの経験の中から、そういう活動を身につけていくの

が一番好ましいと考えております。そういう観点から、防災訓練、避難訓練のメニューにお

きまして、町民の皆様が防災への対応などが体験できる場の提供にも努めてまいりたいと考

えております。 

  いずれにいたしましても、共助の精神は、地域での協力、助け合いが基本でございますの

で、精神の高揚、それから情報提供についても、引き続き取り組んでまいりたいと考えてお

りますので、御協力をお願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） 答弁ありがとうございます。県としましても、防災士、千葉県災害

対策コーディネーターなど、いろいろ工夫をされているようでございますので、またそちら
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のほうもお調べいただきながら、皆様に普及していただきたいというふうに思います。 

  災害発生時に災害別に個人がどのように対処をするのか、役場は、学校は、消防は、議員

は、それぞれ心づもりがないと、どこか人を当てにして動きが鈍くなってしまう。地域を守

るには、まずはそこに住む人の顔が見えるふだんの交流から始まると思います。そのために

も、地域の中から防災教育の充実と想定の範囲を広げる訓練が大事となると思います。具体

的に小さな単位での訓練もしながら、身の回りの点検など、地域でカバーできるよう自主防

災意識を高めていきたいと思います。 

  この件についての質問は終わります。 

  次に、継続的な農業支援についての質問をさせていただきます。 

  所得補償制度の普及についてと農業次世代人材投資事業について、まとめて質問させてい

ただきます。 

  所得補償制度について細かくお伺いしたいと思いますが、関連でもお伺いいたします。 

  所得補償以外に、農業被害に補塡できる制度にはどのようなものがあるでしょうか。また、

カバーの範囲と所得補償制度との違いをお聞かせいただきたいと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） お答えさせていただきたいと思います。 

  収入保険以外の制度といたしましては、既存の類似制度になりますが、米、麦、大豆等が

基準収入を下回った場合に補塡する、通称ナラシ対策と呼ばれる収入減少影響緩和対策、そ

れと、米、麦、畑作物、農業用ハウスなど自然災害による損失を補塡する農業共済制度、そ

れから指定柑橘類、リンゴ、梨など果樹の自然災害による収量減少の損失を補塡する果樹共

済、そして産地で指定されている野菜の価格低下を補塡する野菜価格安定制度などがありま

す。 

  既存の類似制度と収入保険の大きな違いは、収入保険制度の加入については青色申告を行

う必要がございます。そのようなことから、どの制度を使うかについては、営農形態をいろ

いろな角度から検証する必要があろうかと考えております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） ありがとうございます。今伺いましたように、この違いというのが

なかなか難しいなというふうに思います。そこで、相談窓口や相談指導の時間がとれたらと

いうふうに思いますので、またその辺よろしくお願いいたします。 
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  それと、農業次世代人材投資事業について、変更点がいろいろあったと思いますけれども、

それの詳細についてお伺いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） それでは、お答えさせていただきます。 

  農業次世代人材投資事業の変更点ということで、31年度から変わる点について申し上げさ

せていただきます。 

  １つ目には、新規就農者の年齢要件、これが45歳未満から50歳未満までと引き上げられる

ということでございます。 

  もう一つ目には、親元就農の際に農地の所有権移転が今までは義務であったと、これが撤

廃され、利用権設定でも可能というふうになるものでございます。 

  大きな変更点といたしましては以上でございます。 

  また、産業振興課といたしましては、この制度を有効的に利用し、一人でも多くの新たな

就農者を確保していきたいと考えておりますので、御協力のほどよろしくお願いをいたしま

す。 

○議 長（浅岡 厚君） ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） 今伺いました新規就農については、若者が農業以外の仕事、また、

前職が合わなかった場合などに農業に挑戦できる幅が広がったというふうに思います。定年

や雇用の年齢が上がっていく中で、個人的にはもうちょっと引き上げいただいてもいいのか

なと思うくらいです。それに加えまして、子供でなければ継げないというような要件が緩和

されたということだと思います。これらの制度を活用して、地元の農業が衰退することなく、

多くの人にこの土地で働いて、元気で活躍していただけるようになればなというふうに願い

ながら、この件は終わりにいたします。 

  次に、介護予防について、項目を分けてお伺いいたします。 

  介護予防施設ちどりの里の利用拡大についてお伺いいたします。 

  ちどりの里の活用については、カラオケの活用が今後も活用できるのかというような町民

のお話も伺います。また、さらに運動教室のようなグループ活動やボールを使った簡単なス

トレッチの場所、そういうものがこれからも確保できるのかということが伺われますので、

予定があればお聞かせください。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） お答えさせていただきます。 
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  まず、自宅に引きこもりがちな高齢者の外出の機会をふやすということ、それから仲間づ

くりということは、介護予防を行う上で非常に効果が高いというふうにされてございます。

こういったことから、カラオケ、それから囲碁、将棋、今まで続けておりました健康づくり

教室につきましても、引き続き実施をしてまいる予定でございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） ありがとうございます。どういうふうになるのかなというふうに皆

さん心配をしておられるので、今のお話を聞いてよかったなというふうに思います。 

  次に、２番の町内施設を利用して健康な体づくりについてということで、お話をさせてい

ただきます。 

  サンライズのプールなんですけれども、大網白里市の方も健康維持のために利用されてい

るというふうにお伺いいたしました。本町でも、先ほど町長からもありました、ちどりの里、

つくも学遊館、中央公民館、これにプールなども加えて交通支援も御検討いただきたいとい

うふうに思いますが、この点について当局のお考えをお伺いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） お答えさせていただきます。 

  まず、サンライズ九十九里のプールについての御質問でございますが、サンライズ九十九

里のプールを活用した大網白里市の取り組みというものを把握してございます。本町で導入

するに当たっては、インストラクター等々の起用が必要かと思いますので、安全対策等々を

考えて、今後の検討課題とさせていただければというふうに考えてございます。 

  次に、高齢者の交通対策でございますが、町といたしましては、来年度から生活支援体制

整備事業に係る協議体というものをさらに拡充をする予定でございます。そのため、高齢者

の交通支援対策につきましては、その協議体の中で優先課題として検討を進めてまいります。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） サンライズのプール、本町の施設でありながら隣のほうがよく使っ

ているというようなこともありましたので、大網白里市が行っている水泳教室のようなもの、

こういったものも本町でも取り上げていただけたらいいなという思いで質問させていただき

ました。 

  次に、介護予防の交通手段について、もう少し詳しくお聞きをいたします。 
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  本町の60歳以上の方は何人ぐらいいらっしゃるんでしょうか。どれぐらいこれから利用が

広がるというふうにお思いでしょうか。お聞かせください。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） お答えさせていただきます。 

  平成31年２月末現在の本町の60歳以上の方、男性3,353人、女性が3,978人、合計で申し上

げますと7,331人でございます。 

  交通弱者対策の件でございますけれども、現在、社会福祉協議会等で行っております外出

支援につきまして、さらなる拡充を図るため、町長答弁でもございましたとおり、町といた

しましては、補助金に送迎車両のバスの代金分を上乗せして補助をするところでございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） 合計で7,300人という大変多い数だなというふうに思いました。こ

れからどうしても必要になってくるであろうと思いますので、ぜひこの辺、強く要望させて

いただきますけれども、取り組んでいただきたいというふうに思います。 

  では、まとめます。さまざまな教室のかいあって、元気な60代、70代、80代が多いと思い

ます。町施設の参加者の方が大変ふえているというふうに思います。 

  すみません、もう一点聞かせていただきます。 

  町施設参加者の大まかな人数、年齢などをお聞かせください。 

  また、新たな参加者のアプローチとして、本町にあるサンライズ九十九里のプール、フィ

ットネスつくもなど、町の施設を利用して新たな工夫、例えばフィットネスのシルバー世代

のお試しの利用なども設けていただけたらいいなというふうに思います。また、プールでは

水中歩行教室のような機会をつくるなど、町の施設を有効に使っていただくよう要望いたし

ますが、この辺、御検討いただけるか御意見をお伺いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） お答えをさせていただきます。 

  町の施設といたしまして代表的なもの、フィットネスつくもでございますが、利用者を見

てまいりますと、平成29年度の実績ベースにおきまして、60歳以上の利用者、延べで申し上

げますと5,689名、全体の53.6％でございます。高齢者に近い方々が体力づくりに関心が高

いということがうかがわれようかと思います。こういった状況を踏まえ、現在、フィットネ

スつくもではシルバーデーの拡大を検討しているというふうに聞いてございます。 
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  なお、サンライズ九十九里のプールの利活用につきましては、先ほど御答弁申し上げまし

たとおりでございます。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） シルバーデー、大変うれしいなというふうに思います。ぜひまとめ

ていただけますようよろしくお願いいたします。 

  それから、車両の新設ということで、ありがたいなというふうに思います。 

  町長より、要支援がふえていくだろうということでありましたけれども、要支援にならな

いためにどうしたらいいかというふうに、やはり考えていかなければいけないなというふう

に思っております。また、私自身も、虚弱、筋力低下を予防するためにも、早い時期から運

動習慣を持ち、努力をして、元気に暮らしていきたというふうに思っております。 

  以上で質問を終わります。ありがとうございました。 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。再開は10時40分です。 

（午前１０時２４分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時３８分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） 順次発言を許します。 

  通告順により、８番、杉原正一君。 

（８番 杉原正一君 登壇） 

○８番（杉原正一君） ８番、杉原正一。 

  平成31年３月定例会並びに平成最後の定例会において、一般質問をいたします。 

  初めに、東千葉メディカルセンターについて質問いたします。 

  この病院の今までの累積赤字と年度別赤字の推移についてを、まず初めに質問します。 

  次に、町の病院に対する貸付金と起債残について質問します。 

  次に、千葉県の追加支援と町のその対応についてを質問いたします。 

  続きまして、海の駅九十九里指定管理者の利益還元について質問します。 

  商工会に対してどのように対応しているのか、現在の指定管理者である観光公社に対して
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どう対応していくのか、また、この海の駅の利益がどのような源泉になっているのかという

ことを質問します。 

  次に、人口減少について質問します。 

  今年度になって、九十九里の人口もとうとう１万6,000人を割ってしまいました。昭和30

年に合併したときは２万1,000人を超える人口があった。6,500人ぐらい減ってしまったとい

うことです。この人口減少の原因は何か、また、対策について質問します。 

  次に、道路の異常な亀裂について質問します。 

  特に私は目が悪いので、歩いたり自転車に乗っています。そうすると、この１年間、特に

道路の異常な亀裂、道路を横断するような亀裂が入ったり、車が走って傷んだような劣化で

はないような、このようなふうにも見えます。この道路の亀裂に対して原因は何かというこ

とを質問します。 

  続きまして、間もなく８年になろうとしております東日本大震災により、我が町も津波の

被害に一部遭ってしまいました。片貝漁港周辺の津波被害について質問いたします。 

  第一泊地周辺の津波被害はどのように起こったのか。また、片貝漁港周辺の標高と地盤沈

下がどのようにあるかということを質問します。 

  続きまして、旧いわし博物館、旧片貝幼稚園の撤去について質問します。 

  旧いわし博物館が爆発して間もなく15年になろうとしております。そして、この施設にお

いて、とうとい命が１人失われ、１人が重症になっています。この建物を壊すということに

決まっているとは聞いているけれども、いつ撤去するのか、並びに旧片貝幼稚園も廃園にな

って間もなく丸３年になろうとしております。なぜこれを撤去しないのか、いつ撤去するの

かということを質問します。 

  それはなぜかと言えば、今現在使っている、役場の東側のほうにあるこども園が現在利用

しているわけだけれども、もう撤去すると、こういうような話になっております。それぞれ

２つの施設はいつ撤去するのかということを質問します。 

  次に、固定資産税の課税基準について質問します。 

  ８年前に津波被害に遭ってしまった。それから、海岸線のほうの住宅地などは人気もなく

なってしまった。このような津波の被害、津波の発生の危険性に対して、また、地盤沈下及

び上ガスの発生危険性などについて、固定資産税査定基準にこのようなものは入っているか

どうかということを質問します。 

  なお、再質問は自席で質問します。 
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○議 長（浅岡 厚君） 杉原正一議員の質問に対する町当局の答弁を求めます。 

  町長、大矢吉明君。 

（町長 大矢吉明君 登壇） 

○町 長（大矢吉明君） 杉原正一議員の御質問にお答えします。 

  なお、旧いわし博物館と旧片貝幼稚園の撤去についての御質問は、後ほど教育長から答弁

いたさせますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは初めに、東千葉メディカルセンターについての御質問にお答えいたします。 

  １点目の累積赤字と年度赤字の推移についての御質問ですが、東千葉メディカルセンター

が開院した平成26年度からの年度ごとの当期総損失の推移を申し上げますと、平成26年度は

15億4,030万円、平成27年度は16億5,620万円、平成28年度は11億7,713万円、平成29年度は

13億2,907万円の損失でございます。なお、平成29年度の未処分損失は57億270万円でござい

ます。 

  ２点目の町の貸付金と起債残についての御質問ですが、平成30年度末の見込みでは、東千

葉メディカルセンター整備事業基金からの貸付金９億7,580万円でございます。同じく病院

事業債の平成30年度末現在高の見込みでは19億8,789万円でございます。 

  ３点目の千葉県の追加支援とその対応についての御質問ですが、千葉県では、東千葉メデ

ィカルセンターの経営の健全化を図るため、計画どおりに医師・看護師の確保ができなかっ

たことによる開床のおくれに伴う影響額の一部として30億円を２月県議会の補正予算案とし

て計上しております。この30億円の受け入れにつきましては、設立団体の出資割合で案分さ

れた本町分７億9,200万円を本議会へ補正予算案として計上させていただいております。 

  次に、海の駅九十九里指定管理者の利益還元についての御質問にお答えいたします。 

  １点目の商工会に対してどう対応しているかの御質問ですが、町商工会が指定管理者とし

て管理運営していた期間における利益剰余金については、既に1,000万円を寄附いただいて

いたところですが、残金の取り扱いについては、現在、町商工会と協議中でございます。 

  ２点目の観光公社にどう対応するのかの御質問ですが、千葉県観光公社が指定管理者とし

て平成30年５月１日から管理運営しておりますが、平成30年度の決算が確定後に必要に応じ

て協議してまいります。 

  ３点目の利益の源泉は何かの御質問ですが、町商工会の努力はもとより、海の駅九十九里

の立ち上がり段階に、町が広告宣伝など手厚く支援したことが利益につながったものと考え

ております。 
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  次に、人口減少についての御質問にお答えいたします。 

  １点目の原因は何かとの御質問ですが、全国的に人口減少時代を迎え、いかに人口減少を

緩和させるかが大きな課題となっております。本町においても、少子化及び人口流出により

町人口が減少しております。 

  ２点目の人口減少の対策についての御質問ですが、平成27年度に九十九里町まち・ひと・

しごと創生総合戦略を策定し、人口減少対策への取り組みを実施しております。この総合戦

略に基づき、３つの基本目標のもと、９つの重点課題に対する施策に取り組んでおります。 

  次に、道路の異常な亀裂についての御質問にお答えいたします。 

  原因は何かとの御質問ですが、アスファルト舗装の亀裂の原因については、交通車両の荷

重や温度変化によるアスファルトの膨張と収縮の繰り返しなどによる、経年劣化が主な原因

とされております。 

  次に、片貝漁港付近の津波被害についての御質問にお答えいたします。 

  １点目の第一泊地周辺の津波被害はどのように起きたかについての御質問ですが、東日本

大震災による津波によって、作田川河口から遡上した津波が第一泊地より内陸部に侵入し、

小関納屋地区を中心に床上・床下の浸水被害が発生したものでございます。 

  ２点目の漁港周辺の標高と地盤沈下量についての御質問ですが、県に確認したところ、平

成29年度に実施した測量結果により、第一泊地入り口付近の標高は84.9cmから156.3cmと聞

いております。 

  また、東日本大震災における地盤沈下量につきましては、県では、震災前後の沈下量を確

認するための測量を実施しておらず、把握していないとの回答を受けております。 

  次に、固定資産税課税基準についての御質問にお答えいたします。 

  津波の危険性、地盤沈下、上ガスの危険性など査定基準に入っているかとの御質問ですが、

固定資産税課税標準については、国が定めた公示価格及び不動産取引価格をもとに、不動産

鑑定士が地域の用途性などを勘案した不動産鑑定評価額に基づき算出されております。津波

の危険性などの周辺環境については、公示価格等の算定時点で考慮されており、固定資産税

課税標準に含まれているものと考えております。 

  以上で、杉原正一議員の御質問に対する私からの答弁とさせていただきます。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育長、中村誠一君。 

（教育長 中村誠一君 登壇） 

○教育長（中村誠一君） 杉原正一議員からの御質問のうち、私からは、旧いわし博物館と旧
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片貝幼稚園の撤去についてお答えいたします。 

  １点目の旧いわし博物館はいつ撤去するのかとの御質問につきましては、昨日、古川徹議

員からの御質問にお答えした内容と重複しますが、旧いわし博物館につきましては、爆発事

故から現在まで、倉庫限定での使用とし、一部の書籍、破損した漁具等を保管しております。

博物館に残された物品等について、取捨選択等の整理を行い、収蔵または展示する場所の確

保及び移設が完了次第、取り壊しを行いたいと考えております。 

  ２点目の旧片貝幼稚園はいつ撤去するのかとの御質問でございますが、平成31年度中に地

権者と返却に関する協議を調え、平成32年度以降に建物を取り壊し、土地を返却する方向で

考えておりますので、御理解をお願いいたします。 

  以上で、杉原正一議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） ８番、杉原。 

  それでは、まず東千葉メディカルセンターのほうから再質問します。 

  30年度の赤字に対して、12月まで出ていると思うんです。それを足した累計を教えてくだ

さい。 

  それと、２番目に質問した中の、起債の残がはっきりとしていなかったような気がするん

ですけれども、今後幾ら返還していかなくちゃいけないか、まず質問します。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） お答えいたします。 

  第３・四半期時点の東千葉メディカルセンターの差し引き損益につきましては、９億

4,300万円の赤字ということでございます。これに、１月から３月まで、平成29年度ベース

の実績で見ていきますと、約２億円程度の損失が見込まれておりますので、損失ベース、決

算ベースでは12億程度の決算になろうかと思います。 

  これによりまして、当期の処分損失、累積赤字は69億円程度となりますが、追加財政支援

を加味して申し上げますと、単年度では18億円程度の黒字、これによって累積赤字は30億円

程度となりまして、債務超過で申し上げますと13億円前後になろうかというふうに考えてご

ざいます。 

  それから、病院事業債でございますが、先ほど町長答弁で申し上げたとおりでございます

が、病院事業債、平成30年度末の見込みといたしまして19億8,789万円でございます。 

  以上でございます。 
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○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） そうすると、町が病院に貸し付けている金額は先ほどの金額だけです

か。これは本来ならば、県から支援をいただいた基金として積み立てた分を貸しているのと

違いますか。たしか昨年度の決算だと30億円くらい、建物の建設費とか含まれるとあったと

思いますけれども、その辺はどうなっていますか。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） 東千葉メディカルセンターの基金の状況について申し上げま

す。 

  平成30年度末の基金の残高につきましては９億8,749万5,000円ということでございます。

内訳を申し上げますと、東千葉メディカルセンターへの運営費としての貸付金の残が９億

7,580万円でございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） そうすると、貸し付けの残は、もう一度、合計で幾らになりますか。 

○議 長（浅岡 厚君） 回数が来ていますので質問を変えてください。 

  ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） ８番。 

  そうしましたら、とりあえず県が追加支援で30億くれると、これは非常にありがたいこと

なんですけれども、病院に対する支援であるならば、本来、直接病院に県が出してくれれば

いいと思うんです。町に来るということは、さっきの９億幾らが正しいかどうかわからない

けれども、９億貸し付けてあると。九十九里町には７億9,200万来るということだけれども、

普通であるならば、貸してあるのだから、まず先にこの７億9,200万は返してもらうと。起

債が19億も発行しちゃってあるわけだから、これは待ったなしなわけです、支払いが来ちゃ

うわけ。 

  だからこの辺のところを、千葉県が直接メディカルセンターに30億を追加支援、なおかつ

そのような説明を聞くと、かつての県立東金病院を継承するというような形と、現在の三次

救急と現在までの医療体制を結局継続していくという形なわけですよね。結論からして、東

金と九十九里では、もうこれは支えていけないということははっきりしているわけです。優

秀な増田理事長が来て、収益は19.9％ほど昨年の第３・四半期まででふやしているけれども、

残念なことに経費がそれに付随してかかっちゃうんです。 
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  それで九十九里は、かつては東金、大網白里、山武、その次に使うというのが九十九里だ

ったけれども、最近では、この前の資料を見ても、救命などは、まず茂原市が４番目に入っ

ている。千葉市も九十九里とほぼ同数ぐらい。だから、恐らく来年度になれば６番目に、こ

れは理事長の非常なる努力だと思うんです。 

  それで、利用しているのが、救命でも6.何％、外来でも８％台、入院も大体それに近いよ

うな数字です。国保なんか見るとよくはなってきているけれども、まだ九十九里で国保加入

者は3.6％ぐらいしか利用していない。２年ぐらい前は1.何％だったけれども、これも幾ら

かふえているけれども、病院がなくなると困っちゃうとよく聞くんだけれども、それはそう

いう面は確かにあるんだけれども、この前、私の同級生が旭へ入院したんです。どうしてこ

っちへ来たかと聞いたら、前にこっちで手術したこともあると、それで年に一遍ぐらい検査

に来たりなんかも時々しているんだと、こんな考えで、メディカルは考えなかったのと言っ

たら、もう頭からメディカルに行こうなんて意識は何もないのね。 

  だから、メディカルセンターへ行く比率も少ない。かわる病院はいっぱいあるわけ、千葉

大附属病院、旭中央病院、九十九里から亀田病院に行っている人もいるし、そういう点を踏

まえて、九十九里のリスクをできるだけ少なくしていかなくちゃいけないわけ。そういう点

で、県から直接病院に30億支援して、できれば県も構成団体というか、今後の支援団体に常

時入ってくれというような要請はしたかどうか、まず聞きます。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） 今回の追加財政支援の資金の流れでございますが、この資金

の流れにつきましては、千葉県からいただいております東千葉メディカルセンターの整備事

業交付金同様に、一旦、設立団体で出資割合に応じて受け入れをして、そのままメディカル

センターへ出すといったようなものでございます。 

  それから、県に対する要望でございますが、追加財政支援の際に、私ども設立団体として

要望させていただいたものがございます。 

  まず、１点目といたしまして、二次医療圏における関係自治体からの財政支援、連携等の

働きかけを県が主体的に取り組んでいただきたいということ。 

  それから、２点目といたしまして、公立病院の政策医療に対する新たな補助金を創設して

いただきたいというお話。 

  それから３点目、東千葉メディカルセンターの累積赤字の取り扱い、それからその解消に

向けた手だてをともに考えていただきたいといった要望をさせていただいたところでござい
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ます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） 確かに課長、今のやつはいいことなんだけれども、ここで思い切って

県に完全に入ってもらうと、この30億をもって。ほかの市町村に構成団体になってもらおう

と思っても、ついこの前も大網白里市の市会議員とちょっと話をしましたけれども、まず、

大網病院が３億赤字が出ているんだと。山武のほうは話はしていないけれども、さんむ医療

センターになったから、旧国保じゃないので、そこにやっぱりお金を出していると。だから

自前の病院を持っているわけです。 

  それともう一つは、さっきもあったけれども、とりあえず通期で言えば約70億近くの赤字

があるわけだ。そうすると、この70億近くの赤字をまず県が解消してくれて、今年度30億出

すのなら、来年度、31年度にすぐ40億ぐらい出してもらってゼロにすると。ゼロにするから

大網さん、山武さん、千葉市さん、茂原市さん入ってくださいと言えば可能性はあるんだけ

れども、今の赤字のままであるならば、何だよこの赤字を背負わされちゃうということにな

っちゃうね。 

  それともう一つは、自前の病院を持っているということだから、今後、折衝に当たっては

もっと強く、もう東金と九十九里では支えてはいけないということだけははっきりしている

わけですから、その辺をもって、できれば県に構成団体に入ってもらうとか、千葉大医学部

にもっと協力してもらうとか、慈恵医大が近年入ってきたわけだから、この辺のところをも

っと真剣に、病院を維持していくためにはどういうふうにしたらいいかということを検討し

ていただきたいと思います。これには回答を求めません。 

  次に行きます。２番目の商工会の利益の還元について、とりあえず1,000万をいただいた

と。以降はまだ利益に対する残があるからこれから話し合いをすると。 

  ここではっきり言っておきますけれども、この前、商工会の理事会において、はっきりと

商工会は、商工会として商工業者の活性化のために使いたいと、このように会長を初め事務

局に要望してくれというような話が出たようです。この辺についてはどうですか。町として

はどうしても、はっきりと幾らあるか知らないけれども、500万前後ぐらいまだ残っている

んだか、その辺のところの金額が幾ら残っているか、幾らできればもらいたいと、町として。

今後どのように商工会と折衝していくのかということを聞かせてください。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 
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○産業振興課長（南部雄一君） お答えさせていただきます。 

  協議につきましては、町長答弁でございましたとおり、既に現在協議中でございます。残

金については協議の対象と捉え取り扱っていくこととしております。 

  商工会さんが地域の商工業活性化のために使いたいという思いはあろうかと思いますが、

指定管理で出た利益剰余金については、協議の対象として捉え取り扱っていくということと

しております。 

○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） 杉原です。 

  今のことは課長の答弁で大体理解できました。 

  次に、３番目にいきます。先ほど利益がどこから出ているかということを質問したわけだ

けれども、ちょっと的外れ。一番の利益は家賃なんです。商工会は、今まで２階に食堂が３

軒ある、それぞれ月10万円ずつもらっている。外の魚屋さんも10万円。そうすると月40万円

入るわけです。そうすると１年間で480万、３年間やったわけですね。４月は延びたけれど

も、実質的に当初オープンした４年前は４月の末にオープンしたわけです。だからほとんど

丸３年間、商工会はやったわけです。そうすると1,440万もうかっているわけ、これで。 

  それと、もう一つは町の指定管理料です。当初500万、２年目300万、３年目300万、1,100

万いっているわけです。それで町への還元が、電気設備等、消耗品等で月150万ずつ町はも

らっていたわけです。それで150万掛ける３だと450万。そうするとこの差額が650万あるん

です。 

  もう一つ、ちょっと私が不思議に思ったのがあるんです。自動販売機なんです。自動販売

機は、きのうもいわし資料館に基金を使ったという話があったけれども、建物にも。いわし

資料館の脇に自動販売機がついているわけ。それで、業者選定も聞いてみると町でやったと。

ところがその収益は商工会が取っているみたいなんです。この金額がまず幾らあるか承知し

ていますか。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） 自動販売機の売り上げ収入ということでよろしいでしょうか。

その点については、私のほうでは今把握しておりません。 

○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） そうしますと、観光公社との対応は今後だということであるんだけれ

ども、そうするともうかるのは、町は、商工会は家賃でもらっているんだからもらわなくち
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ゃいけないよと、２回ぐらい一般質問をかつてやりましたけれども、使用料で返していると。

だけど建物は町の建物なんです。それで、商工会が不正をやって臨時的に入った人がいまし

たね、事務で。その人もはっきりと言っていたと。これは家賃は町がもらわなくちゃいけな

いと。 

  それは何かと言ったら、厨房の中を貸しているわけです。厨房は占有しているわけね、業

者が。その中には冷凍冷蔵庫、シンク、作業台、その他ガスレンジのちょっといいやつとか、

そういうのを町がリースで払っているわけ。それを町はただで商工会にやっちゃっていたわ

けです。 

  だから、今後町はきちっと家賃はもらわなくちゃいけないです。特に外なんかは、商工会

に指定管理、今、観光公社に指定管理といったって何もやっていないわけです。外は外の魚

屋さんが、町が建物を建てた中で商売しているだけの問題だから、この辺はやっぱり月40万、

ただ指定管理している人が、多少電気代の請求とか何かやるから、１割とか２割引くのはい

いけれども、この辺はやっぱりもらわないと、住民に訴訟でも起こされますよ。利益の供与

なんです、これは。民間でいったら大変なことです。税金が課税対象になっちゃう、それで

贈与だって言われちゃう。それはなぜかというと、私もそういう経験があるから言っている

のであってね。だからここをどう考えるか。 

  もうかっていれば、指定管理料をあげる必要はないわけです。そんなにうんともうかると

わかっているのに指定管理料を出してきちゃったわけ。だから逆に言えば、商工会が海の駅

だけの経営を見れば悪いことをしたんじゃなくて、町が余りにもいいかげんだったというこ

となんです。経済感覚がゼロだったということ。もらえるものをもらわなかった。じゃ自動

販売機は幾らあるか聞きましたよ、私。３年間で530万ある。そうするともうかったところ

はここだけなんですよ。通常の取引で何ももうかっていないの。だから指定管理料をあげる

となったんです。 

  だけれども町は利益を供与しちゃった。はっきり言えば背任行為ですよ、町民にとってみ

れば。それを議会も承認しちゃったというところに大きな問題があるということでもあるん

だけれども、だからその辺のところを今後、観光公社に対してはどのように対応していく考

えか教えてください。 

○議 長（浅岡 厚君） 杉原議員に申し上げます。金額等については正確な数字をお願いい

たします。根拠のない数字は言わないでください。お願いいたします。 

（「後日それに関しては」と言う者あり） 
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○議 長（浅岡 厚君） 発言を許していません。座ってください。 

  杉原議員の質問に対する答弁を求めます。 

  産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） 指定管理者があそこで指定管理していく中での利用料金収入

制度をとっておりますことから、あそこで上がる収入については、指定管理者の収入である

というふうに認識しているところでございます。 

  それと、今後、観光公社に対してどう対応していくかというところでございますが、現指

定管理者の千葉県観光公社は昨年５月１日から管理運営しております。本年度はまだ決算も

確定しておらず、利益が生ずるのかわかりませんが、町長答弁にもあったとおり、必要があ

れば協議してまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） うわさだけれども、出品している人…… 

（発言する者あり） 

○８番（杉原正一君） うわさじゃなくて出品している人に聞いたら、観光公社の人は想定よ

りもうかっていると言っているそうです。だから、そろそろ早目にこれは年次協定…… 

○議 長（浅岡 厚君） 杉原議員、ちょっと待ってください。そういう思い込みだとか、そ

ういうものは風評になりますので。 

○８番（杉原正一君） 思い込みじゃなくて聞いたことを言っているわけですよ。 

○議 長（浅岡 厚君） 聞いたことじゃなくて、根拠のない…… 

○８番（杉原正一君） 根拠はありますよ。 

○議 長（浅岡 厚君） じゃ、いつ、誰から…… 

○８番（杉原正一君） じゃ、検査すればいいじゃない。 

○議 長（浅岡 厚君） ちゃんとそれをもって発表してください。 

  ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） ちょっと質問を変えるから。 

  商工会には毎月、月次報告しろということになっていたわけです。最初はしていなかった

けれども、途中からしたわけです。この観光公社に対しては月次報告を求めていますか。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） お見込みのとおり、月次報告はいただいております。 
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○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） それなら、利益がどれだけ出ているか、赤字がどれだけ出ているか、

はっきりわかるわけだよね。これはもう質問しない。だから、町の姿勢がこういうことなん

です、経済感覚が何もないの。 

  次の質問にいきます。人口減少についてですけれども、この対策、もう一度具体的に教え

てください。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） ただいまの御質問にお答えいたします。 

  町としましては、まち・ひと・しごと創生総合戦略の中で掲げているところでありますと

ころの移住・定住ということで、助成金のほうを出して九十九里に住んでいただくというこ

とを展開しております。 

  これについては、一定の申請があって推移してきておりますので、１年間延ばしてことし

の12月末までということで、さらにこの事業展開を図るというようなことで、多少でも人口

の減をとめることの一助になればということで展開しております。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） この前、住民課から聞いたんだけれども、昨年は300人以上減ってい

るのね。４年間見ると1,200人から減っているんです。だから、その移住・定住が何にもな

っていないということなんです。 

  じゃ再度、もう一回、原因が何か。千葉県全体ではまだ人口は少しふえている。全くの西

高東低になってきちゃっているわけです。九十九里町限定して人口が減る原因を課長はどう

いうふうな認識をしていますか。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） まず１つに、今、人口減少というのは日本全国で起こってお

ります。その減少している中で人口が移動をしているということです。ふえる要素というの

は、実は人口的には今のところ減る方向なのでふえる要素はないと。ただ、移動をして、人

が動いて一定の場所に人口が寄っていくということが起こっているのだと思います。 

  九十九里町の場合は、このところ出生のほうが70から50人ということで、非常に少なくな

っています。死亡については、26年で210人、30年ですと284人ということで、死亡される方

が多い。これは主に高齢の方ということになるんですけれども、これによって出生と死亡の
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差、これは自然の増減ということになるんですが、これが200近くになっております。 

  それから、転入、転出、こちらのほうも結果的には転出のほうが多い傾向になっておりま

すけれども、平成29年が146人転出のほうが多いと。平成30年につきましては若干鈍って、

今のところ48ということで、転出のほうも少しおさまってきたといいますか、とまっている

というような状況でありますので、引き続きこれをもう少し減らしていけるようなことで、

九十九里町の魅力を発信しながら、九十九里に目を向けてもらうということで進めていけれ

ばなというふうに思っております。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） ８番、杉原。 

  今言ったように、確かに全国的に減っているは減っているんだけれども、千葉県はふえて

いるんです、全体では。じゃなぜかということだよね。 

  １つは、東京のベッドタウンということもあるかもしれないけれども、地場産業がだんだ

ん、民宿はなくなった、海の家もなくなってきちゃった、加工業者さんも減っちゃった、ア

グリ屋さんも減っちゃった、農家も後継者がいない。こういう対策を打ってこなかったんだ

よね、町として。多少は打ったのかもしれないけれども功を奏しなかったと。皆さんがいい

かげんなことをやったとは言わないけれども、残念ながらどういうわけか、時代の流れかも

しれないけれども。 

  そうすると何かといったら、これからふやすには、やっぱり雇用の場をふやさなきゃしよ

うがないんです、働き場を。だからそれを今後もっと真剣になって、働き場がなければ、高

校とかを卒業して大学へ行ったり、勤めでみんな出ていっちゃうわけ。 

  今年度は、課長の話では人口がまだ減らないと言うけれども、この３月、今月末になると、

高校を卒業したりなんかするとばっと出ていっちゃうから、移転するから、きゅっとふえち

ゃうんだよね。その辺のところをよく認識していただきたいと思います。 

  次へ移ります。次が道路の異常な亀裂です。 

  この前、片貝県道の西の下の信号から東金方面、役場のほうに向かって80ｍ、山武土木で

工事をやったんです。その姿を見ていました。なぜあそこだけやったかというと、あそこが

ちょっとおかしい状況だった。それで、道路を横断している亀裂が入っていたんです。県は

５cm、きのう確認したら、何cm削ったんですかと言ったら、５cm剝がしましたと。何か切削

とかと言っていましたけれども、５cm要するにアスファルトをとった、上を。そうしたら、
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後でそのとき見たけれども、横断している亀裂は５cm削ってもまだ残っていた。それで、舗

装するときはどうしたって筋を立てるんですよね、のりがよくなる、舗装のつきがよくなる

ように。やっているところは見なかったけれども、ユンボでこうやってとってあったんです。 

  そうしたら、へこんでいるところは、本来は５cmずっと平均でとるんだから、上から平ら

に５cmだから、４cmのところもあるかもしれないけれども、５cmまで削るんだから、大体平

均的になるわけだよね。だけれども、この切削というやつをやったら、へこんでいるところ

がまたへこんでいる。ということは、舗装が悪いよりも下が結構悪いということなわけだよ

ね、地盤が悪い。 

  今の旧県道飯岡一宮線、あれを見ても、今、非常なる亀裂、これはまちづくり課長は当然

よく見ていて、最近は部分的な補修はあちこちよくやってくれているのを時々見ます。きょ

うも通ってきたんだけれども、役場の下の道路、今のこども園のあるちょっと海岸寄りのほ

う、課長、後で見ておいてください。ちょっとひどいです。自転車で走っていてもおっかな

いところがあります。 

  そういうわけだから、これを再質問しても今は何とも、だけれども、町長答弁はちょっと

的が外れているよということだけは言っておきます。 

  続いて片貝漁港周辺。先ほどの説明だと、作田川を遡上して第一泊地に入って、その水で

津波になっちゃったと。そうすると、津波とはなかなか思えないような状況だ、洪水だよね。 

  近所の人に聞いたんです、どういうふうにして床上浸水までいったかと言ったら、ある人

が、一番最初お風呂があふれたんだと、排水路から。そうしたら、今度は床下収納が上がっ

ちゃったと。それで床上になったんでしょうと言うんだよね、床下収納が上がっているから。

場所によっては違うかもしれないけれども、俺の家はたしか外から来た形跡がないと言うん

だ。陸上から津波が来た。それはどうしてわかるのと言ったら、子供と奥さんが九十九里小

に避難していたんだと、それで寒くなったから毛布をとりに帰ったんだと。そのとき、スー

パー袋を靴につけて入っていったんだと。そうしたら帰りに１個脱げちゃったんだと。そう

したらそのスーパー袋がそのままそこに残っていたと言うんだよね、落ちたところへ。幾ら

かその家は、後で私も見たけれども、通常の道路よりはちょっと高くしてあったけれども、

そういう状況なんです。だから、この排水に対して津波対策を講じているか、それとも今後

講じる考えはありますか。 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

（午前１１時２８分） 
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────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時２９分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） 杉原正一議員の質問に対する町当局の答弁を求めます。 

（発言する者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 静かにしてください。 

  暫時休憩します。 

（午前１１時３０分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時３０分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） まちづくり課長、古川富康君。 

○まちづくり課長（古川富康君） お答えさせていただきます。 

  排水路の津波対策という御質問でよろしいでしょうか。 

（「はい」と言う者あり） 

○まちづくり課長（古川富康君） 津波対策につきましては、今、山武土木と共同で排水につ

いて検討しておりますので、御理解をいただきたいと思います。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） じゃ、課長、ぜひ頑張ってやってください。 

  次の質問に移ります。次が旧いわし博物館撤去。さっきも言ったけれども、殉職というか、

当日働いていた人が１人亡くなって、１人は重症でしたわけです。こういう施設を当時１億

保険がおりたと、昨日もありましたけれども、そうしたら9,500万使っちゃった。壊すお金

に使うなら、資料室移転だからわかるんだけれども、どうしてこういうことになっちゃった

のか答えられますか。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 
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○教育委員会事務局長（山口義則君） お答えさせていただきます。 

  いわしの交流センターの展示室に9,500万円をかけたということの回答でよろしいですか。

いわし博物館につきましての再建が難しいということで、その機能の一部をいわしの交流セ

ンターの展示室に持っていくために、その費用を支出したというふうに判断しております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） 理論的にはそうなんだけれども、解体費というのは見積もりをとれば

ある程度わかるんだから、私に言わせれば、どうしてその解体費を残しておかなかったかと

いうことだよね。もうこれは大分前に、あの施設は解体するということで決まっていたわけ

だから、それ以上は今の局長も、最近局長であの場所に来たから答弁できないと思うけれど

も、そういう町として継承することをきちっと継承していかないからこんなことになっちゃ

うんだよね。 

  それと、幼稚園のほうなんだけれども、できれば、豊海の保育所も再利用しているわけで

す。ましてやあれは平家だから、耐震構造にしていないといったって、地震が来れば外へ出

ればいいだけのことなんだから、そんなに心配することないし、ここにあった片貝校舎なん

か、我々木造のころ通いましたけれども、そんなに立派な建物でも何でもなかった。だけれ

ども、いろいろ調べてみると優秀な人も出ている。だから、校舎を立派にしたから優秀な人

間ができるというわけじゃないんです。かえって木造にしておいたほうが、私らは、東部中

も木造、高校も木造です。そういうようなところに育ってきているわけです。余り立派にし

ちゃったってどうかなと思うんだけれども。 

  そういうわけだから、できれば、まだはっきりと解体予定も予算もきちっと決まっていな

いようだから、幼稚園に関しては再利用する、いわし博物館に関しては早く撤去して、殉職

なんだから慰霊碑ぐらいあげてやってください。この辺はどうでしょうか。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 

○教育委員会事務局長（山口義則君） まず、１点目の質問の確認なんですが、幼稚園の再利

用ということですか。それと、博物館の爆発の関係での慰霊碑の建立ということでよろしい

でしょうか。 

  それでは、その質問について回答させていただきます。 

  まず、幼稚園につきましては、既に過去の検証の中で解体という方向でお話をさせていた

だいております。今現在、再利用する予定はございません。 
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  それと、博物館のほうにつきましても、慰霊碑を建立する計画はございません。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） そういう考えだから困っちゃうんです。飛行機事故があったって慰霊

碑が立つ。町の仕事中に、本人は何も悪いこともしていなかった、仕事していたときに、わ

からないうちに命を持っていかれちゃった。よく考えてください。 

  先月、公民館のほうから、一番向こうのいわし博物館寄りの部屋へ入ったんです。ちょっ

と異様な雰囲気がしました。それで思い出した。あそこで職員が自殺しているんだよね。だ

からこういうことが起きちゃうから私は言っている。 

  次の質問に移ります。最後の固定資産税の課税基準なんだけれども、町としては、もう一

回聞きますけれども、津波被害の危険性、現実にあっちゃっている。それと地盤沈下、多い

ところは70cmぐらいしている。港の周辺でびっくりしたのが、さっき標高八十何cmと言った。

商工会のところでも地震が起きたときはまだ１ｍ70ぐらいあったんだよね。この辺だと本隆

寺の門前にもあるけれども、あっちのほうはもうちょっと高いし、町のこの辺だって、ある

人に聞いたら、ＧＰ何だかでもって見て、環境省の何だかだと、国土地理院か何かに出てく

ると言うけれども、１ｍ50ぐらいあると、港のところは80cmだ。ひどいのは70cm台というの

もあるらしいんだよね。こういう状況に今の九十九里町はなっちゃったわけです。 

  それで、いわし博物館が上ガスで爆発しちゃった。浜川だとか、最近ちょっと少ないから

私もびっくりしているんだけれども、公民館の向こうだって上ガスがボコボコやっていた、

浜川もやっていた、産業道路もやっていた。最近ちょっと少なくなっちゃった、これが。だ

けれどもまだ出ているという話は聞くわけだけれども、この辺を町としては考慮していない

わけね。 

○議 長（浅岡 厚君） 税務課長、篠崎肇君。 

○税務課長（篠崎 肇君） それでは、お答えさせていただきます。 

  先ほど町長答弁にもありましたが、地盤沈下、津波等の危険性等につきましては、地域的

要因であるために公示価格の算定時に既に考慮されております。町の評価額につきましては、

この公示価格、不動産取引価格をもとに評価をしているところでありますので、町の評価の

中にも含まれているものと考えております。 

○議 長（浅岡 厚君） 時間です。 

（発言する者あり） 
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○議 長（浅岡 厚君） 発言しないでください。 

  暫時休憩します。再開は13時です。 

（午前１１時３８分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 １時００分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） 順次発言を許します。 

  通告順により、１番、髙木輝一君。 

（１番 髙木輝一君 登壇） 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。平成31年第１回定例会において、通告のとおり一般

質問をさせていただきます。 

  今回の一般質問につきましては、今後、九十九里町の財政状態に大きく負担となることが

予想される２点について一般質問をさせていただきます。 

  １つ目が、次期ごみ処理施設、仮称ですけれども、その建設計画と東千葉メディカルセン

ターの運営状況について、この２点について質問させていただきます。今後の町政運営に大

きな影響力が、当町においての負担が非常に大きいというふうに私は考えて、２点に絞らせ

ていただいて質問させていただきます。 

  しかし、当町における心配するいろんな事項について、懸念される事項、こういったもの

は多々ございます。現状において、当町の課題というのはいろいろ多岐にわたり山積してい

るかと思います。特に、財政健全化に向けた財政力指数、これは、ちょうどことしの２月13

日に千葉日報に記事として掲載されておった件ですけれども、2014年度から2016年度のデー

タにおいて、財政力指数、当町は0.44という状況です。県内の平均というのが、今、0.72と

いう状況です。54市町村の中で下から数えたほうが早い数値です。48番目ということで、下

から７番目という状況です。 

  財政力指数とは、基準財政需要額、要は必要経費に対して、基準財政収入額、これは税収

など自前の収入ということになろうかと思います。町としてどの程度あるのか示す数値です。

この数値を向上させていかなければ、これから何かをやろうとした場合には、全く私は計画

倒れになってしまうのではないかなと思っております。ですから、やはり入るもの、出るも
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のをしっかりと捉えていただいて、その中で町の財政運営をしっかりとお願いをしたいと思

います。 

  その中で、歳入面、歳出面、ともに具体的な対応、若干触れさせていただきますと、その

中で、漁業、農業、商業等を中心とした地域経済の活性化、それと観光地化、この推進をど

ういうふうにやっていくのか。公共工事における事故未然防止、それに向けた政策とか透明

化の実現、これをどういうふうにやっていくのか。そして委託契約、補助金等の見直し、

再々申し上げておりますけれども、歳出面の経費削減策、それと透明化の実現ということが

非常に大事になってこようかと思います。 

  補助金等交付先に対して定例的な監査、この実施を私はぜひ要望いたします。あわせて強

化もお願いをしたいと思います。今までのを振り返りますと、補助金の不正受給問題やいろ

んな事件が発生しております。そういった中で、やはり町としてどういうふうに対応してい

くのか、その辺もこれからの課題だと私は思っております。 

  そして、事故未然防止という観点から、町職員の上級職の人事異動、これを定例的に期間

をできるだけ短めにして、流動化していただきたいと思っております。これは非常にこの町

にとって大事になってくることだと思います。一部の課長であれば１年で課が異動します。

しかしながら、固定している課長が何人かいるかと思います。名前は申し上げませんけれど

も、その辺の流動化をぜひ検討していただきたいと思っております。 

  そして、私は、町内の美化、この推進を、もっときれいな九十九里町、いろいろ産業道路

沿いとか花壇に花を植えていただいたり、美化に、皆さん、婦人会の方々とか御協力をいた

だいておりますけれども、私はなお一層、九十九里町全体の美化をもっと推進していただき

たい。そうすることによって、１回九十九里町に来てみようと思っていただけるような観光

客、そういった方々をぜひ誘致していただきたいと思っております。 

  そして、いつも波乗り道路から町営住宅を見るんですけれども、あれもいつも土のうが積

んであるんです、一番天井に。波乗り道路は九十九里町の人だけが通る道ではございません。

他市町村の方が来てあの状況を見ると、やはり問題ではないのかなと思っております。 

  ですから、私は、あれを改修するとかそういうことではなくて、人口減少対策の中で、町

営住宅を建てかえとかそういったものを検討ができないのか、そして、九十九里町に移住し

ていただく人口を増大できないかというようなことも考えております。 

  最後に教育問題、防災問題、少子・高齢化が進展する中での人口減少問題等、いろいろと

対応していかなければならない事項はありますけれども、今回、具体的な推進策とか質問事
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項はしませんけれども、今後、ひとつ課題として私はまた質問をさせていただきたいと思い

ます。 

  今回の質問事項は、東金市外三市町清掃組合の関係になろうかと思いますけれども、これ

から計画されることが、東金市、大網白里市、九十九里町、２市１町でのごみ処理新施設と

いうことで計画が、平成40年度に稼働されるという予定の中で進んでおるようですけれども、

当町の財政、先ほど一番最初に申し上げましたけれども、当町における財政力、この辺が私

は本当に心配だと思っております。そういった中で、当町における現状で、本当にこの清掃

組合の新築に対して一緒にやっていくことがいいのかどうか、再検討を私はすべきだと思っ

ております。 

  １番目として、今後10年間における年度別の資金計画について教えていただきたいと思い

ます。 

  ２番目として、そのうち当町の起債及び一般会計からの繰出額、これについて教えていた

だきたいです。 

  ３番目として、現有設備、今現在、東金クリーンセンター、新千葉カントリー倶楽部近く

のところにありますけれども、その年度別の決算状況について教えていただきたいと思いま

す。 

  ４番目として、新規設備における収支予想と償還予想について教えてください。 

  ５番目として、２市１町における取り組み課題と事業の再検討について、町としてどのよ

うに考えているのか、お答えをいただきたいと思います。 

  ２点目として、東千葉メディカルセンターの取り組み方針についてお尋ねをします。 

  平成30年４月から12月、この９カ月間の運営状況については、全員協議会等でお知らせを

いただいておりますけれども、それについて再度お尋ねをします。そして、30年度の決算見

込み、これを含めて再質問をさせていただきます。 

  ２番目として、政策的医療部門の収支状況の開示について。政策医療ということの中で、

今、救急科、周産期科、小児科、この３部門が大きく赤字になっていると。ただ、言葉では

聞いておりますけれども、その実態がどういうふうになっているのか全くわからない状況で

す。ですから、この赤字額が出てこない限りは、県に対しても、先ほど午前中に回答があり

ましたけれども、金額が幾らかわからない中で、これを助けてくださいと言っても私は難し

いと思っております。ですから、この辺をしっかりと開示をしていただく。全診療科におけ

る収支状況がどうなのか、もう一度、本当に出せないのか、出せるのか、その辺からひとつ
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確実に政策を進めていただきたいと思います。 

  ３番目として、整備事業基金残高並びに貸付金残高について。この質問は、午前中ござい

ましたけれども、当町における基金の残高と貸付金残高ということですけれども、私がいつ

も考えているのは、東金市と九十九里町、１市１町設立団体合計の金額が実際にどうなのか

ということを常に把握していなければならないと思っておりますので、この辺は再質問でさ

せていただきます。 

  ４番目として、経営健全化に向けた改善策と取り組み方針について。これについては、今、

千葉県で追加財政支援30億円検討していただいているということなんですけれども、県に依

頼すること以前の問題として、今の東千葉メディカルセンターがどういうふうに経営をやっ

ていったらいいのかということが、一番、第３期中期計画の中で非常に私は大事だと思って

おります。30億もらったから安心ですよと、これはもう全く……。まだ仮定の話で大変申し

わけございません。そういうことで後で申し上げます。 

  それから５番目として、町内各地域における住民説明会、この開催をぜひお願いしたいと

思っております。 

  しかしながら、よく聞くと、現状のことを余りにもしっかりと伝えると住民の方が不安に

なるということですけれども、東金市でも８月15日と12月１日でしたか、今の東千葉メディ

カルセンターの運営状況についてきちっと報告がされています。それで、今、東金市の市民

の方が不安になっていますか。なっていないと思うんです。ですから、この辺をしっかりと

伝える義務、行政として伝える義務が私はあろうかと思っておりますので、その辺を説明を

求めます。 

  以上、大きな項目２点ですけれども、質問をさせていただきます。なお、再質問について

は自席にて行います。よろしくお願いします。ありがとうございました。 

○議 長（浅岡 厚君） 髙木輝一議員の質問に対する町当局の答弁を求めます。 

  町長、大矢吉明君。 

（町長 大矢吉明君 登壇） 

○町 長（大矢吉明君） 髙木輝一議員の御質問にお答えいたします。 

  初めに、次期ごみ処理施設（仮称）の取り組み方針についての御質問についてお答えいた

します。 

  １点目の今後10年間における年度別資金計画について、２点目の当町の起債及び一般会計

繰り出し予定額について、４点目の新規設備における収支予想と償還予想について、５点目
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の２市１町における取り組み課題と事業再検討についての御質問ですが、これらはいずれも

東金市外三市町清掃組合の所掌事務に関する内容になりますので、詳細な御答弁は控えさせ

ていただき、一括してお答えいたします。 

  さて、平成30年第３回定例会でも御答弁いたしましたように、清掃組合では、現有施設の

老朽化が進む中で、地元との協定により平成39年度以降は稼働できないことから、次期ごみ

処理施設建設候補地として、東金市上武射田地先を候補地と選定し、平成31年度をめどに関

係自治区と合意形成が図れるよう協議を進めているところと聞いております。 

  また、施設規模や事業費につきましても、清掃組合では、構成団体の人口減少も見込み、

将来的なごみの量を予測し、焼却施設処理能力を１日当たり125ｔ、マテリアルリサイクル

推進施設を１日当たり18ｔ、これら施設整備に関する計画・調査業務及び施設建設費の費用

として148億円を見込んでいるところと御説明しましたが、現在、清掃組合では精査をして

いると聞いております。 

  ３点目の現有設備における年度別決算状況についての御質問ですが、清掃組合の直近の決

算状況でございますが、平成29年度は、収入済額が14億6,678万3,000円、支出済額が12億

2,706万4,000円であり、余剰金が2億3,971万9,000円でございます。余剰金につきましては、

構成市町の負担金軽減の財源として充てているとのことでございます。 

  次に、東千葉メディカルセンターの取り組み方針についての御質問にお答えいたします。 

  １点目の平成30年度４月から12月の運営状況についての御質問ですが、東千葉メディカル

センターの第３・四半期までの運営状況につきましては、入院・外来ともに前年実績、年度

計画を上回っており、特に救急搬送の受け入れ状況につきましては、長生郡市からの搬送が

23％に達しており、東千葉メディカルセンターが地域に深く認識されてきていることがうか

がえます。 

  一方で、経営状況を見てまいりますと、収益面において前年実績、年度計画を上回ってい

るものの、費用も同様に増加しており、対前年実績では１億5,000万円ほど改善しておりま

すが、年度計画からは３億2,030万円ほど計画を下回っている状況でございます。 

  ２点目の政策的医療部門の収支状況開示についての御質問ですが、診療科目別の収支状況

につきましては、昨年12月定例会においてもお答えさせていただきましたが、医師や看護師

を初めとする職員給与や診療に係る材料費、手術や検査に係る費用、さらには病床を開棟し

ている過程にあることなどにより、費用の割り振りが困難であることから、収益データのみ

報告をさせていただいているところでございます。 
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  しかしながら、東千葉メディカルセンターの経営状況を的確に把握する上では、診療科ご

との収支を計算することは大変重要であると認識しておりますので、引き続きセンターには

対応策の検討を求めてまいります。 

  ３点目の整備事業基金残高並びに貸付金残高についての御質問ですが、東千葉メディカル

センター整備事業基金の平成30年度末現在の見込みといたしましては９億8,749万円でござ

います。このうち、東千葉メディカルセンターへの運営費貸付金が９億7,580万円、預金が

1,169万円でございます。 

  ４点目の経営健全化に向けた改善策と取り組み方針についての御質問ですが、理事長の経

営方針として、まずは収益を上げることを優先することとして、医療環境を充実させ、安定

的な診療体制の整備を進めてまいりました。また、昨年５月には地域医療支援病院の認定を

受け、地域の医療機関との連携と役割分担を進めてまいりました。これらの取り組みにより、

入院・外来ともに患者数が増加するとともに、長生地域からの救急搬送も増加しており、地

域の中核病院として認識されてきているところでございます。 

  ５点目の町内各地区における住民説明会開催についての御質問ですが、東千葉メディカル

センターの経営状況や経営改善の取り組みはもとより、東千葉メディカルセンターそのもの

を住民の皆様に知っていただくことは、大変重要なことだと認識しております。現在、町で

は、ホームページや広報紙でセンターの関連情報をお知らせしているほか、住民との直接対

話する機会があれば、センターの質問などにお答えしているところでございます。 

  以上で、髙木輝一議員の御質問に対する私からの答弁とさせていただきます。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。再質問に入らせていただきます。 

  まず、１点目の次期ごみ処理施設の取り組み方針についてということですけれども、この

次期ごみ処理施設の事業計画については、建設費や調査費などを含め約148億円ということ

で言われておりましたけれども、今現在精査中ということで、市川市においても、昨年12月

４日の新聞報道で、ごみ処理施設建設において、当初の事業計画では約289億円を予定して

いましたけれども、東京オリンピック・パラリンピックの影響を受け、資材、人件費等の高

騰、それによって約100億円超過する見込みということで、事業の延期を決定されたという

ことで報道されております。 

  また、安房３市町においては、君津４市に参入申し出により、スケールメリットを活用し

ていく方向で事業計画が進行しているという状況です。人口減少が進展している中で、安房、
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君津７市町ですと人口が約41万人程度になろうかと思います。一方で東金市、大網白里市、

九十九里町の２市１町では、人口は約12万5,000人です。２月１日現在ですと、九十九里町

が１万5,988人、東金市が５万8,965人、大網白里市が４万9,554人と、合計すると12万5,000

も割って、12万4,507人という状況になっております。 

  こういった中で、安房、君津７市町で41万人に対して、東金、大網白里、九十九里の２市

１町で12万5,000。そうすると、１人当たりの負担が非常に大きくて、負荷がかかってくる

のではないかなと私は予想されたために、今回の40年の稼働を目標にしていることに対して、

もう一度、立ちどまって検討をしていただくということを優先に、町の立場として質問をさ

せていただきます。 

  まず１番目、今後10年間における年度別の資金計画についてですけれども、総事業費は約

148億円を見込んでいるということですけれども、市川市同様に200億円を超過しないのかど

うか。そして、10年間の資金計画が、前回いただいたんですけれども、試算中ということの

回答がありましたので、この計画で本当に大丈夫なのか、町当局の答弁を求めます。あわせ

て２市１町の分担割合について答弁を求めます。よろしくお願いします。 

○議 長（浅岡 厚君） まちづくり課長、古川富康君。 

○まちづくり課長（古川富康君） お答えさせていただきます。 

  総事業費148億円につきましては、近年の同規模施設における建設単価から算出した本体

施設建設に係る概算費用とのことで、用地費や関連工事費など含まれていないものもあると

のことで聞いております。また、東京オリンピックや大阪万博など増大する建設需要や、労

働者の高齢化に伴う建設業界の構造的な問題から、建設費の高騰も予想されるところでござ

います。 

  事業費につきましては、現在、東金市外三市町清掃組合におきまして、最新の条件下、精

査中と伺っております。町としましても、事業費についてできるだけ圧縮できるよう組合に

対して申し入れしてまいりたいと考えております。 

  それともう１点、分担金割合についての御質問ですが、各年度の事業費に対し、均等割が

10％、前々年度におけるごみの搬入量割合である応益割が60％、前年度の４月１日現在の住

民基本台帳人口数割合である人口割が30％として算定されます。ごみの搬入量や人口は毎年

変動することから、分担金割合も毎年変動するものと思われます。 

  参考までに、平成30年度の分担金割合は、九十九里町が16.36、東金市が46.52、大網白里

市が37.12となっております。 
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  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  先ほど、用地費とか関連工事費、これは含まれていないということで、それでも約148億

円と。そうすると相当な金額になってくるということが想定されるのではないかなと思いま

す。この辺、やはりしっかりと、もうちょっと計画を立てていただいて、町がやることでは

ないかとは思いますが、その辺は把握をしていただくということが、私は、これからの資金

計画の中で非常に大事になってこようかと思いますので、よろしくお願いします。 

  ちなみに、148億円の割り振りからすると、前回お聞きしたかと思いますけれども、国の

交付金が39億5,000万円、事業債、これは２市１町の借り入れです、88億5,000万円、ちょっ

とアバウトですけれども、一般財源で２市１町で20億円、これを今後出していこうというこ

との計画です。ですから、あと用地の取得とかそういったものが含まれると、もっとふえて

くるということが想定されておりますので、慎重な対応をお願いをいたします。 

  ２番目にまいります。当町における起債及び一般会計繰出額について。 

  九十九里町は、先ほど16.36％と、そうすると事業債、借り入れの金額が大体どのぐらい

になって、一般会計の繰出額がどのぐらいが予想されるのか、それぞれの金額で幾らくらい

になるのか、町当局の答弁を求めます。 

○議 長（浅岡 厚君） まちづくり課長、古川富康君。 

○まちづくり課長（古川富康君） お答えさせていただきます。 

  先ほども申しましたが、現清掃組合では、現在、最新の条件下、精査をしている段階で、

変動する可能性があると聞いておりますけれども、御質問の借入金と一般会計からの繰出金、

これは分担金だと思いますけれども、これについてはお答えすることができませんので、御

理解をお願いしたいと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  お答えできないということですけれども、先ほどの148億円での概算の数字からすると、

九十九里町の事業債、この借り入れが約14億4,700万くらいになろうかと思います。あと一

般財源が３億2,700万、トータルで17億8,000万、これから39年度までに資金が、要は最低で

も148億円の中で、これだけかかってくるということをよく頭の中に入れていただいて、検

討をしていただきたいと思います。 
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  次に移ります。３番目として、現有設備、今、東金クリーンセンター、その年度別と決算

状況についてお尋ねをします。現状における３市１町全体の負担金と負担金割合についてお

尋ねします。 

  続いて、現状における九十九里町の負担金と負担金割合についてお尋ねします。 

  ３点目として、年度別、27年度、28年度、29年度の３年間の東金クリーンセンターの収益

状況について教えてください。よろしくお願いします。 

○議 長（浅岡 厚君） まちづくり課長、古川富康君。 

○まちづくり課長（古川富康君） お答えさせていただきます。 

  現有施設の平成30年度分の分担金と分担金の割合ですけれども、ごみ処理経費分の分担金

は９億121万9,000円です。この分担金の内訳ですけれども、可燃ごみ分で７億6,116万7,000

円、不燃ごみ分で１億4,005万2,000円です。 

  また、30年度歳入予算現額、補正後の中での分担金の割合につきましては64.45％になり

ます。 

  それともう１点、本町の平成30年度分の分担金と分担金の割合ですけれども、ごみ処理経

費分の分担金は１億1,874万9,000円で、割合は13.18％になります。 

  それと、もう一つの御質問の平成27、28、29年度の決算の状況ということですけれども、

27年度は、収入済額16億8,814万8,773円で支出済額14億4,370万7,335円、余剰金２億4,444

万1,398円。28年度につきましては、収入済み額15億6,476万1,190円、支出済額12億8,395万

6,806円、余剰金２億8,080万4,384円。29年度は、先ほど町長答弁でもありましたが、収入

済額14億6,678万3,251円、支出済額12億2,706万3,829円、余剰金２億3,971万9,422円でござ

います。これも先ほども町長答弁がありましたように、余剰金につきましては、構成市町の

負担金軽減の財源として充てていると聞いております。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  先ほどから、収入済額十何億ということで説明は受けておりますけれども、分担金が27年

度３市１町で12億6,900万、28年度が11億600万、29年度が９億5,700万と、これは３市１町

の分担金です。ですから、収入済額というふうに考えればそうかなとは思いますけれども、

私がいつも質問したいことは、あの東金クリーンセンターで毎年度、実際の幾らの売り上げ

をしているのかということを私は申し上げているんです。 
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  その中で、分担金を差し引くと、27年度は売り上げが２億1,800万、28年度が２億1,000万、

29年度が２億2,400万という状況だと思います。ですから、月にして2,000万いかないくらい

の商売をあの施設でやっているということです。あとは、３市１町で10億近くのお金を毎年、

分担金として出して、それで収入済額を計上されていますけれども、考え方としては、要は

２億幾らの売り上げに対してどれだけの償還が可能なのかどうか。ほとんど人件費を賄い切

れていない、分担金で賄いをしているという状況だと思いますけれども、その辺の根本から

の見直しというのも私は大事だと思っていますので、よろしくお願いいたします。 

  ４番目、新規設備における収支予想と償還予想について。設備検討がされているのかどう

か、ちょっと今の状況の中では私は見えてきません。本当にこのスタンスで取り組みが可能

なのかどうか、非常に私は危惧しております。このまま計画を進めていくことがいいのかど

うなのか、町当局の答弁を求めます。 

○議 長（浅岡 厚君） まちづくり課長、古川富康君。 

○まちづくり課長（古川富康君） お答えさせていただきます。 

  次期ごみ処理施設整備事業につきましては、基本設計等も具体的になっていない現時点で

は、事業費の積算ができない状況であると組合のほうから聞いております。先ほども申しま

したが、町としましても、事業費についてできるだけ圧縮できるよう組合に申し入れていき

たいと考えておりますので、御理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。よろしくお願いします。 

  その中で、次に東千葉メディカルセンターの質問も入らせていただくわけなのですけれど

も、当初、東千葉メディカルセンターの土地購入、建設費、医療器購入、そういったもので

137億8,600万かかっているかと思います、当初の22年から25年、オープン前の資金が。その

後に、開院後５年間でどのぐらい出ているかというと、国の交付税が４年間で17億円、県の

交付税もやはり47億か50億円ぐらい出ているのかな。それと一般会計からも、東金、九十九

里含めた中で17億円ぐらい多分出ていると思います。そうすると合計で、オープン後、80億

円はとうに超えているという状況だと思います。 

  そして、平成30年度も、今、県からの追加支援、要望しておりますけれども、そういった

ものを含めると、多分120億、130億、これぐらいの金額になってこようかと思います。そう

するとメディカルだけで250億円はとうに、東金、九十九里合計ではありますけれども、出

ている状況ということで、今回のごみ処理施設についても、私は同じことが言えるんじゃな
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いかなと思って、あえて東千葉メディカルセンターの現在までのお金のかかった費用、これ

について申し上げさせていただいたんですけれども、本当に私は、組合ではなくて町として

取り組み方針を明確にすべきだと思っております。やはり東千葉メディカルセンターに似た

対応になってしまうんじゃないかということで懸念がされますので、よろしくお願いします。 

  ５番目として、２市１町における取り組み課題と事業再検討についてということで、今後

の取り組み方針ということでお尋ねしますけれども、当町における財政状態に本当に問題が

ないのか、事業債借り入れと一般財源の繰り出しが可能なのか、ごみ処理施設の建設の候補

地、この間も説明はありましたけれども、本当にそこが適切なのか。あと、計画施設規模は

適切なのか。検討中ということですけれども、その３点を再度質問させていただきます。 

○議 長（浅岡 厚君） まちづくり課長、古川富康君。 

○まちづくり課長（古川富康君） お答えさせていただきます。 

  まず１点目に、当町における財政状態に問題がないのかという御質問ですけれども、議員

も御存じだと思いますけれども、ごみの処理は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律によっ

て市町村が処理をしなければならないことと、事務の効率化を図るため、一部事務組合を設

立してごみの処理を共同で実施しているところでございますので、厳しい財政状況ではあり

ますけれども、御理解をいただきたいと思います。 

  それともう１点、新ごみ処理施設の候補地が本当に適当かという御質問だと思いますけれ

ども、これについても大変申しわけないんですけれども、一構成市町村の意見としてお答え

は差し控えさせていただきたいと思います。 

  それと、最後にもう１点、施設規模ですか、適正なのか十分検討したのかという御質問だ

ったと思います。組合におきましては、次期ごみ処理施設の構成市町、九十九里町、東金市、

大網白里市になりますけれども、その将来人口やごみの排出量等の推計をもとに、国の基準

に沿った適正な施設規模を算出したものと聞いておりますので、御理解をいただきたいと思

います。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  これについてはもう再質問をしませんけれども、今後検討していただかなくてはいけない

ことというのは、午前中にもちょっと出たかと思いますけれども、ごみの減量化、それと人

口減少に伴う対策、それとスケールメリットの活用、あとは設備に対して本当に資金計画、
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償還計画、これが妥当なのかどうか、町として再検証をしていただきたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

  住民に対して、これがある程度動き出したときには、事前に住民説明を私はしっかりとし

ていただいたほうがよろしいかと思います。住民に意見を聞けばいろんな意見が出てくると

思います。あそこが適当なのかどうか、そういったことも含めてぜひお願いをしたいと思い

ます。 

  次に移ります。 

  ２点目の東千葉メディカルセンターの取り組み方針についてということですけれども、30

年度４月から12月の９カ月の運営状況、９カ月で９億4,000万赤字ということの中で、平成

30年度の決算額、繰越損失金、債務超過額、この辺が見込み額が幾らぐらいになるのか答弁

を求めます。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） お答えさせていただきます。 

  平成30年度の決算見込みといたしまして、まずは追加財政支援を含めずに申し上げますと、

損益計算ベースで12億円前後の損益が見込まれるというふうに考えております。また、これ

をもとに当期末の処分損失、いわゆる累積赤字を推計してまいりますと約69億円、債務超過

で見てまいりますと42億円程度を見込んでいるところでございます。 

  なお、追加の財政支援、こちらを加味して申し上げますと、単年度の収支は18億円程度の

黒字、これによりまして累積の赤字は39億円程度となりまして、債務超過につきましては13

億円前後になるというふうに見込んでいるところでございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  県の追加財政支援の30億円を入れると、加味していくと、数字ががらっと変わってきちゃ

うんです。私たちは、いろいろ事情を確認しながら数字を追っておりますけれども、一般の

住民の方は、黒字になったのかというふうに誤解しちゃうんじゃないかなと思っているんで

す。だから先ほどの、今度、繰り越し利益になってきちゃう、収益になってきちゃう。債務

超過も大分減ってきちゃうというような数字ですけれども、実態と余りにも乖離し過ぎるん

じゃないのかなと思っていますので、この辺の表現の仕方は、要は決算数字はそうやって出

てきますけれども、実態の数字を住民の方々にお知らせをいただくと、行政側としてこれを
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ぜひお願いを申し上げます。質問はしません。 

  ２番目として、政策的医療部門の収支状況、この開示についてということで、私は再々、

現在、全診療科の収支状況について開示を求めておりますけれども、いまだに開示がされて

いない状況です。 

  ですから、今回あえて的を絞ったというのは、経営的困難で、政策的医療の救急医療、周

産期医療、小児医療、この３部門だけでも、まず収支状況を開示できないかということを行

政側に言ってもなかなか、今、出せませんという回答ばかりいただきますけれども、考え方

によっては、費用部門について日ごとの積算をしていけば可能なんです。これを何でやらな

いのかということなんです。 

  ですから、まず政策的医療の３部門の収支状況の開示と全診療科の開示について、どのよ

うに町として考えているのか質問をさせていただきます。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） お答えさせていただきます。 

  議員御指摘のとおり、診療科別の原価計算につきましては、先般行われました経営健全化

会議におきましても議論があったところでございます。しかしながら、この原価計算の中で、

診療収益が発生する部門だけではなく、医事課であるとかそういった補助部門、それから経

理や総務等々の管理部門に係る経費、また材料につきましても、購入だけでなく部門ごとに

実際に使用されたデータを把握する必要がございます。そのほかにも病院全体に係る光熱水

費であるとか委託費等々、診療科別にどのように振り分けるのかといったところが課題にな

ってこようかと思います。 

  特に、医師・看護師の人件費でございますが、これが支出の大半を占めているわけでござ

いますけれども、手術等々の部門をまたぐ医師、それから、各部門を兼務している看護師の

人件費等々の診療科別の収支といったものを分析するのは、かなり難しいのではなかろうか

というふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  これの開示については、ぜひ前向きに取り組みをしていただきたいと思います。設立団体

として、これは今後の財政面において大きく影響が出てきますので、これは私だったらまず

第一に把握すると思います。よろしくお願いします。 
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  次に移ります。ちょっと時間がなくなってきたので、整備事業基金残高並びに貸付金残高、

この設立団体合計で回答を求めようとしましたけれども、私、大体概算で、10年間で千葉県

から71億8,300万、この交付金を受けるということの中で、５年間で約54億受けています。

残りが17億7,000万。どなたか18億円とかと書いてありましたけれども、17億7,000万。毎年

の基金からの償還というのが約４億円超あるんです。そうすると、５年間で最低４億とする

と20億は必要なんです。もうこの時点でマイナスになるということなんです。どこから出し

てくるんですか。その辺、課長、回答できますか。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） 仮に財源が不足したらといったような御質問かと思います。

そうした場合には、引き続き県と協議をさせていただいた中で、検討をさせていただきます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  その辺も、先々も見据えた中で資金計画をお願いしたいと思います。 

  ４番目、経営健全化に向けた改善策、これについてどうなのかと。今回30億円が予定され

ている件で、質問をしたいところではあったんですけれども、ただ私、考え方として、この

スタンスでは経営はよくならないと思っております。30億いただくから何とかなるよと、そ

うではないんです。30億でも、もう30年度で約６億円、今年度で使ってしまうかと思います。

赤字がふえてしまうからです。要は８億3,000万の赤字が、今見ても12億、13億、赤字にな

ろうかと思います。その分で５億円足らなくなります。それは赤字補塡をしなくちゃいけな

いと。 

  それと、あと１億1,700万でしたっけ、見込んであるんですね。30億円今年度で使います

よと。ですから、それを足すと約６億円、残りは24億円なんです。今の収益と費用のバラン

スを見ると、月に１億円の赤字です。そうすると31年度、32年度、２年度で、県の追加財政

支援30億円予定されている金額を消化してしまうと、枯渇してしまうということになろうか

と思います。その辺を町当局としてどのように考えているのか。町長、どうですか。 

○議 長（浅岡 厚君） 町長、大矢吉明君。 

○町 長（大矢吉明君） ただいま髙木議員からの御指名をいただきましたので、お答えさせ

ていただきます。 

  確かに髙木議員のおっしゃっているとおりでございます。今後、我々が頑張っていかなき
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ゃいけないのは、経営健全化に向けた各種取り組みを進めていかなければ、累積赤字、それ

と債務超過額というものは解消に至りません。ですので、メディカルセンターのほうで頑張

っていただかないと、これは難しいかなというところも考えておりますので、よろしくお願

いします。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  ぜひメディカルセンターに、経営健全化に向けてしっかりとした取り組み方針を立ててい

ただいて、お願いをしたいと思います。 

  あとは質問にはしませんけれども、住民への説明会、これはぜひお願いをしたいんです。

住民の方、10人に１人は、本当に大丈夫かというような人も中にはいます。でも、きちっと

説明をすれば御理解いただけることだと思います。ですから、そこまで、これだけ何百億も

かけてできている病院に対して、東金市、九十九里町、しっかりとした考え方を持っていか

ないと、ぶれてはみんなもついていけないという状況になります。この辺をしっかりとお願

いをしたいと思います。 

  ですから、住民説明会の風評被害とか、そういったことは私はないと思います、しっかり

と説明をしていただければ。ですから住民説明会の実践をお願いしたいと思います。 

  もうちょっと質問したかったんですけれども、いろいろと回答いただきましてありがとう

ございました。 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。再開は14時15分です。 

（午後 １時５９分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ２時１３分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） 順次発言を許します。 

  通告順により、10番、細田一男君。 

（１０番 細田一男君 登壇） 

○１０番（細田一男君） 10番、細田です。 

  平成31年第１回定例会において、通告してあります７項目について一般質問を行います。 
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  今定例会は平成最後の定例会となります。天皇の生前退位により、５月１日には新しい元

号が制定されます。心身を引き締め、これからも議員活動に精進してまいりたいと思います。 

  そのような中で、中央においては国会が開催されており、2019年度の予算案も３月１日に

衆議院本会議で可決され、参議院に送付されました。衆議院通過後30日目で自然成立するこ

とを定めた憲法の規定により、予算案の年度内成立が確定することになっております。 

  一方で、厚生労働省において、基幹統計である毎月勤労統計調査がずさんであることが発

覚、判明し、事なかれ主義が蔓延し、小さなルール違反を重ねる官僚の姿がそこにありまし

た。政策立案の土台となる統計調査を十数年間もゆがめ続け、雇用保険や労災保険などの過

少給付を招いた責任は重大であり、所管する大臣である根本厚生労働大臣が、この問題に対

しての対応が遅く不適切であると野党から強く追及を受けております。 

  どのような組織においても、リーダー、長のリーダーシップの出し方、あり方で、事業運

営は前に進むのか後ろへ後退するのかが決まると思います。本町においても、大矢町長の行

政手腕の発揮の仕方で行政運営は大きく前進するものと思われます。 

  また、執行部の所管の課長、係長、職員においても、私が議員になったころの職員と比較

いたしますと、議員からの質問、要望も大きく増大しておりますが、今日現在の職員におい

ては的確に積極的に対応してくれていると思います。 

  それでは質問に入ります。 

  １点目の作田川架橋の建設計画についてでありますが、この事案は、定例会が開催される

たび、再三再四、十数年にわたり質問してまいりましたが、その後はどのようになっている

のか答弁を求めます。 

  ２点目に町の文化財の管理・保全についてでありますが、前回の定例会においても質問を

し、答弁をいただいておりますが、少し掘り下げて、片貝漁港第一泊地付近にある文学碑の

底地は県有地でありますが、もともとは文学碑を当時の土地の所有者が自分の土地に自分で

建立したもので、いつの間にか土地は県有地になっている、そういう事実が判明しておりま

す。貴重な文学碑でも、町有財産でないので町は関与できないとの回答なのですが、観光立

町を唱える本町に数少ない財産だと思いますが、これからどのように取り組んでいくのか答

弁を求めます。 

  ３点目に浜川の維持管理についてでありますが、今、浜川の終末、作田川本流への出口の

堤防上に、防災津波対策の一環としてフラットバー方式を取り入れた水門が建設されており

ます。間もなく完成をすると聞いておりますが、今後の維持管理については県が行うのか町
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が行うのか答弁を求めます。 

  それにあわせて、浜川と民地との境界が確定されていない問題が隣接する土地所有者との

間で発生しております。浜川の護岸のかさ上げ工事を行う際に、境界の確認はしたのかしな

かったのか答弁を求めます。 

  ４点目に防災対策についてでありますが、片貝漁港付近の防潮堤の建設計画はどのように

進んでいるのか答弁を求めます。 

  ５点目に、海の駅の運営状況についてお尋ねをいたします。 

  ５点目の１項目め、現在の指定管理者との契約期限についてでありますが、あと１年で契

約が切れると思いますが、その後はどのような方向で進めていくのか答弁を求めます。 

  ５点目の２項目め、施設の整備についてでありますが、今、盛り土をし、芝生を植えて公

園をつくるような計画が進んでいるが、工事は中断しているように思えるが、どのような状

況になっているのか答弁を求めます。 

  ５点目の３項目め、商工会が海の駅の指定管理者を受けていたときに得た手数料収入など

の剰余金の残額の取り扱いについてでありますが、午前中の同僚議員よりも質問があり、重

複しているとは思いますが、再度答弁を求めます。 

  ６点目に小学校区の見直し・改革についてでありますが、片貝小学校の校舎の老朽化並び

に少子化に伴う児童数の減少に対する学校運営について、今、本町のみならず県内のあちこ

ちの自治体でも、児童数の減少により学校の統合、廃校問題が取り沙汰されております。特

に、第１次産業が主力産業である農漁村部で影響が強くあらわれております。本町も、早目

に学校運営の方向性を行政は考えていかなければならないと思いますが、当局の見解をお答

えください。 

  ７点目に東千葉メディカルセンターの運営状況についてでありますが、午前中と先ほど同

僚議員からも質問があり、答弁を聞いているので、状況についてはある程度理解はできてい

るつもりですが、少し方向性を変えて質問したいと思います。 

  先般の全員協議会でも、東千葉メディカルセンターの理事長を初め執行部から説明報告を

受けておりますが、細かな内容の説明を受けてもなかなか理解に苦しむところであります。

４年間運営して、累積赤字が今日現在のところ約60億、年度最終には約69億円の累積赤字が

見込まれております。要は、医業収益と医業経費の収支バランスが、わかりやすく１引く１

で収支がゼロであり、東千葉メディカルセンターは、１引く２から３の状況であるのではな

いでしょうか。その点の捉え方を町はどのように思っておるのか答弁を求めます。 
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  ２項目めの県への支援を要望しておりますが、先般の全員協議会においても説明があり、

追加支援として30億円を支援していただけるとの回答はありましたが、県当局への支援の要

望は今後も続けていかなければならないと思いますが、どのように対応していこうと思って

いるのか答弁を求めます。 

  なお、再質問については自席にて行います。 

○議 長（浅岡 厚君） 細田一男議員の質問に対する町当局の答弁を求めます。 

  町長、大矢吉明君。 

（町長 大矢吉明君 登壇） 

○町 長（大矢吉明君） 細田一男議員の質問にお答えいたします。 

  なお、文化財の保全・管理についての御質問と小学校区の見直し・改革についての御質問

は、後ほど教育長から答弁いたさせますので、よろしくお願いします。 

  それでは初めに、作田川架橋の建設計画についての御質問にお答えいたします。 

  その後の進捗状況はどのようになっているのかとの御質問ですが、12月定例会でもお答え

させていただきましたが、昨年11月に県と合同で、作田川架橋の建設計画について、小関地

区の隣接する地権者への個別訪問を実施し、御意見をいただいております。また、１月に橋

梁橋建設予定地に係る作田地区の地権者調べを行ったところでございます。今後も県と連携

を図りながら、いただいた御意見について検討を行い、地元住民の皆さんの御理解と御協力

が得られるよう努めてまいります。 

  次に、浜川の維持管理についての御質問についてお答えいたします。 

  １点目の水門の管理についての御質問ですが、現在、県により、２級河川作田川津波対策

事業として、作田川と浜川の合流部に逆流防止のフラップゲートの設置を進めております。

この事業は平成30年度末の完了予定であり、完成後のフラップゲートを含む水門の管理につ

きましては、県と協議を重ね、重機などを用いる必要がある大規模修繕については県、人力

にて対応できる日常管理については町として、平成29年３月に協定を締結しており、県と町

が一体となり、維持管理に努めてまいります。 

  ２点目の浜川と民地との境界についての御質問ですが、現在、浜川の土揚げ敷を含めた水

路敷については、法定外公共物、いわゆる青道として町が管理しております。この浜川の水

路敷と民地の境界については、所有者の申し出により境界確認を行った箇所を除き、境界は

確定していないのが現状でございます。 

  なお、これまでに実施した護岸工事等に伴う擁壁など構造物の設置については、町が管理
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しております水路敷の範囲内で実施しております。 

  次に、防災対策についての御質問にお答えいたします。 

  片貝漁港付近の防潮堤の建設計画についての御質問ですが、平成30年11月26日に開催され

た県と小関納屋地区住民との意見交換会において、防護ライン等の事業の見直しについての

意見が住民から出されました。この意見に対して、県では、内容の精査及び取りまとめを行

うとともに、漁港施設の計画変更に伴う防護高さの再検討を行い、３月中に町と今後の方向

性について協議した上で、再度、小関納屋地区住民と意見交換会を開催する予定であると聞

いております。町としましても、津波対策事業の早期着手に向け、引き続き県との調整を図

ってまいります。 

  次に、海の駅の運営状況についての御質問にお答えいたします。 

  １点目の現在の指定管理者との契約期限についての御質問ですが、平成30年５月１日から

平成32年３月31日までの１年11カ月が指定管理の期間となります。 

  ２点目の施設の整備についての御質問ですが、本年度、海の駅九十九里の機能強化を図る

ため、多目的広場を整備しており、３月中に芝の種子散布を行い、完成いたします。また、

駐車場内屋外のトイレ整備については、県の補助事業として内諾を得て進めてきたところで

すが、県との協議の過程で、その手続が間に合わないことが判明しました。このため、補助

金の活用なしでは事業の執行が困難と判断し、やむなく本年度の事業を見送りといたしまし

た。 

  ３点目の商工会が海の駅の運営時に得た手数料収入などの剰余金の残額の取り扱いについ

ての御質問ですが、町商工会が指定管理者として管理運営していた期間における利益剰余金

については、既に1,000万円を寄附いただいたところですが、残金の取り扱いについては、

現在、町商工会と協議中でございます。 

  次に、東千葉メディカルセンターの運営状況についての御質問にお答えいたします。 

  １点目の収支状況はどのようになっておるのかとの御質問ですが、平成30年度第３・四半

期のまでの実績といたしまして、収益では年度計画を上回る56億9,600万円でございます。

一方で、費用を見てまいりますと、患者の受け入れ体制を強化するため病床を前倒しして開

床したことや、手術体制の強化を図るため麻酔科医を確保したことなどにより、計画を上回

る66億4,000万円となっております。これら収益から費用を差し引きますと９億4,400万円の

損失でありました。 

  ２点目の県に財政支援を要望しておりますが、どのような状況になっておるのかとの御質
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問ですが、杉原議員からの御質問にもお答えしましたが、県では、追加財政支援として30億

円の補正予算案を２月県議会へ上程したところでございます。本町では、設立団体の出資割

合に応じて７億9,200万円を本議会へ補正予算案として計上させていただいたところでござ

います。 

  以上で、細田一男議員の御質問に対する私からの答弁とさせていただきます。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育長、中村誠一君。 

（教育長 中村誠一君 登壇） 

○教育長（中村誠一君） 細田一男議員からの御質問のうち、私からは、片貝漁港第一泊地付

近にある文学碑の管理、保全はどのように対応しているか並びに小学校区の見直し・改革に

ついての御質問にお答えをいたします。 

  初めに、片貝漁港第一泊地付近にある文学碑の管理、保全はどのように対応しておるかの

御質問ですが、片貝漁港第一泊地付近にございます竹久夢二詩碑、真忠組志士鎮魂碑につい

ては、有志の方々により建立されたものであり、町が所有しているものではないことから、

その管理、保全につきましては、現在、ボランティアの方々が草刈り等を行っている状況で

ございます。 

  竹久夢二詩碑につきましては、昭和43年に町の文化財として指定をされておりましたが、

平成９年に開催された町文化財審議会において、文化財としての要件を満たしていないこと

から指定を解除されております。また、真忠組志士鎮魂碑につきましては、これまで町の文

化財に指定された経緯はありません。文化財に指定されている場合でも、保存、管理は、そ

れぞれの所有者、管理者の責務で行うものと考えておりますので、御理解をお願いいたしま

す。 

  次に、小学校区の見直し・改革についての片貝小学校の校舎の老朽化並びに少子化に伴う

児童数の減少に対応する学校運営についての御質問ですが、教育活動を十分に展開できる施

設、環境を整えるとともに、豊かな人間性を育むためにも、安全・安心な施設づくりが重要

であると考えております。 

  このことから、現在は個別計画の策定に向けて必要となる基礎資料の収集を行っており、

その一つとして小学校の保護者と教職員にアンケートを実施し、現在、その集計を行ってお

ります。今後は、学校関係者など教育関係者による意見交換会などを開催し、児童数の将来

推計のほかに、さまざまな情報、意見を整理、検討し、子供たちの教育環境を主眼に置いた

個別計画を策定し、判断してまいりたいと考えておりますので、御理解をお願いいたします。 



 －115－

  以上で、細田一男議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議 長（浅岡 厚君） 10番、細田一男君。 

○１０番（細田一男君） 10番、細田。 

  再質問を行います。一問一答で行いますので、執行部の皆様には、簡潔で速やかな答弁を

いただけますようお願い申し上げます。時間も限られておりますので、十二分に御協力のほ

どお願い申し上げます。 

  １点目の作田川架橋の建設計画、先ほど町長答弁にもありました。予想どおりの答弁です。

再三再四お願いしている中で、前回よりも２㎝ぐらい進んだのかな。端的に答えてくれてい

るから端的に質問しますけれども、要はやる気があるかないかです。先ほど、11月に地元小

関納屋地区の住民の意向調査を行って、今３月、４カ月。その後に１月に、要は作田側、作

田の向こう側ですよね、作田地区の建設付近に隣接する土地の所有者の調査をしたと。それ

も２㎝ぐらい進んだのかな。 

  橋をつくろうという計画があったときに、私も地元の一人として説明会に出席しました。

作田地区の所有者は６割ないし７割、正確にはわかりませんが、それぐらいの割合で、他県、

遠い人は北海道あたりの人が持っているんです。その所有者の住所を調べることはまことに

結構なんだけれども、それを調べたからって、北海道の住民にその説明ができますかという

話なんです。ずっとこの質問をして、ずっとお願いしているんだけれども、地元の理解を得

られなければ前に進まない。だから、１日でも１秒でも早く、住民との話し合い、説明会を

開いて、やる気のあるところを見せてください。課長、お願いします。 

  ２点目、町の文化財について。 

  確かに、私も地元なのでいろいろと見聞きして育ちました。今は、第一泊地から第二泊地

もできて、地元の漁業関係者には、漁港ができて経済的にも業務上にも大きく利便性がふえ

て、当時の所有者が、今、文学碑を持っていた人の親の時代なんですけれども、あの土地を

提供してくれて第一泊地ができた。できた途端に、漁業が隆盛で大きなにぎわいを見せてい

た。今は、当時の隆盛の時代に比べると、本町の漁業水産関係は２％ぐらいかな。そのよう

な経営状況です。 

  そんな中で、文学碑は町のものじゃないから管理もできないと。それは確かに、町のもの

でなければ、町は財政をそこへつぎ込むわけにいかないので、わかるんだけれども、せっか

くの史跡。県有地であるんだけれども、県有地を、先ほど浜川の件でも出たんだけれども、

あそこはもう青道です。たかが２坪か３坪かもしれないけれども、所有者が県有地。もとも
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とは個人のものだったんだけれども、あの作田川の護岸を整備するときに県が買ったか譲渡

されたかという、そういうやりくりの中で県有地になっちゃった。だから、あれは青道とい

うことで県にお願いして、管理するんじゃなくて、土地を、底地を町に青道という処理で払

い下げというか譲渡というか、そういうことをお願いしてみてください。だめならだめで、

もともとなんだけれども。 

  豊海地区に高村光太郎の智恵子抄があるのかな。あそこも何か聞くところに、町のものじ

ゃないから、真亀地区のボランティアの皆さんが月に１回か２回、草刈りとか整備をしてい

ると。財政がないから管理は難しい、わかりますよ。だけれども、貴重な先代の築いた文学

碑は、守って子孫に伝えるのが行政の立場じゃないですか。そこを十二分考えていただきた

いと思います。 

  ３点目、浜川の問題。難しい問題であり、されど県がやっと７年目に防災対策としてフラ

ットバー方式の水門をつくってくれた。３月末ごろにはほぼ完成して引き渡しになるという

ことなんですけれども、なぜ私がこれを質問しているかというと、あそこへ水門ができたん

だけれども、あの水門から今ある排水機場、あの間に護岸があるわけ。あの護岸は、さっき

申し上げた震災時に町が護岸を２期にわたって整備してくれたのかな。ゲートから九十九里

小学校に上がる、もう一本向こうの道かな。九十九里小学校から上がる道までの右岸、左岸

を護岸整備してくれたんだけれども、ゲートから、今言っているフラットバー方式の水門の

間には30ｍか40ｍぐらいに擁壁があるわけ。それは、12年ぐらい前かな、８年ぐらいかな、

県の土木が、崩れちゃうといけないと言って、あそこに、強度のない護岸の上に１ｍ20㎝の

擁壁を建設してくれたわけだ。それが心配したとおりに、上が重いから下が崩れ始めちゃっ

ている。 

  そうすると、水門は県が大きな規模の復旧管理はやるけれども、簡単な数字の小さいよう

な維持管理工事は町がやってくださいよということで協議が調っているということなんだけ

れども、じゃその護岸は、前は県がやってくれたんだけれども、崩れちゃった護岸は今度は

町がやらなきゃいけないと思うんだ。その点はどうですか。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） お答えさせていただきます。 

  議員御指摘の浜川のフラップゲートから作田川の河口までの間というところの護岸につき

ましては、底地については九十九里町が譲与を受けて町所有となっております。施設につい

ては土地改良施設というふうに認識しておりまして、その辺の改修等については、県のほう



 －117－

へ要望等をしていかなければいけないのかと感じております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 10番、細田一男君。 

○１０番（細田一男君） 10番、細田。 

  御答弁ありがとうございます。私の心配していた、懸念していた案件なので、県にできる

限り力強くお願いしてください。よろしくお願いします。 

  ４点目、防災対策についてでありますが、これも定例会のたびに質問して、昨年、平成30

年３月18日に銚子漁港事務所による地域住民説明会、私もそこに出席させていただきました。

いろいろと意見も言わせてもらいました。その中で、宿題として漁港事務所は帰っています。

その後、十一、二月ごろには、再度、宿題の回答を持って説明会を行いますと言いつつ、も

う３月です。銚子漁港事務所はやる気があるかないのか、課長、確認をとりましたか。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） お答えさせていただきます。 

  町長答弁にもありましたとおり、３月中に、今までの宿題、出されたものを整理して、町

と協議した上で、再度、意見交換会を開催するというふうに申しております。早期にこの意

見交換会を開催できるよう、町からも要請をしてまいりたいと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 10番、細田一男君。 

○１０番（細田一男君） 10番、細田です。 

  課長、間もなく３月11日。８年。運がいいか悪いか、震災、津波がなかったから、かろう

じて私も、漁港付近に住んでいるので被災も受けましたけれども、いまだ被災を受けずにか

ろうじて生活していますけれども、防災ですから、どうか住民を守るため、町民を守るため

に、銚子漁港事務所に、課長、町長、再度要望をお願いします。 

  ５点目に海の駅の運営状況についての中、１項目め、先ほど答弁いただきました。32年３

月21日で現の指定管理者との契約の期限が切れると。期限が切れるのは２年ということでわ

かっているんだけれども、そのまま再継続でいくのか、新規に新しい指定管理者を公募する

のか、組織をつくるのか、今のままの指定管理者で次も契約を継続して進めていくのか、こ

の３点を聞いているわけ。期限を聞いているわけじゃないの。どうですか。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） 次の指定管理者に向けては、公募に向けて現在準備を進めて
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いるところでございます。御理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 10番、細田一男君。 

○１０番（細田一男君） 端的にありがとうございました。よく理解できました。 

  ２項目め、施設の整備についてでありますが、先ほど町長答弁いただきました。何か補助

金申請でミスをしたと。それは皆さんお仕事しているんだから、100％完全にはできないと

思うんだけれども、そういうミスも気をつけて、地域住民のため、来遊客のため、また地元

の子供たちのためにも、私もお願いしているんだけれども、滑り台でもいい、ころころ転が

って、段ボールで転がるような芝生でもいい、築山でもいいから、早急に整備を進めていっ

てもらいたいと思います。 

  ３点目の、先ほども出ましたが、前の指定管理者であった九十九里町商工会さん、何度も

何度も、1,000万を寄附したからと。じゃ残った、1,800万ぐらいあるのかな。３月までじゃ

ないと答えが出ないということで、ここまでずっと引きずっているんだから、持っているで

しょう。そのぐらいだということでお尋ねしますが、協議していると。協議しているんだけ

れども協議が前に進んでいない。ということは、町に返さないで商工会さんが剰余金として

建設資金、積立金かな、そんな名目で積んであるのかな。あれを商工会さんが本会計に入れ

ちゃったら、商工会さんは商売したということが立証されちゃうんだよ。 

  商工会法52条で、商工会は営利を目的として業務をしてはならないと決まっている。先ほ

ど来、午前中の杉原議員からも出た中で答弁があったけれども、盛んに皆さん利益利益と言

っているんだけれども、利益というのは商売して残ったものが利益なのよ。私たちは商売し

ていましたよと証明しているようなものよ。 

  先般の新聞にも載っていたんだけれども、会長は、町当局、町長室に寄附をするという目

録を持っていったのかな、商工会でやったのかな、わからないんだけれども、寄附金1,000

万円を商工会さんから町がいただいたと。そのときの新聞報道に、利益の一部を町へ寄附し

たって、当時の会長がそのように新聞の取材に答えている。これは町が、この後もまたある

んだけれども、予算の中で質問しようと思っているんだけれども、補助金を出している中で

きちんとした管理ができなければ、先ほども出たけれども、補助金の使い道をきちんと管理

しなければ、町が財源がなくなるのを皆さん御存じでしょう。 

  課長、協議するんじゃなくて、もっともっと真剣に商工会と情報交換して、こうじゃない

かこうじゃないかと。それで再三再四協議した結果、商工会さんのほうに残すようになりま

したとか、例えば1,800万として、残りの半分は商工会さんで半分は町でと、そういった段
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階を踏んだ協議をしていかなければ日にちが過ぎるだけですよ。３月でも予算、年度が変わ

る。そういう行政運営をしていたらだめだよ。と思います。 

  ６点目、小学校区、特に、大分老朽化が進んでいる片貝小学校の校舎並びに学童数が減っ

ている中での学区の見直し、あるいはそのままいくのか。そういったことを、先ほど答弁の

中で、進めていき始めたと、やってくれているなということは理解できたので、それを前向

きに、前進するように進めていってもらいたいと思います。 

  一番重要な案件である７点目の東千葉メディカルセンターの運営状況について、先ほど町

長から御答弁いただきました。先ほども冒頭で申し上げました。行政だから、予算だから、

公的な財源だから、数字で議論するのは普通なんだけれども、先ほども申し上げたように、

東千葉メディカルセンターは、収支が、医業収入と医業経費の収支バランスが１引く３なの

よ、町長。単純に計算してそうでしょう、４年間やってずっと累積赤字が69億。30億県から

御支援いただいた、その30億円だって一、二年で足らない経費に入れていくわけだ。そうす

ると２年、２年間は資金ショートしない、経費は何とか補えるけれども、じゃその先はまた

県にお願いするんですか、町長。 

  まずスタートを考えてください。当時町長は我々と一緒にこちら側に在席しておりました。

そのとき町長は、ある農業関係の施設のところで、国会議員さんの選挙応援のときに、ある

先輩議員と２人で会話していて、ちょっと私は離れていたんだけれども、先輩議員さん、あ

んなでかい病院をつくったって東金と九十九里じゃ無理だよねと、反対しべよという会話が

聞こえたんです。 

  今は町長だから立場は変わるんだけれども、私を含めて、本会の議員さん、皆さん、町長

に質問している、担当課に質問はしているんだけれども、責めているわけじゃないですよ、

町長。心配して質問しているの。こんな財源の小さい町で、何度も申し上げているけれども、

１市１町で人口６万と１万5,000、７万5,000で、小さな財布しかない町、市が、あんな大き

な借財を返していけないでしょう。 

  端的にということだから端的に申し上げますけれども、県への支援において、何か聞くと

ころによると、東金市長と東金市選出の県会議員さんと町長と、県のほうに何度かお願いに

行っていると。４回ほど行ったんだけれども、１番と４番、２、３は１月16日、17日と日付

はわかっているんだけれども、１番と４番の中で、東金市長と本町の町長さんは、県に同道

しないで、石橋県議と２人で県にお願いに行っていると。その点、町長どうですか。 

○議 長（浅岡 厚君） 町長、大矢吉明君。 
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○町 長（大矢吉明君） ただいまの細田議員からの質問でございますが、そういう事実は全

くありません。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） 10番、細田一男君。 

○１０番（細田一男君） 10番、細田。 

  事実がないと。ないと言われれば、私の聞いた話はうそだったと、本人がないと言うので

あれば、それは仕方ないんだけれども、それにあわせて、東金の市長が県に支援にお願いに

行っている中で、１月17日の後だと思うんだけれども、東金市長のところに、これから、追

加支援の30億はお願いに行ったと、その後の継続的な支援をお願いするという、鹿間市長の

行動に対して、これは外しなさいよとか、これは外したほうがいいんじゃないかという動き

があったと、その点についてどうですか。 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

（午後 ３時０２分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ３時０３分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） 町長、大矢吉明君。 

○町 長（大矢吉明君） ただいまの細田議員の質問には、全く事実がありませんので、それ

は事実と異なる情報だと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） 10番、細田一男君。 

○１０番（細田一男君） 町長、そうじゃないです。質問はもう３回なのでと言われているん

だけれども、先ほど来、ほかの議員さんの質問にも、メディカルについての質問に対しても、

メディカルの運営に積極的に関与していき、メディカルが前向きに進むように、これからメ

ディカルセンターに関与するとか、そういうニュアンスで聞こえたんだけれども、独立行政

法人東千葉メディカルセンターに、地方独立行政法人法の中で、運営の中の経営に対して、

設立団体である東金市さん、九十九里町は関与できないようなことを聞いているんだけれど

も、関与できないのにどうやってメディカルセンターに意見が言えるんですか。 

  安易な動きでは、火の車のメディカルセンターは維持できないでしょう、町長。これから、
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先ほども出たんだけれども、30年度、31年度の間に経費の不足で30億つぎ込むと、その先は

もう見込めないと。ずっと議会があるたびに私はお願いしているんだけれども、千葉県が案

をつくって、東金市選出の県会議員さんと前東金市長と九十九里町長がタッグを組んで、大

きな借財をつくってしまったんです。もっともっと県に、これからもやれるように、ここに

東金市選出の県会議員さんから出ているんだけれども、県はこれからもこのメディカルを守

るために支援してくれるようなんていうリポートがある。だから、東金市長と大矢町長が一

丸となって、県に支援していただけるように、これからも頑張っていただけるようにお願い

して、質問を終わります。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎散会の宣告 

○議 長（浅岡 厚君） 本日の日程はこれをもって終了いたしました。 

  ３月７日は定刻より会議を行います。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

散 会  午後 ３時０６分 
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────────────────────────────────────────────―──── 

◎開議の宣告                   開 議  午前 ９時３７分 

○議 長（浅岡 厚君） ただいまの出席議員数は15名です。 

  定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎議事日程の報告 

○議 長（浅岡 厚君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第１ 議案第 ９号 平成３０年度九十九里町一般会計補正予算（第５号） 

      議案第１０号 平成３０年度九十九里町給食事業特別会計補正予算（第 

             ２号） 

      議案第１１号 平成３０年度九十九里町国民健康保険特別会計補正予算 

             （第３号） 

      議案第１２号 平成３０年度九十九里町後期高齢者医療特別会計補正予 

             算（第２号） 

      議案第１３号 平成３０年度九十九里町介護保険特別会計補正予算（第 

             ３号） 

      議案第１４号 平成３０年度九十九里町病院事業特別会計補正予算（第 

             １号） 

      議案第１５号 平成３０年度九十九里町農業集落排水事業特別会計補正 

             予算（第２号） 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第１、議案第９号 平成30年度九十九里町一般会計補正予算

（第５号）、議案第10号 平成30年度九十九里町給食事業特別会計補正予算（第２号）、議

案第11号 平成30年度九十九里町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）、議案第12号 

平成30年度九十九里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）、議案第13号 平成30年

度九十九里町介護保険特別会計補正予算（第３号）、議案第14号 平成30年度九十九里町病

院事業特別会計補正予算（第１号）、議案第15号 平成30年度九十九里町農業集落排水事業

特別会計補正予算（第２号）を一括議題といたします。 

  議案第９号から議案第15号までについて、順次提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長、木原正幸君。 
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（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） 住民課長、戸田佳子君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

  再開は10時55分です。 

（午前１０時３９分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時５３分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより質疑を行います。 

  質疑は分割して行います。初めに、一般会計補正予算について質疑を行います。次に、特

別会計補正予算について質疑を行います。ただし、質疑の内容が各議案に関係する場合は、

これを許します。 

  これより一般会計補正予算について質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  ２番、鑓田貴俊君。 

○２番（鑓田貴俊君） 補正予算の歳出に関連して質問します。 

  29ページ、６款１項商工費、３目観光費、15節工事請負費において、トイレ設置工事が

1,089万、削除された件に関して質問します。 

  本工事は、昨年９月の補正で承認されたものだと思いますが、この点について幾つかとい

うか、３点ほどお聞きしたいと思います。 

  この工事は、観光公衆トイレ整備事業として、いわし交流センター前の多目的広場の整備
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に合わせて、舗装駐車場の南のほうに事業費1,490万8,000円で当初、今月中に完成の予定で

計画されていたと思いますが、先ほどの説明で、県の観光地魅力アップ整備事業補助金828

万3,000円、これが出なくなったということなんですが、出なくなったと言えばそれ一言な

んですけれども、先ほどの御説明では設計変更があったということなんですが、その設計変

更は、どの程度大きなものでできなかったのか、あるいは想定できなかったものなのか、県

との補助金を受ける際の細かいやりとりは、我々は知る由もないんですが、例えばそのほか

にも県の予算措置上の理由なのか、申請手続きに瑕疵があったのか、その辺もう少し具体的

御説明いただきたいと思います。 

  それとあわせて、今回それをやらないことになって今後どうするのか、そのままなのかそ

の辺のことを、それともう一点、９月の補正では、このトイレの設置工事費に合わせて、用

地の測量業務と設計管理の委託料として401万8,000円が計上されておりましたけれども、こ

の支払いはどうなっているのかお聞かせください。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

  設計変更が想定できなかったのかという点につきましては、当初見込んでおった規模、ト

イレの基数でいきますと、男子の基数が大１基、小１基、女子の基数が３基と、面積的には

28.87㎡の規模のトイレを見込んでおりました。これを設計に出しましたところ、予算の範

囲以内におさまらずというようなことになりまして、当初見積もった金額が甘かったのかな

というようなところが挙げられます。 

  それと、申請手続きにおきましては、一旦９月補正後に県の補助金の内諾を受けて進めて

はいましたが、今言った設計の中で予算額におさまらないというようなことから、補助金に

ついて県と相談をしておりました。その中では一旦出したものを取りやめて、再度規模縮小

したもので出してくださいというようなことで進めておったのですが、次の規模縮小分の出

し直し分の交付確定等の時期がおくれたというところから、工期の関係もあって年度内の工

事が完了の見込みができないと、それと、補助事業活用なしでは事業の執行が困難であると

いうことから事業見送りという判断をいたしたところでございます。 

  今後についてということでございますが、31年度に引き続き、事業執行に向けて県と協議

し、財源確保に努めてまいりたいと考えております。 

  用地測量につきましては、執行してございます。 

  以上でございます。 
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○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） それでは、私のほうからは施工管理と設計のところの切り分

けということでお話ししたいと思います。 

  当初、施工管理ということで、設計施工管理ということで契約しておりましたけれども、

そこの中を設計の部分と施工管理と分けまして、設計のところはもう当然終わっております

ので、それ以外の施工管理の部分が約４割ということでありましたので、出来高で契約の変

更をしてございます。 

  ただ、整理のほうがこの補正予算提出までには間に合いませんでしたので、契約のほうは

済んでいるんですけれども、補正という形での上程がされてないということですが、切り分

けて整理は済ませてございます。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ２番、鑓田貴俊君。 

○２番（鑓田貴俊君） ２番、鑓田です。 

  その規模を縮小して、来年度以降に執行するというような御回答だったと思いますが、来

年度いつごろになるのか、わかれば教えていただきたい。 

  それと、今後再見積もりなりして、今回1,089万ですか。当初の金額だったんですが、こ

の工事費が変動することはあるのかどうか。それと、測量とか設計、これも支払ってあると

いうことなんですが、これがさらに追加で増額になるとか、金額的には９月補正どおりの金

額でいけるのかどうか、その辺もしもわかったら教えていただきたい。 

  それと、来年度の工事見込みの時期、あわせてお願いします。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） お答えさせていただきます。 

  来年度いつごろかというところにつきましては、財源の確保のめどが立ちましたら、補正

予算等財政当局と協議して出していければと考えております。 

  金額については、本年度設計までは終わっておりますので、その設計をもとに執行を見込

むところでございまして、昨年９月の補正予算の額内におさめたいと。ただ、年度がかわっ

て設計の単価等の変更があろうかと思いますので、その辺の詳細を見きわめて再度予算措置

等を協議してまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ２番、鑓田貴俊君。 
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○２番（鑓田貴俊君） 最後の質問をします。 

  今の御回答で、場合によっては単価の変更等も出てくる可能性もあるというようなことも

ありますので、しつこいようですけれども、このトイレの設置工事は当初予算ならともかく、

昨年の９月の補正で定義されたものですので、その時点で、ある程度確実に設置できると、

その時点では見込まれたものだと思いますので、本来余りないケースだとは思いますが、今

後そういう単価が変わったり、設計の委託料が変わったりする可能性があるとすれば、今後

再発しないようにするにはどうしたらいいのか、最後にお聞かせください。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） 今後このようなことのないように再発防止に努めてまいりた

いと思っております。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

  ４番、古川徹君。 

○４番（古川 徹君） ４番、古川徹です。 

  それでは、先にページ数でいうと33ページになります。 

  ９款教育費、６項保健体育費、１目保健体育総務費、13節の委託料、野球場内野整備業務

委託料２万1,000円の減ということでございますけれども、この減額の意味を教えていただ

きたいことですね。 

  何か、今回の一般会計の当初予算でも減額されるような金額になっていますので、どうい

うふうなことでこの委託料の減になったのか教えていただきたいことと、今、鑓田議員のほ

うから海の駅の関連の質問にはなるんですけれども、補助金の関係で要するに規模の大きさ

が大きすぎたみたいなようなことに聞こえるんですけども、見込んだね。 

  私も当初からあそこに公園の設置をお願いしていますけれども、できるものだったら多い

ほうがいいと思って私も今までは黙っていましたけれども、できれば海の駅の中のトイレを

使わせてもらうことによって、買い物客に寄ってもらえる可能性も出てくるわけですよ。そ

ういう相乗効果もあるので、そのようなことを、前までは商工会が指定管理者でやっていま

したからやりやすかったと思うんですけれども、今度は指定管理者がサンライズさんに、県

観光公社になっているわけですから、その辺の理解を得て、もうちょっと小さ目な小規模の

トイレでもいいんじゃないかと、そうすればそういう相乗効果も生まれてくる可能性がある

ということも見込めるんですけれども。 

  まして、このページ数でいいますと15ページの先ほど言いました歳入、14款県支出金の２
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項県補助金、７目商工費補助金の中の１節、828万3,000円。この中の分に含まれるわけです

よね。これだけの予算を持っててもらっていて、それが通らなかったと。この分について、

海の駅のトイレ分もわかるんですけれども、ほかの目的では使えないのか。 

  今回の一般質問でもやったんですけれども、こういうふうに観光地魅力アップ整備事業補

助金ということでございますので、もうちょっと観光に向けた魅力アップに使えるような補

助金というのはなかったんでしょうか。 

  その辺をおたずねします。１点です。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 

○教育委員会事務局長（山口義則君） ただいまの質問に回答します。 

  野球場内野整備業務委託料の２万1,000円の減につきましては、契約の差金でございます。

契約の差金です。 

  価格交渉した後での契約の差金となります。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） お答えさせていただきます。 

  トイレの規模の話がございましたが、先ほど当初予定していた基数は、変更したものでい

きますと半分以下にしまして、男性の大が１基、女性用のトイレが２基と。 

  この観光地魅力アップ事業の要件の中に、女子のトイレは男子の1.5倍というものがござ

いますので、男子１基ですと必然的に1.5倍以上になると２基ということで、最低限の規模

を縮小したものでございます。 

  議員御指摘の、海の駅の中のトイレを使って相乗効果をというところではございますが、

御指摘のとおり、表に来たお客さんはあそこを使えるし、中へ入ったお客さんは中のトイレ

も両方使えるだろうというようなこともございますし、多目的広場の公園等もつくってござ

いますので、そちらで遊んだお客さんとかが使えるだろうということを想定しておるところ

でございます。 

  それと、観光地魅力アップの補助事業に、このトイレ以外の使い道というところで、今回

はトイレをつくるというところで県に交付申請を出しておりますので、その目的で今のこの

トイレをほかのものにつけかえるというのはちょっと厳しいのかなと。 

  ただ、観光地魅力アップの事業の中には、ほかの整備も可能でございます。例えば看板で

すとか、そういったことも可能でございますので、そういった方向での活用はできるのかな
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と思っております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ４番、古川徹君。 

○４番（古川 徹君） ４番、古川徹です。 

  野球場につきましては、差金ということでこれはわかりました。減額されて、こんなこと

言うのも申しわけないんですけれども、整備に削ったりしなくて今回いいだろうとか、そう

いうことであったら困るからちょっとお聞きしました。 

  今回、当初予算でも減額になっていますので、そのような心配があったものでちょっとお

聞きしました。 

  海の駅のトイレですけれども、今言ったように補助金は出るものの、やっぱり設置するに

はお金がかかること、そういうことではございますので、そんなにでかいトイレ、数多く要

らないかなと思うとこもありますので、あればあったらでそれは便利かもしれませんけれど

も、やはり全体的なことを考えて、海の駅のほうのトイレにも利用させてもらうことによっ

て相乗効果が必ず出ると思いますので、そのようなお願いをしていっていただけたらと思い

ます。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありますか。 

  ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  ３点質問いたします。 

  初めに、ページ13ページの国庫補助金の教育費国庫補助金の中の小学校、中学校のブロッ

ク塀・冷房設備対応臨時特例交付金が、小学校で78万3,000円、中学校で198万4,000円が減

額になっている。さっき質問の中でちょっと聞き漏れましたけれども、交付金内定で下回っ

たというふうではあるんですけれども、これはエアコン設置の関係の交付金って捉えていい

のかなと思うんですけれども、丸々使わなかったのはどうしてなのかと。26ページの今回新

しい項目でやっていただきました予防費の中の扶助費、風しん予防接種利用者助成金、金額

的に少ないんですけれども、県補助が今回入ってまして5,000円。１万しか入りませんけれ

ども、30年度に何名受けたのかお聞かせください。 

  そして、一般会計と特別会計にかかわっている中も一緒で、新年号の制定に基づきシステ

ム改修というところが委託料に入っているところがあるんですけれども、これは国の補助と
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かというのは、一つも入らなかったのかどうか、お聞かせください。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 

○教育委員会事務局長（山口義則君） ただいまの質問に回答させていただきます。 

  まず、13款２項５目教育費国庫補助金の中のブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金の

減額理由でございます。 

  こちらにつきましては、当初申請時、特別教室部分の機器が壊れている部分もありまして、

こちらのほうの改修部分も含めて申請に入れさせていただいておりました。この部分があく

までも今回普通教室、特別支援教室の新設分のみということで判断された関係から交付金対

象から外れております。 

  それから、プラスとしては事務費が事業費の１％、事業費というか基準額の１％つくよう

な形になりましたので、その分をプラスという形で相殺させていただいた上でこれだけの減

額が発生したということでございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） 私のほうからは、風疹の予防接種の利用者の関係でお答えを

させていただきます。 

  まず、何人受けたのかという件でございますが、こちらにつきましては今のところ受けた

方はおりません。この予算の２名の根拠なんですが、本事業の対象となる方々というのが妊

娠を希望する女性とその配偶者というふうにしておりまして、39歳から56歳の男性が予防接

種を受けていない世代、この世代の方々の抗体の保有率79.6％というふうに、かなりという

か低い数値を示しているものの、既に定期摂取化されていることもありまして、全体では

90％を超えているといった状況でございます。ですので、対象者を２名分を仮置きをさせて

いただいているような状況でございます。 

  なお、予算に不足が生じる場合につきましては、充当等の措置によって対応させていただ

きたいと存じます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 総務課長、秋原充君。 

○総務課長（秋原 充君） ３点目のシステムの改修、新元号対策の関係について御説明いた

します。 

  システムを総括ということで、総務課のほうからお話をさせていただきますが、本補正予
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算におきまして一般会計から特別会計におけるシステム改修、新元号対応分ですけれども、

およそ総額で約420万円程度かかっております。 

  ただし、これに対する御質問の国庫補助等の特定財源の補助はあるかということですが、

一切ございません。全て一般財源でということで、これは官民全てそのようだというふうに

伺っております。 

  よろしくお願いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  最初のエアコンの関係は、全部新規のみだったので、壊れた分まで入れちゃったものだか

ら、それが減額になったということですね。わかりました。 

  新しく、31年度は当初の予算できちんとできるということでいいんですよね。わかりまし

た。 

  ちょっと飛びますけれども、システム改修、わかりました。新元号だから国の補助もある

のかなと思ってちょっと調べたんですけれども、なくて一般財源からということで、わかり

ました。 

  風疹の関係なんですけれども、ここはわかったんですけれど、これから先は国、県の補助

というのはあるんでしょうか。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） お答えさせていただきます。 

  国につきましては、一般質問でもお答えしたとおり、31年度からの補助を活用して動く予

定でございます。 

  県につきましては、とりあえずは今回30年度のこの補正をもって一旦終了。ただし、延長

するとかという話もちらほら聞こえてまいりますので、動向に注視してまいりたいというふ

うに考えております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） ６番、荒木です。 

  12ページの、12款１項２目２節児童福祉使用料の一時保育利用料なんですけれども、この

一時保育利用料について、ちょっとこれは減額に大分なっているようですけれども、使いに

くいとかそういうことで減額になっているのかなと思ってちょっと心配しております。人数
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だけの問題なのかどうか、そこをお聞かせください。 

  それから、37ページの給料のところで、産休でしたっけ、育児休業ですね。育児休業でと

いうことだったんですが、臨職で補填されたりしているのかどうか、疾病とか育児休業の際

にかわりの方がすぐ入れるようなふうになっているかどうか、ちょっとお聞かせください。 

○議 長（浅岡 厚君） 社会福祉課長、中川チエリ君。 

○社会福祉課長（中川チエリ君） では、私からは一時保育の利用料についてお答えさせてい

ただきます。 

  利用料の減額についてということで、利用のしづらさ等というお話ですけれども、まず一

時保育ですけれども、保護者の労働、職業訓練、就学等により家庭における保育が継続的に

困難となる場合や、保護者の傷病、出産、看護、冠婚葬祭等により一時的に家庭による保育

が困難となる場合にお子さんを預かる事業、これの利用料でございます。 

  昨年度なんですけれども、利用がかなり多く、補正もお願いしたところです。それを見込

みまして、新年度、今年度の予算を計上したところなんですけれども、利用のほうが例年の

ように落ちついたというところでの減額です。当初予算では720名を見込んでおりました。

決算見込みでは、204名程度になろうというところです。 

  29年度、29の実績は494、28で340というところで、昨年が本当にすごく多かったというと

ころ、今年度はまた落ちついてきているというところ。 

  これにつきましては、新年度に月齢を迎え、入所できるお子さんは入れるわけなんですけ

れども、一時保育は８カ月になった段階で利用ができるというところで、お子さんの誕生月

による利用の有無。それから、昨年のその多かった時期ですと、利用される方が一月利用の

できる範囲、フルの利用という方が何名かおりましたので、そういった関係で、昨年は本当

に利用いっぱいというところでした。 

  今年度は、先ほどもお話ししましたように、そこまでいっていないというところでの減額

でございまして、利用のしづらさとかそういったことではないと思っております。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） 総務課長、秋原充君。 

○総務課長（秋原 充君） 給料に関しまして、育児休業に対する代替という御質問だと思い

ますけれども、育児休業に係る代替の臨時職員の雇用につきましては、それぞれの課におき

まして所掌する事務のウェート、それから内容から必要であれば臨時職員を雇用し、その費

用は補正予算で例年お願いをしておるというところです。 
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  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） すみません。大体わかりましたけれども、この一時保育の利用８カ

月からということですけれども、やはり体調の不良なんか考えると、もう少し下のお子様か

らでもいいのかなという気持ちもありますけれども、たくさん利用されているということで

あれば、枠を上げるのは大変なのかなというふうにも思いますけれどもね、拡大していただ

けるものなら拡大していただきたいというふうに希望します。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

  １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  まず歳入面は、ページ12ページ。それと、歳出面はページが29ページということでお願い

をします。 

  まず、12ページの歳入についてですけれども、12款３目商工使用料、補正額マイナスの

252万9,000円。これは、１節町営駐車場使用料、マイナスの252万9,000円ということですけ

れども、これは、全体で約5,000台は減少しているんではないのかなと思います。これは、

来町者の減少による要因なのか、ちょっと年度別にこの収入の状況を教えていただきたいと

思います。 

  町営駐車場の使用料の28年、29年、30年度、３年間の比較を教えてください。 

  この駐車場の管理が、委託契約業者が私は変更になっているんじゃないかなと思われます。

その辺での、要は本当に簡単に減少したという要因で捉えちゃっていいのかどうか、私は調

査が必要ではないのかなと思っております。その辺をお聞かせいただきたい。 

  それと29ページ。 

  先ほどから、６款商工費、３目観光費、この中のトイレ設置工事、1,089万のマイナスと

いうことと、それとあわせて質問させていただきますけれども、７款の土木費の２項２目道

路維持費、この中の15節工事請負費マイナス2,000万、舗装補修、修繕工事マイナスの2,000

万ということで国庫補助がこれ受けられなかったということの先ほど説明があったかと思う

んですけれども、私はこの国庫補助を受けるに当たって、手続きのチェックをどういうふう

にやっているのか、補助金申請における進捗状況、管理、チェックです。対応をどのように

やっているのか、それと、管理職のチェック機能が働いているのかどうか、その辺が一番、
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根本の私は問題だと思うんです。ただ補助金を申請しましたと、その進捗管理がいかにされ

ているか、もしかしたらばこのトイレ設置工事、間に合ったかもしれないんですよ、今年度

中に。どこかでやはり、この手続きの中の瑕疵があるんじゃないかなと私は思っているんで

すけれども、その２点お願いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） まちづくり課長、古川富康君。 

○まちづくり課長（古川富康君） ページ29ページの15節工事請負費、舗装補修工事の減額理

由について御説明をさせていただきます。 

  当初予算で国の防災・安全交付金を活用した舗装補修、修繕工事4,000万円と、一般財源

による舗装補修、修繕工事2,918万円の計の6,918万円を予算計上させていただきました。 

  しかし、国の交付金を活用し実施しようとした舗装補修工事に対する交付金が、全く確保

ができなくなってしまいました。 

  本来であれば、この国の交付金を充てた舗装補修工事4,000万円をそっくり減額すべきと

ころだったんですけれども、企画財政課のほうと協議をした結果、4,000万のうち2,000万円

を一般財源を充てても追加の工事をしていいと、財政のほうで大分気を使ってくださいまし

て、工事をすることにさせてもらいました。結果として、2,000万円を減額するものでござ

います。 

  当初予算で計画した金額ですと、大体550mくらいの工事費を予定しておったんですけれど

も、2,000万円をプラスすることによりまして約4,900万円の工事費になりますので、舗装補

修工事が1,100m実施できるようになりました。 

  減額の理由としては、2,000万円の減額の理由としては以上の説明のとおりです。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） お答えさせていただきます。 

  まず、入のほうの町営駐車場の減額のところでございますが、企画財政課長の説明にもあ

ったと思いますが、天候不順とか波の影響、こんなことにより減ったんだというふうに分析

をしております。 

  特に、作田海岸駐車場については、サーファーの利用が多いということから、海を一旦見

に来て波が悪いと、ほかの場所へ行くというようなお客さんが多かったんだというふうに分

析はしておるところでございます。 

  それと、管理委託の関係で減ったんではないかというところではございますが、今言った
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ようにそういった自然の影響によるものと考えております。 

  それと、台数の見込みですが、議員お見込みのとおり約5,000台近くは減っていると、こ

の減額の数値からいくと5,000台分、おおむね5,000台分減っているという状況ではございま

す。 

  それと、28から29、30の状況については、ちょっと今手元に資料がございませんので、後

ほど説明させていただければと。 

  それと、トイレの件の進捗管理が甘かったのではないかというところではございますが、

遅くなった大きな原因というところでは、当初設計を出していただいて、そのあとの規模縮

小についての変更について、かなり時間を要したというようなことがおくれた原因の要因に

挙げられるだろうと考えております。 

  進捗管理については、今後このようなことのないように、徹底して管理していきたいと考

えておりますので、御理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  まず、歳入面の件ですけれども、やはりここは入りがこういうふうに少なくなる、いろん

な要因によって増減が生まれるということなんですけれども、やはり経費削減ということを

考えたらば、自動化の推進がやっぱり急務じゃないかなと。そうすると、人件費も大分削減

できます。 

  今の道路状況もちょっと渋滞しちゃったり、無断でとめちゃったり、いろんなことがあり

ますので、全体のこの町営住宅、３箇所の見直しをどういうふうにやるか。 

（「町営駐車場」と言う者あり） 

○１番（髙木輝一君） 町営駐車場、ごめんなさい。 

  それをぜひ再検討していただきたいと私は思っております。 

  それと、歳出面においては、やはり補助金について議員に一覧で道路がどういうふうに計

画して、補助金がどのぐらいつくのか、その道路についてね。それによって公共工事が、町

内における公共工事がどのように進捗してやられているのか、本当にそこの工事が妥当なの

かどうかということも私は検証すべきだと思っておりますので、その見直しも要望いたしま

す。 

  よろしくお願いします。 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑ありませんか。 
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  12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） 12番、谷川です。 

  ページの24ページ、目４節28、この特定健康診査等繰出金284万6,000円マイナスになって

いますけれども、今この特定健診の状況はどういうふうになっているのか。 

  それとあと、26ページの合併処理浄化槽設置事業補助金マイナス264万2,000円というふう

になっていますけれども、今この合併浄化槽のこの設置状況は現在どのくらい進んでいるの

か、促進されているのか、教えてください。 

○議 長（浅岡 厚君） 住民課長、戸田佳子君。 

○住民課長（戸田佳子君） 特定健診は、国民健康保険の保健事業として実施しているもので

ございます。 

  本来、一般会計からの繰入金を求めないものですが、従前は３分の１程度、一般会計から

繰り入れていただいたところでございます。 

  現在、国保制度の改正によりまして、国保事業などについて保険者努力などの公費も増え

ていますこと、また、税金などについても軽減されまして、国保の運営自体が安定していま

すことから、本来の保健事業を国保会計の中で賄うという繰り入れ基準に変更させていただ

いたようなところでございます。 

  特定健診の実施状況なんですが、やはり40％にまだちょっと届かないところで、なかなか

受診率の向上に苦慮しているところでございます。これからいろいろ努力いたしまして、健

診率を上げていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） まちづくり課長、古川富康君。 

○まちづくり課長（古川富康君） 合併浄化槽の設置状況という御質問なんですけれども、今

正直手元に設置状況の資料がございませんので、後ほど資料を御提供させていただきたいと

思います。 

  この補助金につきましては、いかんせん費用がかかることから、毎年予算計上をして、住

民に周知をしているところですけれども、なかなか当初予算を見込んだ基数にまで達しない

のが実際、現状でございます。 

  今年のこの合併浄化槽の実績につきましては、31年１月12日時点で５人槽２基の実績しか

ないのが実情でございます。 

  以上です。 
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○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） 12番、谷川です。 

  この特定健診は、要は勤めている人や何かが多分受けている特定健診の内容だと思うんで

すけれども、国保のほうでも十分にそれは予防というところで、受診率をもっと上げるよう

にしていただきたいと思います。要望します。 

  それと合併浄化槽なんですけれども、これはやっぱり使いづらい部分が、お金がかかると

いう、補助金も50万ぐらい出るんじゃないかなと思うんです。 

  ただ、私、毎回要望するんですけれども、農業集落排水にはもうかなり一般会計からお金

が出ていると思うんです。ということを考えたときに、合併浄化槽の住民には、もう少し使

いやすく、もう少し補助を上げてやってもいいんじゃないかと思いますけれども、そこはど

うなんでしょうか。 

○議 長（浅岡 厚君） まちづくり課長、古川富康君。 

○まちづくり課長（古川富康君） お答えさせていただきます。 

  議員の御指摘のように、確かになかなか設置が進まない状況なのは十分理解しております。 

  今後、その補助金のアップにつきましては、検討をさせていただければと考えております。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） できれば促進をする目標をもってもらって、なぜ目標数に達しない

のかというところももう少し分析して、必要な、もっと補助金を上げれば促進ができるんだ

ったら、そういったことも今後考えていただきたいと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑なしと認めます。 

  これで一般会計補正予算の質疑を終わります。 

  続いて、特別会計補正予算について質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  病院事業特別会計補正予算についてお尋ねします。 

  ページが、２ページ、３ページですね、歳入、県支出金、補正額７億9,200万。歳出、事
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業費、補正額７億9,200万。この点についておたずねします。 

  まず１点目として、千葉県の定例会はあしたが最終日かな、３月８日までだと。この千葉

県の追加補正予算は承認がされているのかどうか、まず第１点。 

  それと、この追加補正予算の昨年６月まで、全く方向性が出ていなかった状況だと私は認

識しております。８月以降、４回にわたって千葉県との交渉を重ねたということなんですけ

れども、この４回の日付、それとこの議事録の開示、この辺ができるのかできないのか、お

尋ねします。 

  それから３点目。県に対する要望事項ということで、３点ほど提出がされたということな

んですけれども、まず、二次医療圏。この自治体の連携ということの表現があったかと思う

んですけれども、この本当にその自治体の連携というのをどこまでを考えているのか、その

辺をまずお尋ねします。 

  ２点目として、政策的医療について新たな財政支援を要望していくんだということなんで

すけれども、要は、きのうも一般質問の中で申し上げましたけれども、３部門の収支状況が

わからない中で幾ら要望していいかというのが全くわからないじゃないですか。その辺を行

政側としてどういうふうに考えているのか、お尋ねします。 

  そして、累積損失。赤字が毎期、毎期続いているわけですけれども、それについても協議

を進めていくんだと。これについては、具体的な内容、どういう面で交渉を進めていくのか、

お尋ねをします。 

  最後に、なぜここで東金市、九十九里町合計の30億円、これを何で一括で渡さなくちゃい

けないのか、その辺の基本的な考え方を教えていただきたいと思います。 

  お願いします。 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

（午前１１時４０分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時４０分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） 髙木議員の質問に対する町当局の答弁を求めます。 

  健康福祉課長、作田延保君。 
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○健康福祉課長（作田延保君） それでは、お答えをさせていただきます。 

  まず、１点目の県の予算議決前の私どもの予算についての御質問でございます。 

  まず、予算の考え方でございますけれども、予算は町長が提案をし、議会が議決したもの

であるため、誠実に執行する義務がございます。しかしながら、予算の編成時点における収

入と支出の予定額の見積もりを示したものでございますので、その後の状況の変化によって

執行できないといったことも当然想定されるかと思います。 

  今回、追加財政支援も同様に県議会において否決、あるいは何らかの事情によって県の予

算が執行できなくなった場合、これにつきましては町の予算が執行されるということはござ

いません。 

  次に、追加財政支援の会議の件でございます。 

  まず、東金の市長が交代したこともございまして、会議の開催は８月20日、こちらを皮切

りに10月11日、11月12日、そして最後に１月16日に県から額が示されたということでござい

ます。 

  それと、追加財政支援の際に東金市長から要望した事項でございますが、まず、二次医療

圏の中で連携をどこまで求めていくのかということでございますが、東千葉メディカルセン

ターの開院後に救急搬送の実績等々を踏まえ、そういった中でどこまで求めていくのかを決

められるものというふうに考えてございます。 

  次に、累積の損失に対する協議が具体的にどうするかという話でございますが、具体にど

のように協議を今後進めていくという話については、まだ決まってございません。 

  それとあと、30億一括支出の件でございますけれども、東千葉メディカルセンターは、開

院当初から資金繰りが苦しく、厳しい経営状況が強いられてきたといった前提がございまし

て、現在、増田理事長が進めております開院当初からの契約を見直すに当たっても、有利な

条件で契約を見直すためにはまとまった資金が必要となるというところを考慮いただいて、

今回30億が一括交付されることになったというふうに考えてございます。 

  議事録の開示につきましては、こちらは県が主催の会議でございますので、これらの情報

の開示は県の判断となりますので御了解いただきたいと思います。 

  最後に、政策的医療の件でございます。 

  現在、あくまでこれは研究段階ということを申し添えさせていただきたいんですが、政策

的医療に関しましては、地方交付税の算定基準、あるいは公営企業に対する繰出基準に用い

る数値というものが毎年度国から示されております。こういった数値を用いて、これは目安
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になろうかと思いますが、そういったことを導き出すことも想定されるのではなかろうかと、

これはあくまで研究の段階でございますので御容赦いただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  今、いろいろ御回答いただいたんですけれども、一括で支出するということですけれども、

これは本当にいいのかどうか、私は非常に疑問です。 

  設立団体として経営状況のチェック、この機能が働かなくなってくるんじゃないですか。

もらっちゃえばやっぱり普通の家庭も同じじゃないですか。もらっちゃえばそのまま喜んで、

いつの間にかなくなって、またお願いしますという繰り返しになるんじゃないかなと思うん

です。 

  ですから私は、東金市、九十九里町、１市１町に対して経営状況のチェックをどのように

やっていくのか、もうちょっと具体的に町長の答弁をいただきたいんですけれども、それと

政策的医療の、これ県の交渉をする中で収支状況が出ない中で交渉はできないですよ。幾ら

マイナスだから、これが全体の、要は救急医療、周産期医療、小児医療、３科がどのように

その病院経営に対して損失をもたらしているのかわからない中で、何の交渉も私はできない

と思うんです。 

  ですから、これを全額１市１町30億一括で渡すのではなくて、分割して渡すような形をぜ

ひとっていただきたい。そうすることによって、この３科に対して収支状況は開示されない

と逆に経営もおかしくなってきちゃいます。ですから、その辺を絶対求めてくださいよ。こ

こにきて、もう５年やって毎期毎期赤字で、通常でいけばもう70億、５年間で、累積損失が

見込まれているんです。そういう中で、やはり開示が私は必要だと思います。いろんな交渉

の中で、これをやらないでただ30億渡すというのは私は納得ができませんけれども、その辺

の答弁を、再度質問いたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） 政策的医療の件につきましては、引き続き検討させていただ

きたいと存じます。 

  次に、30億の使途の話でございますけれども、追加財政支援につきましては、何か新しく

購入するであるとか整備をするといったような投資的な資金でございません。財務体質の改

善に資する支出に充てるものというふうに明示されてございます。 
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  こういったことから、東千葉メディカルセンターでは医業収益の２カ月程度となる12億円

を手持ち資金といたしまして、資金繰りの安定を図ることというふうに考えておるようです。

残りの18億につきましては、財務体質の改善であるとか契約の見直し等々の経費削減に活用

したいといったことでございました。 

  なお、支出に当たりましては、設立団体と協議をした上で支出をしていただくというふう

に考えてございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  最後は要望ですけれども、やはり30億一括というのは私は反対です。ですので、今後、や

はりこれからまたいろんな支援をいただく中で、交付可能枠というような形のものを何か創

設できないのかなと、今回の30億みたいな、将来のことを見据えて、また新たな30億の枠組

みを、交渉も、千葉県との交渉はそういう枠づくりをして、その中でこうこうこういうこと

で使いたいというような形で、これは銀行の当座貸し越しみたいな形の表現になりますけれ

ども、何かそういうものもできないのかなと。 

  私は本当に、経営状況のチェックが５年過ぎてここまでなっちゃっているわけですから、

ぜひ設立団体としてチェック機能を働かせていただきたいということを要望して終わります。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） ８番、杉原。 

  今と同じく、病院会計について質問します。 

  県支出金という形になっているわけだけれども、県が30億出して、九十九里に７億9,200

万ほど来ると。うわさでは明日、うわさじゃないね、事実、県議会でこれが補正ではっきり

と出て審議されるということ。東金は何か、今月の20日にこれを審議するということらしい

んですけれども、名目的には地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターに追加財政支

援という形で出るうちの７億9,200万が九十九里町に来るということらしいんだけどね。 

  本来ならば県が直接、独法のほうへ出してくれれば、何もこんなことを時間を割いてやる

必要もないんだけれども、県は九十九里町にどういう名目で出してくるのかなということが

１点。これは非常に大事なことです。 

  それと、きのう町が独法のほうへ貸し付けているお金を幾らだって聞いたときに、曖昧な
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返事だったから、メディカルセンターのほうへ電話して、きのうファクスいただきました。

メディカルセンターでは九十九里から借入金が29億6,369万円ありますと、一応これは今期、

３月末現在になりますと、こういう説明でありました。 

  この中には、建設基金として本来積み上げておかなくちゃいけないようなものがあったと

思うんですよね。これを貸し付けちゃったと。だから、どういう形で来るかまだわからない

んだけど、この基金として積み上げておくべきお金を貸しちゃったんだから、県が支援して

くれるんだから、これはまず町はいただいて、財布の中へしまって、余ったお金を支援とし

て独法に渡すと、こういう考えが一番いいんじゃないかと思うんですけれども、どうでしょ

うか。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） お答えさせていただきます。 

  県の支出の仕方の件でございますが、これはあくまで当初の建設したときと同様に、設立

団体を経由して独法へ流すといった考えでございます。 

  それから、町からのメディカルセンターに対する貸し付けの話につきましては、数字の話

になりますので行き違いがあると困りますので、後ほど回答させていただければというふう

に思います。 

  メディカルからいただいた答えとそう変わりはなかろうかとは考えておりますが、今手元

に資料がございませんので、申しわけございません。 

（「基金から貸し付けてあるやつ」と言う者あり） 

○健康福祉課長（作田延保君） 基金からの貸付金につきましては、償還年次表に沿って返済

されるものというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑はありますか。 

（「違う、違う。基金から幾ら貸したんだと聞いている。それに回答し

てない」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） ８番、杉原。 

  まず、基金を幾ら切り崩して独法のほうに貸してあるかということを一つ。 

  それと、これはあくまで地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターに対する財政支

援なわけですよね。それが町経由するというのは、本来おかしいことなんですよ。町は今ま
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で提供したものは、みんな利息がついているの。ここにも書いてあるけれども、貸している

わけですよ、負担金は別だよ。これは負担金ですか、負担金なら利息も何もなくて貸し付け

じゃないが、負担として提供できるけれども、これ寄附みたくなっちゃうの。そうするとえ

らい問題が起きるわけ、議会で議決すると。我々にも責任が出てきちゃうの。だから何で、

県が独法へ直接支援してくれればいいことであって、今後もこの独法が赤字が出たら、県が

支援してくれるような方法をとらないのかということですよ。 

  この辺のところ２点、再質問。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） メディカルセンターに対する町からの貸付金、私が今手元に

ある数字で申し上げますと、平成30年度末の貸付金は９億7,580万円というふうになってお

ります。 

  私、メディカルセンターから杉原議員にどういったペーパーが流れているのか存じ上げま

せんので、詳細についてはお答えできません。 

  そして、県からのお金の流れですが、あくまで設立団体が東金市、それから九十九里町で

すので、県も東金と九十九里を経由して独法へというような流れかと考えております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） じゃ、この30億、九十九里が７億9,200万。どういう歳出のものであ

るんだか。 

  それと、ここにファクスの名前も入っていますよ。昨年度の九十九里の病院会計の決算で

は30億貸し付けてあるの。私はあなたのほうにも連絡が来たのかと思っていたからあえてこ

の前に電話しなかったんだけれども、だからこの辺なんだよ、九十九里の悪いのは。自分が

わからなけりゃ前任者によく聞けばいいの。起債残だって、きのうあなたが言ったのは、メ

ディカルに貸し付けているものなんだよ。 

○議 長（浅岡 厚君） 杉原議員に申し上げます。 

  これ補正予算についての質問にしてください。 

○８番（杉原正一君） これ補正ですよ。７億9,200万の歳出についてだから。 

○議 長（浅岡 厚君） 基金等じゃなくて、この補正予算について質問してください。 

○８番（杉原正一君） ７億9,200万が、九十九里町を経由するのはおかしいということなん

ですよ。 
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○議 長（浅岡 厚君） 質問が同じになっておりますので変えてください。 

○８番（杉原正一君） だから、最後にもう一回聞きますよ。 

  なぜ、県に直接、地方独立行政法人東金九十九里地域医療センターへ追加財政支援として

しないのか。まだあしただから、県議会でもってこれ議決するのは。できればそのように、

本当はだからこれ別にしないといけない、まだ。 

○議 長（浅岡 厚君） すみません。杉原議員、質問してください。 

○８番（杉原正一君） だから質問している、今。 

○議 長（浅岡 厚君） 端的にお願いします。 

○８番（杉原正一君） だから、なぜ県が直接出すようにしないのかという。 

○議 長（浅岡 厚君） 先ほどの質問と変わっていませんので。 

  先ほど答えています。 

○８番（杉原正一君） きちんと答えていないから。 

○議 長（浅岡 厚君） 答えています。 

○８番（杉原正一君） じゃ、もう一度。 

○議 長（浅岡 厚君） いや、同じ質問ですので、質問を変えてください。 

○８番（杉原正一君） もう一度。私、理解できないからもう一度って聞こえた。 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

（午前１１時５７分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時５８分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） だから、30億を県が出してくれるということは、これは非常にありが

たいんだけれども、先ほどもあったけれども、今後、一番大事なことは、今後県がこの病院

に参画してもらって、東金病院の機能を継続しているということなんだから、その辺のこと

を十分踏まえて、今後県と交渉してください。 

  終わります。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 
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（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑なしと認めます。 

  これで特別会計補正予算の質疑を終わります。 

  暫時休憩いたします。 

  再開は13時です。 

（午前１１時５９分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 １時００分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより一般会計補正予算、特別会計補正予算の討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより採決いたします。 

  採決は各議案ごとに行います。 

  暫時休憩します。 

（午後 １時００分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 １時０１分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） 議案第９号の採決をいたします。 

  議案第９号 平成30年度九十九里町一般会計補正予算（第５号）を原案のとおり決するこ

とに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 
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  よって、議案第９号は原案のとおり可決されました。 

  議案第10号の採決をいたします。 

  議案第10号 平成30年度九十九里町給食事業特別会計補正予算（第２号）を原案のとおり

決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第10号は原案のとおり可決されました。 

  議案第11号の採決をいたします。 

  議案第11号 平成30年度九十九里町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）を原案のと

おり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第11号は原案のとおり可決されました。 

  議案第12号の採決をいたします。 

  議案第12号 平成30年度九十九里町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を原案の

とおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第12号は原案のとおり可決されました。 

  議案第13号の採決をいたします。 

  議案第13号 平成30年度九十九里町介護保険特別会計補正予算（第３号）を原案のとおり

決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第13号は原案のとおり可決されました。 

  議案第14号の採決をいたします。 

  議案第14号 平成30年度九十九里町病院事業特別会計補正予算（第１号）を原案のとおり

決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 
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  よって、議案第14号は原案のとおり可決されました。 

  議案第15号の採決をいたします。 

  議案第15号 平成30年度九十九里町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）を原案

のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 全 員） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立全員であります。 

  よって、議案第15号は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第２ 議案第１６号 九十九里町総合計画策定条例の制定について 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第２、議案第16号 九十九里町総合計画策定条例の制定につい

てを議題といたします。 

  議案第16号について、提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長、木原正幸君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） これより質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） 12番、谷川です。 

  この九十九里町総合計画策定条例の制定、確かに、基本構想だとか全体的な基本計画、実

施計画ということは大事だと思うんです。今まで、そういった立派な冊子も見せていただい

ているんですけれども、やっぱり住民がそこにどのくらい参加しているか、住民の意見がど

のくらいそこに反映しているかということが、九十九里町の総合計画の成功あるいは趣旨に

沿ったものができるかどうかということだと思うんですね。今まで５年に一遍とかそういっ

た、こういった計画は見せていただいているんですけれども、町長の諮問機関ということだ

けではなく、住民のそういった意見をワークショップなりアンケート、あるいは最近役場の

中でもパブリックコメントみたいな、そういった用紙が置いてありましたけれども、住民が

参加をしやすいようなまちづくりを私は要望したいと思っているんですけれども、どうでし

ょうか。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） 本条例の制定の趣旨というものを御理解いただければと思い
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ますが、これを実現するためには、今議員からの発言のありました項目についても十分検討

に値するという、検討していかなきゃいけないというふうには思っております。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

  ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  すみません、今の谷川議員と関連はいたしますけれども、この間、全員協議会でいただい

た資料もあるし、また今お話があった中で、次期総合計画策定のポイントの中に、行政運営

を行うに当たり、行政と町民とが町の将来ビジョンを共有するということで、課長も今お話

がありました。私も一般質問の中でも入れさせてもらって、ＳＤＧｓの中に話させていただ

いたんですけれども、行政と町民とが町の将来ビジョンを共有するというところで、どのよ

うなふうにやっていくのか、教えていただきたいと思うんですね。 

  審議会はありますけれども、審議会の中は各団体の長の方たちが入っていて、それは一般

の方ですけれども、でも、その中の女性は少ないし、やはり団体の長の方だけじゃなくして、

本当に一般の方たちを入れることを踏まえてやっていただきたいんですけれども、そこのと

ころをどのように考えているのか、答弁をお願いします。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） まず、今、総合計画の策定に当たりましては、広く意見を聞

くということでは、先ほどワークショップというような話もありましたけれども、とるべき

方法というのが幾通りかあると思いますので、その点については検討をしていきたいという

ふうに思っております。当然、今までの手法ですと、アンケートをとったりということもあ

りますので、当然そういうこともしながら進めてまいりたいと。 

  具体的な話、ちょっと新年度の予算の話にもなるんですが、実は新年度の予算の中では、

未来ワークショップという予算を計上しておりまして、そこでは千葉大学の力をかりて、中

学生からこの町の将来についての意見なり聞くような、そういう場を設けたらどうかという

ことで予算計上させていただいておりますので、今までと違った形での切り口はつくってい

きたいと思っておりますので、総合計画をつくっていく中でこういう考えもあるということ

だけ、ちょっと披露させていただきました。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 
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○９番（善塔道代君） わかりました。この条例に別に反対しているわけじゃないんですけれ

ども、やはり今までと違うことで、もう２カ年かけてやらなきゃいけない中で、検討だけで

終わるんじゃなくして、今課長答弁いただいたように、しっかりと取り組みを町民の皆さん

と声を一つにして、官民一体でやっていただきたいと思いますので、お願いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

  １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  今回の総合計画策定条例について、本当に必要なのかどうかということをもう一度考えて

ください。今までの過去の実績を捉えて、どういうことをやったのか。私は、全くとは言わ

ないけれども、本当の実効性があったのかどうか、この辺が非常に疑問です。平成23年５月

から市町村の策定義務はないということで、先ほど課長のほうから説明がありましたけれど

も、私は、義務がなければ、費用をこれだけかけてやる本当の意味でのことがあるのか。 

  私は、冊子は不要だと思います。ポスターで、町内全域にわかるような形のポスターを作

成して、皆さんの意見をその前に意見聴取していただいて、住民説明会を開いて、開催をお

願いしたいと思います。 

  ですから、この策定云々というのは、策定義務はないということなんですけれども、その

辺の基本的な考え方と、今後あるだろう冊子発行をポスターにかえることができないのか。

２点についてお尋ねします。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） まず、この策定の意義としましては、やはり行政と住民の皆

様とが町の将来のビジョンを共有するという目的がございますので、これは町として総合計

画を策定することの意義というものは必要であると思っております。 

  それから、冊子をと、冊子ではなくてポスター等でという話もありましたけれども、確か

に議員おっしゃるように、つくることが目的になるようでは困りますので、そこを活用しな

がら、仕事がどのように進んでいるのかということをきちんとリンクして検証できるような

形で行政運営をするためのものにしたいというふうに思っておりますので、ぜひこの条例制

定につきましては御理解をいただきたいと思います。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 
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○議 長（浅岡 厚君） 質疑なしと認めます。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより採決いたします。 

  議案第16号 九十九里町総合計画策定条例の制定についてを原案のとおり決することに賛

成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第16号は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第３ 議案第１７号 九十九里町議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を 

             改正する条例の制定について 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第３、議案第17号 九十九里町議会議員の議員報酬等に関する

条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

  議案第17号について、提案理由の説明をお願いします。 

  総務課長、秋原充君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） これより質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑なしと認めます。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより採決いたします。 
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  議案第17号 九十九里町議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例の制定

についてを原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第17号は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第４ 議案第１８号 特別職の職員等の給与、旅費及び費用弁償に関する条例 

             の一部を改正する条例の制定について 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第４、議案第18号 特別職の職員等の給与、旅費及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

  議案第18号について、提案理由の説明を求めます。 

  総務課長、秋原充君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） これより質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑なしと認めます。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより採決いたします。 

  議案第18号 特別職の職員等の給与、旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条

例の制定についてを原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第18号は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第５ 議案第１９号 職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用 
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             等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第５、議案第19号 職員の給与に関する条例及び一般職の任期

付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

  議案第19号について、提案理由の説明を求めます。 

  総務課長、秋原充君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） これより質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑なしと認めます。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより採決いたします。 

  議案第19号 職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一

部を改正する条例の制定についてを原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第19号は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第６ 議案第２０号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する 

             条例の制定について 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第６、議案第20号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一

部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

  議案第20号について、提案理由の説明を求めます。 

  総務課長、秋原充君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） これより質疑を行います。 



－156－ 

  質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑なしと認めます。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより採決いたします。 

  議案第20号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第20号は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第７ 議案第２１号 九十九里町保育所設置条例の一部を改正する条例の制定 

             について 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第７、議案第21号 九十九里町保育所設置条例の一部を改正す

る条例の制定についてを議題といたします。 

  議案第21号について、提案理由の説明を求めます。 

  社会福祉課長、中川チエリ君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） これより質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑なしと認めます。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 討論なしと認めます。 
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  これで討論を終わります。 

  これより採決いたします。 

  本件につきましては、条例で定める重要な公の施設の廃止を伴う案件のため、地方自治法

第244条の２第２項及び議会の議決に付すべき公の施設の独占的利用等に関する条例第３条

の規定により、出席議員の３分の２以上の同意が必要な特別多数議決となります。 

  また、特別多数議決の場合、議長にも採決権が付与されております。私も採決に加わるこ

とになりますので御了承願います。 

  出席議員数は16名であり、その３分の２は11名であります。 

  議案第21号 九十九里町保育所設置条例の一部を改正する条例の制定についてを原案のと

おり決することに賛成する諸君の起立を求めます。 

（起 立 全 員） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立全員であります。 

  よって、出席議員の３分の２以上の要件を満たしておりますので、議案第21号は原案のと

おり可決されました。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第８ 議案第２２号 九十九里町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関 

             する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につ 

             いて 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第８、議案第22号 九十九里町放課後児童健全育成事業の設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたしま

す。 

  議案第22号について、提案理由の説明を求めます。 

  社会福祉課長、中川チエリ君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） これより質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） すみません、１つだけお伺いしたいと思います。 

  今ある資格から広がったというふうに考えてよろしいんでしょうか。 

○議 長（浅岡 厚君） 社会福祉課長、中川チエリ君。 
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○社会福祉課長（中川チエリ君） お答えいたします。 

  そのとおりでございます。この専門職大学、専門職短期大学の方も学童の指導員になれる

ということで、指導員の資格が広がったということでございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑なしと認めます。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより採決いたします。 

  議案第22号 九十九里町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例の制定についてを原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第22号は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第９ 議案第２３号 九十九里町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業 

             の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 

             の制定について 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第９、議案第23号 九十九里町特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定についてを議題

といたします。 

  議案第23号について、提案理由の説明を求めます。 

  社会福祉課長、中川チエリ君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） これより質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 
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  ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） すみません、もうちょっと具体的に教えていただいていいですか。 

○議 長（浅岡 厚君） 社会福祉課長、中川チエリ君。 

○社会福祉課長（中川チエリ君） 具体的にということですが、この現在のこども園、保育所

等ですね、通う場合には、１号というのは、わかりやすく言いますと、今までの幼稚園、教

育部門です。２号というのが保育所の３歳以上の子供、３号というのが３歳未満児をいうん

ですけれども、この認定、このお子さんは保護者がこのくらい働いているので、保育はこの

くらい必要ですとか、そういったものを、支給認定証を交付していたわけですけれども、こ

の支給認定証の交付がなくても、保育の、町側としましては、そのお子さんに証書を交付し

ていなくても、どのくらい必要であるというような支給認定をしますので、必ずしもその支

給認定証がなければいけないということではないというところになったというところです。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑なしと認めます。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより採決いたします。 

  議案第23号 九十九里町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定についてを原案のとおり決することに賛成の諸君

の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第23号は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第１０ 議案第２４号 ちどりの里設置及び管理に関する条例の一部を改正す 

              る条例の制定について 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第10、議案第24号 ちどりの里設置及び管理に関する条例の一
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部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

  議案第24号について、提案理由の説明を求めます。 

  健康福祉課長、作田延保君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） これより質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） 確認をしたいと思うんですけれども、これは介護予防拠点としてつ

くられた施設だと思うんですね。お風呂を伴ってということでつくられたものなんですけれ

ども、使われている方がどういった意見だったのかを、よく精査をされたのか。また、近所

の方にアンケートをとるようなお話でしたけれども、そのアンケートの結果どうなのか。じ

ゃ、これはもう介護予防拠点という最初の目的とは違ってきたものでしょうかね。教えてく

ださい。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） それでは、お答えさせていただきます。 

  まず、介護予防拠点として建設をし、お風呂を廃止したという件についてでございますが、

経緯につきましては、先ほど申し上げたとおり、ボイラーの故障が原因でございます。以前

には利用者も相当数おったというふうに聞いてございますけれども、近年では常時利用され

るような方々が町内20名、町外20名程度になったというような状況でございます。こういっ

た状況の中でボイラーが故障し、介護運営協議会に今後の利用について協議をさせていただ

き、また、地元の自治区長等々の方々からも意見を伺ったところでございます。 

  そして、本年の１月には自治区に回覧をさせていただきました。その際に、御意見があれ

ばということで伺ってございます。現状で４名の方から御意見をいただいております。浴場

の廃止に関する否定的な意見というものはございませんでした。意見の内容といたしまして

は、カラオケ、それから囲碁、将棋は引き続き利用ができるのかという話。それから、浴場

が廃止になっても入館料は取るんですかという話。３点目といたしまして、地域包括支援セ

ンターというのはどのようなものなのかといった意見でございました。いただく意見の多く

は、どちらかというと浴場の廃止後の利活用をどう考えているのかというような意見でござ

いまして、特に廃止をやめてくださいといった意見は耳には入ってきてございません。 

  以上でございます。 
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○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） 12番、谷川です。 

  このちどりの里ができるときに、特別、近隣の自治区にアンケートをとってつくったとか

という、そういう、私もそのとき議員だったんで、記憶がないんですね。要は、利用者が少

なくなったというのは、もうそのままつくればつくりっ放し、つくったら今度はより便利に

利便性を考えてつくる、進めていくとか、そういった行政としての本来対応するべきことが

全然、建ててからやられていないと。今の場所に建ててという…… 

（発言する者あり） 

○１２番（谷川優子君） あれですね、やっぱり、みんなが行きやすいようなところに本来建

てる、それができなければ、利便性を考えて交通の便を考えると。それが全然、つくればつ

くりっ放しという行政の対応もあると思うんです。 

  ですから、今度は地域包括支援センターをその中に設置するという話なんですけれども、

設置して、じゃ今後どうするのかというところが全然見えてこないですよね。 

  私は、このちどりの里ができたときに、お風呂もそうだけれども、例えば保健師を１人置

いて、そして高齢者の週に２回でも３回でも健康相談をやるとか、そういうことをやるべき

だと、あるいは少なくとも町バスを出して、町のそういった車を出して、皆が来やすいよう

に利便性を考えてやるべきだというふうに私は何度も今まで議会で提案したんですけれども、

そういったことは考えていますか。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） 今のところの構想を申し上げますと、来年度は地域包括支援

センター、それから生活支援体制整備事業に係ります協議体、こういったところの活動の拠

点として考えてございます。また、将来的に申し上げますと、高齢者を取り巻く環境の中に

はさまざまな団体が活動するような場所、つまりは、いつ来ても誰かがいる、話し相手がい

るといった高齢者の方々を迎え入れやすい施設に生まれ変わるよう、現在構想を立てている

ところでございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

  ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  この入館料というのは、お風呂だけのことだったんでしょうかね。このカラオケ１曲100
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円という時代ではないと思うんです。ですので、入館料は安く取って、カラオケは無料にす

るということは考えられないでしょうかね。機械は古いんでしょうか。ちょっとそこのとこ

ろをお聞きしたいと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） お答えさせていただきます。 

  入館料については、入浴に係る要素がかなり高かったものというふうに考えてございます。 

  また、カラオケにつきましては、通信カラオケでございますので、決して古いとか、そう

いったものではなかろうかと思います。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  本当にカラオケ、認知症予防にもなるということもあって、多くの方が、ダイヤモンドク

ラブさんたちもカラオケが好きで、ちどりの里に行く方も多く見かけます。でも、先ほども

言いましたけれども、今１曲100円というのは余り聞かないと思うんですね。ですので、無

料とはしなくても、何か考えて、自由に使える方法を考えていただければと思います。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑なしと認めます。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより採決いたします。 

  議案第24号 ちどりの里設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第24号は原案のとおり可決されました。 
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  暫時休憩します。 

  再開は14時15分です。 

（午後 １時５９分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ２時１４分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第１１ 議案第２５号 つくも学遊館設置及び管理に関する条例の一部を改正 

              する条例の制定について 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第11、議案第25号 つくも学遊館設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

  議案第25号について、提案理由の説明を求めます。 

  まちづくり課長、古川富康君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） これより質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） すみません、１つだけお伺いいたします。 

  ホール半面を有料でということですよね。今、ホールのほうは音響施設等もないし、ずっ

と無料で使っていたわけですよね。ですので、そういったことも御考慮いただいてやってい

っていただけたらいいなと思いますけど、その辺は考えておられないでしょうか。 

○議 長（浅岡 厚君） まちづくり課長、古川富康君。 

○まちづくり課長（古川富康君） お答えさせていただきます。 

  音響設備等は確かに中央公民館の講堂のような設備はありませんけれども、無料でハンド

マイクとかＣＤラジカセ、これは貸し出しをしておりました。それと、太極拳様等に貸し出

しはしておったわけですけれども、実際のところ、荷物を置く場所として別の会議室を借り

て使用してくださっていたのが実情でございます。そういうことがありまして、他の会議室

の利用者との公平性の観点からも、ホールを有料で貸し出しをさせていただきたいと考えて

おりますので、御理解のほどお願いいたします。 
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○議 長（浅岡 厚君） ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） これからも音響等は考えないということですか。 

○まちづくり課長（古川富康君） はい。 

○議 長（浅岡 厚君） よろしいですか。 

  ほかに質疑ありませんか。 

  ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  このホール半面貸し出しというのは別に反対しているわけじゃないんですけれども、先ほ

どの補正の中では、都市公園施設の運営協議会とかが減額になっているじゃないですか。本

当は、つくも学遊館の運営委員会、やってないのかなと思ったんですよね。でも、さっき課

長から11月に行ったということで、この運営協議会の方たちも１回だけじゃなくして、せっ

かく協議会という、あるんだから、いろんなものを協議していただいて、どこを何を使うか

というのはやっていかないといけないんだと思うんですよね。 

  あそこ、つくも学遊館の建物を、あいているところもあれば、うまいように利便性よく活

用してもらうには、せっかくの運営協議会も設置しているので、意見を取り入れて、町民の

方の意見と同好会の人たちの意見と運営委員会の意見と、１回だけじゃなくって、しっかり

と協議していただいて、こういうふうに出していただきたいと思っていますので、今後、ま

た来年度になりますけれども、これに関して、つくも学遊館に関してどのように考えている

のか。今ホールのことなんですけれども、ホールだけじゃなくして、一般的にちょっとお聞

きしたいなと思っていますので、答弁できればお願いしたいと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） まちづくり課長、古川富康君。 

○まちづくり課長（古川富康君） お答えさせていただきます。 

  つくも学遊館運営委員会の委員さんの御意見もお伺いしないといけないので、来年以降、

どのように考えているのかというお答えに関しては答弁を控えさせていただきたいと思いま

す。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑なしと認めます。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 
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（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより採決いたします。 

  議案第25号 つくも学遊館設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

てを原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第25号は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第１２ 議案第２６号 建物の無償貸付について 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第12、議案第26号 建物の無償貸付についてを議題といたしま

す。 

  議案第26号について、提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長、木原正幸君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） これより質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  きのうの千葉日報、私も見させていただきましたけれども、要は、全員協議会、前回の全

員協議会の中でこの説明がないというのは、一番やはりこれは問題じゃないですか。これ補

助金ですよ、補助金。補助金をもっと厳正な取り扱いをしてくださいということを再々申し

上げているのに対して、急に新聞に先行して掲載させるということのほうが私は問題だと思

いますよ。 

  この内容について、まず、補助金の妥当性について、私は疑問だと思っていますけれども、

町行政としての考え方を教えていただきたいことと、２番目として、地方創生ということで

なっているけれども、ここの地方において地方創生、本当にこれが活用できるのかどうか、

これも疑問なんです。行政として、本当に地方創生につながるのかどうか、教えていただき

たいと思います。 
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  本件の内容について、貸し付けの目的、貸し付けの相手方、免除する貸付料の年額、この

２、３、４の内容について、もう一度考え直していただきたいと思っております。 

  ２番目としては、先ほども地方創生ということだったですけれども、雇用の創出とか産業

振興による地域活性化、文言だけはそろっていますよ。しかしながら、内容がいつも伴わな

いんです。その辺を本当に考えているのか、２番についてね。 

  ３番目、貸し付けの相手方、ここは前回も申し上げましたとおり、貸し付けの相手方の財

務内容、信用調査、この辺が私は実施できない状況だと思います。要は、点数をつけるにも

つけようがない、そういう企業だと思うんですよ。そこに対して、平均74.7点というのは、

これはどういうことですか。もう一方の候補者、こちらの方が逆に点数が上回るんじゃない

かなと私は思っています。 

  ですから、この辺の採点のやり方とか、何かこの案件については逆算をしているように私

は感じるんですけれども、その辺、項目５つぐらい申し上げましたけれども、回答をお願い

いたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） それでは、まず初めに、補助金の件でございますけれども、

本補助金につきましては、事業者募集に先立ちまして、昨年の８月27日、議会全員協議会に

おいて、町の課題解決に効果のある事業への補助を実施する予定であるということは説明を

させていただいた上で、募集要項において、町の行政課題となっている地場産品等のブラン

ド化推進をするために、事業者が行うブランド化の支援に対する助成を行いたいというふう

な位置づけになっておるものでございます。 

  地方創生につきましては、今までも何とか地方創生加速化交付金とか使いながら、町とし

て努力をしてきたところでございます。その中でビーチタワーの修繕であったり、「るるぶ

東金九十九里」であったりということもやってきておりますけれども、議員の皆様からも、

企業誘致であるとかそういう言葉も聞かれますけれども、そういうことが、なかなか土地が

ない中で進んでないという中にあって、空き公共を使って展開をしたいという中で、今回の

事業を進めさせていただいたというところでの地方創生の位置づけでございますので、御理

解をいただきたいと思います。 

  無償貸付の部分ですけれども、これは先日もお話ししましたように、有償で貸し付けると

いう方法もなくはないわけですけれども、それによって従前借りた補助金を返還しなきゃい

けないというようなこともある中で、全国的に見ても、やはり空き公共をこのような形で活
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用するときには無償提供というようなことがどこでも行われておりますので、ひとつその点

につきましても御理解を賜りたいと思います。 

  それと、事業者の選定ということでございますけれども、先日もちょっとお話しさせてい

ただきましたが、興味を示していただいた者はもう少しありましたけれども、当日プレゼン

においでいただけるところは２者であったと。また、そもそもこれについては六次産業とい

うようなことを地方創生ということで進めてまいりましたものですから、最終的に、その判

断基準に沿った結果の２業者の得点差であるというふうに思っておりますので、その点も御

理解をいただきたいと思います。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  先ほど、補助金の返還ということの今課長からありましたけれども、31年経過している中

で、補助金の返還というのは額としては幾らになるんですか、ちょっと教えてください。 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

（午後 ２時３５分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ２時３５分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） 有償で貸し付けた場合に国などに返還する補助金の額でござ

いますけれども、国費につきましては返還額で313万4,000円ほど、県費につきましては156

万7,000円ほど、合計しまして470万円の返還というものが生じるのではないかというふうに

思っております。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  当初の補助金が約6,500万で、47年縛りということの中で、今出てきた金額だとは思うん

ですけれども、この辺は、ほかのかたかいこども園でも除去工事予定されている中で、やは
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りそういったことをきちんと説明をして、本当にかかるのかどうか、まず、そこからじゃな

いですか。この事業を、本当に500万払わなくちゃいけないのかどうか、確認はしているん

ですかね。要は、私は、最終的には見直しを、もうこれ、一回さらにして、白紙にして、見

直しをしていただくことを要望いたします。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

  11番、佐久間一夫君。 

○１１番（佐久間一夫君） 11番、佐久間です。 

  この貸し付けの件ですが、建物の無償貸付は大いに結構なんですが、それに対して補助金

をつけるなんていうのは、ちょっと普通あり得ないですか、と思いますよ。第一、町外は誰

でもほとんどが自己資金でしょう。そのために何で建物無償貸付のほかに補助金をあげるな

んて、とんでもないことでしょう。私はその辺がちょっと納得いかないですけれども、それ

と、近隣住民の説明が何もないと、前回の説明会で聞いたんだけれども、それも余りにも近

隣住民をばかにしている話であって、その辺のところ、２点、ちょっと教えてください。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） まず、補助金の件でございますけれども、今回の募集に当た

りましては、施設の改修等はしない、現状のままで使っていただけるという条件で提案をし

たところでございます。県内でも空き公共をこのような形で活用を図ろうとしているところ

がございますが、どちらも高額な改修費をかけて修理、改善等をした上で、入ってくる業者

を募っているということでございますので、そういうことから比べると、費用をかけないで

業者の募集をかけたというのが一つあります。 

  それと、近隣への説明ということでございましたけれども、今回これで話がまとまった際

には、正式なお話は当然近隣の方にもお話をしないといけないと思います。ただ、前回、

2017年ですか、夏のときに空き公共、今のこの場所を使って活動した際に町のほうの担当職

員が、御迷惑かけたんじゃないかということで、近隣の方にも、その後どうでしたか、迷惑

かかってないかということで確認に行ったところ、あいている施設であるけれども、使って

いただけるんだったらというような声がけもいただいたというような話を聞いております。

そういうのも後押しになって前に進められる案件ではないかというふうに私は判断をしたと

ころでございます。 

  以上です。 
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○議 長（浅岡 厚君） 11番、佐久間一夫君。 

○１１番（佐久間一夫君） 佐久間です。 

  この保育所は、もう当初の目的を達成しているんだから、町にお金ないのはわかっている

んだけれども、年次計画を立てて、もう更地にして地主さんに返すのが一番だと思いますよ。

それを要望します。 

  終わります。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

  10番、細田一男君。 

○１０番（細田一男君） 10番、細田です。 

  今、それぞれの議員から質問が出たんだけれども、全協の説明の中でも私はお願いしてあ

るんだけれども、やることは非常にいいことだとは思うんだけれども、文面だけで審査して、

数字も、実績も、どのような体力があるかわからない業者さんをどうやって審査したのか疑

問なんですよ。今、佐久間議員のほうからも出たけれども、あえて５年後にはまた壊すんで

しょう、これ。壊すんでしょう。そんなやけどするようなことしないで、すぐ壊して、ふる

さと基金から流用する200万の補助金は使用しないで、除却しちゃいなさいよ。それのほう

が早いでしょうよ。 

  これ、目的、貸し付けの目的の中をよく読むと、地域ブランド力、体力がない会社が地域

ブランド力がどのぐらいあるのよ。どれだけの収支が出るように、この会社は説明があった

の。数字で説明がないのに、体力がないのに、ここ申請しているというのはおかしいよ、そ

れ、と思いますけど、その点、どうですか。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） この経営状況につきましては、外部の方にも提供できるだけ

の資料を提供して判断をしていただいて、効果はあるだろうと。ただ、確かに、若い人たち

の立ち上げたところであるので、町としても、貸して終わりではなくて、注視をしながら、

よく指導して、一緒に見ていきなさいということの意見をいただいておるところでございま

す。 

○議 長（浅岡 厚君） 10番、細田一男君。 

○１０番（細田一男君） あのね、課長、若い、この文言にもあるんだけれども、地域ブラン

ド化で交流人口の増加並びに企業を誘致し、雇用の創出と産業振興による地域活性化。数字

がないのに、この文言のようなあれは予想できないでしょうよ。若い人たちといったら、地
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元の第一次産業、あるいは本町にいる若い後継者が新規にそういうことで取り組むんであれ

ば、地域活性化であれ、後継者育成で補助金をあげたっていいかもしれないけれども、たっ

た５年無償で使って、どのくらいの地域のためにあると思ってこういうあれを入れてあるの

か、私は疑問に思いますよ。 

  審査会があったと言うんだけれども、審査会は、行政職のここにおられる課長さんたちは

９名、８名、９名、審査委員長は副町長さんになっているんだけれども、副町長、どうです

か。審査をした自分の基準、頭の中の基準はどの程度に持っていたのか。 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

（午後 ２時４３分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ２時４７分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） それでは、利活用に関しましての審査をした際の基準という

ことで、審査項目としましては、大きくは利活用に係る基本理念・方針に沿っているかとい

うことでございます。これについては、このような形でということで、町の政策として、今

回、六次産業、地方創生ということ、これがうたわれているかということですね。 

  それから、利活用の概要としましては、事業の内容、どのようなものをするのかと、実現

性があるか、説得力があるかというところを見ております。それから、情報の発信力としま

して、町のブランド力を向上させるような情報発信に取り組めるのかと、取り組むのかとい

うところですね。事業スケジュール、これについては、無理や無駄がなく、適切に計画がさ

れているのか。運営規模としましては、十分かつ安定的な運営の規模で行おうとしているの

かどうか。施設の利用としては、適切な活用が図られるか。こういうところが利活用の概要

として見たところです。 

  運営の体制としましては、運営形態として無理のない適切な組織体制で安定的な管理運営

ができるか。雇用の方針として、町民の雇用創出が見込める計画となっているか。応募者の

所在としまして、応募者の本社が町内にあるのか、町外なのか。また、新たに本社を町内に

置いて事業展開をしていくのか、こういうところの確認をしております。 
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  それから、事業収支計画及び資金計画につきましては、事業の収支計画を出していただい

てありましたので、妥当か、継続性は見込めるか。あるいは、資金計画としては、事業開始

までに必要な改修資金等が計画されているか、妥当であるか。事業者の資金力等は妥当かと

いうようなところ、この点につきましては、財務諸表等を見るために外部の有識者のほうに

も協力をいただいております。 

  地域とのかかわり方に対する考え方としましては、地域資源の活用ということで、町の中

の資源といいますか、生産したものですかね、こういうものを活用してもらえるのかと。ま

た、地域の活性化として、本事業をやることで地域の活性化が期待できるかというような、

こういうようなことを審査の基準として、今回は点数のほうをつけさせていただいたという

ものでございます。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） 10番、細田一男君。 

○１０番（細田一男君） 10番、細田。 

  課長、４項目めかな、５項目めかな、何か計画がどうのこうのって、目的がどうのこうの

って載っているんだけれども、それだって、先ほど来言っている文言だけでしょうよ。何か

最後に、財務諸表がどうのこうのって、有識者、第三者に見てもらった。じゃ、あったんじ

ゃないですか、それ。数字を有識者に見てもらったということは、その資料があったんでし

ょう、あるんでしょう。何で全協のとき、それ出さなかったの、言わなかったの。 

  全協のときに担当係長が大変何かという会社だって言ったんだよね。そうやって説明して

いるんですよ、その会社の体質、体力が。だから私は聞いたんだけれども、ないと。ただ、

こういう目的の、地域ブランドどうのこうの、雇用創出。雇用創出が何人ぐらい地元の人た

ちをやれるぐらいの売り上げがあるんですか。どのくらいの売り上げを目標にして、この施

設を借りようとしているんですか。何百万、何千万、何億ぐらいの売り上げを計画して、予

想して、財務諸表をつくって、あとは役員名とか責任者名とか税務上のそういうものを添付

するのが普通じゃないですかよ。 

  文言だけで審査しておいて、今お聞きしたら、そういう財務諸表に近いものを第三者、例

えば会計士とか、そういう人たちに見てもらったんでしょう。じゃ、あるんじゃないですか。

おかしいよ。 

○議 長（浅岡 厚君） 細田議員、質問はなくていいですか。質問は要らないですか。 

○１０番（細田一男君） あったんです。 
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○議 長（浅岡 厚君） それでいいですか。 

○１０番（細田一男君） 質問はあったでしょう。 

○議 長（浅岡 厚君） だから、質問はしなくていいですか。質問してないですよ。いいで

すか。終わりでいいですか。 

○１０番（細田一男君） あったでしょう。 

○議 長（浅岡 厚君） ええっ。 

○１０番（細田一男君） あったでしょうって。資料があったでしょうと聞いているんだよ。

今、説明されたから、細かいところを今聞いたんだけど、そういう点にもありましたと、資

料が。 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

（午後 ２時５２分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ２時５３分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） 細田議員の質問に対する答弁を求めます。 

  企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） 審査をするに当たりましては、当然、会社のほうから、会社

というのは、この今回提案のあった企業ですね、のほうから、定款等をいただいて、今後ど

ういう売上計画があるのか、事業計画があるのかというものは数字を上げていただいてござ

いました。それと、それだけでは心もとないと、確認するために、さらに、この代表になっ

ている２人が持っている会社の部分についても数字を上げていただいて確認をしたと。それ

を相当、第三者の学識経験を持っている方にも分析をしていただいたということでございま

す。 

  ただ、いかんせん、これから先の計画ということでございますので、マイナスになるよう

な傾向が当然書いてくるはずがありませんので、十分それは年次を追うごとに、きちんとし

た地元に貢献がされる、それは売り上げであったり、産品を地元からとって材料として使う

と、あるいは雇用を確保したいというような思いがそこには書かれておったということでご

ざいます。 
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  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

  ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  この公共施設の利活用というのは本町にとっての初めてのことでもあり、私にとっても不

安はありますが、前向きに考えてみたいと思っています。そこで４点ほどお聞きします。 

  先ほど課長のほうから、音のことで説明がありました。カッターミキサーが入るというこ

とですよね。この機械はどの程度稼働する予定になっているのか。また、においの件ですよ

ね。作田丘の悪臭問題みたいな二の舞にならないように、このにおいはどうなのかと思いま

す、お聞きしたいと思います。 

  それとあと、貸し付けの目的、先ほどから話しした皆さんが言ったように、雇用の創出、

ここは本当に本町の住民の人を入れてもらうことを進めてもらいたいと、進めるにも対応し

ていただかなきゃいけないんで、必ず本町の住民、本町というか、住民さんを入れ、創出し

てもらうということを確信持ってしますということを、きょう、課長から答弁できないと思

いますけど、それを強く求めていただきたいと思うんですけれども、その点と。あと、全協

の中でも話がありました、この貸し付けの相手方、バターピーナッツの製造をされている方

ということで、この目的が九十九里町の産物って入っているんですけれども、本当に九十九

里町の産物使ってもらうことじゃないと意味がないと思います。 

  ですので、少人数でやっていて足りないかもしれませんけれども、やはり九十九里町のピ

ーナッツというか、落花生つくっている方たちに必ず声をかけていただいて、それでも足り

なかったら、よその自治体からお願いするということもあると思いますけれども、うちには

来なかった、知らなかったってないように、そういうところも求めていただきたいと思いま

すけれども、いかがでしょうか。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） それでは、お答えさせていただきます。 

  まず、稼働状況ということでございましたが、先ほども申し上げましたように、音が出る

のはモーターの音ということで、機械のほうは月に１週間程度稼働する予定でおるというこ

とです。１回当たりの稼働時間なんですけれども、これは10分程度運転をして、そこで加工

されたものは次の工程に行ってということの繰り返しということでございますので、先ほど

言った１週間、月１週間を一日中通しで機械が動いているという、そういう状況ではないと
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いうふうに思っております。 

  それから、においということですが、こちらのほうも、においが特に発生するものではな

いと。 

  それから、機械のほうにつきましても、過去数万台販売しておりますが、振動、騒音も問

題が発生したというようなことはないというメーカーのお話を聞いております。また、工場

やホテル、研究ラボ、学校給食などでもこの機械は使われておるということでございますの

で、音、におい等も、そういう点でも十分大丈夫であるというふうに思っております。 

  雇用につきましては、この事業者さんのほうは、ぜひ地元の方をということは話をした中

でも出てきておりますので、可能な限り住民の方にお知らせする方法をとって、雇用の機会

をＰＲといいますか、お知らせしていくということは考えておると聞いております。 

  それから、九十九里産を使うように生産者の方に声がけをということでございますが、本

事業につきましては、地方創生ということで、産業振興課のほうと企画財政課のほうで動い

ておりますので、産業振興課のほうには農家組合連合会であったり、そのほかの農業に関す

る団体がありますので、そういうところにお願いをしながら、生産者の方に声をかけるとい

う方法はとれるのではないかというふうには思っております。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  音もにおいもないと今課長が自信を持って言ってくれました。公共施設を貸すということ

で、私たちも、住民も、安心だということもあると思うんですけれども、やはり迷惑をかけ

てはいけないと、民地が近いんで、先ほど佐久間議員のほうからも近隣の方たちに説明とい

うか、お話をということも言っていましたので、しっかりと協力してもらうには、近所の人

たちの協力が一番だと思いますので、そういうところもしっかりとやっていただけるように

取り組んでいただきたいと思います。 

  また、雇用に対してもそうだし、九十九里町の産物に対しても、目的を持ってやるんであ

れば、必ずその目的を果たしてもらう、そういうことをしっかりと言っていただいて取り組

んでいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑ありませんか。 

  ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） はい、すみません。 
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  私は、ちょっと方向が違うんですけれども、空き公共施設の利用、もう以前からお願いを

しているところなんですね。それで、オリゾンテなんかもずっとあいてしまっている、維持

費がかかっているということから、今回新しい試みは、ほかの施設への前例にもなるという

ふうに思うんです。 

  ですので、例えば失敗してしまったり、何か思うとおりにいかないということがある、そ

ういうときに、そのときに壊してもいいのではないかなというふうに思うんですね。以前か

ら議員の皆様から、ほかの方々からも、移住・定住進めてもらいたい、それから人口減少を

何とかしたいというふうに言われているときなので、何とか、そういうふうに言っているん

であれば、せめて挑戦だけでもさせていただいて、開いていただいたほうが私はいいんでは

ないかなというふうに思います。もし、年々に検証しながら、よくないなと思われるときは、

そのときにストップをかけていったり、こういうふうに工夫をしたらいいんじゃないか、直

していったらいいんじゃないかということも必要であったりと思うんですね。 

  それから、もし５年後に直してでも、あの施設を直してでも使い続けたいというのであれ

ば、平たく言えば、壊し代が要らないんじゃないかというようなことも思いますので、何と

かね、そしてこの５年間の中で、使えるものなら園庭をイベントに使いたい、使っていただ

いたりとかいうことができれば、もっといいんじゃないかなというふうに思うんですけれど

も、その辺、イベントに使えるかとか、挑戦することに意義があるかどうか、お答えいただ

きたいと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） 今度のこの業者の方には、ぜひ頑張っていただいて、皆様に

こういうことができましたという、いい報告をできるようにしてまいりたいと思っておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

  12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） 12番、谷川です。 

  私は、そもそも税金で企業を育てるというのがまず違っているんじゃないかと、基本的に

ね。それから、ブランド品の話なんですけれども、じゃ産業振興課にお伺いしたいんですけ

れども、十分に利益ができるだけの、地元に落花生、もととなる落花生は今どのくらい、じ

ゃ、あれなんですか。だって、地元産を使ってブランド品をつくるというんだから、当然、

そういった調査もきちんとされているべきだと思うんです。これを契約しちゃって、いやい
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や、九十九里町の落花生の生産量はそんなにありませんということになったときにどうする

のか。じゃ地元の落花生、産物という話はどうなっちゃうのかということだと思うんです。 

  だから、確かに、企業がここにいて雇用が創出するということは大変いいことだと思うん

です。ただ、九十九里町の今までやってきた悪いところは、そういったところが十分に検証

されないまま、どんどん話が進んでいて、結局、最終的にアブ蜂取らずになっちゃったとい

うことがずっと今までやってきている。私が議員になったときは、土地開発公社の問題があ

り、そしてオリゾンテの問題があり、何があり、だから、税金で、私は、住民の税金で企業

を育てるというのは、そもそも、ちょっとやっぱり、いろんな条例に照らし合わせればこう

です、ああですという話にはなるんでしょうけれども、税金は住民に返すものですからね。 

  そういった根拠も何にもないまま、いや、二百何十万もあれしますよ、200万出しますよ

というのはちょっと違うんじゃないかなと。住民がもっと望んでいることに関しては、皆さ

んは、お金がない、今、町にはお金がないってずっと言い続けてきて、今度は何だかわけの

わからないものには、こういうことです、将来こういう、やってみなきゃわからないけれど

もって、これではちょっとまずいんじゃないかなと思いますよ。余分に遊んでいるお金があ

ればいいですけれどもね。住民は、口を開くと町はお金がない、お金がないって言うよねっ

て。 

  だから、ちょっと、どうなんですか、地元産を十分に使って利益が出るだけのものがまず

あるかどうか。それから、町がやるとしたら、私は、今ある制度の中で中小企業に対する融

資制度がありますよね、そういう貸し付けをするのなら十分にわかりますけれども、ただこ

れじゃ、ちょっと住民が納得しないと思いますよ。そんな金があるんだったら、ちょっと道

路を直してよって言われそうだ。 

  だから、ちょっと、それ、答えてください。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） こちらが予定する落花生が町内でどれだけあるかという御質

問かと思いますが、ちょっと今手元に資料ございませんので、お答えできるものではござい

ません。 

  それと、今回の事業者がブランド振興事業というところで、どういったものをやった場合

に補助金を充てるかということで、補助金の要綱を想定してつくってあるものを申し上げま

すと、一つには、地域ブランド展開のためのセミナー及び勉強会に要する経費と。この事業

者がそういったプランニングだとか、そういったものをやっているということなので、こう
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いった勉強会をして、地域内のほかの事業者への勉強会をやるだとか、そういった場合の経

費。それと、このブランドの確立のために行うアドバイスですね、それとか、コンサルタン

ト業務、そもそも、この企業はコンサルタント業務というものをやられておる企業だという

ことですので、そういったものをやられる場合の経費ですとか、新商品の開発、この新商品

の開発が地元産の商品を使って開発されるというところになろうかと思いますが、こういっ

たところのオリジナル性の高い地域ブランド商品の開発ですとか、産地間連携による新商品

開発のための技術習得情報の入手活動、こういったものに要する経費と。もう一つは、地域

ブランド情報配信のための住民参加交流イベントの開催に要する経費。こういったものの経

費を、それぞれの項目、上限50万円ずつ想定して、トータルで200万というところを想定し

ているところでございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） それはいろいろ計画の話は、いい話はたくさんあると思いますよ。

でも、その200万だって、本当に200万がそういったコンサルタントの中でいろんな開発する

のに必要だったら、今の制度の、さっき言ったように、中小企業の貸付制度500万円まで借

りられる、そういったのを利用させるのがまず町の第一ですよね。町がそれほどの、私は、

全部できる、助けられるだけの力はちょっと今はないと私は思います。だから、またもう少

しね、これ、よく調査をしてやったほうがいいんじゃないかな、また結果が余りいい結果で

はないと思いますよ。 

  それと、もう一つお伺いしたいのは、こういった問題を本当にやるんだとしたら、それこ

そ商工会、地元の商工会が中心になってそういう企業を育てるということが私は本来の姿で

はないかなと思うんです。税金で企業を育てるということは、それは違うと思うんですけれ

ども、どうでしょうか、課長。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） この補助金の出どころについてお話をさせていただきますと、

ふるさと納税の寄附ということは、先ほども申し上げたと思うんですが、ここに６項目、ふ

るさと納税の寄附の項目があります。ふるさと納税をしていただく方は、九十九里町に対し

て、このどの事業に自分の寄附を充ててほしいかという思いを持って寄附をしてくださって

いると。それは一つには、歴史、文化の保全及び活用に関する事業と。ここで今までですと、

いわし資料館のほうのイワシを管理していますので、そういう費用等を充てていたと。２つ
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目として、イワシを初めとする特産物の育成及び地場産業の振興に関する事業という項目が

あります。今回は、ここに寄附をしていただいた浄財をもとに200万円のこの補助を実績に

基づいて使っていきたいと。それから、安心かつ安全なまちづくりに関する事業というもの

もございます。あと、福祉及び健康の推進に関する事業と、これについては、社会福祉協議

会で車両が古くなったので買いかえをということで、200万円の用立てを、この基金のふる

さと納税の目的でいただいた浄財の中から充てると。それから、教育、文化及びスポーツの

振興に関する事業と、これについては、東金・九十九里のハーフマラソンの補助金に充てる

と。その他条例の目的を達成するために町長が必要と認める事業と。こういうような６項目

を立てた中で、いただいた浄財を充てるということでございますので、これはまた町のホー

ムページ等を使いながら、貴重な寄附をこういう形で使わせていただきましたという情報も

発信してまいりますので、どうか御理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） 要は、お金に色があるわけじゃないから、どこでも使えるというの

は、６項目のどれかしらに当てはまるということだということはわかりました。でも、大事

な税金だから、なるべくそういった企業を育てる、そういったための税金の使い方はしてほ

しくないと思います。 

  終わります。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ございませんか。 

  ４番、古川徹君。 

○４番（古川 徹君） ４番、古川徹です。 

  今いろいろな意見が出ているわけでございますけれども、課長にちょっとお聞きします。 

  この事業者に対して、意欲、そういったものを私、話の中で感じられるんですけれども、

その意欲に対して、今言われていることは、何でこういった施設に200万円を投資しなきゃ

いけないのか。これから先どうなるかわからない事業者に対して、何でふるさと創生基金で

したっけ、そちらの200万円を当てつけなきゃいけないのかと。その会社が示す意欲という

ものはやはりあると思うんです、事業を行うに当たっては。だから、さっき言いましたのは、

そのような５年間でもうやめてしまうような業者にはやる必要ないと思います。 

  しかしながら、努力によっては、やはり５年から10年、10年から15年という見込みを持っ

て、そういう示した会社であれば、そこまで投資する必要があると思うんです。応援する価

値があると思います。そのような説明をいただかない限りは、やはりこれは納得しづらいこ
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とだと思うんですよ。 

  だから、例えて言えば、例えばこの施設を、この事業を始めるに当たって、あの施設をこ

の事業者は改修するんじゃないですか、するんですよね。その費用を幾らかけて施設を直す

のか、そういった意欲なことを教えていただかないとわからないと思うんですよ。そこ、ち

ょっと教えていただきたいと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） 今、手元に報告いただいている資料でいきますと、650万円

ほど自分たちで自己資金を調達して、施設の改修を行うということを聞いております。 

  長く、５年先の話は先ほどもちょっと触れたんですけれども、今この場で、その先、再度

延長して貸しますよということをお話しする場ではないと思いますので、その点は控えさせ

ていただきますが、当然、その間に施設の傷みもあるし、今言った以上のお金がかかること

もありましょうし、それでも使いたいというような要望があったときにどうなるかというの

は、申しわけないんですが、今この場で決めるべきことではないというふうに思っておりま

すので、一つには、目的の終わった公共施設のあり方というものの処分の仕方が一つ。それ

から、もっと有効に使える方法が出てきたというんであれば、それについての検討をさらに

重ねる必要があるのかというのが、５年後に出てきたとするならば、またそのときには真剣

に考えていかなければならないと思っておりますので、申しわけないんですが、10年先、15

年先の話については、この場で約束をするということは、申しわけありません、控えさせて

いただきたいと思います。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ４番、古川徹君。 

○４番（古川 徹君） ４番、古川です。 

  課長、別にね、10年先、15年先の話をしているわけじゃないんです。そういう意欲を持っ

た企業なんでしょうねって確認をとっているんですよ。５年で終わりにしますよみたいな、

先入れからわかっているような業者に200万円を与える必要はないと思います。ただし、そ

ういう意欲があって、施設改修にも600万ほどかけて、それだけ投資するという意欲がある

わけじゃないですか。この町のために、町の発展のためにも頑張っていきたいということを、

この業者が言っているわけでしょう。そういったことを説明受けない限りは、やはりただた

だ無償貸付します、５年貸し付けします、200万円与えますと言われても、これは納得でき

ないですよ。 
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  そういったことをやっぱり説明をして、やっぱり全協で、ほかの議員からも言われていた

けれども、やはり全協でそういった説明を十分して、私、ちょっとその日は出席できなかっ

たもので、申しわけないんですけれども、そういったものを全協でもよく説明した上で、こ

ういったことで議会、議場で諮ってもらいたい。そういったこともありましたので、その辺

の説明をしっかりしてもらいたいと思いますよ。でなければ、皆さんも理解してくれないこ

とだと思います。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ございませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

（午後 ３時１７分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ３時２０分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  まず、原案に反対の者の発言を許します。次に、原案に賛成の発言を許します。 

  １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  反対討論を申し上げます。 

  まず、平成30年12月26日に町に対して、創業支援等事業計画にかかわる認定というものを

国から受けております。これは４月１日から始まって35年３月31日までということの中で、

私は、この創業支援を、もしいろいろな企業がこの町に出たいとした場合には、まず商工会、

この相談窓口というふうになっていますので、まずそこから始めていただきたいと思ってお

ります。そうすると、この創業支援等事業計画によって、もしビジネスモデルになれば、助

成金等の交付が受けられるかと思います。ですから、町の補助金、税金を支出するというこ

とはまず避けていただきたいと、まず第一に思っております。 

  そういった中で、今回の案件をいろいろと、貸付物件から、２番、目的、相手方、免除す
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る貸付料の年額、この辺を加味して判断すると、これを賛成するということは私は大変難し

いことだと思っております。納得性のある経過説明が一番欠けているんじゃないかなと。住

民説明もしかり、全くない状況の中で、町独自でこれを今まで進めてきたということのほう

が私は問題だと思います。 

  最後に、やってみなくてはわからないという確実性のない企業に対して補助金の交付、物

件の貸し付け、これについては反対です。 

  よろしくお願いします。以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに討論はありませんか。 

  13番、髙 功君。 

○１３番（髙  功君） 13番、髙 功。 

  私は、原案に賛成する立場で討論します。 

  まず、この企業、これはベンチャー企業だと思います、若くて、またできて間もなくの企

業。やはり町が大きく伸びるためにはベンチャー企業の育成が必要なんですよ。余り細かい

ことばかり言っていても、らちが明かない。まして商工会に頼もうとか、そういうことは別

ですよ。もうやる気のあるそういう企業が手を挙げたら、これはもう町としても十分応援し

なきゃいけない、こう思います。 

  それと、副町長以下多数の職員の方がいろいろな意味で悩んだこともあると思います。そ

れでも、採点がいい方に向かったと、合格点が出た。町の執行部が皆さんがそろって採点が

よかった、ゴーサインが出たということで上げてきた、この原案について、私は、大いに賛

成して、その企業の行く末を見守っていきたい、このように思います。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに討論はありませんか。 

  10番、細田一男君。 

○１０番（細田一男君） 10番、細田です。 

  反対討論を行います。 

  先ほど来執行部のほうから、全員協議会での説明を受け、また本会議でも今説明を受けて

審議しているんですが、それぞれの一番ポイントである急所、急所は、この本会議でやっと

出てきているわけです。先ほど髙木議員のほうからも反対討論が出たんだけれども、順番を

踏んでやらないで、いきなり本会議で賛成してくれは、私はないと思いますよ。きちんとし

た計画を立ててやるんであれば、我々だって賛意は示しますけれども、これでは賛意を示す
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根拠はないので、私は反対討論とします。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより採決いたします。 

  議案第26号 建物の無償貸付についてを原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求

めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第26号は原案のとおり可決されました。 

  暫時休憩します。 

  再開は15時45分です。 

（午後 ３時２６分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ３時４５分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第１３ 議案第２７号 契約の締結について 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第13、議案第27号 契約の締結についてを議題といたします。 

  議案第27号について、提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長、木原正幸君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） これより質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） ８番、杉原。 

  きょうもあの脇を通ってきましたけれども、まだ園児が通って、学びやである、勉強して

いるわけだよね、今月いっぱいまで。それをなぜ２月13日に入札なんかしちゃうんだか、ま
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ず、この点から聞きます。 

○議 長（浅岡 厚君） 杉原議員の質問に対する町当局の答弁を求めます。 

  企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） ただいまの質問につきましては、本件契約の締結についてと

は関係ないと思われますので、いつの時期に入札を行ったかということについては、事業の

執行上やったものでございますので、御理解ください。 

○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） ８番、杉原。 

  どうして関係ないの。幼稚園はまだ、旧片貝幼稚園はまだ壊さないでいいんだよ。３年も

たっているんですよ、もう。旧いわし博物館、人が亡くなって、１人が重傷になって、７月

が来れば15年ほっぽり投げてある。まだ子供たちが通っているのに、もう壊す話、入札まで

して、業者も仮契約しちゃった。これでは、町が何やっているんだと疑われるだけですよ。

何のためにこんなに早く急いだんだと、別に６月でも９月でも、来年でもいいわけ、こんな

のは。 

  終わります。回答は求めない。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

  １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  この契約締結に向けて、ついてということの質問をさせていただきます。 

  かたかいこども園の除却工事、この予定金額、落札金額、最低制限価格、落札率、この４

点は教えていただきたいと思います。 

  それと、今回の入札業者が何者であったのか。結構辞退しているんじゃないかなというの

があるんです。この辞退が何者で、その辺の理由、普通、これだけの金額を出してくれるの

に辞退するという理由が私にはわからない。その辺を、６点になりますけれども、回答を求

めます。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） それでは、お答えさせていただきます。 

  設計価格についてでございますけれども、税抜きで申しわけございませんが、5,158万円

の設計価格でございます。最低制限価格につきましては、4,126万4,000円、これも税抜きで

ございます。落札金額は、税抜きで4,900万円。落札率、94.9％でございます。 
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  指名でございますけれども、10者選定をさせていただきました。辞退は４者でございます。

そのうち３者は、会社の都合でということで辞退。１者は、技術者の確保が困難、これはほ

かにも同様の工事を請け負っているということでの話というふうであります。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  この落札率が94.998％ですよね、95％ということで、いいのか悪いのかわかりませんけれ

ども、最低制限価格が4,126万4,000円ということの中で、もっともっと安くできたんじゃな

いのかなと私は思っております。ですから、もう従前から5,292万円の契約金額、これは本

当に、これだけの金額をかけて取り壊すということの意義が私は本当に全く理解できません。

よく皆さん方は理解しているなと、逆に教えていただきたいぐらいの金額だと思います。 

  それで、辞退の４者、都合が悪いとか技術者の関係とか、これはただ入札名簿に入っただ

けのことではないんですか。もう一回、その辺、きちんとした回答を求めます。お願いしま

す。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） 業者の選定につきましては、事業規模によりまして、町の決

まりの中で９者以上ということになっておりますので、今回は10者を指名したところでござ

います。同種同規模の公共工事の受注実績等も見ながらの指定となっておりますので、御理

解いただきたいと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

  10番、細田一男君。 

○１０番（細田一男君） 10番、細田。 

  今、髙木議員のほうから質問があって、私も同じような質問をしようと思ったんだけれど

も、答弁があったんだけれども、理解しようとしています。課長、ちょっとお尋ねするんだ

けれども、最低価格の積算の根拠というのは、どこを、どこの基準というか、どこのもので

それを出しているのかな。それと、10者の参加があって、３者、１者、４者辞退、残りの６

者の入札金額がわかれば、企業名はなしでもいいんですが、数字だけ大体、４者の数字をち

ょっと教えてもらいたいです。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） お答えさせていただきます。 



－185－ 

  最低制限価格につきましては、設計金額の85％…… 

（「80％」と言う者あり） 

○企画財政課長（木原正幸君） ああ、80％と。失礼しました、80％ということになっており

ます。これについては、前からもお話ししているように、価格自体は歩切りができないとい

うような今の中で、外注をして委託をかけて積算、設計積算をしていただいた金額をもとに

設計金額は計上しておりますので、設計額また最低制限価格についても、価格の設定そのも

のは町のルールの中で設定されておるものというふうに思っております。 

  以上です。 

（「入札金額」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

（午後 ３時５６分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ３時５６分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） 株式会社石井興業…… 

（「そんなのは言わなくていいんだよ」と言う者あり） 

○企画財政課長（木原正幸君） ああ、失礼しました、いいですか。はい。じゃ、ちょっと順

…… 

（「金額だけ言ってもらったほうがいいじゃんよ」と言う者あり） 

○企画財政課長（木原正幸君） じゃ、順番変えて話をさせていただきます。１者が4,920万

円、4,990万円、5,055万円、5,600万円、5,100万円、4,900万円、以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） 10番、細田一男君。 

○１０番（細田一男君） 4,920万円が落札かな。もっと低かったのかな、小松土建さんは。

4,920万円、4,990万円、4,900万円ぴったりということか。入札に4,900万円ぴったりって、

どこで積算したのかな。そんなピッタリな数字出る、出ますか。おかしいでしょう。 

  それから、もう一点、最低価格の根拠。いつもいろいろな入札に関して質問すると、例え

ば千葉県の基準とか何々工業会の基準とか文部省の基準とかってよく答弁があるんだけれど
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も、この公共事業はどこかの基準をもって設計・積算すると思うんだけど、その点はどうな

のか。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） お答えします。 

  単価につきましては、積算基準というものがございますので、直近のものを当てさせてい

ただいていると。 

  それと価格の件でございますけれども、今回、価格につきましては、事前公表ということ

で、予定価格のほうは示した上での入札ということになっておりますので。ただ、それでも

設計の内訳というものは当然つくっていただいてはおりますけれども、事前に価格のほうは

公表していると。これについては、近隣の市町、ほとんどのところが事前に価格についての

公表ということをもうやっているところでありますので、九十九里とすると、最後発という

ようなことになろうかと思います。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑なしと認めます。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより採決いたします。 

  議案第27号 契約の締結についてを原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めま

す。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第27号は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第１４ 議案第２８号 九十九里町道路線の認定について 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第14、議案第28号 九十九里町道路線の認定についてを議題と
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いたします。 

  議案第28号について、提案理由の説明を求めます。 

  まちづくり課長、古川富康君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） これより質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  この町道路線の認定ということで、その経緯を、どういうことで、今まで要は私道だった

わけですよね。それが何で今回公道にということの、その経過説明、経緯を説明をお願いい

たします。 

○議 長（浅岡 厚君） まちづくり課長、古川富康君。 

○まちづくり課長（古川富康君） お答えさせていただきます。 

  今回、路線認定をお願いする町道につきましては、もともと九十九里町所有、作田字亥高

5589番地の土地は、登記簿上、地目は宅地で、地積は552.26㎡の土地ですが、現況は防火水

槽跡地と道路が一体となった宅地で、所有者区分を明確にするために、現況の道路形態に沿

った形に公図を分筆し、一筆を5589番１、公衆用道路222㎡に分筆し、地目変更もしました。

もう一筆を5589番８、宅地121.10㎡に分筆したものです。このことに伴い、作田字亥高5589

番６地先から作田字亥高5589番７の地先まで36.7ｍを新たな町道として認定したく、議会の

議決をお願いするものでございます。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑なしと認めます。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより採決いたします。 
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  議案第28号 九十九里町道路線の認定についてを原案のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（起 立 全 員） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立全員であります。 

  よって、議案第28号は原案のとおり可決されました。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第１５ 議案第２９号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること 

              について 

       議案第３０号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること 

              について 

       議案第３１号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること 

              について 

       議案第３２号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること 

              について 

       議案第３３号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること 

              について 

       議案第３４号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること 

              について 

       議案第３５号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること 

              について 

       議案第３６号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること 

              について 

       議案第３７号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めること 

              について 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第15、議案第29号から議案第37号まで、以上９議案の農業委員

会委員の任命につき議会の同意を求めることについてを一括議題といたします。 

  議案第29号から議案第37号について、提案理由の説明を求めます。 

  町長、大矢吉明君。 

（町長 大矢吉明君 登壇） 

○町 長（大矢吉明君） 議案第29号から議案第37号までの農業委員会委員の任命につき議会
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の同意を求めることについて、提案理由を一括して申し上げます。 

  本案は、現在の農業委員会委員が平成31年４月11日をもって任期満了となることから、新

たな農業委員会委員の任命について、農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定により、

議会の同意を求めるものでございます。 

  議案第29号は、高柳久男氏。議案第30号は、中西英明氏。議案第31号は、南部賢氏。議案

第32号は、古川靖久氏。議案第33号は、永嶋正光氏。議案第34号は、三橋芳男氏。議案第35

号は、斉藤討支男氏。議案第36号は、今関光子氏。議案第37号は、櫻井弘氏でございます。 

  今回、選考している９名は、農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関

する事項、その他農業委員会の所掌に属する事項に関し、その職務を適切に行うことができ、

農業委員会の委員として適任であると考えております。 

  なお、任期につきましては、平成31年４月12日から３年間でございます。 

  また、９名の経歴等につきましては、各議案に資料として添付してございますので、御参

照ください。 

  以上、９議案につきまして、御審議の上、御同意賜りますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。 

○議 長（浅岡 厚君） これより議案第29号から議案第37号までの９議案について質疑を行

います。 

  質疑ありませんか。 

  １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  この農業委員会委員の任命ということで、今、年齢を調べさせていただいたところ、80歳

が１人、70歳が７人、１人、66歳ということの中で年代構成がされているということなんで

すけれども、これで本当に、私は、年齢がこう、先輩方に対してどうのこうのということの

考え方は持っていませんけれども、年代層において委員の任命をすべきと私は考えておるん

ですけれども、その辺は町長、いかがなんですか、任命に当たって。ちょっとその辺を質問

いたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 町長、大矢吉明君。 

○町 長（大矢吉明君） ただいまの髙木議員の質問にお答えします。 

  参考にさせていただきます。 

（「任命権あるから」と言う者あり） 
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○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

  ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） ８番、杉原正一。 

  一つは、髙木議員と同じような意味で、年齢が大体、私が思っていたような年代ばっかり

で、確かに農業経験は豊富な人ばっかりだと思うんですよね。ここまで至る経緯というもの

は、どのような選定基準とかでやったんだか、教えてください。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） では、お答えさせていただきます。 

  今回の応募につきましては、農業委員会に関する法律に基づき、産業振興課において委員

の募集を行ったところでございます。募集に関しては、30年10月１日から30年10月31日と定

めて募集を開始しました。 

  募集の方法については、自治区への回覧ですとかホームページにおいて募集を行いました。

その結果、９名の方から応募がありまして、本日提案の９名ということになりました。 

  経緯等については以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） そうすると、かつては選挙をやっていたわけですけれども、９名しか

……、ああ、８名。８名しか農業委員やりたいということなかったんですか。ということは、

若い人たちも全然、もう少し、20代はともかくも、30代、40代、50代、この辺の人たちとい

うのは１人も手挙げなかったということですか。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） 議員おっしゃるとおり、応募した結果、今回の９名の方が自

薦、推薦というところで上がったわけでございます。 

  以上でございます。 

（「議長、終わります」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑なしと認めます。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 



－191－ 

○議 長（浅岡 厚君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより採決いたします。 

  議案第29号の採決をいたします。 

  議案第29号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについてを原案のとお

り同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第29号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

  議案第30号の採決をいたします。 

  議案第30号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについてを原案のとお

り同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第30号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

  議案第31号の採決をいたします。 

  議案第31号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについてを原案のとお

り同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第31号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

  議案第32号の採決をいたします。 

  議案第32号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについてを原案のとお

り同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第32号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

  議案第33号の採決をいたします。 

  議案第33号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについてを原案のとお

り同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 
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（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第33号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

  議案第34号の採決をいたします。 

  議案第34号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについてを原案のとお

り同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第34号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

  議案第35号の採決をいたします。 

  議案第35号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについてを原案のとお

り同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第35号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

  議案第36号の採決をいたします。 

  議案第36号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについてを原案のとお

り同意することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第36号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

  議案第37号の採決をいたします。 

  議案第37号 農業委員会委員の任命につき議会の同意を求めることについてを原案のとお

り同意することについて賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第37号は原案のとおり同意することに決定いたしました。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎散会の宣告 

○議 長（浅岡 厚君） 本日の日程はこれをもって終了いたしました。 
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  あす８日は定刻より会議を開きます。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

散 会  午後 ４時１７分 
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平成３１年第１回九十九里町議会定例会 

 

 議 事 日 程 （第４号） 

 

平成３１年３月８日（金）午前９時４３分開議 

 

日程第 １ 議案第１号 平成３１年度九十九里町一般会計予算 

      議案第２号 平成３１年度九十九里町給食事業特別会計予算 

      議案第３号 平成３１年度九十九里町国民健康保険特別会計予算 

      議案第４号 平成３１年度九十九里町後期高齢者医療特別会計予算 

      議案第５号 平成３１年度九十九里町介護保険特別会計予算 

      議案第６号 平成３１年度九十九里町病院事業特別会計予算 

      議案第７号 平成３１年度九十九里町農業集落排水事業特別会計予算 

      議案第８号 平成３１年度九十九里町ガス事業会計予算 

日程第 ２ 休会の件 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

出 席 議 員 （１６名） 

     １番  髙 木 輝 一 君      ２番  鑓 田 貴 俊 君 

     ３番  中 村 義 則 君      ４番  古 川   徹 君 

     ５番  浅 岡   厚 君      ６番  荒 木 かすみ 君 

     ７番  内 山 菊 敏 君      ８番  杉 原 正 一 君 

     ９番  善 塔 道 代 君     １０番  細 田 一 男 君 

    １１番  佐久間 一 夫 君     １２番  谷 川 優 子 君 

    １３番  髙    功 君     １４番  鈴 木 征四郎 君 

    １５番  古 川   明 君     １６番  石 橋 和 雄 君 

 

欠 席 議 員 （なし） 

 ────────────────────────────────────────────―────  

地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名 
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町 長 大 矢 吉 明 君 副 町 長 佐々木   悟 君 

教 育 長 中 村 誠 一 君 総 務 課 長 秋 原   充 君 

企画財政課長 木 原 正 幸 君 税 務 課 長 篠 崎   肇 君 

住 民 課 長 戸 田 佳 子 君 健康福祉課長 作 田 延 保 君 

社会福祉課長 中 川 チエリ 君 産業振興課長 南 部 雄 一 君 

ま ち づ く り 
課 長 古 川 富 康 君 会 計 管 理 者 戸 村 俊 之 君 

ガ ス 課 長 中 村 吉 徳 君 
教 育 委 員 会 
事 務 局 長 

山 口 義 則 君 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 吉 田 洋 一 君 

教 育 委 員 会 
事 務 局 主 幹 内 山 茂 樹 君 

 ────────────────────────────────────────────―────  

本会議に職務のため出席した者の職氏名 

事 務 局 長 篠 﨑 英 行 君 書 記 伊 藤 さやか 君 
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────────────────────────────────────────────―──── 

◎開議の宣告                   開 議  午前 ９時４３分 

○議 長（浅岡 厚君） ただいまの出席議員数は全員です。 

  これより本日の会議を開きます。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎議事日程の報告 

○議 長（浅岡 厚君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第１ 議案第１号 平成３１年度九十九里町一般会計予算 

      議案第２号 平成３１年度九十九里町給食事業特別会計予算 

      議案第３号 平成３１年度九十九里町国民健康保険特別会計予算 

      議案第４号 平成３１年度九十九里町後期高齢者医療特別会計予算 

      議案第５号 平成３１年度九十九里町介護保険特別会計予算 

      議案第６号 平成３１年度九十九里町病院事業特別会計予算 

      議案第７号 平成３１年度九十九里町農業集落排水事業特別会計予算 

      議案第８号 平成３１年度九十九里町ガス事業会計予算 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第１、議案第１号 平成31年度九十九里町一般会計予算、議案

第２号 平成31年度九十九里町給食事業特別会計予算、議案第３号 平成31年度九十九里町

国民健康保険特別会計予算、議案第４号 平成31年度九十九里町後期高齢者医療特別会計予

算、議案第５号 平成31年度九十九里町介護保険特別会計予算、議案第６号 平成31年度九

十九里町病院事業特別会計予算、議案第７号 平成31年度九十九里町農業集落排水事業特別

会計予算、議案第８号 平成31年度九十九里町ガス事業会計予算を一括議題とし、本日は予

算説明といたします。 

  議案第１号から議案第８号について、順次、提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長、木原正幸君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

  再開は11時５分です。 

（午前１０時５１分） 

────────────────────────────────────────────―──── 
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○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時０３分） 

────────────────────────────────────────────―──── 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） 住民課長、戸田佳子君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） ガス課長、中村吉徳君。 

（提案理由説明） 

○議 長（浅岡 厚君） 各会計予算の説明が終了いたしました。 

  各会計予算の審議は、後日の本会議で行います。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第２ 休会の件 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第２、休会の件を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  ３月９日から３月17日まで各常任委員会の開催及び議案調査のため休会としたいと思いま

す。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 異議なしと認めます。 

  よって、３月９日から３月17日まで休会とすることに決定いたしました。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎散会の宣告 

○議 長（浅岡 厚君） 本日の日程はこれをもって終了いたしました。 

  ３月18日は定刻より会議を開きます。 

  本日はこれをもって散会いたします。 
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  御苦労さまでした。 

散 会  午前１１時５９分 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

平成３１年九十九里町議会第１回定例会会議録（第５号） 

 

平成３１年３月１８日（月曜日） 
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平成３１年第１回九十九里町議会定例会 

 

 議 事 日 程 （第５号） 

 

平成３１年３月１８日（月）午前９時４８分開議 

 

日程第 １ 諸般の報告 

日程第 ２ 議案第 １号 平成３１年度九十九里町一般会計予算 

      議案第 ２号 平成３１年度九十九里町給食事業特別会計予算 

      議案第 ３号 平成３１年度九十九里町国民健康保険特別会計予算 

      議案第 ４号 平成３１年度九十九里町後期高齢者医療特別会計予算 

      議案第 ５号 平成３１年度九十九里町介護保険特別会計予算 

      議案第 ６号 平成３１年度九十九里町病院事業特別会計予算 

      議案第 ７号 平成３１年度九十九里町農業集落排水事業特別会計予算 

      議案第 ８号 平成３１年度九十九里町ガス事業会計予算 

日程第 ３ 議員派遣の件 

日程第 ４ 陳情第 １号 「幼児教育・保育の『無償化』に係わる制度の拡充、及び、国の 

             地方自治体への十分な財政措置を求める意見書」の提出を求める 

             陳情書 

日程第 ５ 陳情第 ２号 「会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治体への十分 

             な財政措置を求める意見書」の提出を要請する陳情書 

追加日程第 １ 発議第１号 幼児教育・保育の「無償化」に係わる制度の拡充、及び、国の 

              地方自治体への十分な財政措置を求める意見書について 

追加日程第 ２ 発議第２号 会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治体への十分 

              な財政措置を求める意見書について 

───────────────────────────────────────────────── 

出 席 議 員 （１６名） 

     １番  髙 木 輝 一 君      ２番  鑓 田 貴 俊 君 

     ３番  中 村 義 則 君      ４番  古 川   徹 君 

     ５番  浅 岡   厚 君      ６番  荒 木 かすみ 君 
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     ７番  内 山 菊 敏 君      ８番  杉 原 正 一 君 

     ９番  善 塔 道 代 君     １０番  細 田 一 男 君 

    １１番  佐久間 一 夫 君     １２番  谷 川 優 子 君 

    １３番  髙    功 君     １４番  鈴 木 征四郎 君 

    １５番  古 川   明 君     １６番  石 橋 和 雄 君 

 

欠 席 議 員 （なし） 

───────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名 

町 長 大 矢 吉 明 君 副 町 長 佐々木   悟 君 

教 育 長 中 村 誠 一 君 総 務 課 長 秋 原   充 君 

企画財政課長 木 原 正 幸 君 税 務 課 長 篠 崎   肇 君 

住 民 課 長 戸 田 佳 子 君 健康福祉課長 作 田 延 保 君 

社会福祉課長 中 川 チエリ 君 産業振興課長 南 部 雄 一 君 

ま ち づ く り 
課 長 

古 川 富 康 君 会 計 管 理 者 戸 村 俊 之 君 

ガ ス 課 長 中 村 吉 徳 君 教 育 委 員 会 
事 務 局 長 

山 口 義 則 君 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

吉 田 洋 一 君 
教 育 委 員 会 
事 務 局 主 幹 

内 山 茂 樹 君 

───────────────────────────────────────────────── 

本会議に職務のため出席した者の職氏名 

事 務 局 長 篠 﨑 英 行 君 書 記 伊 藤 さやか 君 
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────────────────────────────────────────────―──── 

◎開議の宣告                   開 議  午前 ９時４８分 

○議 長（浅岡 厚君） ただいまの出席議員数は全員です。 

  これより本日の会議を開きます。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎議事日程の報告 

○議 長（浅岡 厚君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

────────────────────────────────────────────―──── 

◎日程第１ 諸般の報告 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第１、諸般の報告をいたします。 

  教育福祉常任委員会委員長及び総務常任委員会委員長より、委員会審査報告があり、これ

を受理いたしました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議案第１号 平成３１年度九十九里町一般会計予算 

      議案第２号 平成３１年度九十九里町給食事業特別会計予算 

      議案第３号 平成３１年度九十九里町国民健康保険特別会計予算 

      議案第４号 平成３１年度九十九里町後期高齢者医療特別会計予算 

      議案第５号 平成３１年度九十九里町介護保険特別会計予算 

      議案第６号 平成３１年度九十九里町病院事業特別会計予算 

      議案第７号 平成３１年度九十九里町農業集落排水事業特別会計予算 

      議案第８号 平成３１年度九十九里町ガス事業会計予算 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第２、議案第１号 平成31年度九十九里町一般会計予算、議案

第２号 平成31年度九十九里町給食事業特別会計予算、議案第３号 平成31年度九十九里町

国民健康保険特別会計予算、議案第４号 平成31年度九十九里町後期高齢者医療特別会計予

算、議案第５号 平成31年度九十九里町介護保険特別会計予算、議案第６号 平成31年度九

十九里町病院事業特別会計予算、議案第７号 平成31年度九十九里町農業集落排水事業特別

会計予算、議案第８号 平成31年度九十九里町ガス事業会計予算を一括議題といたします。 

  各会計とも既に内容の説明が終わっておりますので、これより質疑を行います。質疑は分

割して行います。 

  初めに、一般会計予算について質疑を行います。次に、特別会計及び事業会計予算につい
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て質疑を行います。ただし、質疑の内容が各議案に関係する場合は、これを許します。 

  これより一般会計予算について質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  初めに本冊のページ、57ページ、２目13節委託料、予防接種委託料357万9,000円、この中

に風疹の予防接種って入っているのかお聞かせください。 

  それと76ページ、２目11節需用費、消耗品費、備蓄用のお水や食料品という説明を伺いま

したけれども、再度詳しくお願いいたします。 

  87ページ、18節備品購入費218万円、庁用車です。これは新車だと思いますけれども、ド

ライブレコーダーの設置はどうなのかお聞かせください。 

  以上です、３点。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） それでは、私のほうから57ページ、予防接種委託料について

御説明をさせていただきます。 

  この中に風疹の経費が含まれているのかというようなお話でございますが、まず国の風疹

対策の予算につきましては、国の２次補正におきまして、17億円の予算を確保したというふ

うに聞いてございます。 

  本町においては、予算編成時点におきまして、国の詳細が示されておりませんでしたので、

予算を計上してございませんが、予備費からの充当、あるいは専決処分等々いたしまして、

国におくれをとることがないよう、スピード感を持って進めてまいる予定でございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 総務課長、秋原充君。 

○総務課長（秋原 充君） 私のほうからは、予算書の本冊76ページ、２目非常備消防費、11

節需用費、消耗品費222万9,000円、このうち御質問の備蓄用飲料水、備蓄用食料でございま

すけれども、222万9,000円のうち、この関係は122万9,000円です。122万9,000円が災害時非

常用の飲料水、備蓄食料ということで、これは昨年も同じでございます。継続して備蓄品を

整備しておりますものでございまして、非常用飲料水500㎖、これは単価115円、７年保存分

ですが、これが約5,900本で、金額が73万3,276円。 

  このほか備蓄食料として、アレルゲンフリーカレー、要はアレルギーフリーというののカ
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レーですね、そのまま食べられるという。これが１食368円の1,000食、これは約40万円。そ

れから、そのまま食べられる、これもおかゆ、御飯でございます。１食182円、これが500食

で約10万円、等々で、正確に言うと122万9,000円分、飲料水と備蓄用食料の購入費でござい

ます。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） それでは、私のほうからは87ページの庁用車のドラレコとい

うことで、お答えさせていただきます。 

  本年度車両のほう、２台買いかえの予定がございますので、新車購入時に原課のほうと調

整を図りながら、仕様の中に盛り込むというようなことの検討を進めてまいりたいというふ

うに思っております。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  最初の予防接種の風疹の件なんですけれども、補正予算のときに、新規ということで県の

ほうから歳入と、また町の事業として載っていて、当初予算には間に合わなかったのかもわ

からないですけれども、国のほうからは、４月に事業実施するためには２月時点でいろいろ

とクーポン発行するのをつくって、３月中にクーポンを送付できるように準備を行うように

というふうにうたっていると思うんですけれども、この件とちょっと違うのかもわからない

ですけれども、国の30年度の２次補正予算にこの風疹の件と低所得の子育て世帯向けのプレ

ミアム付き商品券、これも両方入っていると思うんですけれども、ちょっと接種と違うんで

すけれども、国の補正の中で入っていて、山武市のほうでは最終の日に補正でプレミアムと

風疹が出ているんです。うちは間に合わなかったのかどうか再度お聞かせください。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） お答えさせていただきます。 

  山武市の補正予算書によりますと、３月13日に提出というふうにされてございます。 

  本町におきましても、先ほど申し上げたとおり、国の２次補正でございますので、30年度

の補正予算に計上し、繰り越し措置を行いたいというところでございますけれども、クーポ

ン券の発行等々の制度面だけではございませんで、平成31年度の当初予算において、新規の

システムを予算計上をさせていただきました。 
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  旧システムにこの今回の予防接種のシステム改修の経費を盛りますと、二重投資になりか

ねませんでしたので、そういったところも確認をさせていただき、慎重に対応をさせていた

だいたところでございます。現在のところ、あらかためどが立ってまいりましたので、予算

の準備を進めているというところでございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  予算の準備をしているというところだと、いつになったらこの予算ができるのか。４月か

ら予防接種が始まると思うんですけれども、予算の準備があって、いつ計上したものが出て

くるのか教えてください。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） お答えさせていただきます。 

  平成30年度中、今月中には予算の編成をさせていただき、若干おくれることになろうかと

思いますけれども、即クーポン券の発送に移るというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑。 

（「ほか」「３回やりました」「ええ、そんな」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 個々に質問しますか。 

（「個々」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 個々はだめでしょう。 

  暫時休憩します。 

（午前９時５８分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前９時５９分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

  ４番、古川徹君。 

○４番（古川 徹君） ４番、古川徹です。 
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  まず一般会計、58ページ、４款衛生費、１項保健衛生費、３目東金九十九里地域医療セン

ター費の19節負担金補助及び交付金の中で、看護師養成修学資金貸付負担金、2,093万2,000

円、これは東金との負担率、これはどういうふうになっているのかお聞きしたいことと、東

金の総負担額、東金市との比較ですね、割合、そういうことをお聞きしたいのと、この貸付

負担金の返済の見込み、その辺はどういうふうになっているのか。その件についてお聞かせ

願いたいと思います。 

  次に、77ページ、８款消防費、１項消防費、４目災害対策費、11節の需用費の中で、消耗

品費116万9,000円に対して、以前、非常用トイレ等の購入に充てたいということをお聞きし

ましたけれども、今現在、私一般質問でお伺いしたときには、33基あるとお聞きしましたけ

れども、今回何基購入になるのか、その辺をお聞かせ願いたいと思います。 

  それと、89ページ、９款教育費、５項社会教育費、２目公民館費、18節の備品購入費、図

書購入費50万円、これに当たりましては、大分図書のほうが数が足りなくてもう古くなって

いて、これも毎回のように御質問していますけれども、もうちょっと予算づけはできないも

のなのか、そういうお考えはないのかお聞かせ願いたいと思います。 

  最後に、90ページになります。９款教育費、６項保健体育費、１目保健体育総務費、15節

工事請負費、野球場観覧ベンチ撤去工事37万6,000円でございますけれども、腐食があると

いうことで撤去するんだということをお聞きしましたけれども、今度は撤去にかかわってい

る設置の工事の費用というものが載っていませんけれども、この辺はどういうふうに考えら

れているのか。野球協会等々とも話、相談はしているのか、理解を得られているのか、その

辺もお聞きしたいと思います。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） それでは、私のほうから58ページの看護師養成の貸付金につ

いて、お答えをさせていただきます。 

  これは東千葉メディカルセンターの看護師不足に対応するために、修学資金の貸し付けを

行おうというものでございまして、大学卒業後に看護師の免許を取得し、東千葉メディカル

センターに４年以上従事しようとする者に、入学時に50万円のほか、１年間に120万円を貸

し付けているものでございます。総額で申し上げますと１億600万でございます。このうち

の本町の負担分といたしまして、５分の１の2,120万円ということになりますが、この中に

は返還金の相殺もございますので、すんなりその同じ数字にはならないということでござい
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ます。なお、返還のルールにつきましては、東千葉メディカルセンターに入職していなけれ

ば全額、４年以内に離職した場合はその月割に応じて返還をするということになります。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 総務課長、秋原充君。 

○総務課長（秋原 充君） 予算書77ページ、８款４目災害対策費、11節需用費の消耗品費

116万9,000円ということで、災害対策用の消耗品の購入費用でございます。 

  議員の御質問のトイレ、ただいま33基ございますけれども、今回何基かということですが、

今回買う種類は５種類を購入いたします。その中で非常用トイレ関係なんですが、洋式トイ

レに袋状のものを入れて、袋で用を足したものを縛って処理できる。要は水がなくても便を

処理できるという、こういう袋状のほうです。これが400袋34個ということで、約86万2,920

円、このほかにＬＥＤの防災ライトが９万7,200円、それから備蓄用ＬＰガス容器、ＬＰガ

スボンベですね、備蓄用のボンベを１本入れかえるのに１万584円、あと防災訓練時の参加

者への食料、自衛隊の方に炊き出しをしていただく食材関係が９万円ということで、それに

土のう袋が５万9,400円加わりまして、トータルで116万9,000円ということでございます。

よろしくお願いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 

○教育委員会事務局長（山口義則君） ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

  まず89ページの18節備品購入費、こちらの50万ということで、これで十分かというふうな

内容かと思われます。こちらにつきましては、毎年この50万の中で約300冊を購入させてい

ただいており、この内容につきましては計画的に購入をさせていただいているところでござ

います。今のところ、利用者のほうからは特段の不足というような要望がありませんので、

このままで十分かと考えておりますが、そういう要望がありましたら、その際また財政部局

と協議をさせていただきたいと思っております。 

  それから、２点目の90ページ、15節の野球場観覧ベンチ撤去工事でございます。こちらに

ついては、ここ数年大変老朽化して、危険な状態であるベンチ部分の撤去を今回行わせてい

ただきますが、これにつきましては、協会団体とは協議はさせていただいているというふう

に担当のほうから聞いております。まずは危険な部分を撤去し、特に観覧がそれでできない

わけではないものですので、その状態でしばらく様子を見て判断してまいりたいと考えてお

ります。 

  以上でございます。 
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○議 長（浅岡 厚君） ４番、古川徹君。 

○４番（古川 徹君） ４番、古川徹です。 

  まず病院のほうからいきます。総額で１億600万ということでございますよね。メディカ

ルのほうへ４年間勤めればいいと。月割で返していただくと。この負担金そのものが今後ど

こまで続くのか、いつまで。 

  かなり2,000万という金額も大きな負担になっていると思うんですけれども、真水分の

26.5億、これとはまた別じゃないですか。そこに町の負担がかかっているわけですよね。そ

れ以外のものは一切かからないという約束でこの病院事業は始まっておりますので、その辺

から後づけで、今始まったばかりのことじゃないですけれども、これがいつまで続くんだか、

財政が圧迫されているじゃないですか。こういったものを含めて、県にやっぱり出資してい

ただく。この辺も県に面倒を見てもらうというお考えはないのか、再度お聞きしたいと思い

ます。 

  非常用トイレ、私トイレの件についてだけちょっと気になっていたものでお聞きしたかっ

たんですけれども、５種類のトイレということですよね、袋状のもので。要するに、水がな

くても詰められる400袋ということですよね。これも費用的にどんな細かい部分でいうと、

幾らかかるという細かいお答えがなかったんですけれども、トイレの件だけちょっと聞きた

かったもので。というのは、これも質問にしてありますけれども、マンホールトイレ、あれ

は周りを囲うだけで済むようなことで、費用的にもかなり抑えられるところもあると思いま

すので、その辺は考えていられないのか。質問の後に検討していただいているのかお聞かせ

願いたいと思います。どのぐらいの費用がかかるのか。 

  それと図書、89ページですけれども、300冊購入ということで十分満たしておりますとい

うような局長からの答弁でしたよね。満たしていないと思うんですよ。不足しているという

ことで、もう見飽きちゃって、もう見るものがなくて、図書室自体を余り使っていないと、

学校の中で。学校じゃなくて、これは公民館にあるやつ。学校に置いてある図書、そういっ

たものも含めてちょっと聞きたかったんですけれども、それはまたこれは別ですね。 

  それにしても、公民館に置いてあるだけにしても、もう見飽きちゃって、古いものばかり

だと、数が少ないという要望が出ているんですよ、現に。子供たちからも聞いているんです。

そういうようなところもあるから、今後もうちょっと予算を予算要求して増やすことはない

のかということを聞きたかったんですけれども、これについては再度御答弁は結構です。も

うこれは答弁ないと思いますので。増やしてもらえるように検討しますしか、ないと思うん



－210－ 

で、これは結構です。そのように要望があるということだけ頭に入れておいてください。 

  野球場のベンチの撤去、協会との話し合いはされているということでございますけれども、

なくてもいいのか。協会はこれはなくてもいいって言っているのか、その辺を再度お聞きし

たいと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） それでは、私のほうから看護師の養成資金貸付金につきまし

ていつまで続けていくのかという御質問にお答えをさせていただきたいと存じます。 

  これについては看護師の充足状況を見ながら対応することになろうかとは思いますが、看

護師が毎年10％程度離職するといった状況にございます。そういった状況を踏まえて、一旦

打ち切りをいたしますと、その後に看護師が不足をした場合に、早急の対応が難しくなって

まいろうかと思います。というわけで、東千葉メディカルセンター、東金市とともに慎重に

検討してまいりたいと存じます。 

  それから、県に対する看護師の支援でございますが、県からはベテランの看護師さん、そ

れから中堅どころの看護師さんについて、派遣をお願いしているところでございます。今後

も引き続き包括的な支援を要請してまいりたいと考えておりますので、御理解をお願いした

いと存じます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 総務課長、秋原充君。 

○総務課長（秋原 充君） 災害対策費の消耗品関係、トイレの御質問にお答えをさせていた

だきます。 

  先ほど御説明いたしました洋式トイレに入れて使う袋状の処理するものでございますが、

総額で86万2,920円、袋の総数で１万3,600枚、１枚当たりの単価は63円45銭でございます。 

  それから、もう一つ御質問にありましたマンホールトイレの設置及び運用に関する御質問

でございますけれども、当初予算には含まれておりません。しかし、その辺の効果、利用度、

利用の便利さ、その辺を含めた中で、費用についてもう少し検討させていただきたいと思い

ます。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 

○教育委員会事務局長（山口義則君） ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

  野球場の観覧ベンチ撤去工事について、協会はなくてもよいと言っているのかという内容
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でございますが、特に今のところ要望は聞いていないところでございます。ただ、野球場施

設については老朽化が激しい部分もありますので、こちらについては今現在長寿命化計画を

立てるべく準備をしております。この中で全体的な部分と捉えながら、対策を図っていきた

いというふうに考えております。よろしくお願いします。 

○議 長（浅岡 厚君） ４番、古川徹君。 

○４番（古川 徹君） ４番、古川です。 

  病院につきましては、町長も言われているように、今課長も言われているように、毎回の

ように言っていますけれども、包括的なということはもう何かあったら面倒見ますよという

ことですよね。だから、町にこういう財政を圧迫されるような負担をなくしてくれというこ

とを求めるべきだと思うんですよ。言われたから、しようがないから取り組むんじゃなく。 

  確かに設立団体になっているかもしれませんけれども、最初からこういうことを負担して

くれってお願いされたわけじゃないでしょう。その辺は後づけでこうやって、ここも面倒見

てやってくれということを後づけしてくるというのがよくないと思うんです。だから、そこ

も県にしっかり包括的な支援をしていただけるようにするべきだと思いますけれども、再度

課長のほうからそのような要望するのか、お聞かせ願いたいと思います。 

  それと、非常用トイレですけれども、１袋当たり63円って言いましたよね。企業的にはか

なり安価なものかなと思いますけれども、使うほうからすれば、やはり汚物ですから余りい

い気持ちはしないと思うんです。ですから、前から提案していますけれども、マンホールト

イレというのはそのまま流せるもの、もともとはそのものを流すものじゃないですけれども

ね。ただ、そういった活用を他の自治体でも結構されているところもありますので、今後検

討していただけるということでございますので、対策のほうをひとつよろしくお願いしたい

と思います。 

  それから野球ベンチのほうですけれども、協会からは特につくってもらいたい、また設置

してもらいたいという要望がないということでございますけれども、野球場で観覧ベンチが

ない野球場なんて見たことありません。やっぱり野球場ですから、しっかりした施設の管理、

その辺をしていかなければ、今後利用率も下がってくる可能性もありますので、本来ならば、

夜でもできるライトをつけてやってもらいたいぐらいですけれども、そこにはやはり近所の

方々の御迷惑、虫が寄ってきたりなんかということも聞いていますので、そこまでは言いま

せんけれども、やはり観覧ベンチぐらいは設置してもらえるように、協会のほうがいいとい

うんだったらいいんですけれども、そういうふうにしていかなければ、今後の利用率も下が
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ってくるおそれもありますので、取り組みのほうよろしくお願いいたします。 

  病院に関して再度お答えいただきたいと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） お答えさせていただきます。 

  議員おっしゃるとおり、包括的な支援を今後も求めてまいります。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

  ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） ６番、荒木です。 

  初めに、95ページの給料なんですけれども、その他の増減分の中で、退職による増減と採

用による増減、その他の増減とございますけれども、退職によるマイナス減ということなの

で、この辺の内容をお聞かせいただきたいことと、人員不足にならないかちょっと心配をし

ております。その辺をまず一つお聞かせください。 

  それから、76ページ、２目11節需用費、消耗品費、先ほど飲料水等を説明していただきま

したけれども、液体ミルク、これの配置はどういうふうになっているか。近隣自治体ではも

う配備されているところもありますので、その辺お聞かせください。 

  それから、87ページの18節備品購入費、庁用車の件ですが、先ほど庁用車配備ということ

でお話ありましたドライブレコーダーの件で、先輩議員からも御指摘ありましたけれども、

日中回る車に配備をされているかどうか。それから新車のときにつけることができないのか

どうか、そういったことをお聞かせ願いたいと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） 総務課長、秋原充君。 

○総務課長（秋原 充君） 御質問の初めに、人件費関係について御説明申し上げます。 

  予算書本冊95ページ、94ページから一般職の給料説明が始まりまして、この比較は、昨年、

前年度の当初予算書との人数、それから金額の比較でございます。それの95ページ下段

（２）給料及び職員手当の増減額の明細ということで、給料額総額がマイナス347万8,000円、

その他増減分でマイナスが1,349万7,000円。この内訳として、御質問の退職による増減でご

ざいますが、考え方とすれば、退職というのは、年度末退職者ですね、例えば定年でお二人

やめて、この方に関する給料が２人で2,000万だったとします。２人新採で雇用したと、こ

の者に２人に係る給料が600万だとします。そうしますと、マイナス1,400万がたつというこ

とのあらわし方。要はマイナスが定年でやめる方が多くて、若い採用だということは必ずマ
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イナスが立つということでございます。 

  採用による増減、これは新規に採用があったかないかで前年の採用者が２人であれば、今

年４人であれば当然増えると。単純にそういう前年との比較でございます。その他について

はそれぞれ個別のものの事項がございます。 

  それから、今度は76ページの２目非常備消防費、消耗品費222万9,000円のうち、116万

9,000円が備蓄食料関係でございます。 

  御質問の液体ミルクに関してでございます。液体ミルクに関しましては、何度か議会でも

御質問いただきお答えしているとおり、災害時においては有効な飲み物というよりも、お子

様にとっては貴重なエネルギー源でもあります。ただ、この液体ミルクについては国内製造

が始まってまだしばらくというところで、実際のところ厚労省から県を通して市町村宛てに

通知が来たのが２月に入ってからでございます。ただ、その中でも効果的であるので、取り

組んでいただけるようというような通知をいただいておりますので、当初予算のときには組

み込んではございませんが、今後の備蓄食料の要求に関しましては、当然のごとく液体ミル

クの購入も踏まえていきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） それでは、庁用車の件でお答えさせていただきます。 

  今回、教育委員会のほうは表にとまっているロングの長いバンタイプの車両になります。

これは人も乗れますし、荷物を運ぶというような機会もありますので、比較的利用頻度は高

い車両ではないかというふうには思っておりますので、当然つけるに当たっては、利用頻度

についても考慮は必要であるというふうには思っておりますので、御理解いただければと思

います。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） 総務課長、秋原充君。 

○総務課長（秋原 充君） 最初の質問のところで、１点お聞きいただいた項目にお答えして

ございませんでした。人員不足にならないかという御質問でございます。こちらも職員の働

き方に関しては、議会でもいろいろ御質問いただいている中で、総務課といたしましては、

まず各課が抱えている業務の量、それから各課が行う行政サービスの量等を踏まえて、各課

の人員状況、それぞれ各課の管理職から、その辺については事情を確認し、必要であれば新

規採用に赴くという形で取り組んでおります。 
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  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） ６番、荒木です。 

  まず95ページなんですけれども、経験のある方がおやめになって、新しい方がお入りにな

るということで、やはり仕事の内容がなかなかうまくいかないのかなという心配をしており

ます。配分ということで、フレキシブルな中途採用とか、そういうことはお考えにないのか

どうか、またお伺いいたします。 

  次に、87ページの庁用車の件ですけれども、町を日中ぐるぐる回っている車にどんどん配

備されていくかどうか、その辺の御予定をお聞かせください。 

  それからミルクに関しては、多分生産がまだ間に合っていないというような状況もあるか

と思いますけれども、もうできる限り早目に配備していただきたいと思います。それで、予

定がもしこれぐらいだよ、大丈夫だろうとかという予定が何となくわかっていればお聞かせ

願いたいなというふうに思いますけれども、この辺どうでしょうか。 

○議 長（浅岡 厚君） 総務課長、秋原充君。 

○総務課長（秋原 充君） 初めに、職員の新規採用に係る中途採用の御質問にお答えいたし

ます。 

  御存じのとおり、山武郡市内の市町におきましては、統一採用試験の制度をとっておりま

す。毎年５月に募集し、９月に１次試験を行い、その後それぞれの市町村で２次試験等行っ

て採用すると、この１年間の流れで取り組んでおりますので、今年の予定には入っておりま

せん。しかしながら、各市町とも職員の状況がだんだん厳しい状況が増えてきておりまして、

この採用のルールにつきましても見直しを図っていこうというのが、広域行政組合のほうで

も検討されてきておりますので、その辺のさらなる検討を町としても要望して対応をさせて

いただきたいと思っております。 

  以上でございます。 

  それから、液体ミルクの予定でございますけれども、今年当初予算分では先ほど申しまし

た備蓄食料、飲料用水を購入予定でございます。多分購入となれば、来年度以降の新規予算

要求でお願いをしたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） ドラレコの今後の状況ということなんですけれども、現在の
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利用状況、それから車両の利用状況、そういうものを見ながら進めてまいりたいと。今後新

車を購入する場合には、適宜その稼働状況を見ながら、設置の有無の確認はしてまいりたい

と。また毎年新車の購入につながらないとは思っておりますので、あいたときを見ながら、

他の車両についても状況確認して、設置についての検討を図るということで進めてまいりた

いと思います。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

（午前１０時２５分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時２６分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議 長（浅岡 厚君） ６番、荒木かすみ君。 

○６番（荒木かすみ君） 最後に１つだけお願いいたします。 

  この新規採用のときに、経験豊富な方をやはり入れていただくということが重要なことで

はないかなと思います。やっぱり新卒ということで、高校卒業の方とかが入ること多いと思

うんですけれども、そうするとオリ・パラ等で外国語に堪能な方がなかなかいらっしゃらな

いと思うんですね。ですから、こういったことで少し御配慮いただいて、また職員の働き方

等、しっかり御配慮いただけるようにお願いしたいと思いますが、この点いかがでしょうか。 

○議 長（浅岡 厚君） 総務課長、秋原充君。 

○総務課長（秋原 充君） 新規採用職員の枠の拡大だと思いますけれども、現在、新規採用

職員の年齢制限は28歳まで上げてきております。やはり議員がおっしゃるとおり、経験のあ

る者の中から、試験の成績をもとによりよい人材を集めたいということで枠を広げておると

いうことでございますので、御理解をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

  ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） ８番、杉原正一。 

  ３点ほどまず質問します。 

  別冊のほうの13ページ、一般会計性質別歳出予算の状況について、これの８款公債費、公
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債費がここに書いてあるんだけれども、今後、現在の起債の残の総計でいくと、総額幾らに

なりますかということをまずお聞きします。 

  続いて、38ページ、目的別償還計画一覧表、それの一番下、計ね、これも同じく10年間の

償還の計画がここで出ているんですけれども、全て返すには総額で幾らになるかということ

をお聞きします。 

  それと、今度本冊のほう、26ページの20款諸収入、３項貸付金元利収入、３目の一般財団

法人千葉県観光公社から340万ほど入っているんだけれども、元利収入って書いてあるんだ

けれども、元金が幾らと利息が幾らになっているのかお聞きします。 

○議 長（浅岡 厚君） 杉原議員に対する町当局の答弁を求めます。 

  企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） それでは、まず起債の現在高ということでございますが、予

算書本冊の101ページのほうに調書がございます。平成30年度末現在の額としまして、61億

5,944万8,000円を見込んでおります。また、31年度中に起債の見込みと償還というものがそ

れぞれございますので、現時点での31年度末を見込んだ場合には、58億9,104万1,000円にな

るものでございます。 

  また、先ほど償還の部分の話もありましたので、一般会計で申し上げますと、附属資料の

当初予算案の概要のほうの38ページの計の欄にありますとおり、起債の償還は一般会計では

５億6,982万4,000円というものを、平成31年度では見込んでおるところでございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） 私のほうからは、予算書本冊26ページ、20款３項３目、一般

財団法人千葉県観光公社貸付金現元利収入についてお答えさせていただきます。元金ですが、

平成24年に3,400万を貸し付けしておりまして、毎年340万ずつ返済をしていただいているも

のでございます。利息につきましては無利息というところでございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） ８番、杉原正一。 

  企画財政課長、私が聞いているのは、総計、起債の残とかじゃなくて、公債費として毎年

払っていくものの、さっきの61億というのは総額、要するに今58億幾ら借りていると仮定し

ますよ。これはみんな利息がつくんでしょう。利息がつく、利息を加えたものがどのくらい
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になるかということ。 

  もう一つは、地方債を借りるわけですけれども、利息のないものというのもあるんだかど

うだか、町が借り入れしているやつで。 

（発言する者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

（午前１０時３３分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時３５分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） とにかく元金については先ほど申したとおりでございます。

利息のつかない起債というものはございませんので、御理解いただきたいと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） ８番、杉原正一君。 

○８番（杉原正一君） 今、町も利息のない起債はないと。先週の教育常任委員会で病院に対

する貸し付けに対して利息はどうですかと、利息の金利は何種類かあるかって課長から答弁

いただいて、安いのは0.01とかって聞いたけれども、それがどうして一般財団法人観光公社

に利息なしで貸しちゃっているのかなということを質問します。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） 千葉県観光公社の貸付金に係る利息ということでお答えさせ

ていただきます。 

  千葉県観光公社に運用していただくというところで、地域振興に役立つというようなとこ

ろから、その辺を利息という捉え方というふうに認識しております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑ありませんか。 

  10番、細田一男君。 

○１０番（細田一男君） 10番、細田。 

  ３点ほどお聞きします。 

  本冊の67、69、71ページ、その中で、６款１項２目商工業振興事業、６款１項３目の観光
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振興事業、もう１点が７款２項３目生活道路排水整備事業、この３点。 

  最初は、67ページの６款商工費、１項商工費、２目の商工業振興費、節19負担金補助及び

交付金、この中で商工会400万、その下に地域ブランド振興事業補助金200万、商工会さんに

補助金が毎年400万円が出ているんですけれども、先ほども朝の会で課長からあったんだけ

れども、ずっとお尋ねしている指定管理者を受けていた商工会さんの指定解除を受けた海の

駅の手数料収入は、1,000万は昨年度寄附金という名目で町のほうへ納入していただいて、

その残額2,960万かな、800万を商工会の中で会館建設積立金ということで800万は予算化さ

れていると。残り2,160万は協議したのかな。なぜこういうことを聞いているかというと、

普通だったらもう１年前の話なんで、12月までに予算組みする間に、商工会さんと残額を、

まずは協議したのかしないのか、その点。 

  それと、地域ブランド振興、この200万、どういう目的でそれは計上されているのか。 

  次に、６款１項３目観光振興事業費、観光協会補助金100万、この補助金の100万の金額の

見積もりというか、金額がなぜ100万円になっているのか。 

  それと、71ページの７款２項３目生活道路排水整備事業、この中で節の委託料、13節の委

託料、排水路等整備測量設計業務委託料245万2,000円、この目的はどこにあるのか。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） お答えさせていただきます。 

  海の駅前指定管理者の商工会との協議についてですが、現在協議中でございます。 

  それと、ブランド振興補助金の目的でございますが、九十九里町のまち・ひと・しごと総

合戦略で、新たな特産品の開発と地場産品のブランド化を施策として掲げておるところでご

ざいます。この九十九里ブランド開発事業などに取り組むこととしております。 

  このため、旧豊海保育所施設を拠点として、雇用の創出や交流人口の増加、地域ブランド

力の強化等による地域経済の活性化につながる企画を提案募集したところ応募者がありまし

て、その応募者がデザイン、ブランディング等の支援、加工・製造、受注、発送までを行う

ということがございます。そういったことがございまして、総合戦略に掲げた施策を推進す

るため、企画提案者が実施する九十九里地域ブランド振興事業に対して、補助金を交付する

目的でございます。 

  観光協会の補助金の算出でございますが、観光協会では、日の出の遥拝ですとか、海開き

とか、諸事業を予定しております。そういった事業費の助成の一部として100万円を予定し

ているところでございます。 
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  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） まちづくり課長、古川富康君。 

○まちづくり課長（古川富康君） お答えさせていただきます。 

  71ページの排水路等整備測量設計業務委託料245万2,000円、これにつきましては、粟生地

先における排水整備を検討しておりまして、自治区からも要望がありまして、冠水箇所を解

消するために測量設計を実施しまして、32年度、一応工事を検討している状況でございます。

場所ですけれども、粟生納屋の龍神神社西側付近から宿の天照大神社の東側付近約50メート

ルのところを改修をするための設計となっております。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） 10番、細田一男君。 

○１０番（細田一男君） 10番、細田です。 

  商工会の400万の補助金をなぜ聞いたかというと、何度もしつこいんですけれども、海の

駅の残っている2,160万、予算組みするのに、町と協議をして商工会も町が協議して、商工

会さんが入れてくれないのか、もらえるのかを協議しないで予算組みできないでしょうよ。

違うの。きのうのことじゃないよ、始まったのはもう２年前だよ。 

  そして、丸１年たっていって、３月を待たないと最終的なトータルが出ないんで、今３月

待ちですということでやっていて、３月末になって出たら早速協議して、12月の予算組みの

ときにそれを入れるか入れないかを協議しなきゃいけないでしょうよ。もう予算を組んじゃ

って、今は協議中、いつだということで、協議って決着つくの。先般連絡したら、金曜日商

工会さんに夕方町のほうで協議をしたいということで足を向けているらしいじゃないですか、

それはこの問題じゃなかったの。 

  なぜ聞いているかと、関連しているんだけれども、観光協会さんが少ない予算の中でこう

いうパンフレットをつくった中に、九十九里町商工会さんの紹介が載っているのよ。見ても

らったと思うんだけれども、この中には地域の活性化のために、地域住民有志と一緒に「魚

魚餃子」を開発して、今盛んにＰＲをしていますとなっているんだけども、これは不正受給

で却下された問題なんだよ。それがそのままイメージで、商工会がここに載せているという

のはおかしいでしょうよ。こういう事業ができなかったというので載せるんならいいけれど

も、どこにお金の使い方をしているのよ、課長。 

  地域ブランドは先般の豊海保育所の問題で出てきた問題だと思うんだけれども、これだっ

て同じですよ。一個人に提供する施設は無償で提供して使ってもらうという中で、200万の
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補助金を出したと。先般の説明の中で、本体じゃなく、その親会社らしきコンサルタント会

社に調査をするような仕様で200万補助したと。その200万が本町の厳しい財源の中で捻出で

きないんで、ふるさと寄附金、その中から利用したということなんだけれども、財源がない

中でそういう事業をやっている。そこは非常に私おかしいと思うんだよね。 

  あと観光協会補助金100万、先般観光協会の役員会の中で、町から繰越金が多少あるんで、

半分ぐらいに町に納入してくれないか、返してくれないかなんて依頼があったらしいんだけ

れども、おかしいじゃないの。観光立町、観光立県ってうたって、観光をこれから事業とし

ていく本町は、基幹の団体である観光協会の繰越金67万に目つけて半分返してくれって、親

が子供の財布をいじくるようなものだよ。課長、どう、この間も聞いたけれども。 

  観光でいきましょうよ。地場産業育成、それはすばらしいことだけれども。この中にうた

っているんだよね、事業の概要で。観光客の誘致及び観光施設、海岸美化等に関する事業に

補助金を出すと、観光関連団体の負担金及び補助金、こういうふうにうたいながら、観光協

会に68万何がしろの決算書を持ってきているけれども、そのうちの一部を返してくれとか、

町に納入してくれって話が出ること自体おかしいじゃない、課長。そりゃ課長は課長の立場

で、一生懸命財源を守ってくれているんだから、気持ちはわからないことはないけれども、

1,000万とか１億を出している中の10万や20万、30万ならいいよ。２年ぐらい前にありまし

たよね。各種団体に補助金の見直しで、総５％下げてくれと。財源を絞るのはまことに結構

なんだけれども、何もできないじゃないですか。地場産業育成、産業振興、観光事業促進、

名目はいいことうたっているんだけれども、実態が伴わないんじゃないの。両課長、答弁お

願いします。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） 商工会との協議については、現在継続して協議中でございま

す。 

  それと、商工会の補助金、観光協会の補助金、ブランド産品、ブランド振興事業補助金に

つきましては、いずれにしろ補助事業でございまして、補助金を交付するに当たっては、実

績報告に基づいて交付することとしております。その中で本来の目的に使われていれば、支

出もあろうかと思いますが、さきの観光協会に関しましては、今までの留保財源等を加味し

た中で、精算的なこともあり得たというところでございます。いずれにしましても、実績に

基づいて交付をしてまいるというところでおりますので、御理解のほどよろしくお願いいた

します。 
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○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） まず一つお答えさせてもらいますが、５％のカット、一律カ

ットという指示は出してはおりませんので、それは何かの行き違いがあるかと思います。 

  それと、今の観光協会のお話ですけれども、これはこの議会の席の中でも、補助金の内容

の精査がきちんとできているのかというような質問を受けているところもございます。それ

があったからということではございませんけれども、実績報告の中身を確認をさせていただ

いて、当初予算計上された額、事業計画もついてきましたので、そのとおりの額を交付をし

たと。 

  その後に決算の報告をいただいて、繰越金が前年度を上回るような繰越金残ということに

なりましたので、であるならば、昨年以上に繰越金が残る部分については精算という形で、

町のほうに返していただいて、100万が多少減るのかなと。ただ、次の年につきましても、

当初予算の中では前年と同額の100万円ということで、補助金のほうは用意させていただい

ておりますので、そういうことの繰り返しで、適正な事業内容と支出を繰り返していければ

ということでございますので、御理解いただきたいと思います。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） 10番、細田一男君。 

○１０番（細田一男君） 10番、細田です。 

  聞きたかった、期待していた答弁をいただいたんで、非常に質問の趣旨がよかったなと思

うんだけれども、産業振興課長にもう一度お尋ねするけれども、補助金を精査して、使用目

的等の報告書を、各種団体にそれぞれ所管の課長さんたちは担当係長に指示を出しているよ

ね。商工会にそれを出しているの、使途の目的と収支。受けているの。そういうのを受けて

いながら、空に浮いている2,160万は協議中なの。それも入れて協議しなきゃいけないでし

ょうよ。違うの。予算ってそういうものでしょう。財政課長はそうやって答弁しているよ。 

  この問題が起きたとき、これは海の駅の問題じゃないんだけれども、不正受給で事業をや

っておきながら、その後始末は全部我々が会員として納めている会費、あるいは町から出て

いる補助金、あとは県のほうからもらっている補助金等は全部一緒になって予算組みされて

いるんだ、商工会は。その中で、不正受給で事業をやった結果、損失が発生しているわけよ。

目に見えない経費が出ているわけよ。それだって我々が納めた会費の中から払っているじゃ

ないですか。 

  そういう後始末はきちんと報告されているの、見ているの。我々はこの不正受給があった
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ときに、商工会に少し報告受けなさい、監査しなさいって町長にお願いしてあったんだけれ

ども、これじゃ消しゴムじゃないですか。消しゴムしながらこういう事業をやっているんだ

よ。おかしいよ、それ。皆さんも職員もどの程度商工会の今の運営状況を持っているのが、

議員の皆さんが今商工会がどのように運営されているのか、詳細を皆さん確認できています

か、議会として。執行部もそう。我々議員も議会の一議員だから議会に関係しているんだけ

れども、そういう非常に大きい問題を精査しないで、予算組みするというのはおかしいよと

私は思うんですけれども、その点どうですか、町長どうですか。 

  町長も金曜日に協議に同道していたらしいんだけれども、これは町長の手腕ですよ、行政

運営する手腕。責めているわけじゃないですよ。詳細をみんな持っていなきゃ、その内容、

情報を。ずっとお願いしているように、執行部も議員も議会も町の運営に対する情報は共有

してくれってお願いしているんだから、きちんとしたような報告が出せるように、もう２年

になって、そのような報告が出せないということは、私非常に残念なんですけれども、町長

どうですか。担当課長を責めても、決裁権は町長が持っているんだから。どうですか。 

○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） 繰り返しになりますが、海の駅、前指定管理者の商工会との

協議は継続して協議中でございます。 

  それと、商工会への補助金につきましては、本来の商工会の事業に使われているかという

ところは確認をさせていただいておるところでございます。不正受給の問題については、既

に県等の監査を受けて、整理がなされているという認識をしております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

  再開は11時15分です。 

（午前１０時５８分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時１１分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

  12番、谷川優子君。 
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○１２番（谷川優子君） 12番、谷川です。 

  私は３項目、一般会計で質問するんですけれども、最初は３項目全部言いますけれども、

今度再質問、再々質問は一つずつ片づけていきたいと思いますので、御協力をよろしくいた

します。 

○議 長（浅岡 厚君） 谷川議員、１議案に質問は３回ですから。項目はありません、議題

が一つしかありませんので、だめです。 

○１２番（谷川優子君） だから３つ質問しますので、それに対して３回質問します。それな

らいいわけでしょう。 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

（午前１１時１２分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時１４分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） 20ページ、款14目１総務費委託金、国庫支出金、自衛官募集費２万

3,000円、これをまず一つ質問します。２万3,000円の国庫支出金がされていますけれども、

具体的にこの自衛官募集委託金の使い方をお答えいただきたいと思います。 

  それから、75ページ、款７土木費、目１住宅管理費、節15工事請負費129万6,000円、町営

住宅防水修繕工事129万6,000円が予算化されております。しかし、町営住宅は大変もう古く

なっていて、修繕のお金が百二十何万ではとても済まないと思うんです。今後、町営住宅を

どのように町はするつもりなのか、計画をお答えいただきたいと思います。今貧困化の中で、

この町営住宅というのは大変重要な役割を持っていると思います。将来的にいつまでもこの

修繕費で対応するのかどうなのかお答えください。 

  それから85ページの教育振興費307万3,000円、320万6,000円、節20の扶助費、この準要保

護生徒就学援助費補助金、先日の説明では８人ぐらい増えたというお話でしたけれども、保

護者に対しての周知はどのようにされているのか。保護者の中にはいろいろお話を聞くと、

知らなかったと、３年間手続していなかったというお話も聞いているし、また利用ができる、

できないを、もっとわかりやすくしていただきたいという声も聞かれました。またクラスメ
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イトに援助を受けているようなことが子供がわかると困ると。 

  私のほうは教育委員会と学校と両方に申請を、就学援助に関しては受け付けをしてほしい

というお願いをして、今それはやっていただいていると思うんです。やっぱり憲法26条の第

２項で定められている義務教育費は無償が原則。だから学校教材など、なるべく公費で賄っ

て、また校外学習も安く済むように工夫してほしいなど、いろいろ話を伺っております。他

の自治体では、いろいろ工夫をされておりまして、学校では１月の入学説明会に全員生徒に

伝えるとか、いつでもその申請書と申請を、受ける、受けないはともかく、申請をとりあえ

ず誰でも申請ができるという体制をとってほしいと思うんですけれども、この８人増という

のは、どういった経緯でわかったのかというのがわかれば教えていただきたいと思います。

お願いします。 

○議 長（浅岡 厚君） 総務課長、秋原充君。 

○総務課長（秋原 充君） 予算書本冊20ページ、歳入、14款国庫支出金、３項の委託金の１

目総務費委託金、１節自衛官募集事務委託金２万3,000円の歳入でございます。 

  この歳入の理由でございますが、国の事務であります自衛官募集に関しまして、町の広報

紙に自衛官募集のための記事を掲載するための委託金でございます。年４回ほど自衛官募集

事務の委託を広報に載せるための委託金でございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） まちづくり課長、古川富康君。 

○まちづくり課長（古川富康君） お答えさせていただきます。 

  ７款５項１目15節工事請負費、町営住宅の屋根の防水修繕工事になります。粟生団地５号、

６号棟の屋根の防水シートが経年劣化等の理由により、一部が剝がれてしまっているための

防水工事費用として計上させていただいております。４月に実施予定でございます。 

  そして、今後町営住宅をどのようにするのかという御質問ですけれども、本町が管理する

町営住宅は平成31年２月末現在で、９棟18戸です。入居戸数は16戸、入居者数は26人となっ

ております。粟生団地、片貝団地ともに昭和55年に建設され、耐用年限が平成37年度までな

ので６年を残しておりますが、臨海部に位置する特性上、経年以上の老朽化が進んでおる状

況でございます。また、敷地は国有地を借りており、加えて町の津波浸水想定区域に含まれ

ております。 

  現在、空き状況ですけれども、片貝東団地に１戸、粟生団地に１戸ありまして、片貝東団

地は12月と２月、粟生団地は２月に入居募集を行っておりますけれども、申し込みがない状
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況であります。現有の町営住宅建設時と現在とでは、住宅事情が大きく変化しており、公営

住宅の応募倍率の低下や民間住宅の空き家、空き室の増加が進行していることなどからも、

一定の住宅ストックが形成されており、町が直接住宅を供給する必要性は下がっているので

はないかと、このように考えております。このようなことから、町営住宅のあり方について

検討をさせていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 

○教育委員会事務局長（山口義則君） ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

  85ページ、こちらの20節の扶助費の準要保護生徒就学援助費補助金ということで、この８

名増員になった理由をということでの御質問だと思いますが、こちらにつきましては、事前

に就学時健診等の際に、保育所、こども園、こちらへの周知を含めまして、入学準備金の該

当者を事前に確認をさせていただいています。これに基づいて、想定増数を計算させて、今

回当初予算に計上させていただいているところでございます。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） 12番、谷川です。 

  最初の自衛官募集の２万3,000円なんですけれども、今問題になっている、国会でもいろ

いろ問題になっている情報提供ですね、個人の情報提供、氏名、生年月日、出生、男女の別、

住所の４情報を紙媒体あるいは電子媒体で提供している自治体もあると。でも、これは歴代

の防衛相が国会答弁の中で自治体にはそういう義務がないということが答弁されています。 

  今現在、そういったことは九十九里町としてやっているのか、やっていないのか。また、

今後そういったことはやらないということなのか、それをお答えいただきたいと思うんです。

東金市あたりでは、自衛官募集の垂れ幕をしたりと、自治体によっては紙媒体、あるいは電

子媒体で住民の情報を出している自治体もあるということなので、九十九里町の状況をお伺

いしたくて、今質問いたしました。 

  町営住宅に関しては、課長は住民の必要性が今はない、下がっていると。一体何をもって

そういうふうに言っているのか。実際幾ら住宅がなくても、あのひどい状況では入りたくな

いという住民もいるわけで、修理を何百万かけるんだったら、計画的にこれから若い人たち

を呼び込むためにも、新しい町営住宅の建設を考えられたらいいかなと思うんですけれども、

それはどうなんでしょうか。 
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  それから、教育委員会のほうは大体わかりました。私が知りたかったのは、増えたという

ことは、増えた理由ではなくて、増えた経過を知りたかったんです。増えた理由というのは

当然基準に合致したから増えたんでしょうけれども、ただ住民により周知を、こういった形

で今までと違って、より周知をしましたと。ホームページや何かでもやっていただいている

のはよくわかるんですけれども、ただみんながみんなそういったホームページを見るわけじ

ゃないし、学校でのそういった周知の仕方、申請の仕方が変わったんですかという、そうい

った質問をしたんですけれども。 

○議 長（浅岡 厚君） 総務課長、秋原充君。 

○総務課長（秋原 充君） 自衛隊員の募集に関しまして、町から住民情報を提供するといっ

たようなお話でございますが、私そのようなルールや制度は存じ上げておりませんので、御

質問にはお答えかねます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） まちづくり課長、古川富康君。 

○まちづくり課長（古川富康君） お答えさせていただきます。 

  議員御指摘のように、応募者が少ない理由として、確かにもう老朽化した施設なもので、

募集をかけてもなかなか入居者が見つからないのが現状だとは認識しております。 

  しかし、今の建物自体につきましては、耐用年数経過後につきましては、用途廃止をして

取り壊しをしたいと。それと、それにかわるものとしまして、町営住宅制度に変わるほかの

供給方式としましては、民間住宅の借り上げとか、家賃補助なども考えられることから、コ

スト面なども考慮しまして、どの方式が最良か検討をさせていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 

○教育委員会事務局長（山口義則君） 先ほどの答弁について一部訂正をさせていただきたい

と思います。 

  まず、先ほど小学校費と勘違いしまして、中学校費のほうの質問だったんですが、小学校

費のほうの回答をさせていただいたんですが、現実的には、８名増えた内容につきましては、

小学校６年生の準要保護者、それを見込みまして増という形でしております。 

  それから、周知の方法というところでございますが、議会の一般答弁でもさせてはいただ

いているのですが、ホームページの充実、それと先ほども言いましたが、小学生については

就学時健診等での説明、それとあわせて、各小学校、学校だよりのほうで十分な周知をかけ
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させていただいております。申請先につきましても、議員からの話がありましたとおり、ま

ず学校への申請だけではなく、教育委員会での申請も可能となっておりますので、その申請

もしやすく変えているところが原因ではないかというふうに感じております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） わかりました。自衛官募集のことに関してはよく説明いただいてわ

かりました。 

  また、町営住宅に関しては、十分に住民のそういった状況を加味しながら、もう壊しちゃ

って、あとは民間借り上げといってもそう簡単には、借り上げるといっても、それなりのお

金がかかると思うんです。ですから、やっぱり町営住宅、公営住宅という役割があるので、

民間借り上げとは違うと思うので、よくそこはお願いします。 

  それと、教育委員会、増えたということは周知しやすくなったということで、周知徹底し

て、また申請しやすくなったということで大変いいことだとは思うんです。引き続き周知の

ほうお願いします。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

  １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  ５点ほど質問をさせていただきます。 

  まず、予算の概要の中の13ページ、一般会計性質別歳出予算の状況という一覧表がありま

す。いろいろ予算書を見させていただいた中で、内容が従来から変わっていない項目がほと

んどだと思います。そういった中で、ほとんどが経常的なものと私は考えられるんですけれ

ども、臨時的なもの、経常的なもの、この区分けの考え方と見直し、この辺をどういうふう

に考えているのかお尋ねします。本当に使えるお金があるのかどうか。これだとわかりづら

い。本当に31年度の予算の中で使えるお金が幾らなのか全くわからない。 

  それと、40ページ、基金残高の推移ということでありますけれども、31年度末の残高見込

み、この中で東千葉メディカルセンター整備事業基金11億1,642万5,000円になる見込みです

よということですけれども、要は、基金としての預金残高は1,000万、2,000万の残高ではな

いのかなと。あとの10億近い金額が運営費貸付金に回っている状況だと思います。そういっ

た中で、小計で22億7,880万、合計で29億6,224万2,000円というふうに表示はされています

けれども、これから10億円程度を差し引いたもので、要は財政力指数等、いろいろな指数に
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関して、算出をすべきだと私は考えているんです。 

  これだけの現状において、一番最後の合計の29億6,224万2,000円、この表示でいいのか。

あるいはもう一部貸し付けていますよと、資金が出ていますよという表示にして、それで指

数の引き直しをすべきだと私は考えますけれども、その辺の担当課の考え方の説明を求めま

す。 

  ３点目、今度は本冊にいきます。66ページ、５款農林水産業費、１目水産業振興費、13節

委託料並びに14節の使用料及び賃借料、この中のいわしの交流センター指定管理料300万円、

冷凍冷蔵庫借上料321万9,000円、システム借上料123万8,000円、こういったものがいろいろ

出てきております。産業振興課と教育委員会にまたがる費用があろうかと思います。総体で

1,100万ぐらいにはなろうかと思います。これを超えるんじゃないかなと思っております。

その中で、66ページの指定管理料の300万、もしくは使用料及び賃借料、この費用負担をど

ちらかを削減もしくは削除できないかということの質問を３点目としてさせていただきます。 

  それは何でかということを申し上げますと、平成29年度の海の駅九十九里の決算を見ます

と、売り上げに対して原材料は1.2％です。そして売り上げ総利益が98.8％です。ですから、

ほとんど売り上げたお金が要は利益につながると。その利益から販売費並びに一般管理費、

これがそれ相当のものがかかってきますけれども、そういった中で、今まで27年、28年、29

年の３年間の実績を見ると、合計で利益剰余金が2,965万円です。平均すると１年に1,000万

利益が出ている状況です。ですから、この指定管理料300万を削除するか、それか借上料、

使用料、こういったものを削減して、指定管理者に向けるか。その辺の考え方を教えていた

だきたいと思います。 

  ４点目、今回の予算編成において、基金計上しない理由を教えていただきたい。せんだっ

て12月５日にいわしの交流センター及び周辺施設整備基金、この条例が制定がされましたけ

れども、要は第２条の中に、基金として積み立てる額は一般会計歳入歳出予算で定める額と

しているわけです。ですから、今先ほども質問の中で回答していましたけれども、現在協議

中だというような表現を使っていますけれども、要は27年、28年、29年の３年間の総体の

2,965万円、この３カ年の協議をしていただければ、私はいいかと思います。 

  それで、30年４月、１カ月間を、要は交代するがために前指定管理者が１カ月間営業しま

した。これはマイナスだろうが、マイナスというふうに私は聞き及んでおりますけれども、

この１カ月間は、私は見なくていい。ですから、過去の27、28、29年の３年間の中で、資金

を納付していただくということが一番大事かと思います。ですから、先ほどからの回答では
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私は納得ができません。 

  その2,965万の中で、800万円が九十九里町商工会の本会計に移されております。当初29年

度までは、海の駅運営安定引当預金というふうに科目計上がされていました。平成30年度、

今年度になって、会館修繕建設引当預金、これに変更が、私はされたんじゃないかなと。そ

の予算の中で変更しますよと出ているんです。この根拠を町行政として認めていいのかどう

か。まず2,965万円の３年間の剰余金を納付していただくことと、800万円の本会計に移して、

科目を変えるということがこれが適切なのかどうか。町行政として答弁を求めます。 

  最後の５点目、これについては一般会計予算並びに特別会計予算６事業と事業会計があり

ますけれども、総体の中で質問をいただきます。要は、全体で、一般会計予算等７事業、こ

れを加えると人件費が相当な金額になってこようと思うんです。一般会計だけでお答えいた

だいていますけれども、私は町全体の総体の中での人件費、これを検討すべきだと。もう従

来から私は申し上げておりますけれども、総体でいくと12億、13億の人件費になろうかと思

います。その辺の増減状況がどうなのか。毎年上がっているかと思うんです。職員数が減れ

ば、その辺の前後はしますけれども、その辺の増減状況、それと、山武郡市広域行政組合、

それと山武郡市広域水道企業団、東金市外三市町清掃組合、この各組合の負担金、この推移

状況をやはり３年間どういうふうになっているのか教えていただきたい。 

  それと起債借り入れ状況ですね、一般会計及び病院事業会計、それと農業集落排水事業会

計、これをひっくるめると、総体の借り入れが約90億円近くになろうかと思います。ですか

ら、これも総体、一般会計だけではなくて、総体の中でどういう位置づけにあるのか、要は

推移状況を教えていただきたいと思います。 

  補助金についても、しかるべき交付先、もうずっと見てもほとんど変わらない。一部減っ

ているものもありますけれども、その見直しをどういうふうに考えているのか。 

  システムの委託契約、これも内容をほとんどわかりません。数字で示されてはいますけれ

ども、そのシステム委託契約料、金額だけで、内容とか具体的なもの、要は過去の３年間の

実績がどういうふうになって、この31年度の予算化がされているのか、主な項目について説

明を求めます。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

（午前１１時４２分） 

───────────────────────────────────────────────── 
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○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時４３分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議 長（浅岡 厚君） 髙木議員の質問に対する当局の答弁を求めます。 

  企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） それでは、附属資料、当初予算（案）の概要の13ページのと

ころでございますけれども、経常的なものと臨時的なものということで御質問ございました

が、これについては決算統計のルールに基づいて、それぞれ仕分けがされておるところでご

ざいます。 

  まずは経常的なものの支出ということで、見てのとおり、人件費等はここの欄が数字が大

きくなっております。臨時的なものの人件費というのは、今年ですと選挙があったりします

ので、その投開票に係る事務に従事していただいた立会人の皆様の費用であったりというこ

とになっております。投資的経費の欄を見ていただきますと、基本的には経常的なものでは

なくて、臨時的なものとして工事等が行われるということになりますので、ここの欄が大き

くなっていると。公債費については、経常的なもののほうに振り分けられておるということ

でございます。 

  議員が前からもお話のとおり、義務的経費というものがかなりの全体の中に占める割合が

大きいということになりますので、自由になる部分はどうなんだといったときには、前から

のお話のとおり、全体の中からこの義務的経費を除いた部分の中で、事業が動かせるものが

限定されてしまうということでございますので、この点については、どれだけ確保できるか

というように考えなきゃいけないところであると思いますけれども、歳入がなかなか伸びが

見込めない中にあって、人件費については先ほど総務課長のほうからも話がございましたが、

人員の減少等があった場合には減る可能性はあるかもしれませんが、今度は減ったらば、そ

れで人的に足りるのかという、そういうジレンマのところもありますので、人件費の部分、

また扶助費については増加の傾向にあるというような中で、なかなかバランスをとるのは難

しいというのが現状であると思って内容は見ております。 

  ただ、分け方については、冒頭お話しましたとおり、決算統計のルールということで、臨

時的なものと経常的なものを分かれておりますので、この点については御理解をいただきた

いと思います。 
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○議 長（浅岡 厚君） 産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） 私からは、本冊66ページ、５款３項１目水産業振興費の13節

委託料、いわしの交流センター指定管理料、それと14節使用料及び賃借料、冷凍冷蔵庫借上

料、システム借上料の費用について軽減できるものがないかというところの質問でございま

すが、いわしの交流センター指定管理料については、指定管理に係る費用として、管理料と

いうところで支出しておるものでございます。 

  また、27年から29年間の利益のある中では、減らせないのかというところだと思いますが、

利益があれば、その辺については協議というところで対応してまいりたいと、減らせるもの

であれば減らしていきたいと考えております。 

  それと、前指定管理者の利益剰余金についてでございますが、27年度から28年度の利益剰

余金のうち、1,000万円を昨年寄附いただいた。残りの剰余金、それと去年４月１カ月の期

間の分も含めて、決算が確定する本年３月31日をもって確定しますので、協議をしていくと。

協議については現在協議中でございますので、その辺を取り扱ってまいりたいと考えており

ますので、よろしくお願いいたします。 

  私からは以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） それでは、私のほうからは、平成31年度当初予算（案）の概

要、40ページ、基金現在高の推移について、その中で東千葉メディカルセンター整備事業基

金の平成31年度末現在高の見込み、11億1,642万5,000円の内訳について御説明をさせていた

だきます。 

  この中で基金から運用といたしまして、東千葉メディカルセンターへ貸し付けたものが９

億6,027万6,000円でございます。また、預金として残っておりますのが１億5,614万9,000円

でございます。なお、この表記の仕方でございますが、決算書においては２つに分かれて表

記してございます。予算の中では一本書きということで御了解いただければと存じます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） 続きまして、私のほうからは、先ほど組合の負担金というお

話が出ました。３年間ということでありましたけれども、手元に29年のものを資料持ち合わ

せてございませんので申しわけないんですが、昨年との比較というところで申し上げますと、

行政組合の場合、一般会計の部分で1,512万1,000円、4.1％の増加ということになっており
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ます。清掃組合につきましては、昨年よりも今年のほうが200万ちょっと増えておるかと思

います。この点については、昨年までですと、施設の起債の償還等が終了した後でしたので、

若干下がったというふうに原課のほうから聞いております。 

  山水のほうにつきましては、水道事業については、高料金対策等での支出が、県との関連

で上がったり下がったりということが繰り返されると。また、九水に関しましては、震災時

等の供給管の対応ということで、やはり耐震性のある管に入れかえという工事等も今進んで

きておりますので、その工事の進捗状況によって負担金の増減が発生するという、そういう

性質のところを持っておりますので、御了解をいただければなというふうに思います。 

  人件費の増減につきましては、やはりこれは人の数によってもかなり違ってまいります。

全体的には、他会計等もありますけれども、やはりそこの場に行った職員の職によっても、

会計の中に占める人件費の額というものが、各特別会計ごとに微妙に変わってしまう場合は

ございますけれども、全体に言えることは、やはり職員の数が増えるか減るかによって、か

なり大きく人件費のほうは変化してくるというふうに思っておりますので、この点について

は、適正な職員管理ということで、総務課のほうとも調整、協議しながら、予算のほうは進

めておるところでございます。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  まず１項目め、一般会計性質別歳出予算の状況、ルールに基づいてということの、いつも

の回答ですけれども、要は重要なことは実態に合わせての状況をどういうふうに町行政が把

握しているかということなんです。ですから、いろいろな事業にまたがることも多々あろう

かとは思いますけれども、やはりこの辺のルールの見直しをぜひ提案なりしていただきたい

と私は思っています。 

  ２点目の基金現在高の推移ということで、健康福祉課長がお答えいただきましたけれども、

私は問題としているのは、企画財政の問題として、要は基金の中からもう９億6,000万貸し

付けちゃっているわけですよ。今の東千葉メディカルセンターの運営状況からすれば、今回

も千葉県の追加財政支援30億円の承認がおりたようですけれども、これをもらっていながら、

償還が本当に可能なのか。あとはその９億6,000万円を減額した合計数字で、町の指数を当

てはめたときに問題が生じてこないのか。そういうことを私は申し上げているのです。だか

らこの内訳ではないんです。その辺をもう一度質問をさせていただきます。 
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  それと３点目、いわしの交流センターの指定管理料並びに使用料、賃借料、管理料として

支出されているということであれば、全体の中で考えてください、課長。削減できるものは

あるはずですよ。ほとんどが町行政の費用負担によって運営されていると。売り上げ総利益

が98.8％ですよと。だから雇用の創出とか、いろいろ地域活性化はしていただかなくちゃい

けない。しかしながら、出していいものと、削減しなくちゃいけないもの、この辺の区分け

をもう一度どういうふうに考えているのか質問をいたします。 

  それと、いわしの交流センター及び周辺施設整備基金、この計上をなぜしないのか。それ

で、要は30年度の４月だけの１カ月間の決算を待ってということで、再三協議中ということ

ですけれども、この１カ月間は考えなくていいですよ。27、28、29年の３年間の2,965万、

これをどういうふうにするのか、もう一度説明を求めます。 

○議 長（浅岡 厚君） 髙木議員、予算についてやってください。 

○１番（髙木輝一君） だから予算についてですよ。 

○議 長（浅岡 厚君） これは決算になっちゃいますから。30年度の決算になっちゃいます

から、予算について質問してください。 

○１番（髙木輝一君） そこでとめないでくれる。要は27、28、29年度の指定管理者の３年間

の実績、これが2,965万円あるわけですから、1,000万円の納付だけでなくて、残りの1,965

万について納付を求める。そして、一般会計に入れて、基金になぜ計上しないのか。もう一

度質問をします。もう30年度のことは申し上げませんので、過去３年間の実績の中での回答。

何でもし仮に４月の決算を待っているんであれば、こんなのは二、三カ月すれば出ちゃうこ

となんですよ。それを何で１年間引っ張るんですか。そのほうがおかしい。 

  最後の一般会計、特別会計、事業会計、この総体の人件費、行政組合に対する負担金と、

その中で借入金も３カ所にまたがっています。それとシステムの委託料、これもいろんな関

連部門があります。補助金についてもしかり。そういったものを過去３年間一覧表でわかる

ように、どういうふうに増減がしているのか、推移状況をつくっていただきたい。こういう

ことを知らせることが、この一般会計における一番大事なところじゃないのかな。わからな

い中で賛同ということは、私はできないので、以上の件について再質問します。 

○議 長（浅岡 厚君） 髙木議員、組合の件は要望でよろしいですね。質問じゃなくていい

ですね。 

  答弁を求めます。 

  産業振興課長、南部雄一君。 
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○産業振興課長（南部雄一君） お答えさせていただきます。 

  指定管理料の300万円につきましては、海の駅九十九里の管理運営費として交付をしてい

るもので、管理をした結果、赤字になれば補塡するというようなものでもないですし、これ

で利益が出れば返せというようなものでもないというふうに考えております。 

  それと、冷凍冷蔵庫、システム使用料については、町が契約して入れているものでござい

ます。その予算とすれば、31年度に予算計上した金額を１年間で支払う見込みとしてござい

ます。 

  指定管理者の側で収益が上がれば、その収益の取り扱いについては、必要があれば協議し

てまいりたい。少しでも軽減につながるように協議してまいりたい。 

  それと、基金の計上でございますが、現時点では幾らの額か算定できておりません。具体

的に算定できれば、また補正予算等で対応を考えております。 

  それと、27、28、29年の利益剰余金につきましては、27年度の利益剰余金は、私のほうで

把握しているのは946万2,590円、28年度については765万5,946円というふうに把握しており

まして、29年度が453万2,035円、合わせて2,165万571円。この中には議員御指摘の800万円

は別だと、加えて800万というところで2,900万何ぼになるかと思います。この金額、全てを

協議の取り扱いの対象として捉えておりまして、現在も継続して協議中でございます。御理

解のほどよろしくお願いします。 

○議 長（浅岡 厚君） 企画財政課長、木原正幸君。 

○企画財政課長（木原正幸君） それでは御質問にお答えさせていただきます。 

  東千葉メディカルセンターの貸付金につきましては、償還計画に基づきまして、返済のほ

うが始まると。平成31年から元金部分についての返済が始まるということでございますので、

そのとおりに返済のほうは進んでいくものというふうに思っております。 

  それと、過去３年間の資料ということでございましたが、これにつきましては一度戻りま

して、どういうふうな整理ができるのかを確認をして、御提案する方向で中身のほうは作業

してみたいと思います。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  まず、先ほどの概要の40ページ、これについてもう一度、要因別にきちっと、私は、合計

が29億6,200万というふうになっていますけれども、20億程度しかないというふうに認識し
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ておりますので、その辺の説明を指数との関連も含めて、もう一度再作成していただけたら

ば、私はありがたいなと思っております。 

  それと、各行政組合、人件費、もろもろの補助金、委託契約、そういったものの全体の３

年間の推移状況をわかるように、誰が見てもわかるようにしていただきたいと思っておりま

すので、その辺は要望にとめます。 

  最後に、産業振興課長から再三協議中とか、いろんな表現を使ってやっていますけれども、

もうこの千葉県補助金不正受給、これはいつの問題ですか。それに基づいて、指定管理の解

除がされたわけですね。そうするともう遅過ぎる。その中で、66ページの管理料、赤字補塡

はできないから、赤字補塡になるわけないですよ。赤字にならないですよ。だから、そうい

ったところをまず数字を捉えていただいて、実際の問題として実態としてどうなんだという

ところを捉えれば、これは管理料要らなくなるんじゃないかな。 

  それで、どうしても出したいということであれば、年間の150万の賃貸料、これを増額し

てもらうとか、やはり決算前に協議するという条項があるじゃないですか。150万を300万に

してもらうとか、そういうこと。再三２階のフードコートの床を直してくださいということ

で言っていても、協議中、だからこの予算書に一般会計予算に全然入ってこないんですよ。

反映されないの。そこが問題ですよ。あんなに汚くして、みんなが要望出ているのに対して

も。 

  トイレも今年度中に完成するという見込みの中で立ち上げたものが、31年度になる。それ

と公園も年度をまたぎというような状況の中で、もうちょっと管理をしっかりしてもらいた

いんですよ。削れるものは削る、増額するものは増額してもらう、それが協議じゃないです

か。ただ向こうの話を聞くだけですか、協議というのは。私は違うと思うんです。それで、

この海の駅九十九里の問題について、町長もし御回答いただけたらありがたいんですけれど

も、どういうふうに今後やっていくのか教えてください。 

○議 長（浅岡 厚君） 髙木議員の質問に対する答弁をお願いいたします。 

  産業振興課長、南部雄一君。 

○産業振興課長（南部雄一君） お答えさせていただきます。 

  町への納付金、現指定管理者からの町への納付金につきましては、協定に基づく協議事項

という扱いでおりますので、利益等あるようであれば協議としてやってまいりたいと考えて

おります。 

  それと今後の海の駅の指定管理者の件だと思いますが、けさも説明をさせていただきまし
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たが、今月中に募集をしていきたいと。新たな指定管理者の募集に努めてまいります。決ま

ればまた議会へ議決案件として上程をしてまいりますので、御理解のほどよろしくお願いい

たします。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに答弁ありますか。 

  なければ、これで暫時休憩いたします。 

  再開は13時です。 

（午後 零時０６分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 零時５８分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑なしと認めます。 

  これで一般会計予算の質疑を終わります。 

  続いて、特別会計予算及び事業会計予算についての質問を行います。 

  質疑ありませんか。 

  16番、石橋和雄君。 

○１６番（石橋和雄君） 16番、石橋。 

  附属資料の17ページ、給食事業特別会計ということで、１点質問をいたします。 

  この予算書を見ますと、31年度の一般会計の繰入金が9,200万、諸収入が5,000万というこ

とで予算化されておりますけれども、昨年も今回の定例会の中で、補正予算ということで

100万が増額されておりますけれども、私の記憶の中で、この繰入金あるいは諸収入という

数字は、常に同額程度の金額で推移してきたと記憶しております。しかしながら、最近見ま

すと、毎年毎年離れていくなと、そういうように感じるところなんですが、これはいいこと

なのか悪いことなのか、もし悪いといったらどこに問題があるものなのか、その点について、

お尋ねをいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 
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○教育委員会事務局長（山口義則君） ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

  給食事業特別会計で一般会計繰入金と給食受託事業収入、いわゆる給食費、こちらの収入

の比率が大きくなっているという理由についてですが、一つは児童・生徒数の減少、また、

ここのところこども園化の関係もありまして、給食から自校給食に変わったりというような

ところもありましたので、まず、児童・生徒数の減少で給食費収入が結構下回っているとい

うこと、それと、２つ目につきましては、今回の調理従事者の職場環境の改善で、暑さ対策

や、施設及び各調理設備の老朽化、これに伴いまして修繕経費がかさんできていることが大

きな要因となっております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 16番、石橋和雄君。 

○１６番（石橋和雄君） そんなような内容は考えられるわけでございますけれども、ここ何

年となく食料、いわゆる賄い材料費用ですか、これ外部委託で賄っていると思うんですけれ

ども、この外部委託というものが効果的でこういう形になっているのか、その要因は全然な

くして、ただ単に児童数が減ってきたから諸収入が減ったんだよという意味合いでしょうか。 

  私はせっかく外部委託しているわけですから、その効果があらわれると期待するんですが、

いかがなものでしょうか。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 

○教育委員会事務局長（山口義則君） ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

  外部への委託ということですが、今現在の調理員、あと運送、配送ですが、こういったも

のを委託事業者に長期契約という形でさせていただいています。調理員等直営から委託事業

に変えたことで、まず、人件費の抑制が図れ、急激な経費の高騰が抑えられていると考えて

おります。 

  それとは別でございますが、運用面では大変大きなところがございます。従前は直営で退

職等、あと急病等があった場合、人員の欠員の補充がなかなかできないところでございまし

たが、今現在委託事業ということで、その補充が速やかに行われるという時点で、給食の適

正な運営、これに大きな貢献をされていると感じております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 16番、石橋和雄君。 

○１６番（石橋和雄君） ３回ですよね。 

  その意味はわかりました。児童・生徒が減少することによっての諸収入が減ったというこ
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とですけれども、それ以外にもこれ見ますと、予算書のほうに滞納額等94万6,000円、今回

載っておりますが、果たしてこの金額が妥当な金額なのかなということと、不納欠損という

ものがあるならば、これがどんどん減っていくのは当たり前じゃないのかなという気がしま

したんで、ちょっとお尋ねをいたします。 

  そして、一般会計繰入金のほうなんですが、今、工場です、作業所ですね。老朽化して、

そのために費用がかかるということでございます。となれば、当然ながらあれだけの大きさ

のものを確保してあるわけですから、児童・生徒が減れば減ったように作業面積だって減ら

したっていいんじゃないのかな、それによって作業所の費用もかかってこないんじゃないか

な、少しは減少できるんじゃないのかなという考え方もあるんですが、その考え方、それぞ

れ考え方ですから違うかもしれませんけれども、ちょっとその点についても質問して、なる

べくだったらば一般会計の繰入金も少なくしていければなと、そんな考えで質問しておりま

す。 

  以上、よろしくお願いします。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 

○教育委員会事務局長（山口義則君） ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

  まず、今の滞納額が適正かどうか、適正ではないというふうに判断しております。これに

つきましては、今現在、この収納額、滞納額が減るように鋭意努力しておるとこでございま

す。今年度につきましても大分努力して削減に励んでいるところでございます。 

  また、不納欠損につきましては、将来的には対応を考えなければいけないというふうには

考えておりますが、今現在、滞納者の資力調査、こういうものに重点を置いたり、居住調査

等にも重点を置いて調査をしておるところでございます。 

  この中で皆さんに説明できるようなものをつくりまして、今後、提案していきたいなとい

うふうには考えております。 

  それから、老朽化作業面積の縮減ということではございますが、調理場ですが、各区域ご

とに役割を設けております。この中で、実際に調理を行う、ゆでる機械が置いてある場所と

か、そういうことで役割がありまして、今の現状ではつくりが大変難しい状況となっており

ます。ですので、ちょっと変更が難しいということで御確認いただければと思います。よろ

しくお願いします。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

  ９番、善塔道代君。 



－239－ 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  給食会計、特別会計のほうで、７ページ、15節工事請負費、空調設備工事20万8,000円と

サッシ改修工事244万1,000円。これ、説明の中では暑さ対策のために、更衣室にエアコン設

置と、また調理室に断熱フィルムですか、張るという説明があったんですけれども、昨年の

９月定例議会で私のほうも決算のときに質問していただいて、本当に早急に対応していただ

きましてありがとうございます。 

  そこで、更衣室の広さ、更衣室はどのくらいの広さなのか、また何人使用しているのか。

そして、その調理室の断熱フィルムで対応が大丈夫なのか、お聞かせください。 

  ８ページ、２款１項１節の給食施設費の賄材料費、ここは前年度に比べて268万1,000円減

ということは、児童・生徒数が減ったってことでいいんですよね。それで、ちょっとこの概

要を見て、31年度の児童数、３小学校合わせて564人、中学生314人になっていると思います

が、この中学生を、今、最近ではこの給食費を無償化にしている自治体が増えてきている中

で、本町としては、この中学生だけを無償化にしたら町負担はどのくらいになるのか、お聞

かせください。 

  そして、全部言ったほうがいいんですよね。次の特別会計もね。これは１個でいいですか。 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

（午後 １時０９分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 １時０９分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） 国民健康保険特別会計で、16ページ、５款１項保健事業費の中の、８

節報償費で記念品、これも健康マイレージのポイント事業等に伺っているんですけれども、

ちょっとどのような記念品を考えているのか。また、どういうふうにこのポイントがつくの

か詳しくお願いいたします。 

  以上です。お願いします。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 

○教育委員会事務局長（山口義則君） ただいまの質問にお答えさせていただきます。 
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  まず最初に、給食事業特別会計、７ページの15節空調設置工事、こちらのほうのまず更衣

室の面積ということですが、大変申しわけありません。面積についてはちょっと、今手元に

ない状況ですので、後ほど御回答させていただきたいと思います。 

  ただ、こちらにつきましての利用者数については、最大で16名ということで使用している

状況です。 

  それから、次の断熱フィルムの効果ということでよろしいですかね。こちらにつきまして

は、うちのほうでも暑さ対策でどのような対応が図れるか、いろいろ検討させていただきま

した。この中で設計業者さんにも相談したり、建築業者さんにも相談した中で、いろいろ出

てきた中での提案という中で一番効果がある。それと将来的に問題がないかなということで

判断をさせていただきました。 

  それと、８ページの賄材料費の関連で、中学生のみを給食費無償化にした場合ということ

での質問でございます。 

  こちらについては、中学生に係る給食費ということで回答させていただきますと、中学生

314名、こちらで、今現在年間で1,796万800円、こちらが収入見込みをしている金額でござ

います。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 住民課長、戸田佳子君。 

○住民課長（戸田佳子君） 31年度予定しております健康ポイント事業の概略を説明させてい

ただきます。 

  ポイント対象事業といたしましては、まず、特定健診の集団健診、それから個別健診、そ

れと人間ドックの受診、また、各種がん検診、こちらについても対象となっております。そ

のほかに自分で自己ポイントをつけるものとして、健康まつりへの参加、それから自己申告

としまして健康づくりへの取り組み、それぞれ目標を設定していただきまして、30日間チャ

レンジをしていただきます。 

  例えば、週に３日、30分のウオーキングをするなど、または、１日３回の歯磨きを行うな

ど、御自分で目標をつけていただいて、それを実施していただくという内容になります。個

人で目標を立てづらいようでしたら、保健師等にも協力をいただきまして、こういう状態で

したらこういった取り組みをしたほうがいいですよというような相談も受け付けようという

ふうに考えております。ポイント事業の対象としては以上でございます。 

  今度は参加賞の関係なんですが、まずこちらの健康ポイントについて、カードのほうを最
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初にお配りしますので、それをポイントの対象付加点数がたまりましたら、申請に来ていた

だきます。その申請に来ていただいた段階で、どの御家庭でも必ず使う、まずごみ袋を直接

お渡ししようというふうに考えております。そのほかに1,000円相当の商品券というふうに

考えておりますので、そちらのほうは引きかえ券のほうをお渡ししまして、後日、事業年間

の間に何枚ぐらいの申請があったかというのを加味しまして、請求しまして、それを皆さん

に、今度はとりに来ていただくというふうに考えております。 

  ちょっとまだ予定の段階なので、内容変わるかもしれませんが、今予算をとった段階では

そのように考えております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  初めに、給食会計のほうで、更衣室の広さがわからないということで、わからないけれど

も16人は使用できるというんですね。現在何人いるのか、16人丸々いるんですか。働いてい

る人というか、そこで働いている、ロッカーを、更衣室を使っているのは今現在何人ぐらい

なのか。 

  それで、いつごろこのエアコン設置とか断熱フィルムが、工事が始まるのか。夏前にやら

ないと意味がないと思うんですけれども、いつごろ始まるのかちょっとお聞かせください。 

  次の、無償化の件なんですけれども、少子化対策とか子育て支援対策でやっている自治体

も増えてきているんで、本当に九十九里町も生徒・児童が少なくなってきている中、全部無

償化にするのは本当に厳しいと思うんですけれども、ちょっとポイントに、中学生にやると

か、中学３年生だけ無償化にするとか、何か考えができたらいいなと思っていますけれども、

その無償化について、再度どのように考えているのかお聞かせください。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育委員会事務局長、山口義則君。 

○教育委員会事務局長（山口義則君） まず最初に、更衣室の使用人数ということでお答えさ

せていただきます。 

  更衣室の使用人数については、先ほど16名と言いましたが、最大で16名ということで、契

約上は14名という形になっていますが、業者さんの更衣も含めて、最大で16名になるように、

協力いただいているところでございます。 

  それから、その工事関係の実施時期ということですが、早期に実施して、夏に間に合うよ

うに動きたいというふうに考えております。 
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  それと、無償化の関係ですが、今現在、給食費の無償化ですが、今現在の無償化の計画は

ないところでございます。財源との関係もありますので、今後、必要に応じて協議してまい

りたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  何か更衣室が狭いというのをちょっと聞いたんですよね。そこに14名入る。今多分14人い

ないんだと思いますけれども、そこで暑さ対策というか、できるならそれはありがたいと思

います。また、本当に調理室にエアコンができないのはちょっと残念ですけれども、この断

熱フィルムをやっていただいて、少しでも暑さをしのげればいいなと思っていますので、働

いている人たちの体調を管理していただくとともに、子供たちにおいしい給食をお願いした

いと思います。 

  無償化のほうを、まだ今は考えていないけれども、いずれは考えていかなきゃいけないか

もしれませんので、よろしくお願いします。 

  次が、国民健康保険、具体的に特定健診とか人間ドックとか個別健診とか、その事業に使

うということで、最初にカードをお渡しして、どこで印鑑押してもらうのか。こういう、例

えば特定健診だったら町のだからそこで判こ押してもらえますよね。だけど個別とか、人間

ドックとかというのは、どこに行ったらそういうふうにポイントがつくのか。また、そうい

うポイントをつけるところというのはどうしていくのかも考えてもらわないといけないと思

うんですよね。 

  そういうのもやっていきながら、４月から始めますよね。だから４月というか特定健診が

６月ごろかな、それに間に合うようにやっていくには、この周知を徹底していかなければ、

知りませんでしたで終わってしまうような気がするんですね。せっかくいいことやっていた

だくんですので、皆さんに浸透していかなければいけないと思うんで、ただ試しにやります

とか、そういうのではないと思うんですね。 

  国民健康保険から始めるということは、本来なら町全体がやる事業で、国民健康保険だけ

じゃなくして、社会保険の人たちも含めて町全体の、全部の町民さんがやってもらいたいん

だけれども、とりあえず31年度は国民健康保険事業のところから始めるわけだから、きちん

と計画を立ててやっていただかなければ、後々ずっと続いていくもので、ただただ暗にやり

ましょう、こうしましたというんじゃなくして、計画立てていただきたいんですけれども、
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その点、６月の前に周知とかしてもらわなきゃいけないんで、設定していただきたいんです

けれども、その点どう考えているのか。 

○議 長（浅岡 厚君） 住民課長、戸田佳子君。 

○住民課長（戸田佳子君） ４月早々から、いろいろな機会を通じまして皆さんに広報してい

きたいと考えております。 

  それと、ポイントの件なんですが、今の案の段階では、判こを押すとかそういうのは考え

ておりませんで、自己申告を考えております。特定健診やがん検診などは、こちらで結果が、

実は受けていただいたという結果は確認ができますので、御自分のほうで受けましたという

ふうに出していただくというふうに考えております。 

  特に、自分の健康の取り組みのほうは、本当に自分がやったことを書いていくので、この

辺は本当に自己申告だと信用するしかないかなというところはございますが、これをやって

いただくことが健康増進につながるというところで、まずは健康になろうというふうに取り

かかっていただくのが大事なことだと思っておりますので。 

  この事業が始まるということを、４月早々からいろんな機会を通じて広報してまいりたい

と考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） ９番、善塔道代君。 

○９番（善塔道代君） ９番、善塔です。 

  それこそ本当健康増進のために初めての事業ですので、何度も言いますけれども、計画を

しっかりと立てて、使いやすく、またポイントのほうも皆さんがためていただいて、記念品

を楽しみにしていると思うんですけれども、商品券とさっき言いましたけれども、町の商品

券ですか。町に商品券ってあるのかな。 

  それと、これで最後になっちゃうので、あと、31年度は国保のほうからやって１年間それ

やってみて、その後、後と言っちゃいけないけれども、町全体のほうに進められるように進

めていただきたいと思いますので、その点お願いしたいと思います。 

  ただ商品券。 

○議 長（浅岡 厚君） 住民課長、戸田佳子君。 

○住民課長（戸田佳子君） この事業が、ちょっとお金の面を今言いますと、保険者努力制度

につながる事業でございます。ポイントの一番いいのは、地元の地場産業というんですか、

そういう商工会さんやそのほかのいろいろ地元の企業とつながるのが一番ポイントが高いん

ですが、実はお調べしましたところ、現在、商工会さんでは商品券を取り扱っていないとい
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うことだそうです。 

  それで今、それを何にするかというのを大変困っていまして、一番簡単なのはクオカード

なんですね。それで、先ほど交換券を渡すというお話をしましたのは、少しずつ買うのがち

ょっと大変なのかなというところで、事業期間の間にどのくらい募集があるのかというのを

つかみまして、まとめて発注するほうが、もしかしたら効率がいいのかなというふうに事務

局では話をしております。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

  12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） 12番、谷川です。 

  特別会計、国保３号議案のまず９ページ、款６繰入金、一般会計からの繰入金。これは、

款６目１、これ法定内繰り入れのことだと思うんですけれども、前回よりも、前年度よりも

461万1,000円減額になっているんですけれども、これは、ちょっとこの間説明を聞き損なっ

ちゃったので、それを教えていただきたいと思います。 

  それから、17ページの特定健診等事業費、款５保健事業費、項２特定健康診査等事業のこ

となんですけれども、これは努力者支援事業ということで、受診率60％以上という、前回説

明があったと思うんです。その中で、ＡＩを活用する、あるいは保健事業というような説明

だったんですけれども、本当に60％以上の受診率を実現するのに、そういったことで、この

新規事業ということで大丈夫なのかどうなのか。もう一度、そこを詳しく教えていただきた

いと思うんです。 

  あとは、あとの特別会計は、また別でいいんですね。 

（「全部言う」と言う者あり） 

○１２番（谷川優子君） 全部言う。 

  後期高齢者医療制度、５ページ、款１後期高齢者医療保険料、特別徴収保険料と目２で普

通徴収保険料ということになっていて、あと、滞納繰越分60万6,000円というふうになって

いるんですけれども、この滞納者に対しての後期高齢者の保険証の交付はどのようになって

いるのか。 

  それと介護、第５号議案の介護保険特別会計予算の中で、この予算全体を見ますと、要支

援１、２が大分増えているという、前回の説明もあったんですけれども、要支援１、２は現

在の介護保険制度から外されて、地域の介護制度に変わっていると思うんですけれども、こ

の地域支援事業の中で包括支援センター、多分、要支援１、２が増えたということは、地域
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包括支援センター事務所での仕事が増える、増えたと考えられると思うんです。 

  その予算を見ると、確かに、前年度から比べて278万7,000円と増えてはいるんですけれど

も、この要支援１、２が増えるその割合と、地域包括で受ける仕事の割合が、どのように、

この予算内で本当に終わるのかどうなのか、それをお答えいただきたいと思います。 

  まず、国保制度からお願いします。 

○議 長（浅岡 厚君） 住民課長、戸田佳子君。 

○住民課長（戸田佳子君） まず、国保特別会計の繰入金のほうの減額の説明というところな

んですが、内容といたしましては、保険基盤安定繰入金の保険税軽減分、また保険基盤安定

繰入金の保険者支援分、こちらのほうが結果的に減ったというところでございます。予算ベ

ースでございますので、昨年、30年度当初予算は、税率が29年度税率で予算をつくってござ

います。この基盤安定につきましては、均等割と平等割の金額が減りますと、それに対する

補塡分の歳入でございますので、保険税が減ったことで、この部分が減るという結果になり

ます。 

  保健事業のほうなんですが、保険者努力のほうでは、特定健診の受診率と収納率に対しま

しては結果の数字が使われます。例えば31年度予算ですと、29年度の実施率の受診率が採用

になります。ですので、今後努力して受診率を上げていくと２年後に反映するという、保険

者努力では２年後に反映するということになります。 

  60％というのは、今、国が現在目指している60％以上というところで、現在まだ40％に届

かないところですので、今回の保健事業で、この20％を必ず上げられるのかと言われたとき

に、上げられますという答えはなかなかちょっとできないところなんですが、ＡＩにつきま

しては、近隣でも何市町か既に実施しておりまして、ある程度結果が出て、実績がございま

す。ですので、やることによって必ず受診率を上げることは可能かと考えております。 

  あと、保険者努力のほうで、町のほうでポイントとなっているものの中に、糖尿病等の重

症化予防の取り組み、対象者基準の明確化、かかりつけ医との連携、保健師・管理栄養士と

の指導を含む、重複多剤服用への取り組み、あと収納率向上に関する取り組みというのがご

ざいまして、それについては30年度から実施しております保健事業の一元化の中で、健康福

祉課のほうの専門職、保健師や管理栄養士の方たちに一緒に取り組んでいただきまして取り

組んでいるところでございますので、特定健診についての受診率につきましても、その御協

力を得まして、上昇していけるというふうに確信しております。 

  以上でございます。 
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（発言する者あり） 

○住民課長（戸田佳子君） 後期高齢者の滞納繰り越しの件なんですけれども、後期高齢者に

つきましては、ある時期に未納がございますと、半年の短期証というのが実施されておりま

す。現在、九十九里町で短期証の対象になっている方は、８名程度というふうに認識してお

ります。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） それでは、私のほうから介護保険特別会計についてお答えを

させていただきます。 

  まず、介護保険の本町の傾向について申し上げますと、予算を組みました平成30年11月現

在の状況から、平成29年の決算ベースで比較してまいりますと、要支援が25名増加したこと

に対しまして、要介護については34名の減少ということで、全体で９名減少したというよう

な状況でございました。 

  それから、要支援について、どのように経理しているかというようなお話だったかと思い

ますが、今まで要支援が地域支援事業に移った部分につきましては、要支援の中の訪問介護、

それから通所サービス給付費が地域支援事業に移ったと。これによりまして、17ページでご

ざいます。中段に３款２項の中に、19節介護予防サービス給付費2,905万9,000円とございま

すが、こちらが857万円ほど増額したものでございます。 

  それから、これによって地域包括支援センターがどのようなふうになったかというような

御質問だったかと思いますが、要支援者が増加したことというよりは、町の高齢者が6,000

人を超えてきたということで、これは地域包括事業の実施に関する基準を定める条例、この

中で3,000人から6,000人で職員３名としてございますので、週２それから３程度の職員の方

を１増して対応に当たっているところでございます。 

  地域包括支援センターにつきましては、これも29年度の決算ベースで申し上げますと、相

談件数1,668件ということで、１日当たり６から７件の相談を受けてございます。需要がか

なり高くなってきている状況であるというふうに理解しているとこところでございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） 一番最初の質問の一般会計からの繰り入れが減ったのは、法定内繰

り入れの住民の数が減ったというわけではないと。保険料そのものが下がったので、要する
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に入るのが少なくなったと。それは、今回広域になって全体が下がったという考え方で、認

識でいいんでしょうかね。 

  だとしたらね、やはり今まで九十九里町の最低の、要するに法定内繰り入れをされる住民

も高かったということになると思うんですよね、保険料がね、ほかの地域と比べて。ですか

ら、そこはもう少し、いわゆる法定内繰り入れの人と、また、あるいは法定内繰り入れをさ

れない境界線の所得の低い人を、もう少し下がったことを契機に、法定内繰り入れの拡大を

ぜひお願いしたいと思います。 

  それから、現在60％ぐらいの健康診断だと、特定健診、九十九里町は40％ぐらいですかね。

20％上げるということは、逆に何人ぐらい特定健診を受ける住民が必要となるんでしょうか

ね。数字がわかったら教えてください。 

○議 長（浅岡 厚君） 暫時休憩します。 

（午後 １時３６分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 １時３７分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議 長（浅岡 厚君） 住民課長、戸田佳子君。 

○住民課長（戸田佳子君） パーセントにつきましては、被保険者数減っていくことで人数は

ちょっと変わっていくのかなというところは実はございます。ごめんなさい、きょうちょっ

と数字を持ってこなかったので、予算書の中では、各健診ごとに人数はちょっと入っていま

して、ごめんなさい、ちょっと人数がすぐ出ません。後で回答させていただきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） ほら、単純に今40％で何人、全体が何人だと60％だとそこに掛ける

と数字が出るのかなと思ったので簡単に聞きました。すみません。 

  やはり、本当に本気で60％にしようと思うんだったら、住民健診あるいは健診の無料検診

を増やすとか、あるいは健診の場所を増やすとか、真剣にそういった対応を、数字もきちっ

とつかんで対応されないと、なかなかその60％というのは大変難しいんじゃないかと思うの

で、今後、細かく分析をしながらお願いいたします。 
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  後期高齢の質問なんですけれども、後期高齢者の数人の保険証がきちっと配られていない

ということになると、保険証ね、後期高齢の。高齢者なので全員に保険証は行き渡るように

強く希望します。終わります。 

  あと、介護特別会計で、今回、要支援１、２、要介護１の人が要支援１、２に振り分けら

れる制度となって、地域事業制度というふうに要支援１、２は、地域の制度になったと思う

んですけれども、やはり地域の仕事が増えるということは、包括支援センターの仕事が増え

るというふうに考えられると思うんです。 

  今回、地域包括支援センターの場所がちどりの里に移るということなんですけれども、も

う少し地域包括支援センターの職員の数、あるいは予算というんですかね、それはもう少し

考えてやったほうがいいと思うんですけれども、課長、どうでしょうか。 

○議 長（浅岡 厚君） 健康福祉課長、作田延保君。 

○健康福祉課長（作田延保君） 地域包括支援センターの職員、メンバーについてのことだと

思いますので、お答えさせていただきます。 

  現在、地域包括支援センターですが、社会福祉士、それから看護師、それから主任介護専

門員、いわゆるケアマネジャー、この３名体制で活動しておりまして、内容といたしまして

は相談を中心にマネジメントを行っているというような状況でございます。現在、看護師の

方が高齢になられているということで、その方にバックアップメンバーに回っていただき、

新たに保健師さんの採用を求めているんだというふうに伺ってございます。 

  地域包括支援センターの職員につきましては、機動力を重視しておりまして、おおむね２

名の方々が各家庭に訪問する。１名の方は事務所にお残りになって、事務処理あるいは相談

業務に当たるというように考えてございまして、事務自体は、これによってかなり拡充され

ていくものというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○議 長（浅岡 厚君） 12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） 地域包括支援センターの仕事というのは介護だけではなくて、生活

保護の相談や何かも、多岐にわたって受ける事業なんです。ですから、その介護だけではな

いというところで、地域事業の一端を担うというところでは、もう少し状況のほうを把握し

ていただきと思います。 

  終わります。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 
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  １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  国民健康保険特別会計についてお尋ねします。 

  ８ページ、歳入の１款国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保険税、１節現年度課

税分３億2,692万円、そのうちで医療給付費分現年度課税分２億1,355万3,000円。これにつ

いてお尋ねします。 

  後期高齢者とその他も質問したいんですけれども、これ１点に絞って、要は、先日も54市

町村の標準課税と説明がされたわけなんですけれども、実態として九十九里町のこの課税分

が高いのか安いのか。その辺の、要は歳出、この表、零点幾つというような数字で出ていま

すけれども、前の確定係数算定結果による標準保険料率案というようなことで、３枚にわた

って率とか金額とかいろいろ出ております。これはちょっと置いておいて、その中で、要は

九十九里町のこの課税分の人数と１人当たりの平均の金額、これが幾らぐらいになるのか。 

  そして、千葉県全体の、要は基準となる年齢があると思うんです。それに伴う平均所得が

あると思います。それと、それに伴う平均の保険料。それに比較して九十九里町の保険がど

のような状況なのか、わかったら教えていただきたいと思います。 

○議 長（浅岡 厚君） 住民課長、戸田佳子君。 

○住民課長（戸田佳子君） 国民健康保険税につきましては、平成30年度から財政基盤の県広

域化に伴いまして、配られる納付金に対して税率が決められております。比較できる１人当

たりの金額といたしましては、対象年度、28年度保険料における31年度の標準保険料の率な

んですけれども、九十九里町は28年度中９万8,020円に対して８万6,806円、これは54市町中

51位でございます。下から３番目か４番目ぐらいになるかと思いますので、今回の制度を通

じまして九十九里町の国民健康保険税は大分引き下げられたというふうに認識しております。 

  それと、所得の関係なんですが……。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） じゃ、再質問でね。仮に40歳の所得金額500万で、保険料率、保険課

税分が幾らぐらいになるのか。九十九里町と千葉県、両方の比較ができるかどうか。 

  いや私は、千葉県全体の比較として、年齢層によって相当開きがあるんじゃないかという

ことを質問申し上げているのです。わかったら教えてください。 

○議 長（浅岡 厚君） 住民課長、戸田佳子君。 

○住民課長（戸田佳子君） 数字を当てはめれば計算はできるんですが、大変申しわけないん
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ですが、今時点ですぐというのはちょっと無理なので、後日の回答にさせていただきたいと

思います。 

○議 長（浅岡 厚君） 税務課長、篠崎肇君。 

○税務課長（篠崎 肇君） お答えさせていただきます。 

  今、髙木議員の質問の中で500万という数字がございましたが、ちょっと今すぐ出ません。

手元にある資料の中で、所得が400万、４人世帯、夫婦で大人２人子供２人の場合、およそ

55万円。ぴったりの数字ではございませんが、およそ55万円の現在の税率でいきますと、金

額。これは医療だけじゃなくて介護、支援入れたものの総計になります。県の平均につきま

しては申しわけございませんが、ちょっと私どものところでは今、把握してございません。 

○議 長（浅岡 厚君） １番、髙木輝一君。 

○１番（髙木輝一君） １番、髙木です。 

  今の、要は比較ができるようにぜひしていただけたら、年齢層によって、所得金額によっ

て、どのぐらいの保険料を納付するのか。私は九十九里町高いんじゃないかなという認識だ

け持っているんでね。ですからこの件数をいろいろ示されても、なかなかわかりづらい部分

があるかと思いますので、その辺を簡単に、誰が見てもわかるような説明の仕方を、今後求

めていきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑なしと認めます。 

  これで特別会計予算及び事業会計予算の質疑を終わります。 

  これより討論を行います。 

  初めに、原案に反対する討論を許します。 

  討論ありませんか。 

  12番、谷川優子君。 

○１２番（谷川優子君） 12番、谷川です。 

  平成31年度九十九里町、議案第３号、国民健康保険特別会計予算、議案第４号、後期高齢

者医療特別会計予算、議案第５号、介護保険特別会計予算について反対討論を行います。 

  議案第３号、国民健康保険特別会計、これまで国民健康保険は各市町村が単独で運営をし

てまいりました。しかし昨年度から、市町村と都道府県が共同運営の制度となりました。新
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制度に変わっても国保税額や徴収は市町村の仕事に変わりはありません。都道府県が納付金

の額を示す際、あわせて標準保険料率を提示することになっています。 

  しかし、標準保険料率はあくまでも参考値であり、市町村に従う義務はないとされていま

す。しかし、市町村への圧力となることは明瞭です。問題は、都道府県化の狙いは一般会計

からの繰り入れ解消と給付費抑制です。多くの自治体は、一般会計から国保会計への繰り入

れを行い、国保税の負担軽減や自治体独自の減免を行ってきました。 

  しかし、政府、厚労省はこうした自治体による公費の法定外繰り入れを敵視し、その分を

保険税の引き上げに転嫁するよう主張してきました。仮に、国の主張どおりに法定外繰り入

れがなくなれば、国保税は全国平均で１万円引き上がることになります。今後、高齢化など

で医療給付費が増えるたびに、さらに上がり続けることになります。 

  都道府県を国保財政の管理者として、赤字削減の名で法定外繰り入れの解消を指導させ、

収納対策の名で滞納者への徴収を評価と、地域医療構想による病床削減と一体に、給付費抑

制を推進させる、こうした狙いがあります。 

  国保税の高騰を招いた原因は、加入世帯の貧困化、そして高齢化、そして国の予算の削減

です。1960年代、国保加入者世帯主の４割が農林水産業で、３割が自営業者でした。しかし

今では、年金生活者などの無職が４割、非正規労働者などの被用者が３割など、が８割を占

めるようになっています。平均所得も1990年代前半は、270万円を超えていましたが、今で

は138万円まで落ち込んでいます。 

  私も一般質問の中で、国保税と協会けんぽの保険料負担の比較、また、国保に加入する子

育て世帯や１人世帯の生活実態、収入が生活保護基準前後の境界世帯、貧困世帯の負担額の

試算などを具体的に示しながら、これ以上の負担の不公平の拡大、弱者いじめは許されない

ことを訴えてきました。 

  昨年度から、子供の均等割の減免や、多子家庭の国保税の減免に踏み出す自治体が各地で

出てきています。国保法の77条被保険者に被災、病気、事業の休止などの特別の事情がある

場合、市町村の判断で国保税の減免ができることが規定されています。この規定を活用し、

多子家庭の支援策として、特別な事情と認定することで、子育て支援として負担軽減を行う

ものです。 

  子供の均等割の軽減はもちろん、１人家庭、障害者、障害児のいる家庭、収入が生活保護

基準前後の世帯など、生活苦にあえぐ広範な世帯に負担軽減を適用することが求められてい

ます。 
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  議案第４号、後期高齢者医療特別会計、後期高齢者医療制度は2006年の法改正、2008年の

制度がスタートし、それまでの老人保健法を名称ごと変更し、高齢者の医療の確保に関する

法律として発足させました。財政は保険料と公費、また、現役世代からの支援金を入れて運

営しますが、収入が少ない一方で医療費がかさむ後期高齢者の独立保険などというのは、基

盤が極めて貧弱な仕組みの医療制度です。法律自体、その目的に、医療適正化イコール医療

費削減を掲げ、医療内容の差別化にも通じる規定が盛り込まれ、うば捨て制度と最初大変強

く批判されました。 

  高齢者に重い保険料の負担増、保険料は都道府県ごとに保険者である後期高齢者広域連合

が、２年に１回、料率等を定め、それぞれの被保険者に収入により決定されます。 

  ちなみに千葉県の保険料は、08年、09年は被保険者１人当たり平均保険料額5,470円で、

全国平均5,283円に比べても高く、16年、17年の全国平均が5,659円、しかし千葉県の平均は

5,818円です。高齢者の生活にとって大変な負担になります。扶養されている人、わずかな

年金暮らしの人を含め、後期高齢者だけの独立した保険制度は、保険料を本来徴収できない

層が含まれています。国民皆保険の一環である以上、全員が加入でき、全員が給付を受けら

れるよう、大幅な軽減の措置は当然です。 

  後期高齢者の年金収入の現状は、平均が127万円で、基礎年金額は80万円以下が４割を占

めています。このほかに、所得がないのが圧倒的で、さらにその半数近くは50万円以下、

月々５万円に満たない年金で暮らしています。こんなぎりぎりの人を含め、低年金の高齢者

に負担増を押しつけるのは許されないことです。 

  第５号、介護保険特別会計、介護保険は３年ごとの事業の見直しがされ、第７期保険事業

が行われています。第７期介護保険事業では、社会保障・税一体改革の徹底を具体化し、自

立支援、重度化防止に向けた保険者機能の強化、共生型サービスの創設などを基本とされま

した。しかし、2018年の介護報酬改定で、ホームヘルパーが家事支援を行う生活援助を、一

定の回数以上利用する場合、ケアマネジャーが保険者への届け出を義務づけにするなど、使

いづらくしました。 

  月27回から43回とする、要介護度別の届け出基準回数を公表、パブリックコメントを行い

ました。約２万4,000人が対象となる見込みです。まさに生活援助の利用制限を狙うもので

す。届け出基準回数は通常の利用状況からかけ離れた利用回数とされます。 

  過去１年以内の給付実績に基づき、介護度別に、各月の全国平均利用回数プラス２、標準

偏差を算出し、最大月の回数としています。例えば、要介護１は27回、要介護２は34回、要
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介護３は43回、要介護４で38回、そして要介護５では31回、これらは統計処理であり、機械

的に算出されたもので、個別の実態に基づくサービスの必要性の判断とは全く関係ありませ

ん。生活援助を基準以上に利用する場合、ケアプランを作成したマネジャーが保険者に、市

町村に届けなければならなくなります。保険者は介護、医療関係者らを集めて開く、不適切

と判断されれば使えなくなり、介護外しにつながります。 

  前回の報酬改定で要支援１、２を介護給付から外したのに続き、要介護１、２を軽度者切

り捨て、社会保障大幅削減した狙いがあります。聞き取りはせず、実態を把握しないまま、

月100回を超えて利用ケースも認められたなどと、多く利用することを問題視していますが、

月31回といっても１日１回だけです。本当に妥当性を欠くのが検証されていない、回数のこ

とだけで多い少ないというのは理解に苦しむなど、実際使っている方から厳しい声が出てい

ます。経済力がない人は、家族が見るしかなく、政府が掲げる、介護離職者ゼロと大変矛盾

します。 

  介護者が安心して介護が受けられるような介護編成と制度の充実を強く要望し、反対討論

といたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 次に、原案に賛成する討論を許します。 

  討論ありませんか。 

  16番、石橋和雄君。 

○１６番（石橋和雄君） 16番、石橋。 

  それでは、議案第１号から議案第８号までの九十九里町各会計予算につきまして、賛成の

立場で討論をいたします。 

  我が国の経済は、本年10月に消費税率の引き上げが予定されている中、国の当初予算にお

いては、臨時、特別の措置を講ずるなど、政策効果も相まって、雇用、所得環境の改善が続

き、経済の好循環がさらに進展する中で、内需を中心とした景気回復が見込まれるとされて

おります。 

  本町においては、景気回復の波及効果はまだまだ薄く、引き続き一般財源の確保は非常に

厳しい状況であることが予想されます。平成31年度は、まちづくりの最上位計画に位置づけ

られている、第４次総合計画後期基本計画及び人口減少の克服と地方創生に向けた、まち・

ひと・しごと創生総合戦略の成果を検証する時期であることから、それぞれに掲げる目的を

着実に達成するため、行政と議会、さらには町民が一丸となって行政運営に取り組む必要が

あります。 
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  このような状況の中、編成された平成31年度一般会計予算は、予算総額51億8,000万円で、

対前年度比3.9％、２億1,200万円の減額予算となっております。これは、かたかいこども園

整備事業及び防災行政無線整備事業の完了により減額されております。 

  歳入については、町税が14億5,020万4,000円と、前年度と比較して3,868万1,000円の増と

なっております。 

  臨時財政対策債を含む実質的な地方交付税は、前年度と比較して3,500万円減の20億3,800

万円となっております。 

  また、借金に当たる町債については、臨時財政対策債を除いて、建設地方債分が１億円で、

前年度と比較して３億300万円の減となっております。 

  歳出については、まちづくりの目標ごとに見てみますと、１つ目の「活力ある産業振興と

交流・連携のまちづくり」では、農業従事者の高齢化や担い手不足などの解決に向けた、新

規就農者や農業農村地域の共同活動を支援する施策が盛り込まれております。 

  商工振興としては、空き公共施設を活用した新たな施策として、地域ブランド振興事業費

補助金が設けられております。 

  また、観光振興では、片貝海岸町営駐車場南側の路上駐車対策として、ガードレールの設

置が計画されております。 

  ２つ目の「健やかにともに助け合い、支え合いのまちづくり」では、健診データの管理、

運用を一元化するため、新たな健康カルテシステムを導入することで、きめ細やかな健康指

導を期待しております。 

  東千葉メディカルセンターでは、開院６年目を迎える中、引き続き看護師養成の支援をす

るとしております。 

  また、新たなかたかいこども園が開園することで、幼児期に重要な集団での保育及び教育

が受けられる環境が整ったことから、子育て支援のさらなる充実に期待します。 

  高齢者に対する施策としては、高齢者の外出を支援する車両の更新のため、社会福祉協議

会への補助金が増額されております。 

  ３つ目の「快適で暮らしの安全・安心のあるまちづくり」では、住民生活に密着した道路

や排水路整備、橋梁補修等のインフラ補修、整備に対して、予算の重点的な配分が見られま

す。 

  消防体制の充実では、第７分団第３部に消防自動車を配備するとしております。 

  ４つ目の「海が育む豊かな自然を未来につなぐまちづくり」では、ごみの問題は大きな社
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会問題であり、本町にも環境への負荷を軽減する取り組みが求められます。また、本町は水

環境が恵まれていることから、水環境を大切にすることも求められ、これらに対する取り組

みが盛り込まれた予算となっております。 

  ５つ目の「町を担う人材育成と豊かな心をつくるまちづくり」では、地域の宝である、児

童・生徒の教育環境の充実を図るための予算が計上されております。 

  また、2020年の東京オリンピック・パラリンピックにあわせた事業として、東金市との共

催による、東金・九十九里ハーフマラソンが計画されております。 

  以上、一般会計は町民福祉の向上のため、限られた財源の中で最大限の効果が上がるよう、

細部にまで配慮された予算となっております。 

  議案第２号、給食事業特別会計では、民間委託により、引き続き安全・安心な学校給食の

提供に努めるとしております。今後も、食の安全確保を徹底していただき、児童・生徒の心

身の健全な発達を図ることができる給食の提供をお願いいたします。 

  議案第３号、国民健康保険特別会計においては、県が財政運営の責任主体となる広域化に

対応した予算編成であるとしておりますが、町民が安心して医療を受けられるよう、医療の

適正化や保険税収納対策の徹底に努めるようお願いいたします。 

  議案第４号、後期高齢者医療特別会計においては、高齢化が進む中、高齢者が安心して医

療が受けられるように、今後も、持続可能な制度として安定的に運営できるよう、最大限の

努力をお願いいたします。 

  議案第５号、介護保険特別会計では、本町の高齢者人口は6,000人を超え、今後の増加も

見込まれますので、引き続き第７期事業計画に基づき、介護予防の拡充と適正な事業運営を

図るようお願いいたします。 

  議案第６号、病院事業特別会計においては、東千葉メディカルセンターが開院６年目を迎

え、高度で安全な医療を提供しながら、地域の中核病院としての使命を果たすとともに、健

全な経営基盤の確立を着実に進めるよう強く望みます。 

  議案第７号、農業集落排水事業特別会計においては、供用している３地区の施設の適正な

維持管理と新規加入を促進し、今後も水環境の保全に努めるようお願いいたします。 

  議案第８号、ガス事業会計においては、ガス事業の目的である安価で安定したガスの供給

とガス施設の保全が図られるよう、最善の努力をお願いいたします。 

  以上、議案第２号から議案第８号までの特別会計においても、その目的に沿った予算編成

がなされております。 
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  よって、議案第１号から議案第８号までの新年度予算については、限りある財源を有効に

活用し、「人、自然、風土が活きる海浜文化都市九十九里」の実現に向かうとともに、町民

が求めているサービスを提供するための予算であると評価し賛成いたします。 

  なお、予算の執行に際しては、効率的な執行を徹底し、経費の節減に努めていただくこと

をあわせてお願いいたします。 

  最後に、予算審議に当たり、資料提供や質疑に対して真摯に対応してくださった職員の皆

様にお礼を申し上げますとともに、御賛同のほどをお願いし、賛成の討論といたします。御

清聴ありがとうございました。 

○議 長（浅岡 厚君） ほかに討論ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 討論なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  採決は議案ごとに行います。 

  議案第１号の採決をいたします。 

  議案第１号 平成31年度九十九里町一般会計予算を原案のとおり決することに賛成の諸君

の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第１号は原案のとおり可決されました。 

  議案第２号の採決をいたします。 

  議案第２号 平成31年度九十九里町給食事業特別会計予算を原案のとおり決することに賛

成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 全 員） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立全員であります。 

  よって、議案第２号は原案のとおり可決されました。 

  議案第３号の採決をいたします。 

  議案第３号 平成31年度九十九里町国民健康保険特別会計予算を原案のとおり決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 
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  よって、議案第３号は原案のとおり可決されました。 

  議案第４号の採決をいたします。 

  議案第４号 平成31年度九十九里町後期高齢者医療特別会計予算を原案のとおり決するこ

とに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第４は原案のとおり可決されました。 

  議案第５号の採決をいたします。 

  議案第５号 平成31年度九十九里町介護保険特別会計予算を原案のとおり決することに賛

成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

  議案第６号の採決をいたします。 

  議案第６号 平成31年度九十九里町病院事業特別会計予算を原案のとおり決することに賛

成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 多 数） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立多数であります。 

  よって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

  議案第７号の採決をいたします。 

  議案第７号 平成31年度九十九里町農業集落排水事業特別会計予算を原案のとおり決する

ことに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 全 員） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立全員であります。 

  よって、議案第７号は原案のとおり可決されました。 

  議案第８号の採決をいたします。 

  議案第８号 平成31年度九十九里町ガス事業会計予算を原案のとおり決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

（起 立 全 員） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立全員であります。 
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  よって、議案第８号は原案のとおり可決されました。 

  暫時休憩いたします。 

  再開は14時30分です。 

（午後 ２時１６分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ２時２９分） 

───────────────────────────────────────────────── 

◎日程第３ 議員派遣の件 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第３、議員派遣の件を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  会議規則第129条第１項の規定により、本年５月16日、17日の九十九里町議会議員視察研

修会に、議員全員をお手元に配付いたしました内容で派遣したいと思います。これに御異議

ございませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 異議なしと認めます。 

  よって、九十九里町議会議員視察研修会に議員全員を派遣することに決定いたしました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎日程第４ 陳情第１号 「幼児教育・保育の『無償化』に係わる制度の拡充、及び、

           国の地方自治体への十分な財政措置を求める意見書」の提

           出を求める陳情書 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第４、陳情第１号 「幼児教育・保育の『無償化』に係わる制

度の拡充、及び、国の地方自治体への十分な財政措置を求める意見書」の提出を求める陳情

書を議題といたします。 

  教育福祉常任委員会の審査の結果について、教育福祉常任委員会委員長より報告を求めま

す。 

  教育福祉常任委員会委員長、中村義則君。 

（教育福祉常任委員会委員長 中村義則君 登壇） 

○教育福祉常任委員会委員長（中村義則君） ３番、中村です。 
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  報告いたします。教育福祉常任委員会に付託されました「幼児教育・保育の『無償化』に

係わる制度の拡充、及び、国の地方自治体への十分な財政措置を求める意見書」の提出を求

める陳情書について、陳情の趣旨及び内容について、本委員会で慎重審議した結果、採択と

決定いたしましたので、会議規則第95条の規定により報告いたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 教育福祉常任委員会委員長の報告が終わりました。 

  ただいまの委員長報告に対し質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより採決いたします。 

  教育福祉常任委員会委員長の報告は採択です。 

  委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 全 員） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立全員であります。 

  よって、委員長報告のとおり採決とすることに決定いたしました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎日程第５ 陳情第２号 「会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治体へ

           の十分な財政措置を求める意見書」の提出を要請する陳情

           書 

○議 長（浅岡 厚君） 日程第５、陳情第２号 「会計年度任用職員制度の施行に伴う、国

の地方自治体への十分な財政措置を求める意見書」の提出を要請する陳情書を議題といたし

ます。 

  総務常任委員会の審査の結果について、総務常任委員会委員長より報告を求めます。 

  総務常任委員会委員長、荒木かすみ君。 
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（総務常任委員会委員長 荒木かすみ君 登壇） 

○総務常任委員会委員長（荒木かすみ君） ６番、荒木です。 

  報告いたします。総務常任委員会に付託されました「会計年度任用職員制度の施行に伴う、

国の地方自治体への十分な財政措置を求める意見書」の提出を要請する陳情書について、陳

情の趣旨及び内容について、本委員会で慎重審議した結果、採択と決定いたしましたので、

会議規則第95条の規定により報告をいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 総務常任委員会委員長の報告が終わりました。 

  ただいまの委員長報告に対し質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 質疑なしと認めます。 

  これで質疑を終わります。 

  これより討論を行います。 

  討論はありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 討論なしと認めます。 

  これで討論を終わります。 

  これより採決いたします。 

  総務常任委員会委員長の報告は採択です。 

  委員長報告のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 全 員） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立全員であります。 

  よって、委員長報告のとおり採決とすることに決定いたしました。 

  暫時休憩いたします。 

（午後 ２時３４分） 

───────────────────────────────────────────────── 

○議 長（浅岡 厚君） これより再開いたします。 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ２時３４分） 

───────────────────────────────────────────────── 
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◎日程の追加 

○議 長（浅岡 厚君） お諮りいたします。 

  ただいま中村義則君ほか４名から、発議第１号 幼児教育・保育の「無償化」に係わる制

度の拡充、及び、国の地方自治体への十分な財政措置を求める意見書について、荒木かすみ

君ほか５名から、発議第２号 会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治体への十

分な財政措置を求める意見書についてが提出されました。 

  発議を配付いたします。 

（発議配付） 

○議 長（浅岡 厚君） 発議の配付漏れはありませんか。 

（「なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 配付漏れなしと認めます。 

  発議第１号並びに発議第２号を日程に追加し、追加日程第１並びに追加日程第２として議

題とすることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 異議なしと認めます。 

  よって、発議第１号並びに発議第２号を日程に追加し、追加日程第１並びに追加日程第２

として議題とすることに決定いたしました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎追加日程第１ 発議第１号 幼児教育・保育の「無償化」に係わる制度の拡充、及

             び、国の地方自治体への十分な財政措置を求める意見

             書について 

○議 長（浅岡 厚君） 追加日程第１、発議第１号 幼児教育・保育の「無償化」に係わる

制度の拡充、及び、国の地方自治体への十分な財政措置を求める意見書についてを議題とい

たします。 

  本件について、趣旨説明を求めます。 

  教育福祉常任委員会委員長、中村義則君。 

（教育福祉常任委員会委員長 中村義則君 登壇） 

○教育福祉常任委員会委員長（中村義則君） ３番、中村です。 

  発議第１号 幼児教育・保育の「無償化」に係わる制度の拡充、及び、国の地方自治体へ

の十分な財政措置を求める意見書について。 
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  配付された議案のとおり、地方自治法第112条及び九十九里町議会会議規則第14条の規定

により提出いたします。 

  平成31年３月18日提出。 

  提出者、九十九里町議会議員、中村義則。賛同者、古川明、細田一男、内山菊敏、杉原正

一。 

  九十九里町議会議長、浅岡厚様。 

  発議を朗読いたします。 

  幼児教育・保育の「無償化」については、重要なことと受けとめ国の努力に敬意を表する

ものです。 

  一方、実施に当たっては、地方自治体にも大きな負担もかかることから、国、地方自治体

の十分な合意形成が重要と考えます。 

  政府が2018年12月28日に示した「幼児教育・高等教育の無償化の制度の具体化に向けた方

針」には、なお、懸念すべき事項が含まれています。 

  保育関係団体などからも反対意見が多数出されていますが、３歳以上（２号認定）児に関

する主食材費に加え副食材費を実費徴収することや、認可外施設への対応、「無償化」に係

る自治体の費用負担のあり方（とりわけ、公立の幼児教育・保育施設等での「無償化」に係

る費用の全額自治体負担など）見直すべき課題が存在していると考えます。 

  政府は、地方からの批判の声も受け、2019年度の必要額を国が負担することなどを示しま

したが、今なお「無償化」に伴う懸念が払拭された訳ではありません。 

  幼児教育・保育の無償化の前進を強く望みますが、子どもたちの権利をきちんと守り、地

方自治体がその役割を発揮し続けるためにも、下記のとおり、制度改善と必要な財政措置を

国に強く要望するものです。 

  記。 

  １、「無償化」で自治体の負担が増大しないようにすること、また、公立施設についても

民間施設と同様に国が全額費用負担をするなど、十分な措置を講じてください。 

  ２、無償化を理由に、保育の質的量的拡充が停滞することがないように、国として十分な

予算を確保すること。 

  無償化によってさらに保育需要が増えることが予想されます。待機児童解消については、

認可保育所など質を確保した施設で対応できるようにしてください。また、保育士の処遇改

善や、最低基準の引き上げなど保育の質向上も同時に実現してください。 
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  ３、０～２歳児も所得制限を設けず、無償化の対象にすること。 

  ４、給食食材費は、幼稚園等も含め実費徴収化ではなく、無償化の対象にすること。 

  給食は保育の一環です。給食が必須だからこそ、３歳以上児を含めて副食材費等が公的な

保育所運営費に組み込まれてきました。３歳以上児の副食材費を新たに実費徴収する提案は、

無償化の理念に反しています。国の設定する食材費額は高額（副食材費月4,500円、主食材

費3,000円）で、自治体によっては、実費徴収化で現状の保育料より負担が重くなる世帯が

生まれる可能性があります。また、実費徴収となれば、各保育所等や保育者に新たな実務負

担を負わせることになります。さらに未収・滞納の財政的リスクをも園に強いることになり

ます。しかし、私立保育所は、市町村から委託（児童福祉法24条１項、子ども・子育て支援

法附則６条）を受けて保育を行っています。副食提供は委託業務に含まれており、その食材

費徴収を各施設にさせることは、あきらかに制度に反します。保育における給食・食育の重

要性や、子どもの貧困状況、園や保育者の負担を考慮し、食材費を公費負担・無償化の対象

にしてください。 

  ５、現行の多子減免措置を後退させることなく、その拡充を図ること。 

  ６、認可外施設も無償化の対象とされていますが、認可施設と同等の保育を保障できるよ

う、必要な措置を講じてください。認可外施設への指導監督体制を抜本的に強化するととも

に、認可化を促進するなど質・量とも充実すること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

  平成31年３月18日。 

  千葉県九十九里町議会議長、浅岡厚。 

  別紙のとおり意見書を関係大臣等に提出いたしますので、よろしくお願いいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 本件は質疑、討論を省略し、直ちに採決したいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 異議なしと認めます。 

  よって、直ちに採決することに決定いたしました。 

  発議第１号 幼児教育・保育の「無償化」に係わる制度の拡充、及び、国の地方自治体へ

の十分な財政措置を求める意見書についてを原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を

求めます。 

（起 立 全 員） 
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○議 長（浅岡 厚君） 起立全員であります。 

  よって、発議第１号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎追加日程第２ 発議第２号 会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治体

             への十分な財政措置を求める意見書について 

○議 長（浅岡 厚君） 追加日程第２、発議第２号 会計年度任用職員制度の施行に伴う、

国の地方自治体への十分な財政措置を求める意見書についてを議題といたします。 

  本件について、趣旨説明を求めます。 

  総務常任委員会委員長、荒木かすみ君。 

（総務常任委員会委員長 荒木かすみ君 登壇） 

○総務常任委員会委員長（荒木かすみ君） ６番、荒木です。 

  発議第２号 会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治体への十分な財政措置を

求める意見書について。 

  配付された議案のとおり、地方自治法第112条及び九十九里町議会会議規則第14条の規定

により提出をいたします。 

  平成31年３月18日提出。 

  提出者、九十九里町議会議員、荒木かすみ。賛同者、佐久間一夫、石橋和雄、鈴木征四郎、

髙 功、浅岡厚。 

  九十九里町議会議長、浅岡厚様。 

  発議を朗読いたします。 

  2016年に実施した総務省調査によると、自治体で働く臨時・非常勤職員は全国で64万人と

され、いまや自治体職員の３人に１人が臨時・非常勤職員である。 

  職種は行政事務職のほか保育士、学童指導員、学校給食調理員、看護師、医療技術者、各

種相談員、図書館職員、公民館職員、学校教育など多岐にわたり、その多くの職員が恒常的

業務に就いており、地方行政の重要な担い手となっている。 

  こうした状況を受け、2017年５月11日には地方公務員法及び地方自治法の一部改正法が成

立し、新たに「会計年度任用職員」制度が導入されるなど、非常勤職員を法的に位置づける

とともに、職務給の原則に基づき、常勤職員との均等待遇が求められている。 

  2020年４月の法施行に向けて、各自治体においては、任用実態の調査、把握のほか、関係

条例・規則等の改正や待遇改善にともなう新たな予算の確保などが必要となっている。行政
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サービスの質と量の維持や、臨時・非常勤職員の待遇改善、任用の安定の観点から、次のこ

とが措置されるよう強く要望する。 

  記。 

  １、会計年度任用職員制度の制度化にともなう賃金労働条件の整備に必要な地方自治体の

財政負担の増大について、地方公務員法及び地方自治法の一部改正における国会の付帯決議

に基づき、国の財政措置を早期に明確にし、必要な財源を確保すること。 

  ２、「任期の定めのない常勤職員を中心とした公務運営」の原則を堅持し、公務を遂行す

るため、地方自治体への必要な財政措置を講じること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

  平成31年３月18日。 

  千葉県九十九里町議会議長、浅岡厚。 

  別紙のとおり意見書を関係大臣等に提出いたしますので、よろしくお願いをいたします。 

○議 長（浅岡 厚君） 本件は、質疑、討論を省略し、直ちに採決したいと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 異議なしと認めます。 

  よって、直ちに採決することに決定いたしました。 

  発議第２号 会計年度任用職員制度の施行に伴う、国の地方自治体への十分な財政措置を

求める意見書についてを原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（起 立 全 員） 

○議 長（浅岡 厚君） 起立全員であります。 

  よって、発議第２号は原案のとおり可決されました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎閉会の宣告 

○議 長（浅岡 厚君） 以上で、今期定例会に付議された案件は全て議了いたしました。 

  お諮りいたします。 

  会議規則第７条の規定により、これをもって今期定例会を閉会したいと思います。これに

御異議ございませんか。 

（「異議なし」と言う者あり） 

○議 長（浅岡 厚君） 異議なしと認めます。 
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  よって、これをもって平成31年第１回九十九里町議会定例会を閉会といたします。 

  御苦労さまでした。 

閉 会  午後 ２時５０分 
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